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序 文

千葉県北西部にあって、南流する江戸川を臨む流山市は、その恵まれた自然的環境から、古

来より人々の居住に適しており、市内には数万年前からの人々の生活の跡が発見されています。

ところで、首都圏を中心とした交通網の整備の一環として流山市を横断するようにして、首

都圏と常総地域、東北地方南部を結ぶ常磐自動車道が建設されることになり、千葉県教育委員

会では、路線内の埋蔵文化財の取扱いについて日本道路公団と度ぴ重なる協議を行ってまいり

ました。その結果、路線内に所在する埋蔵文化財包蔵地について、やむなく発掘調査を実施し

記録保存の措置を講ずることとなりました。

発掘調査は、財団法人千葉県文化財センターが、千葉県教育委員会の指導により実施するこ

ととなり、昭和55年度から昭和57年度までの 3ヵ年に 8遺跡の調査を実施しました。その後、

これらの遺跡の調査結果について整理を行ってまいりましたが、ここにその成果を「常磐自動

車道埋蔵文化財調査報告書VJとして刊行することとなりました。

各遺跡の内容については、報文中に詳述されていますが、先土器時代・縄文時代 ・古墳時代

の人々の生活の跡や、中世あるいは近世の墓 ・塚など、きらに、近世の牧の一部である馬土手

堀などが発見されました。このような歴史的遺産は、その地域に生きる人々の精神的なうるお

いやゆとり、また、誇りを育むものであり、かつ、千葉県や流山市の歴史を学ぶうえで重要な

ものでもあります。残された唯一の記録である本報告書が、学術研究や教育資料として、また、

文化財保護思想、の普及と極養に役立つことを願ってやみません。

最後となりましたが、風間寒暑の過酷な中で発掘調査の現場作業に従事された地元の流山市

及び柏市の皆様、また、膨大な出土品の整理に苦闘された皆様に心から御礼申し上げます。こ

の他、調査並びに整理業務の遂行に当たり御指導 ・御協力を賜わった千葉県教育庁文化課、日

本道路公団東京第一建設局 ・同柏工事事務所 ・流山市教育委員会 ・流山市立博物館の関係諸機

聞の皆様に厚〈御礼申し上げます。

昭和 60年 9月 30日

財団法人千葉県文化財センター

理事長山本孝也
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日本道路公団による、常磐自動車道建設工事に伴う、千葉県流山市答(センターコ一
角みかいずか わかぱ fこい つか ;1: ~で

ド、 220-001)、上貝塚 (220一002)、若葉台 (220-003)、塚(1)(220-004)、馬土手(1)(220一005)、
うまどて うまどて つか うまどて

馬土手(1)(220-005)、馬土手(2)(220-006)、塚(2)(220-007)、馬土手(3)(220-008)、各遺跡の埋

{列

1 .本報告書は、

蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 本報告書所収 8遺跡の(1)所在地、 (2)調査面積、 (3)調査期間は下記のとおりである。

跡遺谷

流山大字谷字入谷津50ほか(1) 

2，000m' (2) 

昭和56年 1月7日~昭和56年 3月3日(3) 

上員塚遺跡

流山市大字桐ケ谷字東割47-2ほか(1) 

16，000m' 

昭和56年 1月7日~昭和56年 3月3日(第 1次): 2，000m' 

昭和56年10月1日~昭和57年 3月31日(第 2次): 8，400m' 

(2) 

(3) 

昭和57年 4月1日~昭和57年 7月31日(第 3次): 5，600m' 

若葉台遺跡

流山市大字桐ケ谷南割144ほか(1) 

30，000m' (2) 

昭和56年10月1日~昭和57年 3月31日(第 1次): 14，000m' (3) 

昭和57年 4月1日~昭和57年 7月31日(第 2次): 16，000m' 

)
 

1
 

(
 

塚

流山市西初石 2丁目229-1 )
 

噌，ょ(
 

400m' (2) 

昭和57年 8月1日~昭和57年 9月21日(3) 

馬 土 手 (1)

/ 流山市大字上新宿字宿後333

750m' 

(1) 

(2) 

昭和57年 8月1日~昭和57年 9月21日(3) 

馬土手 (2)

流山市駒木台505ほか(1) 

1，200m' 

昭和57年 8月1日~昭和57年 9月21日

(2) 

(3) 



¥ 

塚 (2)

(1) 流山市青田69ほか

(2) 1，000m' 

(3) 昭和57年 9月1日~昭和57年 9月30日

馬土 手 (3)

(1) 流山市大字青図的ほか

(2) 1，500m' 

(3) 昭和56年 3月 9日~昭和56年 3月31日

3.発掘調査から、本報告書作成に至る業務は、日本道路公団の委託を受け、千葉教育庁文化課の指導

のもとに、財団法人千葉県文化財センターが行った。

4.発掘調査に関る組織、担当職員は下記のとおりである 。

昭和55年度

調査部長 白石竹雄

部長補佐 栗本佳弘

班 長天野 ー 努

調査研究員 石倉亮治杉崎茂樹郷堀英司

昭和56年度

調査部長

部長補佐

班長

調査研究員

昭和57年度

調査部長

部長補佐佐

班長

調査研究員

白石竹雄

天野努

清藤-JI/貢

田中 豪郷堀英司鈴木文雄萩原恭 一 石井ひろみ

白石竹雄

天野努

清藤一順

田中 豪郷堀英司鈴木文雄萩原恭一海老原充

5 報告書の作成は下記の組織、担当職員があた った。

昭和59年度

調査部長

部長補佐

班長

鈴木道之助

根本弘

鈴木定明



主任調査研究員僑本勝雄

調査研究員 郷堀英司田井知一

昭和印年度

調査部長

部長補佐

班

鈴 木 道 之 助

岡川宏道

矢戸 三男長

主任調査研究員田村 隆

調査研究員 原田昌幸

6.原稿執筆は、田村、郷堀、原因の共同討議を経て、分担執筆としたが、各文末に最終的な文責の所

在を明示した。編集は田村が担当した。

7. 第 1図には、国土地理院著作発行、 2万5千分の l地形図「流山」を使用している。

8.本書に掲載した図面の方位は座標北とした。

9.各遺跡の遺構番号は、発掘調査時に付された番号を踏襲しているが、先土器時代のフーロックはこの

限りではない

10.第 6編は、第 1章を当センター主任調査研究員(昭和60年度)小宮 孟に執筆を依頼したが、第 2

章以下はパリノ ・サーヴェイ株式会社の委託研究の成果となっている。

11.発掘調査から報告書の刊行に至るまで、下記の諸機関、諸氏の御指導を賜りました。ここに謝意を

表します。

日本道路公団東京第一建設局及び同柏工事事務所、千葉県教育庁文化謀、流山市教育委員会、安斉正

人、新井和之、大竹憲昭、大塚達朗、小川静夫、織笠明子、織笠 昭、金山喜昭、菜島義明、斎藤幸

恵、佐藤宏之、西井幸雄、武藤康弘、山崎和巳(敬称略)
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第27図 上貝塚遺跡グリッド別遺物分布図 (2) 第75図石 器 (7)

第28図 005住居跡平 ・断面図及び遺物分布図 第76図石 器 (8)

第29図 005住居跡出土遺物(1) 第77図石 器 (9)・土製品

第30図 005住居跡出土造物 (2) 第78図 001住居跡

第31図 006住居跡平・断面図及び遺物分布図 第79図 001住居跡炭化材及び床面造物出土状況

第32図 006住居跡出土遺物 第80図 001住居跡カ7 ド

第33図 007住居跡平・断面図及び遺物分布図 第81図 001住居跡出土遺物(1)

第34図 007住居跡出土土器個体別接合図 第82図 001住居跡出土遺物 (2)

第35図 007住居跡出土遺物 (1) 第83図 001住居跡出土遺ー物 (3)

第36図 007住居跡出土造物 (2) 第84図 002住居跡

第37図 007住居跡出土遺物 (3) 第85図 002住居跡カマド

第38図 007住居跡出土遺物 (4) 第86図 002住居跡出土遺物

第39図 013住居跡平・断面図及び遺物分布図 第87図 003住居跡

第40図 013住居跡出土遺物 第88図 003住居跡出土遺物 (1)

第41図 016住居跡平面図及び遺物分布図 第89図 003住居跡出土遺物 (2)



第90図 008住居跡

第91図 008住居跡カマド

第92図 008住居跡出土遺物

第93図 009住居跡

第94図 009住居跡カ7 ド

第95図 009住居跡出土遺物

第96図 010住居跡

第97図 010住居跡、カマド

第98図 010住居跡、出土遺物

第99図 011住居跡出土遺物

第100図 011住居跡

第101図 014住居跡

第102図 014住居跡、カ7 ド

第103図 014住居跡出土遺物(1)

第104図 014住居跡出土遺物 (2)

第105図 015住居跡、

第106図 015住居跡出土遺物 (1)

第107図 015住居跡、出土遺物 (2)

第108図 004竪穴状遺構

第109図土拡群全体図

第110図 201・218土拡

第111図 216・217土拡

第112図 219・220・221土拡

第113図 224・225・226土拡

第114図 227土拡

第115図 201土拡出土石器

第116図 55年度調査区001-004遺構平・断面図

第117図 55年度調査区005・007-009遺構平・断面図

第118図 101溝平・断面図

第119図 103溝平・断面図

第120図磁 器

第121図 55年度調査区出土陶磁器

第122図上貝塚遺跡出土古銭円)

第123図上貝塚遺跡出土古銭 (2)

第3篇若葉台遺跡

第124図若葉台遺跡全体図

第125図若葉台遺跡先土器時代全体図

第126図第 1ブロック遺物出土状況

第127図第 1ブロック石器

第128図第 2ブロ y ク遺物出土状況

第129図第 3ブロ yク遺物出土状況

第130図第 3ブロック石器 (1)

第131図第 3ブロック石器 (2)

第132図第 4ブロック遺物出土状況

第133図第 4ブロック石器

第134図第 5ブロック遺物出土状況

第135図第 5ブロック石器 (1)

第136図第 5ブロック石器 (2)

第137図第 5ブロック石器 (3)

第138図第 6ブロック遺物出土状況

第139図第 6ブロック石器 (1)

第140図第 6ブロック石器 (2)

第141図第 7ブロック遺物出土状況

第142図第 7ブロック石器

第143図ブロック外表面採集の石器 (1)

第144図ブロック外表面採集の石器 (2)

第145図若葉台遺跡出土縄文土器時時期別数量比

第146図若葉台遺跡遺構時期別分布図(縄文時代)及

びグリッド別遺物分布図 (1)

第147図若葉台遺跡グリッド別遺物分布図 (2)

第148図若葉台遺跡、グリッド別遺物分布図 (3)

第149図 001住居跡平・断面図

第150図 001住居跡、遺物分布図

第151図 001住居跡出土遺物

第152図 002住居跡平・断面図

第153図 002住居跡、遺物分布図及び炉跡周辺遺物出

土状態図

第154図 002住居跡出土土器個体別接合図 (1)

第155図 002住居跡出土土器個体別接合図 (2)

第156図 002住居跡出土遺物 (1)

第157図 002住居跡出土遺物 (2)

第158図 002住居跡出土遺物 (3)

第159図 003住居跡平 ・断面図

第160図 003住居跡遺物分布図及び住居内土坑断面

図

第161図 003住居跡出土遺物 (1)

第162図 003住居跡出土遺物 (2)

第163図 004住居跡平 ・断面図及び遺物分布図

第164図 004住居跡出土遺物

第165図 005住居跡平・断面図

第166図 005住居跡遺物分布図

第167図 005住居跡出土遺物 (1)

第168図 005住居跡出土遺物 (2)

第169図 006住居跡平・断面図及び遺物分布図

第170図 006住居跡出土遺物

第171図 007住居跡平・断面図

第172図 007住居跡・炉跡断面図及び遺物分布図

第173図 007住居跡出土遺物

第174図 008住居跡平・断面図及び遺物分布図

第175図 008住居跡出土遺物

第176図 009住居跡平・断面図

第177図 009住居跡遺物分布図及び貝ブロック断面

図

第178図 009住居跡出土土器個体別接合図 (1)

第179図 009住居跡出土土器個体別接合図 (2)

第180図 009住居跡出土土器個体別接合図 (3)

第181図 009住居跡出土遺物 (1)

第182図 009住居跡出土遺物 (2)

第183図 009住居跡出土遺物 (3)

第184図 009住居跡出土遺物 (4)

第185図 009住居跡出土遺物 (5)

第186図 009住居跡出土遺物 (6)

第187図 009住居跡出土遺物 (7)

第188図 010住居跡平・断面図及び遺物分布図

第189図 010住居跡出土遺物



第190図 011住居跡平 ・断面図及び遺物分布図

第191図 011住居跡遺物分布図

第192図 011住居跡出土遺物 (1)

第193図 011住居跡出土遺物 (2)

第194図 201-203・205土坑平・断面図

第195図 206・207土坑平・断面図

第196図 208-211土坑平 ・断面図

第197図 212-216土坑平・断面図

第198図 201・202・207・208・210-214土坑出土遺

物

第199図 215土坑出土法物

第200図 108溝出土遺物

第201図早期前半の土器 (1)

第202図早期前半の土器 (2)・早期後半の土器

第203図前期前半の土器(1)

第204図前期前半の土器 (2)

第205図前期前半の土器 (3)

第206図前期前半の土器 (4)

第207図前期前半の土器 (5)

第208図前期前半の土器 (6)

第209図前期前半の土器 (7)

第210図前期前半の土器 (8)

第211図前期前半の土器 (9)

第212図前期前半の土器 (1曲

第213図前期前半の土器 (11)

第214図前期前半の土器(12)

第215図前期前半の土器(1司

第216図前期前半の土器(14)

第217図前期前半の土器(1日

第218図前期前半の土器 (16)

第219図前期前半の土器(1司

第220図前期後半の土器(1)

第221図前期後半の土器 (2)

第222図前期後半の土器 (3)・中期前半の土器

第223図中期前半~中期後半の土器

第224図中期後半~後期前半の土器

第225図後期後半の土器(1)

第226図後期後半の土器 (2)

第227図晩期前半の土器

第228図晩期の土器 ・土錘 ・土製円板

第229図若葉台遺跡、遺構出土の石器・石製品

第230図石 器 (1)

第231図石 器 (2)

第232図石 器 (3)

第233図石 器 (4)

第234図石 器 (5)

第235図石 器 (6)

第236図石 器 (7)

第237図石 器 (8)

第238図石 器 (9)

第239図石 器(10)

第240図石 器(11)

第241図石 器(12)

第242図 石

第243図 石

第244図 石

器(13)

器(14)

器(15)

第245図石製品と土製品

第246図 101-107講平・断面図

第247図 108溝 ・217-221土岐平 ・断面図

第248図 217-221土拡平 ・断面図

第249図若葉台遺跡出土古銭

第4篇塚(1)・(2)
第250図塚 (1)平面図

第251図塚 (1)・塚 (2)断面図

第252図塚(1)出土石塔

第253図塚(1)出土土器

第254図塚 (1)出土石器

第255図塚 (1)出土古銭

第256図塚 (2)及び土拡群平 ・断面図

第5篇馬土手(1)・(2)・(3)

第257図馬土手 (1)平面図

第258図馬土手 (1)断面図

第259図馬土手(1)出土陶磁器 (1)

第260図馬土手 (1)出土陶磁器 (2)

第261図馬土手(1)出土陶磁器 (3)

第262図馬土手 (1)出土陶器 (1)

第263図馬土手 (1)出土陶器 (2)

第264図馬土手 (2)平面図

第265図馬土手 (2)断面図

第266図馬土手 (2)出土陶磁器

第267図馬土手 (3)平 ・断面図

第268図馬土手 (3)出土陶磁器

第269図馬土手 (1)・(2)・(3)出土古銭

f寸篇

第270図馬土手(1)・ (2)・(3)出土土器

第271図馬土手(1)・(2)・(3)出土石器

第6篇自然科学

第272図 Dブロ γ ク出土ノ、7 グリ穀長分布

第273図 Dブロック出土シオフキ殻長分布

第274図 Eフロック出土ハマクリ穀長分布

第275図 Eブロック出土シオフキ殺長分布

第276図若葉台遺跡重鉱物 ・花粉分析結果

第7篇綜括・黒浜期の諸問題

第277図若葉台遺跡、縄文時代前期黒浜期の竪穴住居

跡出土土器の文様車且成比
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図 版 目 次
第 1篇谷遺跡 PL. 43 遺構内出土土器(005・006・009)

PL. 1 遺跡、全景 ・調査状況 PL. 44 遺構内出土土器(009)

PL. 2 002住居跡・ 003住居跡 PL. 45 遺構内出土土器(009)

PL. 46 遺構内出土土器(009)

第2篇上貝塚遺跡 PL. 47 遺構内出土土器(009)

PL. 3 遺跡全景 ・調査状況 PL. 48 遺憐円出土土器(009・011)
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PL. 9 014住居跡 ・015住居跡 PL. 54 遺構内出土土器(005・007)

PL. 10 016住居跡 ・202土坑 PL. 55 遺構内出土土器(007・008)

PL. 11 203土坑 ・205土坑 PL. 56 遺構内出土土器(008・009)
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PL. 13 遺構内出土土器(005・007) PL. 58 遺構内出土土器(009)
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PL. 27 グリッド出土の土器(前期前半) PL. 74 グリッド出土の土器(前期前半)

PL. 28 グリ y ド出土の土器(前期前半) P L. 75 クリッド出土の土器(前期前半)

PL. 29 グリッド出土の土器(前期前半) PL. 76 グリ y ド出土の土器(前期前半)

PL. 77 グリッド出土の土器(前期前半)

第3篇若葉台遺跡 PL. 78 グリッド出土の土器(前期前半)
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PL. 37 202土坑・ 205土坑 PL. 84 塚 (1)調査前全景 ・全景

PL. 38 206土坑 ・207土坑 PL. 85 塚 (1)道しるべ

PL. 39 208土坑 ・210土坑 PL. 86 塚 (1)庚申塔・出土遺物
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PL. 41 遺構内出土土器(002) PL. 88 塚 (2)調査前全景 ・全景

PL. 42 遺構内出土土器(002)



第5篇馬土手(1)・(2)・(3)

PL. 89 馬土手 (1)調査前全景・調査状況

PL. 90 馬土手 (2)調査前・調査状況

石器

PL. 91 上貝塚 ・若葉台遺跡先土器時代の石器

P L. 92 若葉台遺跡、先土器時代の石器

PL. 93 若葉台遺跡縄文時代の石器

PL. 94 若葉台遺跡縄文時代の石器

PL. 95 若葉台遺跡縄文時代の石器

第6篇 上貝塚遺跡001住居跡出土炭化材

PL. 96 資料No.1.No.3

PL. 97 資料No.4・No.5

PL. 98 資料No.6・No.7

PL. 99 資料No.8・No.9

P L. 100 資料NoJO・NoJ1
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これから報告しようとする 8遺跡は、千葉県流山市の中央部を東西に連綴するように分布している。

流山市は千葉県の北端に近く、江戸川をへだてて、埼玉県北葛飾郡吉川町、同三郷市に面している。

市街地は、この江戸川に沿う狭い沖積地に南北に長〈発達しているが、その東側IJは標高20m程の下総台

地に接している。流山市と、その東側に位置する柏市の周辺は、 三角洲状をしている下総台地の収縮部

にあたり、台地の幅も 7km- 8 km程度て前り、野田市、東葛飾郡関宿町と北上するにつれ、その幅員も

漸減し、関宿町三軒家において、消滅する。利根川と江戸川との分岐点である。

この江戸川に臨む台地上には、先土器時代以降のおびただしい遺跡が残されているが、それは特に台

地縁辺に濃く、主要河川は言うまでもないが、そこから校分かれした支谷沿いにもまた、点々と祖先の

足跡を追うことができる。本報告書で扱う谷、上貝塚、若葉台と言った諸遺跡も、そのような遺跡立地

の典型を示している。

また、本地域は、慶長十九年に江戸幕府により創設された上野牧の所在地としても知られ、それに関

連する遺構の調査をも収録することができた。なお、上野牧は、享保七年に分割整理されており、今回

の調査に係る遺構は高田台牧の関連遺構と言うのが正確なところであろ う(松下、昭和57年)。

次に、谷、上貝塚、若葉台の 3遺跡について、それらの立地、環境に就いて検討してみよう。第1図

を見ると、谷、上貝塚の両遺跡は、現在の江戸川に沿う台地上にあり、南北に走る支谷によって若葉台

遺跡とへだてられている。この支谷は下花輪支谷と呼ばれ(竹内、昭和54年)、その湧水点近くには、縄

文時代後晩期の馬蹄形貝塚である上新宿貝塚があり、上貝塚遺跡の南には、やはり馬蹄形貝塚として知

られる上貝塚貝塚が位置する他に、ナイフ形石器や小型石槍の一括資料を出した桐ケ谷新田遺跡、縄文

早期から歴史時代に及ぶ大複合遺跡である下花輪第2遺跡等がある。

このように、下花輪支谷を一瞥しただけでも、この地域が縄文時代の貝塚地帯であることが窺われる。

事実、この度の調査においても、若葉台遺跡で縄文前期の員ブロ ックを調査する機会を得たが、奥東京

湾と地域区分される本地域の特質をよく示している。奥東京湾東岸に貝塚の形成きれ初めた時期は、草

創期末、松戸市谷ッロII貝塚とも考えられるが、確実とは言えないようであり(堀越、昭和58年)、松戸

市幸田貝塚以降とするのが一般的であろう 。幸田貝塚は、花積下層式に貝層が伴い、関山式に続くが、

この地域を全般的に見ると、やはり、黒浜式段階の貝塚が圧倒的に多い。

最後に、各遺跡の立地に就いて簡単に触れておこう。谷遺跡と上貝塚遺跡とは、共に江戸川と下花輪

支谷とにはさまれた、狭い台地上に隣接しており、良〈似た環境下に形成されているが、若葉台遺跡の

場合、若葉台団地の造成工事の為に、旧地形が大きく変更を受け、かつ遺跡南半が破壊されるなどして、

立地状態が把え難い。おそらく、遺跡北端にある金万比羅神社のあたりの湧水点から下花輪支谷に注ぐ

谷津に南面する台地上に位置することは確実だろうが、この谷津に派生し、遺跡足下に入り込む肢谷も

存在したと推定される。そしてこの場合、先土器時代のフeロック群、黒浜式期の住居跡群は、この肢谷

の 谷頭を取り巻くように分布していたことが予測される。(田村)

第 1図記載遺跡に関する主要文献

中野久木員塚 酒詰仲男 日本員塚地名表昭和34年

流山市教育委員会流山の遺跡昭和56年
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中野久木第II遺跡

上新宿員塚

桐ケ谷新田遺跡

上貝塚員塚

中山吉秀ほか 中野久木遺跡調査報告書昭和49年

上川名昭ほか千葉県上新宿貝塚略報(日本大学第 3高等学校年報11)昭和41年

上川名昭 千葉県流山市上新宿貝塚 (日本考古学年報19) 昭和46年

朝比奈竹男ほか桐ケ谷新聞遺跡昭和54年

酒詰伸男 日本貝塚地名表昭和34年

流山市教育委員会流山の遺跡昭和56年

下花輪第II遺跡 下津谷達男流山市大畔台下花輪第2遺跡調査報告書昭和48年

こうのす台第IV遺跡 流山市教育委員会流山の遺跡昭和56年

川根正教・増崎仁 こうのす台第IV遺 跡 昭 和58年
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第 l図 遺跡、の位置(縦線部調査区域)
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第 1篇谷遺跡



第 1章 調査の概要

A.調査の経過

谷遺跡(センターコードNo.220-001)は、流山市大字谷入谷津50他に所在し、江戸川左岸の標高約18

mの台地上とその南側の緩斜面に位置している。

地形j則量及び基準点測量は、調査に先立つて、測量業者に委託し実施した。

現地における調査は昭和56年 1月12日から実施し、環境整備終了後、 土層の堆積状況などを確認する

ためにトレンチ発掘を行なった。この結果、遺跡の大部分においてソフトローム層中まで削平が及ぶこ

とが判明し、遺物の出土量も僅少で、あったため、 1月下旬より重機による表土除去作業を行った。

2月12日から本格的に遺構の精査に取り掛かり、 2月下旬までに、すべての遺構の精査を終了した。

また、この間に併行して先土器時代のトレンチ調査も行ない、 3月6日には撤収作業を済ませ、現場に

おける調査を終了した。

B.調査の方法

発掘にあたっては、国土方眼座標 (第9座標系)の基準点 (X= -13.600、Y=6.500) を基点に置

き、 10m方眼のグリッドを設定した。

グリ ッドの呼称、は東西方向で、西から順にA・B・C……、南北方向に北から順次 1・2・3……と付し

て、その組合せて、D-9、G-7のように表記している。

なお、後述する上貝塚、若葉台の両遺跡の調査にあたっては、谷遺跡も内包する形でグリ ッドを設定

しており、今回の報告において、すべての遺跡でのグリ ッド呼称が統ーした形でなきれるべきであった

が、整理作業時における混乱や繁雑きを避けるために本遺跡だけは現場でのグリッド、設定に従っている。

ちなみに本遺跡の基点としたA-1は上貝塚、若葉台遺跡のグリ ッド設定ではA4 -04に対応している。

C.遺精の概要

前述したように、調査区域内の大部分は、ソフローム中まで削平されており、削平の深い部分はハー

ドロームの第 2黒色帯 (VII層)までおよぶ地点もあった。このため、検出した遺構、遺物は僅かであっ

た。

先土器時代では遺物集中箇所はま ったく無く、遺構検出作業中に出土した剥片が1点のみである。ま

た縄文時代の遺構もなく、グリ ッド出土の土器片で型式認定し得るものは99点だけであり、早期から晩

期に至るまで、ごく少量ずつ出土するにとどま った。

検出した遺構は、古墳時代後期と平安時代に属する住居跡が各 1軒だけであった。

調査区の南側には、斜面に平行した形で、地山整形の痕跡と考えられる段差が認められるが、この地

山整形がいつの時代に行われたかははっきりしない。おそらく近世以降と考えられる。(郷堀)

- 9 一
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第2章遺構と遺物

古墳時代

谷遺跡 (220-001)で検出した古墳時代の遺構は僅かに002住居跡1軒だけである。検出地点は調査区

域の北西端に近く、台地の平坦部から斜面部に移行し始める境界部に構築きれている。

002住居跡

D一7・8グリ ッド(上貝塚遺跡56年度調査時のグリ ッド配置に従えばB3 -30・40グリ ッドを中心

とした地点)に位置する。

プラン・規模正方形を呈し、一辺6.9mを測る。主軸方向 N-330-W  

所見 調査前の現状は、舗装道路になっており、この道路建設の際に凹層 (ソフトローム層)中まで

削平が及んでいたものと考えられる。このため、住居跡の壁高の遺存状態は良好といえず、最も遺存の

良い所で、現存壁高20cm程度である。また南西隅には五角形を呈し、床面からの深さ20cm程の掘り込み

を検出した。この掘り込みは撹乱となっている様子は全くなしこの掘り込みの床面も、住居跡本来の

壁面で立ち上がりをみせるところから、この住居跡に伴うものと考えられる。

カマドのある東壁側の両端には貯蔵穴 (P1・P2)が各1基設けられる。P1は 1XO.9mの長方形

第 3図 谷遺跡遺構配置図 (1/1，000)
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を呈し、深さ47cmを測る。また P2は柱穴P3の掘方と接して設けられているため正確な形状は不明だ

が、 O.75X 1.0mの長方形を呈したものと思われる。深さは37cmで、床面は平坦になっている。

柱穴 (P3 -P 10)は8本検出しており、掘方の深さは、 P3ニ 39cm、P4 =39cm、P5 =70cm、P

6ニ 25cm、P7 =38cm、P8 =27cm、P9 =40cm、P10=34cmを測る。

カマドは東壁の北側寄りに構築されているが、遺存状態は悪〈、構築材である粘土と山砂に、焼土粒

が混入した状態で崩壊していた。袖部の幅は現存する部位て'1.2mを測り、壁への掘り込みは幅1.15m、

外方へ45cmで、弧を描いている。

住居の覆土は次のようになっている。 1層:黒色土層。焼土粒を少量含む。 2層:暗褐色土層。ロー

ムブロックを少量含む。

遺物は住居の南半分にかけて多く出土するが、住居跡周辺部の資料と接合するものもあり、周辺部で

出土した管玉 (24) も、本住居に伴う資料と考え、この項で掲載している。土師器は杯、高杯、費、甑

などがある。 10は大形の器形で、皿とでも呼ぶべきものであろうか。 11の高杯はカマド内、 13の棄は貯

蔵穴P1からの出土である。これらの土器の他に、士玉 (17-20)、万子 (21)、碧玉製管玉 (23・24)、

滑石製臼玉 (25-28)、有孔円盤の未製品 (29)や、不明石製品 (22)がある。

平安時代

平安時代の遺構は003住居跡 1軒のみで、調査区西側の南下りの斜面部で検出した。

003住居跡

C-9・10グリッド(上員塚遺跡56年度調査時のグリッド配置に従えばA3 -78・88グリッドを中心

とした地点)にイ立置する。

プラン・規模不整方形を呈し、一辺2.95mを測る。主軸方向 N-8T-E 

所見 斜面部の黒色土層中で検出された小形の住居跡であり、覆土層も黒色土であるためプランの確

認は困難で、あったが、覆土層には粒土粒、炭化物を多量に含み、全体に粘性の強い、やわらかな士層で

あったので、この土層の範囲で住居の規模を推定した。

壁は床面から、なだらかに立ち上がり、現存壁高は遺存の良い所で20cmを測る。

カマドは東壁の南寄りの所に構築されているが、遺存状態は極めて悪〈、僅かに粘土や山砂の構築材

が散在していた。壁への掘り込みは幅67cm、外方へ40cmで、弧を描いている。

床面は軟弱であり、柱穴や周溝は検出きれなかった。また床面から僅かに浮いた状態で、厚さ 10cm程

の焼士が、広い範囲にわたって堆積していた。

遺物の出土量は少なく、ほとんどがカマド内とその周辺からの出土である。図示し得たものはすべて

杯で、 1の休部内外面には多量の油煙が付着している。また底部には墨書とみられる墨痕が認められた

が'l'iH売はできなかった。

古墳時代以降のグリット出土遺物

ここで図示したグリット出土の遺物は、古墳時代以降に属する時代のものである。

1 -3の土師器と 7-9の土玉は古墳時代の所産で002住居跡の位置するグリットと、その北側のグリ
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第 8図 003住居跡

一一。A'

ッドから出土したものである。

4は口縁部を欠失した土師器杯で、003住

居跡周辺から出土したものであり、003住居

跡出土土器と同時代の所産である。

5 . 6は本遺跡内の東側に位置する I

7グリッド出土の陶器である。 5の上利は

灰色を呈した、いわゆる鼠志野、 6は淡白

色を呈した長石粕をかけた志野であり、共

に17世紀前半に位置づけられるものであろ

う。本遺跡では近世の遺構は検出していな

いが、調査区東側には、後述する上貝塚遺

跡に中近世の土拡等が数多く検出きれてお

り、図示した近世遺物も、これらの土地等

との関連が強いものであろう 。
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第 9図 003住居跡出土遺物

表 1 002住居跡出土遺物一覧
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挿図
器 種 法量 遺存状態 成 -整形手法

ロクロ
目古 土 色調 焼成 イ箱 考

番号 回転方向

1 f不 13，3 3/4 内面 放射状のへラ磨キ 中粒砂多 乳樫色 良 赤彩

(士師器) 4.6 (巾 1-2 mm) 

ロ縁部外面ー横方向のへラ

同IJリ

界部外面ーへラ削リ(rtI1 

cm前後)

2 E手 12，7 口縁部を 口縁内外ーヨコナデ 中粒砂，雲母 暗褐色 良

(土師器) 5，1 わずかに 王手部内面ー放射状のへラ磨 ー多

欠〈 キ(巾-2 mm) 

ij¥、部外面ーへラ削 I}
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第10図 グリッド出土の遺物

掃図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロ7ロ
胎 土 色調 焼成 備 考

番号 回転方向

3 I不 (13.0 ) 口縁内外 ヨコナデ後，横 中粒砂ー多 黒褐色 良

(土師器) ( 5.0 > 方向のへラ磨キ

(巾 1-2 mm) 

杯部内面へラ磨寺(巾 l

-2 mm) 

部外面へラ削リ

4 Jf (13.0 ) 口縁 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 j長賞褐色 良好 全面黒色処理

(土師器) ( 3.85> 1/6 ロ縁内外ー横方向のへラ麿

キ

係部内面放射状のへラ磨

キ

I不部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨寺

5 I不 (14.4 ) 1/4 内面ーヨコナデ後，横方向 中粒砂，酸化鉄 淡褐色 良

(土師器) 4.6 のへラ磨キ 粒少 竪綴

口縁部外面 ヨコナデ

町、部外国一へラ削リ

6 I不 (13.6 ) 口縁内外 ヨコナデ後，横 中粒砂多 糧褐色 良

(土師器) ( 3.3 > 方向のへラ磨寺 酸化鉄粒ー少 (赤彩か

不部内面放射状のへラ磨

キ(巾 2cm) 

杯部外面ーへラ削リ

7 I不 (12. 6) 1/6 口縁内外ーヨコナデ後，横 中粒砂少 明樟褐色 良

(土師器) ( 3. 9 > 方向のへラ磨寺 密

( 1 -2 mm) 

I手部内面放射状のへラ磨

キ

杯部外面ーへラ削 1)

- 17一



挿図
器 種 法量 遺存状態 成-整形手法

ロ7ロ
』ムu 土 色調 焼成 イ庸 弄J 

番号 回転)jr何

8 杯 12.0 口縁内外ー横方向のナデ 中粒砂多 暗褐色 良 赤彩

(土師器) 6.7 岸部内面ーへラナデ ~赤褐色 最大径は縁直下

郎部外面ーへラ削 1) にあり. 13.0cm 

を測る

9 IT- 15.0 底部欠損 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 暗茶褐色 良

(土師器) < 3.7 > 内面ーヨコナデ後，へラ磨

キ

口縁部外面ーヨコナデ

体部外面へラ削リ後，ナ

デ

10 血形土器 (25.6 ) 口縁 粘土紐つみ上げ rt粒砂やや多 淡黄褐色 良好 赤彩

(土師器) く5.9> 1/855 口縁内外ーヨコナデ後，軽

〈荒いへラ潜キ

係部内面ナデ後，軽〈放

射状に細いへラ

磨キ

I手部外面ーへラ削リ後，軽

いへラ磨キ

11 高 町、 15.8 裾部欠矧 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー多 淡褐色 良 赤彩

(土師器) -16.2 口縁内外ーヨコナデ後，償

11. 9 へラ磨キ

界部内面ーへラ削リ後，ナ

デ後，放射状の

ヘラ磨キ

月:部外国一へラ削リ後，へ

ラ磨キ

脚部内面ーナデ

脚部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

裾昔日内面 へラ削リ

裾部外面ーヨコナデ

12 高 I不 (14.0) I手部 粘土統つみ上げ 中粒砂多 明褐色 良

(土師器) < 5.4 > 1/4 口縁部内面ーヨコナデ後，

繍へラ磨寺

口縁部外面ーヨコナデ

係部内面ナデ後，放射状

暗文

係部外面へラ削リ後，ナ

7 

13 褒 18.3 完形 粘土紐つみ上げ 石英，長石，細 暗褐色 甘

(土師器) 20.9 口縁内外ーヨコナデ 際多

7.5 胴部内面ーへラナデ

胴部外面~底物ーナデ

14 主題 口縁部欠 粘土紐つみ上げ 長石，石英，細 暗褐色 やや甘

(土師器) <31. 2 > t員 頚部内外ーヨコナデ 磯ー多

8.0 胴部内面ーへラナデ 雲母一少

胴最大径 胴部外面ーへラ削リ後，ナ

28.6 デ後，へラ磨キ

底部ー木葉痕をナデ消す

15 褒 21.2 胴昔日 粘土紐つみ上げ 長石.石英，細 暗賀補色 良

(土師器) 22.7 1/6欠損 口縁内外ーヨコナデ 型軽 多

7.7 胴部内面ーへラナデ

胴最大径 胴部外面ーナデ後.下部に

ヘラ磨寺

底部へラ磨キ

16 甑 21.1 3/5 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー多 t<褐色 良好

(土師器) (22.5 ) 口縁内外ーヨコナデ 内面一赤

6.8 胴部内面ーへラナデ後，下 褐

部に斜めへラ磨 色

キ

胴部外面ーへラ削リ後，口

縁下部ナデ

腕下端ーへラ削リ

口

6
1
E
A
 



表 2 003住居跡出土遺物一覧

挿図
器 種 法量 遺存状態 成・繁形手法

ロ7ロ
目古 土 色調 焼成 備 考

番号 回転万仲l

1 I手 13.0 完形 体部内外面ーヨコナデ 中粒砂多 暗赤褐色 良 休部内外面に油

(土師器) -13.5 体部下端一回へラ削リ 酸化鉄粒少 煙が多量に付着

3.2 底部一回へラ切リ 来且 望書

-4.1 全体に焼きひず

5.8 みが著しい

-6.2 

2 t不 14.0 1/5 体部内面ーへラ磨キ 中粒砂ー少 暗褐色 良 内面は一部黒色

(土師器) 5.1 体部外面ーヨコナデ 密 になる

6.4 体部下端 子へラ削リ

底部一切り離し不明，手へ

ラ向IJI)

3 I手 14.3 体部2/3 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー少 乳褐色 良

(上師器) < 4.3 > 底部を欠

4 I不 15.0 1/3 体部内面ーへラ磨キ 粗粒砂少 賞褐色 良 底部から体部に

(土師器) 5.5 体部外面ーヨコナデ 密 かけて黒斑

6.7 体部下端手へラ削リ 内黒

底部一切り離し不明，二方

向への予へラ削リ

表3 銭貨計測値表

2 

3 

第11図 谷遺跡出土の古銭 (1/1) 

番
銭貨名

00 ID OG IG T t W 
出士地点 備 考 。%c 。苅b

号 (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (g) 

l 冗縁丁守二屋銭目
22.97 20.00 7.83 6.68 1.05 0.67 1.90 0-8 新寛氷 2.93 1.15 動永

2 I :;;文高津新地銭・ 22.65 17.83 7.95 6.35 0.91 0.42 1.65 c-8 新寛ホ 2.85 1.27 
磨輪

3 寛永通宝 ・不明 23.15 (19.25) 8.00 6.88 1.02 0.74 1.85 c-8 新寛氷 レ-------
※ OD =外縁外径平均値

OG =内郭外長平均値

T =外縁印平1~) fI而

ID =外縁内径平均値

IG =内郭内長平均値

t =立:乍而!手平均li!(

Qυ 



第 3章縄文時代の遺物(第12-15図)

縄文時代の遺物は、いずれもその原位置をとどめずに、混在した状態で出土した。時期的には早期前

半から晩期までの断片的な資料であるが、後期後半及び晩期の土器が目立つ。出土遺物の内訳は、早期

前半3点、前期前半17点、中期前半 1点、向後半6点、後期前半7点、同後半34点、晩期31点の土器片

で、他に型式判別不明な土器小片若干がある。

1 . 2は早期前半、撚糸文系土器第 3様式 (夏島式)で、 1には口唇部に僅かながら縄文施文が残存

する。 3-5は胎土に繊維を含む前期前半黒浜式土器、 6は間後半の浮島II式土器前後の波状貝殻腹縁

文が施されたものである。 7は結節沈線文を特徴とした中期前半阿玉台 1b式、 8は間後半微隆起線で

文様を描く加曽利 EIV式土器。 9-12は後期前半堀之内 I、II式、 13-16は向後半の加曽手IJB式土器で

ある。特に14は、所謂注口土器の把手部分と思われる。 17-20は同じく後期後半の、安行I式前後の粗

製深鉢、 21・22は太い沈線文を特徴とする晩期前半前浦式土器である。 23-31は晩期前半安行IIIc式土

器で、細い列点文や曲線的沈線文によりモチーフが描かれる。 32は晩期後半の、外面に撚糸文を施す粗

製深鉢であるが、全体の器形は、復元図よりも細長であるかも知れない。

縄文土器に混じって少量の石器、磯片が採集されている。そのうち代表的なものを第14・15図に掲げ

た。 Iと2は縦長の剥片で、 1がチャート製、 2は泥岩製。2の背面右側縁には刃こほ、れが著しい。 2

例共に、あるいは先土器時代の所産であるのかもしれない。 3-6は石鍬、 7-9は不定型な石器、 10

は石核である。 11は石剣の胴部破片と見られる。石斧は 3点あり、 12・13が磨製、 14は打製の分銅型石

斧である。大型の磯を加工しないで使うものとして、 15-18に示した諸例がある。 15は磯の側縁に帯状

敵打痕のあるもの、 16は石砧、 17は表裏に磨痕、中央に打痕、側縁にも打痕を留めるもの。 18は石皿の

一種であろう。これらの帰属時期はほとんど不明であるが、後期以降のものが多いように看取される。

(田村 ・原田)
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第4章小結

A.古墳時代

検出した遺構は、古墳時代後期の鬼高期に位置付けられる住居跡 1軒だけであるが、ここから出土す

る一括土器は比較的良好なセット関係を提示している。この資料だけて判断を下すのは難しいが、後述

する上貝塚遺跡の001住居跡出土の資料と類似したものである。この上貝塚001住居跡では、カマド内か

ら6世紀中頃と考えられる須恵器杯を共伴することから、谷遺跡002住居跡も年代的にはこの時期を考え

たし、。

また、管玉、臼玉の他に、格子文を施した不明石製品も出土しているが、これらについては、類例の

増加を待ち、今後の検討の課題としたい。

B.平安時代

平安時代の遺構は003住居跡 l軒のみであり、グリッド出土の遺物にも、平安時代と考えられる遺物は

少なく、本遺跡での当該期の遺構、遺物は希薄である。

003住居跡出土土器は、すべて土師器可、であり、良好なセットとは言いがたい。しかし研究の深化が著

しい奈良、平安時代土器研究に従えば、これらは、 9世紀末-10世紀前半にかけての所産と言えるであ

ろう。

検出された住居は 1軒だけであり、遺跡全体での遺物出土状況から見ても、他に何らかの同時代の遺

構が存在した可能性は無く、単独で、検出された住居跡の性格等について、今後、検討しなければならな

い であろう 。(郷堀)

(追記) 谷遺跡、をはじめ、本書収録の各遺跡出土の古銭に関しては、当センター調査研究員、今泉 潔氏より全

般に亘る御指導と御教示を受けた。多謝。

F
h
u
 

ワ
μ



第 2篇上貝塚遺跡



第 1章先土器時代

A.概 要

上貝塚遺跡から発見きれた先土器時代のフ事ロック

は合計 7箇所であった。先土器時代の遺物総数が87

点であるから、何れも規模の小さなものばかりであ

る。

ローム層の層相は、下総台地の一般的特徴を保持

しており、通例のとおり

III層 ソフトローム層

IV層ハードローム層

V層 第 1黒色帯

VI層 姶良 Tn火山灰を含むハードローム層

刊層 第2黒色帯

V困層 立川ローム層最下層

の如く分けられている。堆積は各層共に良好で、あ

り、特にV層が明瞭に看取されたことは特筆される

が、 刊層は細分されていない。

表 4 石器集計表

ー分--類~芝~ロ¥ y~ク No.1 No.2 No.3 No.4 N0.5 No.6 No.7 小計

ナイフ形 1 2 1 1 5 石 器

尖 E員 器 。
角石

錐
状器 。

石 錐 1 l 

自リ 器 1 1 

彫 器 。
模形石器 1 1 

最リ 片 31 - 6 4 21 10 4 29 

向Ij 片 2 2 5 11 15 21 46 

石 核 1 2 3 

石 斧 。
事提 器 。
敵 き 石 。

磯 1 

5十 6 21 10 11 31 29 26 87 

B. ブロックとその遺物

第 lブロック F 5 -60区から検出された。規模は、南北1.4m、東西2.4mであり、 III層中位から下

位にかけて遺物が出土している。遺物は 6点で、分布は疎である。ナイフ形石器 1、制片 3、削片 2と

いう組成て 4穫の母岩から構成きれている(表 5)。

第22図 lに本フゃロックのナイフ形石器を掲げた。頁岩製の縦長争IJ片を用いているらしいが、欠損のた

め基部側の様子が分からない。

第 2ブロック E 6 -66区において、約1.2mの距離をおいて 2点のナイフ形石器が出土している。 1

点はIV層、もう 1点はV層最下部からの出土であり、本来の帰属層準はどのあたりだったのだろう。ナ

イフ形石器は 2点とも同一母岩の黒曜石製である。

第22図 2は縦長剥片の側縁部に部分的な 2次加工痕がある。同図 3は、折断剥片の折断面に 2次加工

が施されている。刃部は水平で、台形をしている。

表 5 第 lプロック石器属性表

背面構成
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Nn 遺物 Nn 分類
長 ×幅×厚

重(gl図Nn 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩Nn
(田m) 形状 痕 部位

2 I E5-60 4 ;)<IJ 片 3X13X3.4 l.3 l子。 C→ H-4 F 黒曜石 1-2 

3 I E5-60 5 向リ 片 13x 12 x O. 9 2.0 頁 岩 1-1

4 I E5-60 5 削 片 17x 16x 2.9 0.9 玄武岩 1-3 

5 I E5-60 6 華IJ 片 19x2x4.5 l.2 1-0 B→ l→ H-4 F 頁 岩 1-1

6 I E5-60 7 最IJ 片 25x34x8.3 4.7 2-0 R-l→ L-l→ R-l H 1尼 岩 1-4

(注)石器属性表に用いた略語は以下のとおりである。打面は、自然打面 :C、剥離面枚数ーそのう

ちバルブをもつものの枚数、 背面構成は、背面を構成する剥離面のバルブを基準とした剥離方向を識別

し、頭部から :H、尾部から :B、右位 :R、左位 :Lを基本として、さらに背稜と垂直方向に交叉す

る場合、背面側:Va、腹面側 :V巴とした。なお、これに剥離面の枚数をあわせて表示し、切り合い関係

の明瞭なものについては矢標にてその新旧を示した。例えば背面左側からの剥離による 2面が、頭部よ

りの剥離による 3面の剥離面を切る場合、 H-3→ L-2の如〈表記されることになる。Cは打面と同

様に原燦面を意味している。末端形状は、フ iザーエンド :F、ステ ップフラクチュア一、ヒンヂフラ

クチュアー :H、ウトルパッセ :0とした。折れ面部位は、横割り tと縦割り vに、折れ面の剥片

長軸における位置関係を示す頭部側 H、胴部 :M、尾部側 :Bとを組み合せたが、位置の不分明な例

では全てM表示としている。 t-Mとは、従って、胴部で横に折れていることをあらわしている。

1 

。

F5-60 .. 1 • F5-61 

• 
. . 

• 

】
叶
・
叶
。
。

F5-70 F5-71 

2m 

器種凡例 &ナイフ形石器 ・彫 器 ・石 核

(全遺跡共通) IJ.石 檎 *ハン?ー 0 礁

@削 器 ・自1) 片

1/60 ロ模形石器・剥 片

第18図 第 1ブロ ック遺物出土状況
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表 6 第 2ブロック石器属性表

Nu 遺物 Nu 分類
長×幅×厚

重(g) 図No. 打面 背面権成
末端 使用 折れ面

石 材 母岩No.
(mm) 形状 痕 部位

1 I E6-66 3ナイ 7形石器 22X 12X5 1.3 R-1→ L-2 H 黒曜石 2-1 

2 I E6-66 4ナイ 7形石器 27X16X3.7 1.4 1-0 L-1→ H-2 F !'fl鴫石 2-1 

第3プロック F 5 -44区、 IV層最上部から検出された。南北2.3m、東西1.8mの範囲内から 10点の遺

物が出土した。石器組成は、石核 1、剥片 6、削片 2からなり、他に流紋岩の円礁の破片が 1点含まれ

ている。石器の構成母岩は 7種もあり、また、石核と同一母岩の資料として、剥片が2点あるが、接合

関係も無〈、石核自体も最終的な残核であるなど、廃棄ブロ ックとしての様相が濃い。

表 7 第 3ブロック石器属性表

Nu 遺物 Nu 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nu 打商 背面 t構成
末端 使用 折れ面

石 申オ 母岩No.
(mm) 形状 痕 部位

1 I F5-44 2 礁 31X18X6.6 4.0 流紋岩 3-1 

2 3石 核 3X37X19.2 2.6 玄武岩 3-2 

3 4争1) 片 56x 53 x 26. 7 6.7 C H-4 。 玄武岩 3-2 

4 5向1) 片 15X15X2.6 0.5 チャ 卜 3-3 

5 6自1) 片 8X11X1.7 0.1 黒曜石 3-4 

6 7剥l 片 49X19X11.8 10.7 C H-1 F 玄武岩 3-2 

7 8剥l 片 25X7X3 0.8 1-0 
(L-l+Va-1)→ H-

F 黒曜石 3-5 
3 

8 9和l 片 18X19X3.5 1.2 C H-1 t-B 玄武岩 3-6 

9 10剥 片 17x 24 x 5. 6 2.1 H-1→ L-1 F t-H チャート 3-7 

10 11剥 片 22x 28 x 5.4 2.6 1-0 H-2 H 頁 岩 3-8

第4ブロック F 6 -84・85区にある。南北3.4m、東西2.7mの範囲から11点の遺物が検出された。産

出層準はIV層の下部であり、 V層には及んでいない。石器組成は第 3表のとおり、剥片類が中心である

が、ナイフ形石器 1、石錐 1が含まれている。母岩は 6種ある。

第22図 4-6に主要石器を示した。 4はナイフ形石器。頁岩製で、石核側面を残す縦長剥片を素材と

する。素材剥片の打面を基部側に残し、背面左側縁に直線的なプランテイングが加えられている。 5は

頭部、尾部両端を折り取られた折断剥片だが、頭部寄りの折断面に 2次加工が加えられている。良質の

青灰色をしたチャート製。 6は乳白色を呈する玉髄製横長剥片の一端に尖頭部を作出した石錐である。

表 8 第 4ブロック石器属性表

背面精成
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Nn 遺物 Nn 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nn 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩Nn
(mm) 形状 痕 部 位

2 41!1<i) 
片 31.8X26.8X

7.5 5 H-3 t-H+t 
8.3 B 

3 51 ;!<I) 片 18X19X9.2 1.3 2-0 
Va-3→ Ve-l→ H 

F 玉 品，!iI 4-2 
l 

4 61 ;!<I) 片 22x 24 x 4 1.3 1-0 L-l→ H-2 F 頁 岩 4-3

5 7剥 片 34x 27 x 7.3 7.4 H-3 t-H+t 玉 髄 4-2
B 

6 8削 片 7X16X2.4 0.3 頁 岩 4-4

7 9削 片 13XI0X2 0.2 頁 岩 4-4

8 12削 片 11XI0X1.9 0.2 頁 岩 4-4 

9 13削 片 7X8X1.7 0.1 頁 岩 4-4 

10 I F6-84 3石 錐 5.1X3.6X11.217.1 -61 1-0 B-l→ R-2 F 玉 髄 4-2

11 4ナイフ形石器 45XI5.5XI0.8 5.4 -4 I 1-0 B-l→ H-3 頁 岩 4-5

第5ブロック E 5 -66区、 IV層下部から、剥片 2点、削片 1点が近接して出土した。 3点共に黒曜石

製で、同一母岩と見られる。

表 9 第5プロック石器属性表

Nn 遺物 Nn 分類
長×帳×厚

重(g) 図Nn 打面 背面繕成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩Nn
(mm) 形状 痕 部位

1 I E5-66 4削 片 9X11X3.3 0.2 黒曜石 5-1 

2 5華1) 片 14X19X6 1.4 B-3→ H-2 F t-B 黒曜石 5-1 

3 6削 片 4X5XO.85 く0.1 里 E量石 5-1 

第 6ブロック D 3 -06ポイントを中心に、南北3.5m、東西2.8mの範囲内から29点の石器が出土し

た。産出層準はV層下部からVI層上部であり、 VI層上面に集中している。最Ij片類が中心であるが、石核

が2点、削器と模形石器が各 1点含まれている。構成母岩の状況を見ると、同一母岩の玄武岩が21点(72

%)を占め、石核、剥片、削片の 3者を含むところから、同母岩の剥片剥離を反映したブロ ックと言え

よう。

第22図7・8に本フeロックの石核を示した。 7が玄武岩の資料。背面に磯皮を残す大型部厚な剥片を

素材にしている。剥片長軸に直交する状態で打点を左右に振って、横に長い剥片が生産されている。 8

は頁岩製の石核。単一剥離面からなる平坦打面をもち、石核を半周するように剥離がすすめられている

が、良〈実体が把握できない。接合しないが、同一母岩の剥片が l点ある。なお、残余の剥片中にも、

石刃技法の存在を示す資料は含まれていない。

表10 第 6プロック石器属性表

背面構成
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Nu 遺物 Nu 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nu 打面 背面権成
末端 使用 折れ面

石 材 母岩Nu
(mm) 形状 痕 部位

2 4争1) 片 14X11X4.6 1-0 不明-2→ L-2 H 玄武岩 6-1 

3 51 !/<I) 片 11 X22 X2. 9 0.9 1-0 R-I→ H-I 。 玄武岩 6-1 

4 6 同1) 片 IOXl2X3 0.3 玄武岩 6-1 

5 7剥 片 20X30X6.4 3.4 2-1 R-l→ L-2 H 玄武岩 6-1 

6 8南1) 片 24x 11 X5.3 1.1 玄 武 岩 6-1 

7 9間1) 片 4X5X3.2 0.5 玄武岩 6-1 

8 10向1) 片 12X8X4 0.4 玄武岩 6-1 

9 11剥 片 13XIOX3.6 0.5 不明一2 t-B 細粒砂岩 6-2 

10 12向Ij 片 12X20X3 0.5 玄武岩 6-1 

11 13同1) 片粉失 細粒砂岩 6-2 

12 14削 片 6X3X1.6 <0.1 玄武岩 6-1 

13 15削 片 9X6X3.5 0.1 玄武岩 6-1 

14 16加l 片 21X13X8.9 2.2 1-0 Ve-I→ L-4→ H-l F 玄 武 岩 6-1 

15 17端削器 38X38X9.4 13.3 1-0 C守 H-2 。 玄武岩 6-1 

16 191 !/<IJ 片 16X8X5.2 0.9 不明-2 t-H+t 
玄武岩 6-1 

B 

17 20自1) 片 7X6X2.2 く0.1 細粒砂岩 6-2 

18 21 自IJ 片 5X5XO.9 <0.1 細粒砂岩 6-2 

19 22争1) 片 11X11X2 0.2 1-0 H-4 F Y-M 頁 岩 6← 3

20 23向IJ 片 12X13X4.7 0.7 玄武岩 6-1 

211 D3-05 1由Ij 片 15X15X6.6 1.3 玄武岩 6-1 

22 2向Ij 片 12X17X4.6 0.7 玄武岩 6-1 

23 3石 核 49X28X17.4 22.8 一7 玄武岩 6-1 

24 4華IJ 片 9X5X3.5 0.1 玄武岩 6-1 

25 5問IJ 片 14X12X5.4 0.1 玄武岩 6-1 

26 6模形石器 14XI9.4X5.2 1.3 細粒砂岩 6-2 

271 D3-06 l石 核 47X53X18 61.0 頁 岩 6-4

28 2争1) 片 18x 28 x 6 6.7 1-0 L-)→不明一1→ H-l 。 頁 岩 6-4

29 3争1) 片 3X26X9.7 6.9 1-0 H-2 t-M 玄武岩 6-1 
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第7ブロック F 5 -42区にある。南北3.1m、東西2.8mの規模をもつが、ブロック北側の半径約0.5

mの円形の部分の遺物散布密度が濃い。産出層準はV層下部からVIl層上部に及び、遺物の上下移動の幅

は最大0.47mもあり、確定は難しいが、 ATよりは下位となろう 。

石器組成は、ナイフ形石器 1、最IJ片4、削片21、計26点となり、第 6ブロックに次いで豊富な遺物を

検出できた。全て頁岩製であるが、ナイフ形石器以外は全て同一個体である。

第23図9はナイフ形石器。石刃の打面部を折り取ると共に、背面左側縁尖頭部寄りに部分的なプラン

テイングが認められる。同図60は剥片のうち大型のもので、打面調整、頭部調整は認められない。

表11 第 7プロック石器属性表

Nu 遺物 Nu 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nu 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩Nu
(mm) 形状 痕 部位

1 1 F5~42 2ナイ7形石器 45X11X3.2 l.6 9 2~0 H~6+不明一l F 頁 岩 7~ 1 

2 3削 片 13 x 18 x 2 0.3 頁 岩 7~2 

3 4削 片 6X8XO.6 <0.1 頁 岩 7~2 

4 5同IJ 片 14X11X2 0.2 頁 岩 7~2 

5 6向IJ 片 6X4Xl.5 く0.1 頁 岩 7~2 

6 7向IJ 片 24X12X2 0.6 頁 石山 7~2 

7 8削 片 8X7XO.8 く0.1 頁 右山 7~2 

8 9由IJ 片 23X14X3.9 0.9 頁 岩 7~2

9 10削 片 10x 6 x 2.2 0.2 頁 岩 7~2

10 10削 片 14X8X1.2 0.2 頁 岩 7~2

11 111 !/<IJ 片 32X 11 X4.2 0.9 
C→(B ~1→ L ~3→ R 。 t~H 頁 岩 7~2
2)+(R~1→ H~I) 

12 121 ~射j 片 52X40X8.5 17.0 10 1 ~O C → H~3 F 頁 岩 7~3

13 13由IJ 片 15X15 X 1. 3 0.3 頁 岩 7~2

14 14削 片 21X17X2.7 0.9 頁 岩 7~2

15 15由IJ 片 8X7XO.8 ぐ0.1 頁 岩 7~2

16 16最IJ 片 24X15X2 0.8 H~3 
t ~ H +t ~ 

頁 岩 7~2
B 

17 17和l 片 22XO.9X2.4 0.5 C → H~1 F t~H 頁 岩 7~2

18 18向IJ 片 11XI6X1.4 0.2 頁 岩 7~2

19 19向IJ 片 5X7XO.8 く0.1 頁 岩 7~2

20 20削 片 12X12X3.3 0.3 頁 岩 7~2

21 22削 片 11XI9X2.2 0.3 頁 岩 7~2

22 23円11 片 8X13X1.2 0.1 頁 岩 7~2

- 40 -



Nn 遺物 Nn 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nn 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩Nn
(mm) 形状 痕 部位

23 24削 片 gx15x2 0.2 頁 岩 7-2

24 25南[) 片 13xgx1.6 0.2 頁 岩 7-2

25 26向[) 片 llx8x1.4 0.1 頁 岩 7-2

261NOなし 商リ 片 llx8x1 0.1 頁 岩 7-2

F5-42 F5-43 

10・. .. ..・
.十.!. 

句、

足型h

C:.込 9 F5~42 
2 

‘9 

• ~ 

F5-52 F5-52 

。 2m 

• 

17.500 

くご二〉
F5-42 

10 ' "12 

。 5cm 

2/3 

第23図 第7ブロック遺物出土状況(左)同石器(右)

c.小 結

以上、上貝塚遺跡から発見された 7ブロックに関する概要を述べた。全体にブロックの規模が小きく、

そこに含まれる石器の種類も少ないという印象を受けるが、最後に若干の問題点をとりまとめておきた

。、.
lν 

初めに、石器の産出層準から見た、 7ブロックの前後関係を確認しておこう。既に、前項で指摘した

ように、各フーロックの産出層準は次の如くである。

III層 第 1ブロック

IV 上 層第 3ブロック

IV下 層第 4・第5ブロック

V下層 第 6ブロック
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VII上 層第 7ブロック

第2ブロックは、資料が少ないので、何とも言えないが、多分、 IVJ:層であろう。石器を見ると、東

京都前原遺跡IV中2石器文化(小田ほか編昭和51年)が想起される。これ以外のブロックに関しては、

極端に定型的な石器が少なく、他遺跡との比較は困難で、ある。

次に、各ブロックの性格について検討する。ナイフ形石器2点のみからなる第 2ブロックは、その性

格が特殊であるので除外し、残りの 6ブロックを見ると、その母岩構成の上で、 2通りのあり方が指摘

される。(1)極めて単純な母岩構成を示すもの。ブロックを構成する母岩が少数で、そのうち特定の母岩

に大半の資料が帰属する場合で、第 5・第 6・第 7ブロックがこれに該当している。 (2)複雑な母岩構成

を示すもので、ブロックを構成する母岩数が多く、帰属資料が特定母岩に集中せず、分散する場合で、

第1・第 3・第 4ブロックがこれに該当している。

(1)の場合、 3点しか遺物の出土しなかった第 5ブロックを別にすれば、第 6ブロックでは、母岩No.6-

1 玄武岩の、そして、第 7ブロ ックでは、母岩No.7-2 :頁岩の剥片剥離を背景に成立したことが考

えられる。

(2)の場合の解釈は難しい。該当する 3ブロックの内容を振り返ると、

第 1ブロック (N=6) 

母岩NO.1-1 頁岩(ナイフ形石器 1、剥片 1、削片 1)総重量4.6g 

母岩NO.1-2 黒曜石(剥片 1)総重量l.3g

母岩No.1-3 :玄武岩(削片 1)総重量O.gg

母岩No.1-4 泥岩(剥片 1)総重量4.7g 

第3ブロック (N=10)

母岩No.3-1 流紋岩 (磯 1)総重量4.0g 

母岩NO.3-2 玄武岩(石核 I、剥片 2)総重量15.0g 

母岩No.3-3 :チャート(削片 1)総重量0.5g

母岩No.3-4 :黒曜石(削片 1)総重量0.1g 

母岩No.3-5 :黒曜石 (剥片 1)総重量0.8g 

母岩NO.3-6 玄武岩 (剥片 1)総重量l.2g 

母岩No.3一7:チャート(剥片 1)総重量2.1g 

母岩No.3-8 :頁岩 (剥片 1)総重量2.H

第4ブロック (N=ll)

母岩No.4 - 1 頁岩(削片 1)総重量0.2g 

母岩NO.4-2 玉髄(石錐 1、剥片 1)総重量18.4g 

母岩NO.4-3 頁岩(剥片 1)総重量l.3g 

母岩No.4-4 頁岩(削片 4)総重量0.8g 

母岩NO.4-5 頁岩(ナイフ形石器 1)総重量5.H

という構成になり、また、各フホロックは別のブロックと母岩を共有せず、独立している。このことか

ら、各フ、、ロックはどのように位置づけられるのだろう。
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まず、剥片のあり方を見ると、 1枚のみの場合が多い。第3ブロ ックには、石核と共に 2枚の剥片の

認められる例があるが(母岩No.3-2)、接合しないし、石核は所謂残核である。このことから、別フーロ

ックで生産された剥片の極一部が搬入されていることが分る。製品に就いても同様に、本ブロ ック内で

作出された根拠は無く、別地点からの搬入である。削片のうちには、ブロ ック内での補修あるいは刃つ

けの工程を想わせるものもあるが(母岩No.4-4)、単独の場合も多い。

このように、ブロ ックに形成する石器の大半が別な地点に予測されるブロ ックで生産されたものであ

ることに、これらの 3ブロックの特徴がある。更に、各母岩の個体数、総重量共に小さい。ところで第

3ブロックのように、ほとんどが異種母岩であるようなあり方は、本来、そのブロ ックを形成した主体

が、多量かつ多種の母岩を保有するブロックをも経過的に形成した主体でもあることを暗示している。

しかし、これには異論があり、単一集団の季節的往還によって、ある特定の地点が一過的に反覆利用

された結果、多種の母岩が少量ずつ廃棄、蓄積されたとも考えられよう 。この場合、ブロ ックは微妙な

時間差をもっ石器の地点分布の重複と解釈される。時代は異なるが、縄文早期の炉穴の切り合いに比較

されよう。 (田村)
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第2章縄文時代

A.遺構・遺物の概要

上貝塚遺跡からは、縄文時代早期後半 .炉穴 1基(炉部5か所)、 前期前半 :竪穴住居跡2基、 前期後

半 -竪穴住居跡3基及び覆土内からの出土遺物を欠き時期不明の土坑8基が検出された。これらは、台

地上に営まれた一般的な縄文時代前期の集落遺跡の特色を、良く表わしたものである。調査によって出

土した資料も、その全てについて時期細別と総量把握を進めた結果、早期から晩期までの各時期を網羅

する6375点の土器片と石器・磯756点が確認されたが、前期前半特に黒浜式期の遺物が全出土土器の73.8

%と他の各期を圧倒する。なお、早期前半の沈線文系土器及び中期前半の土器は、その出土量が僅少で、、

当遺跡における空白期の存在を示している(第24図)。

報告は、遺構及びその出土遺物を、調査時に付した遺構番号の順で行い、その後に遺構外出土の遺物

について、時代順に古いものから呈示した。なお、各遺構の遺物分布図中の遺物番号は、全て当該住居

跡出土土器拓影・実j則図の番号と一致させであるが、平面分布図上に出土地点がプロットされていない

ものが多いため、必ずしも分布図中に全ての報告資料の番号が示されているとは限らない。

また、黒浜式土器の時期 ・段階細分については、新井和之氏の一連の業績(新井 昭和57年)に準拠

して呈示し、説明を加えた。

なお、序説文中でも述べたように、本遺跡は、学史的にも著名な 「上貝塚貝塚」の北側に位置する別

の集落遺跡であり、今回の調査でも貝層 ・貝ブロックの検出はみていない。名称が同じ小字名に由来す

るため、混乱が生じることを憂慮、し、ここに再度明示しておく。 (原因)

第1Ii1'上総=早期前半(撚糸文) 128点= 2.0% 

苛¥2lr宇土器ニ早期前半 (i主総文) 3点=0.1% 

第3群土器=早期後半(条痕文): 36点=0.6% 

第4群土器=前期前半(黒 浜): 4，717占ニ73.8%

第5群土器=前期後半(諸磯 ・浮島): 1，069点=16.8%

第6群土器=中期前半(五領ヶ台) 2占二 0.1%

100%= 6375 

第7俳土器=中WJ前半([，可玉台)・ 3点=0.1% 

第8群土器=中J割i後半(加曽手IJE)・53点= 07% 

第9群土器=後期前半(称名寺堀之内)・ 156点ニ 2.4%

第10群土器=後期後半(加曽利 B): 117点士1.9%

第11群土器ニ後期後半(安行 1. II) : 16点=0.3% 

第12群土器二晩 期(安行1II-) 75点二 1.2%

第24図 上貝塚遺跡出土縄文土器時期別数量比
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B.竪穴住居跡とその出土遺物

005 竪穴住居跡 (第28-30図=PL.6・PL.13・PL.15)

遺構 :台地中央部E5・E6区境界上に位置する。長径500cm、短径470cm、長軸方向を N-180-W に

とり、隅丸方形を呈す。床面南東隅に地床炉が設けられ、床面は中央部が若干窪む。壁の立ち上がりは

緩やかで、、現存壁高38cmを測る。床面上に柱穴 4本が不規則に検出され、また炉跡に近接して浅い土坑

状落ち込みを伴うが、本来的な付属施設かどうかは不明。

遺物 :覆土上部から中位にかけて、万遍なく出土した。接合関係を示す個体は少ない。前期前半75点、

同後半120点、合計195点の土器片と、凹石・3I<1j片各 1点の石器がある。

前期前半の土器は、軸縄LRにRLの細い原体 4条を巻きつけた付加条縄文 1・2、L撚糸 2条を付

加した 5、撚糸或いは単節縄文を施す 6-8の他、貝殻条痕文の 9-12、貝殻背圧痕文の13がある。い

ずれも黒浜式土器である。

前期後半の土器は、波状口縁に貼付文を加える15、浮線文を有する16-18と共に、幅広い竹管状工具

によって連続爪形文、有節沈線文、三角形刺突文を施す19-27、有段口縁及び波状貝殻腹縁文の32・33

等がある。 15-18は諸磯b式土器中段階、 19-34は浮島II、III式土器の範曙で捉えられる。

時期 :住居跡の構造と、出土土器の在り方から、前期後半浮島II式期前後に位置づけられる遺構であ

る。

006竪穴住居跡 (第31・32図=PL.6 . PL.16) 

遺構 .台地中央部、 F5区の東寄りに位置する。長径375cm、短径370cm、長軸方向をほぼ'N-Sにと

り、不整楕円形を呈す。床面南寄りに、 80cmの間隔て‘地床炉 2基が設けられているが柱穴は無い。現存

壁高は15cm前後と浅く、墜もなだらかに立ち上がる。 2か所の炉跡の存在から、 2期に亘る重複利用の

可能性を持つ。

遺物 :覆土中から少量の土器片が出土したが、接合資料は無い。前期前半29点、同後半21点、合計50

点の土器片と、石鍛未成品の残欠 l点がある。

前期前半の土器は、縦位沈線、コンパス文、横位の集合条線文を施す 1・2、撚糸文Rを2条付加し

た付加条縄文 4・5、単節縄文のみのもの 6-8がある。総体的に見て、黒浜式土器古段階(新井分類

第II段階)の資料が多く含まれる。

前期後半の土器は、竹管状工具による曲線文を描く 9・10が諸磯式土器中段階、竹管状工具による刺

突文 ・波状貝殻腹縁文を描く 11-15が、大旨浮島II式土器に比定できる。

時期 ・遺構の平面形、出土遺物の在り方から、前期後半浮島II式期前後の住居跡と理解きれる。

007竪穴住居跡 (第33-38図=PL.7 . PL.13・PL.16-18)

遺構 ・台地中央部、 E6・F6区境界上に位置する。長径495cm、短径420cm、長軸方向をほぼE-W

にとり、西側縁が幅広い不整楕円形を呈す。床面西寄りの中軸線上に地床炉が設けられ、柱穴は検出さ

れていない。現存壁高は、最大25cmを測る。

遺物 :住居跡南西部を除く、覆土全体から多量の遺物が出土した。特に大型破片及びそれに伴う接合

資料は、住居跡の北側から東側の部分で多く出土している。器形復元可能な 7点を含め、前期前半660

点、前期後半19点、合計679点の土器片と、土製円板が 1点、及び横長剥片・凹石 ・石皿片各 1点の石器
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第四図

拓影番号脇町小数字は資料の注記No.を示す。
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第30図 005住居跡出土遺物(2)

がある。

前期前半の土器は、無節縄文Lを施す深鉢1、撚り戻しの縄文RRを施し、胴部が段状に張り出す2、

撚りの固い単節縄文RLを羽状施文した 3及び単節縄文を施す深鉢4-7が、ほほ器形の全体を知り得

るが、他は破片である。竹管状工具による平行線文8・9、コンパス文10、乱雑な斜格子文と縦位沈線

文11-18、刺突文19・20と文様要素は豊富で鳥、沈線文は竹管の内側を使って施文したものが目立つ。 21

は貝殻背圧痕文である。縄文 ・撚糸文のみで飾られる土器は、付加条縄文の22-27、単節縄文が羽状・

菱形状に施されるもの28・33・47、原体末端にループ文を持つもの37・40・44、結節のあるもの42、竹

管文刺突が加飾きれる29等、多彩で、ある。これらの資料は、文様要素の在り方から考えて、黒浜式土器

古段階(新井分類第II段階)のものが主体を占める。

他に前期後半の土器も出土したが、これらは細片であり、図示するに耐え得ない。

時期 ・出土土器の在り方から、前期前半、黒浜式期古段階の住居跡と思われる。

013竪穴住居跡 (第四・ 40図=PL.19)

遺構 :台地中央部、 F5区の西部に位置する。長径545cm、短径463cm、長軸方向をN-8'- Wにと

り、隅丸方形を呈す。長軸線上の北寄りに地床炉を設けるが、柱穴は検出されていない。床面は比較的

凹凸が激しく、壁はなだらかに立ち上がる。現存壁高最大27cmを測る。

遺物 :炉跡付ー近及びその周辺から散漫に出土した。遺物分布図の不備から、実際の出土遺物のうち、

その出土位置を特定できるものは僅かである。接合資料も十分な把握ができていない。前期前半155点、
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問後半59点の土器片の他、早期後半 l点、後期後半 l点の上器片が混入している。出土土器は合計216点

1 3 

006住居跡出土遺物

。

を数える。

前期前半の土器は、撚糸 2条の付加条縄文 1-3・7・8・10・12の他、単節縄文を施す 4-6・9・

13等がある。いずれも黒浜式土器であるが、文様要素に乏しいため、段階細分には耐え得ない。

前期後半の土器は、外面丹彩の小型鉢形土器片15が諸磯b式に比定される他、有段口縁を持つ16、三

角形刺突文が充噴きれる17・19等、浮島II、III式土器が主体を占める。

時期 出土土器の在り方から、前期後半、浮島II式期の住居跡と考えるこ とができる。

016竪穴住居跡 (第41-47図=PL.10・PL.14・PL.20・21)

E5区北東部に位置する。長径715cm、短径475cm、長軸方向をほぼN-Sにとり、遺構 .台地中央部、

長方形を呈す。長車曲線上の中央及び北側に、地床炉を設け、床面上には柱穴21本が散在する。本来6本

2期以上に亘って重複、構築された可能性が高い。現存壁高最大13cmと浅く、壁の立ち主柱の住居が、

上がりもなだらかで、北側は特に掘り 込みが僅かである。

遺物 :住居跡の南東部を中心に多量の遺物が出上した。床面直上出土の遺物も見られるが、多 くは覆

土中位からの出上である。大形破片及びその接合資料は、特定の場所に集中した出土状態を示す。器形

復元可能な 7点を含め、前期前半662点、間後半26点、及ぴ早期後半2点、合計690点の土器片と、磨製
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石斧片 ・凹石各 1点の石器が出土した。
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第42図 016住居跡断面図

前期前半の土器は、胴部上半に乱雑な斜格子目状沈線文、下半に単節縄文RLが施された深鉢 1、撚

糸文Rを2条付加した付加条縄文の深鉢4の他、単節縄文のみで器面を飾る 3-6、及び貝殻背圧痕文

が全面に充填された 7が復元可能な他は、いずれも破片である。間隔の長い連続爪形文で文様を描<8 

-16、口縁部直下に内面からの焼成前穿孔を行った17、員殻条痕文18、貝殻背圧痕文19-22がある。ま

た、地文のみで器面を飾るものは、撚糸文Rを2条使用した付加条縄文23'24、無節縄文を使用した付

加条縄文27、網目状の軸縄縄文26等、多様な原体を使用している。単節縄文を施した土器には、 28のよ

うにループ文を併用するものも含まれる。42-48は、付加条、単節、無節を含む縄文施文の土器胴部片

である。これらは文様要素の特徴から、黒浜式土器古段階(新井分類第2段階)に比定できるものが多

数を占める。

前期前半の土器は、浮線文を施す50-54を諸磯b式中段階に比定できる他、撚糸文を地文と した浮島

I式土器55がある。

時期 .住居跡の構造、及び出土遺物の在り方から、前期前半黒浜期古段階の遺構と考えられる。
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第47図 016住居跡出土遺物 (4)

c.炉 穴

208炉穴 (第48図ニPL.12)

台地中央部、 F5区に位置する。最大径262cm、検出面から最深22cmを測り、 5か所に炉部を持つ。ほ

ぽN-Sに長軸方向を持つ 3基の炉穴と、はぽE-Wに長軸方向を持つ 2基の炉穴が、足場を一部共有

しながら重複する。相互の新旧関係は不明。出土遺物はないが、その典型的な構造から早期後半、条痕

文期の所産と考えられる。

D.土坑

201土坑 欠番

202土坑 (第49図=PL.IO): E 5区に位置する。長径194cm、長軸方向をほぼE-Wにとり、不整楕円

形を呈す。南側に一段と深い掘り込みがあり、壁はなだらかに立ち上がる。遺物の出土は無く、時期・

性格ともに不明。

203土坑 (第49図=PL.ll): F 6区に位置する。長径200cm、短径90cm、長軸方向をほぼE-Wにと

り、底面は長軸方向に張り出す長楕円形を呈す。検出面からの深度148cmを測り、壁は中段以下垂直に落

ち込み、底面は平坦。出土遺物は無く、時期不明だが、所謂 'Tピット」と呼称される陥穴状土坑であ

る。

204土坑:欠番

205土坑 (第49図=PL.ll):G6区に位置する。長径382cm、短径128cm、長軸方向をN-520-Wにと

り、弓なりに轡曲した長楕円形を呈す。底面は凹凸が激しく、壁の立ち上がりは不均一で、人為的な遺

構とは認め難い要素を残す。出土遺物は無く、時期 ・性格は不明。
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第48図 208炉穴平 ・断面図

206土坑(第50図=PL.12)・F6区に位置し、最大径168cmの不整円形を呈す。底面ほぽ中央に浅い掘

込みを持ち、壁は比較的明瞭に立ち上がる。検出面からの深度は最大35cmを測る。出土遺物は無く 、時

期 ・性格は不明。

207土坑 (第50図): F 6区に位置し、最大径122cmの不整円形を呈す。底面に一段深い掘り込みを有

し、壁の立ち上がりは明瞭で、ある。検出面からの深度は最大45cm、出土遺物はなく 、時期 ・性格は不明。

223土坑 (第50図): D 3区に位置する。長径210cm、短径112cm、長軸方向をN-580-Eにとり 、底面

が長軸方向に張り出した長楕円形を呈す。壁の立ち上がりは急角度で底面は平坦、検出面からの深度は

最大194cmを測る。 出土遺物無〈 、時期不明だが、所謂 'Tピット」と呼称される陥穴状土坑である。

229土坑 (第51図): C 4区北東隅に位置する。長径270cm、短径100cm、長軸方向をN-480-Eにと

り、底面が長軸方向に張り出した不整長楕円形を呈す。壁の立ち上がりは急で、底面には若干の凹凸が

ある。 検出面からの深度は最大130cm。出土遺物は無く、時期不明だが、所謂 'Tピット」と呼称される

陥穴状土坑である。

234土坑(第51図): D 4区に位置し、最大径188cmの略円形を呈す。底面は平坦に整えられ、壁は垂直

に近い角度で立ち上がる。検出面からの深度最大200cmを測る。出土遺物は無〈、時期不明だが、所謂円

形の陥穴状土坑である。 (原田)
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E.遺構外出土の土器

第 l群土器 (第52・53図 1-54=PL.23-24) 

早期前半の撚糸文系土器である。時期別出土上器分布図に示されるように、 F5 . F 6区を中心に散

浸ながら比較的まとまった出上状態を示す。分布の在り方から、小規模な廃棄ブロ ックlか所を、ほぽ

完帰したものと考えて良いだろう。総出土数128点。

1が口唇上面にも縄文施文帯を有する第 2様式 (井信II式)J型の他は、いずれも第 3機式 (夏島式)

に属する。このうち 2-4はU縁外面上端にも、痕跡的な縄文地文を残すが、文係帝として意識された

ものとは言い難い。口縁部片40点を対象とした文様組成比は、縄文施文型<J型>25点 (RL20点、 LR3 

点、不明 2点)、撚糸文施文型 <Y型>6点 (R2点、 Y4点、不明 2点)、無文型くM型> 9点で、典

型的な J型施文優位 (62.5%)を示す。なお、 52・53は小型な丸底形深鉢片て"あり、該期の型式組成中

に散見される。

第2群土器 (第53図:55・56=PL.24)

早期前半の沈線文系土器である。出土総数3点のうち、図示した 2点は同一個体で、太い凹線の上下

に細沈線文、さらに貝殻腹縁文が加飾される。内外面に丁寧なミガキが施された、典型的な回戸下層式

土器である。

第3群土器 (第54図・ 57-62=PL.24)

早期後半、条痕文系土器を本群とした。出土総数36点、遺跡内での分布は F7 . G 7区と、調査区の

北部に片寄りを見せる。いずれも条痕文のみが施された、所謂 「飾られない土器」片である。型式細別

は難しい。

第4群土器 (第54-59・63図:63-226・348=PL. 24-29) 

前期前半、黒浜式上器である。竪穴住居跡出土の資料を含め総数4717点と、上貝塚遺跡で最も多量に

出土した。その平面分布も、該期の竪穴住居跡2基の周辺に、より濃密な集中を示す。文様要素が複雑

なため、以下10類に細別して報告を行う 。

第4群 l類土器(63-69)竹管状工具による平行沈線文を主体とした文様を描くもの。償位平行線文

の63・64、曲線状モチーフの65、連続波状文を抽<66-69がある。

第4群 2類土器(70-76):竹管状工具による連続刺突文を砲すもの。車IJ突文による山形モチーフを表

出する 70 ・ 71、地文に付加条縄文が施された74 ・ 76~字が含まれる 。

第4群 3類土器(77-82):竹管状工具により、コ ンパス文が施されたもの。いずれも波状間隔が大き

く、崩れた感じの崎文特徴が共通するが、 81・82はむしろ単に波状文と 言うべきものかも知れない。

第4群4類土器 (83-92):沈線による集合条線文が充填されるもの。83・91が比較的鋭利な竹管状工

具を用いて施文するのに比べ、 84・85は条痕文的な、 90・92は櫛歯状条線文的な雰囲気に近い。

第4群 5類土器 (93-100・218・348) 沈線による絡子目状文93-96、或いは魚骨文97-100・218カ、

砲された土器。後者は特に、内外面の調整が丁寧で、同一例体と思われる。円縁部直下には、 97に見る

ようにコンパス文が加飾される。

第4群 6類土器 (101-103)ー貝殻文が施された上器。101・102は、いずれも貝殻背圧痕文が砲された

胴部破片、 103は貝殻腹縁文が施された上器である。

76 



第4群7類土器 (104-123・168-194):撚糸文の施文効果を表出するもの。その大部分が、軸縄撚糸

文或るいは付加条縄文と思われるが、詳細な施文原体の分析は未了である。撚糸文が4条単位で施され

た106.107、軸縄の圧痕が文様効果を表出する111-113、さらに網目状付加条縄文119・121・123と施文

原体のバラエティーに富み、個体によっては菱形・羽状地文も普遍的に行われる。

第4群8類土器 (124-167・195-215):無節及び準節縄文により器面を飾るもの。口唇上面に刻目が

施された124・125、縄文を菱形羽状に施す165、原体の施文単位を示すように、 ミミズ腫れ状の縦微隆起

の残る132・160、さ らに原体末端が他縄他縛された155・164等がある。また164は、波状口縁を呈する深

鉢片である。

第4群9類土器 (217):所謂有孔上器。217は単節縄文を地文とし、焼成前に外面から穿干しが行われ

る。丹彩の痕跡は無い。

第4群10類土器 (216):無文の上器。216は比較的小型・薄手の深鉢形土器である。

第4群土器底部 (218-226) 底部が外に張り出した平底燥の224が目立つが、他はいずれも揚底状を

呈し、底部への縄文施文の痕跡は観察されない。

黒浜式土器は、多くの文様要素を持ち、その型式組成 ・器種組成に時間的・空間的に連続する変化ヵ、

認められる。最近ではこれを 5段階に細分し、各段階毎に特徴的な文様要素の消長を追求する作業が進

められ、一定の成果を示している(新井、昭和57年)。本遺跡で主体的に出土した黒浜土器も、 この段階

細分の中で位置づけを行った場合、先に報告した遺構出土上誌と同様、大旨第II段階(黒浜式古段階)

を中心とした一群として理解される。もとより、こうした一上詩型式内における段階細分は、多量な出

土土器群中から、文様要素を持つ土器を抽出し、その特徴から総体的な段階比定を進める作業てあり、

これが必ずしも土器型式の細別そのものではない点に留意する必要がある。しかし上貝塚遺跡の資料を

見る限り、黒浜式土器第III段階にその導入が認められる コンパス文 (第 4群 3類土器)は未だそれのみ

で確立した文様構成を持たず、また第 I段階に盛行するより古い文様としての連続爪形文(第 4群 2類

土器)の減少、さらに新しい文様要素としての格子目状沈線文(第 4群 5類土器)の存在等は、段階細

別のメルクマールとなる要素と言えよう。なお、他に、黒浜式土器第 4段階に盛行した魚骨文を持つ土

器97-100も、 l個体分出土しているが、この資料は胎土が級密で、器面調整や焼成等、他の土器とは異

質な顔つきを示すものである。

第5群土器 (第59-64図:227-347・349-351 = PL. 22) 

前期後半の諸磯式、浮島式及びそれに後続する前期末葉の土器を一括した。出土総数1069点で、前期

前半の第4群土器に次ぐ、まとまった出土量を示す。遺跡内における平面分布は、該期の006・013竪穴

住居跡周辺に極度の集中を示し、また F6・F7区境界付近にも散漫ながら分布の中心が認められ、前

代の第4群土器とは明確な差異がある。文様要素により、以下16類に分けて報告する。

第5群 l類土器 (227-230・351) 竹管状工具による平行沈線で、直線 ・曲線モチーフを描くもの。

227は所詞入組文的なモチーフを持ち、口縁部に突起が付される。351は扇状の大形波状口縁を呈する深

鉢形土器で、口縁部直下には沈線文聞に縄文が砲された低隆借を有し、浮線文の発生過程を示す例かも

知れない。229は崩れた木葉状文。これらはいずれも諸磯b式土器中段階に比定される土器である。

第5群 2類土器(231-238) 所謂浮線文が貼付された土器。縄文を地文に、浮線文上を斜めの刻目て、
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充填するもの231-236が一般的だが、曲線状モチーフを描き、刻目を有きない238もある。諸磯b式土器

中段階の土器である。

第 5群 3類土器 (239・240)・同一個体片で、横位の連続爪形文が重畳し、その間隙を斜位の刻目文で

埋めるもの。諸磯b式土器で、中段階でもより古手の文様要素を残している。

第 5群 4類土器 (241) 大波状口縁を呈し、綾杉状の沈線文で文様を表出するもの。口縁部が大きく

外反した深鉢形土器で、諸機b式土器の範曙で把えられる。

第5群 5類土器 (242-249・252・288):地文に斜位の撚糸文が施されたもの。地文上に平行沈線、連

続爪形文で、直線 ・曲線状のモチーフを描〈 。浮島 I式土器であるが、文様モチーフは諸磯b式土器古

~中段階のものと共通する。

第5群 6類土器 (250-251・253-269) 竹管状工具による平行沈線文を主要な文様要素とするもの。

波状沈線文と連続爪形文を加飾する250、幅広の連続爪形文カ、併用される263・265'268・269と、文様バ

ラエティーは豊富で、ある。 253・254のように、波状口縁を持つ土器も含まれる。いずれも、横位沈線文

が文様モチーフの基調を成しており、浮島II式土器の範囲毒で把握できる。

第 5群 7類土器(270-287):強〈外反する口縁部に、比較的深い密な刻目を施すもの。体部文様に平

行沈線文のみが施された270、事IJ点状の連続竹管状刺突文が施された274-279、波状貝殻腹縁文が施され

た280-284の他、幅広い波状竹管文が施された286等、複数の文様要素が組み合わされる。浮島II式土器

の範鳴で理解される。

第 5群 8類土器 (289・290):口縁下に貝殻による連続爪形状の刺突文が施されるもの。289は口唇断

面が尖頭状を呈し、 290は口縁部が強〈外反、肥厚する。浮島II式或いはIII式土器の資料であろうが。

第5群 9類土器 (291-298):所謂有段口縁を持つ深鉢形土器。その多くは土器成形時の輪積痕を残

し、その上に刺突文を施した段を 1-3段重畳させる。一部に貝殻腹縁文を加飾した291や、刺突文等が

全く施されない298が含まれる。浮島II式土器以降、前期末まで普遍的に継続する特徴ある土器群であ

る。

第5群10類土器(299-301):所謂有段口縁を持ち、さらに集合沈線文によって加飾される土器。 3点

とも同一個体かも知れない。浮島III式土器の文様組成中に組み込まれる土器であろう。

第 5群11類土器 (302-318・334):波状員殻腹縁文を主要な文様とする土器。有段口縁を呈する

302-304、貝殻背圧痕文が併用される305、有節線文が加飾される318・319があり、また施文具自体も、

肋脈の発達したアナダラ属の貝殻を利用したものから、肋脈の無いハマグリ ・サルボウ属を利用したも

のまで、変化に富む。大旨、浮島II式からIII式の資料として理解できる。

第5群12類土器 (320-322・349):竹管状工具による、所謂三角形刺突文が施されたもの。 文様要素

の上から、浮島III式土器のメルクマールとされる土器である。

第 5群13類土器(323-333) 強〈口縁部が外反する深鉢形土器で、繊細な波状貝殻腹縁文に、単沈線

による区画文を加えるもの。口縁部に櫛歯状沈線文を加える324・325と、刺突文を加える323がある。浮

島III式土器に続く、興津式土器である。

第 5群14類土器(335-344):縄文により器聞が飾られるもの。口唇部上面に、妻IJ目のある貼付粘土紐

を持つ335は、先に11類として分類した334と共に、大木2式土器の普遍的な技法が在地化したものと考

。。弓''



えられる。他に有段口縁を持つ336・337・341、結節縄文を施す340・342等もあるが、比較的単純な単節

縄文を施す土器が多い。浮島III式土器以降、前期末から中期初頭にかけての土器群である。

第5群15類土器 (345・350)・無文の土器。器面のミガキが丁寧で‘、鉢形、浅鉢形を呈する小型品が一

般的。諸磯b式期前後に位置づけられょうか。

第5群16類土器 (346・347):ミミズ腫れ状の貼付文及び条線文によって文様を描くもの。前期末葉、

十三菩提式土器の範時で捉えることができる。

第6群土器 (第65図・ 352・353)

中期前半の土器。図示した2点のみが出土した。平行沈線による区画文の間隙に、結節縄文、 三角形

陰刻文等を充填する。五領ケ台式土器である。

第7群土器 (第65図・ 354-356)

中期前半の土器のうち、勝坂式及び阿玉台式土器を本群とした。図示した 3点が全てで、両型式のう

ちでもその前半期に属する土器である。

第8群土器 (第65図:357-364) 

中期後半、加曽手IJE式土器を本群とした。出土総数53点で、調査区内から散漫に出土した。加曽利E

I式に属する357、同III式に属する358の他は、いずれも加曽利EIV式土器である。

第9群土器 (第65・66図:365-390) 

後期前半の土器で、出土総数156点。加曽手IJEIV式土器からの系譜を引く 356・357、太い沈線文と細か

い縄文を特色とする称名寺式土器368-370の他は、堀之内 I、II式土器が主体を占める。

第10群土器 (第66図:391-399) 

後期後半、加曽手IJB式及びそれに続く曽谷式土器をまとめた。出土総数117点。いずれも断片的な資料

であるが、波状口縁を呈し、胴部で屈曲する鉢形土器393は、器形・形態ともに特異なものである。加曽

利BII式土器前後に比定できょうか。他の資料は加曽手IJB1式に属する391、力日曽手IJB III式から曽谷式土

器に比定きれる394・395等、所属時期はまちまちで、出土状況にも特徴は見られない。

第11群土器 (第66・67図:400-411) 

後期後半、安行 1. II式土器をまとめた。出土総数16点。豚鼻状の小突起を有する407・408は、 所謂

帯縄文系の深鉢形土器である。また400-405は粗製土器で、口縁が外反する級線文系の深鉢403・405と、

直立から内管気味の400-402・404に大別きれる。

第12群土器 (第67・68図:412-445) 

安行IIIa式以降、晩期の縄文式土器を一括した。出土総数75点。 412-427は安行IIIa式土器に属する

もので、帯縄文系の深鉢412・413や、紐線文系の粗製土器418-427が含まれる。 428-430は、 所謂姥山

II式土器の範曙に含まれるもの、 43ト 432は太い沈線による曲線文を持つ前浦式土器である。また

433-445は、 安行I1Ic式及びI1Id式土器として理解される。 446は体部に条線文が施された、晩期後半の

鉢形土器で、 1点のみ出土した。

土錘・土製円板 (第68図:447-450) 

447-449は小型の土製円板、 450は加曽手IJE式土器を利用した土器片錘である。なお、土偶等の特殊遺

物は 1点も出土していない。なお他に、土製耳飾が3点出土している(第77図)0 (原田)
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上貝塚遺跡からは、合計756点の縄文時代の石器、礁が出土した。これらの遺構別集計は表12に示し

た。グリッド出土遺物の内訳と集計結果は以下のとおりである。
米

石 鍬 18 ( 12%) 円機製品 6%) 

向リ 器 4 ( 2%) 石 血 3 ( 2%) 

模形石器 3 ( 2%) 玉 1 ( 0.7%) 

石 錐 1 ( 0.7%) 石 告IJ 1 ( 0.7%) 

最Ij 片 78 ( 54%) 石i~ 石 1 ( 0.7%) 

石 核 5%) 軽 石 2%) 

石 斧 15 ( 10%) その他 5 ( 3%) 

磯 器 1 ( 0.7%) 際 605 

被 円磯製品磨石、凹石、敵石等

これらの分布状況は第27図に示した。多量に検出された礁と剥片の分布は、本遺跡の主体を占める黒

浜式土器の散布の濃淡と一致するから、大旨、この段階に帰属するものと考えられる。分布は、住居士止

群の北側及び東側の地点、並びに南西の地点に集中している。土器と共に廃棄きれたとも考えられるが、

遺跡内に搬入された多くの円礁の用途、機能をっきつめる要があろう。一方、石器の分布状況は、磯や
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表12 上貝塚遺跡遺構出土石器一覧

001 1002 1 003 1 005 1 006 1 007 1 0081 0091 010 1 013 1 0151 016 110111021103 1 201 1 2161 218 1 2231 232 1小計

石

削

鍬 11 ー

器 目 1-1 - 1 - 1 - 1 - 1 。
模形石器|

石錐1-1 
石斧 1 11 

1
4
 

2 

， -，目 1-1 -1 -1 0 

11 ー 1 1 11 ー 1 1 1 1 1ー I 6 

円障壁製品 l 1 1 1 1 1 11 11 11 -1 4目ー 10 

石皿|

軽石1-1-1 51-1-1 11
砥石1-1 -1 11 -1 -1 11 11 -1 

11 ー 7 

ー
唱
目
目
晶 5 

王

寺，IJ 片 1 1 

1 -1 -1 -1 -1 21 ・目 I _ I _ I _ I 2 

31 11 11 -1 11 21 31 -1 -1 -1 -1 -1 -1 11 ー|ー 1 1 1 14 

石 核 I _ I _ I _ I ・ I _ I _ I _ I 1
i
 

理署 1 1 3 1 1 1 4 1 -1 3 1 2 1 5 1 7 1 7 1 4 1 3 1 7 1 2 1 33 1ー 11 -1 83 

小計1 31 31 71 8 1 1 1 8 1 51 71 91 10 1 71 5 1 11 1 2 1 411 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 132 

剥片の分布と比較すると散漫で、あり、特定の土器型式との対応関係を指摘することは困難である。

石器のうち代表的なものを、第69図~第77図に掲げたので、これに従って概観したい。

尖頭器 (1-3) 3点あり、古い様相を呈している。 1は玄武岩製で、欠損している。剥離面の風

化の度合によって、新旧 2面が識別され、網をかけた部分の剥離が新しい。尖頭器の破損品を削器とし

て再利用したものであろうか。2も玄武岩製で、両面打製の尖頭器破片である。縄文期とする積極的根

拠は無い。 3はホルンフェルス製。有茎の槍とも考えられるが、粗製であり、削器とも考えられる。

石錐 (4) 側面を見ると管曲し、 L字状をしているが、石錐と見られる。両面打製で、断面は紡錘

形である。完形で黒曜石製。

石錨 (5-19) (1)凹基無茎鍛 (5-14)0(2)微凹基無茎鍛 (15-l7)0 (3)有茎鍛 (18、19) の3類に

分けられるが、大半がチャート製である。帰属時期は、一般的に言って、 (1)が前期、 (3)は本遺跡第10群

土器以降に比定されるものと思われる。(2)は早期である可能性が高いように思われるが、断定する証拠

は無い。

削器 (20) チャートの剥片に簡単な打ち欠きを加えた組製のもの (図省略)と共に、縦型石匙が 1

例出土している。黒色頁岩かと思われる石材を用いている。縦長剥片の縁辺を両面から剥離し、!J<1j片尾

部をつまみの部分にあてている。あるいは、尖頭器の項で触れた 3も、この種の石器であるのかもしれ

ない。

砥石 (21) 有溝砥石が 1例あった。 小破片であるために全体の形状が分らないが、狭い表面には 8

条の浅溝(幅:l.5-4 mm、深 1 -3 mm)が認められる。溝には切り合うものが多く、径の細い骨角器

の製作に供せられたものと推定される。
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石核 (22、23) 両例共にチャー卜製。打面と作業面との入れかえによる打面転位が認められる。 22

はチャートの比較的大き目の円礁が用いられている。 23は極めて小型の例で、爪先の様な剥片が落とさ

れている。

軽石 (24-26) 浮子の素材として多用されるとも言われている石材だが、 3点検出された。 24は中

央に鋭利な刃物(チャートの剥片だろう )による裁痕があるが、 25、26には加工の痕跡がない。軽石は、

飯山j前東遺跡から多量に検出されているが (古内 昭和50年)、加工されたものは少ないようである。

石斧 (27-38) 通例のとおり、(1)磨製のものと、 (2)打製のものに分けられるが、(1)は僅少である。

(1) 磨製石斧磨製石斧は 3類に分けられる。

(a) 部厚くて長手のもの(27、28)027は完形で、細長い円礁の全面を研磨するが、側面部には敵打

に止る調整が加えられている。研磨は、体部では縦方向に、刃部周辺では横方向に施されているが、

刃部の研磨は特に入念で、ある。頭部には打痕がある。28は破片である為に、全形は不詳だが、やはり

磯素材で、全面に研磨痕がある。側面部の研磨は、 27よりも念が入り、平坦面を形成する。なお、両

例共に、刃部の形成は、石斧長軸に並行する剥離を加え、その後に研磨が加えられているらしい。こ

れは、刃部の研磨方向が、石斧長軸と直交、若しくは斜交することの一つの要因ではないかと疑われ

る。すなわち、加撃によって形成された剥離面の稜を磨りつぶし、刃部を形成するためには、長軸方

向に研磨軸を設定するよりも、その方が効率的であると見られる。なお、石質は良〈分らない。

(b) 中厚手で細長い形態を示すもの(31)。素材である細長い円礁の形状を大きく変更しないという

点では(a)に近いが、厚味がなく、やや偏平な印象を受けるものである。研磨は表裏全面にEるが、刃

部を除くと粗製であり、光沢を生じる程ではない。側面にも軽い磨きが入る。刃部は細かい漬痕が集

合し鈍化している。また、刃部の研磨軸が石斧長軸と平行であることも(a)と異っている。一度欠損し

たと見られるが、欠損面を再研磨している。石質は片岩の一種だが、詳細は不明である。

(c) 全体の形状は不明だが、偏平なもの(29、30)0 29は刃部破片で、表裏側面共に全面が研磨され

ている。砂岩製でもろい。 30は頭部破片。裏面が板状に剥離しているが、表裏、側面、上面全て良好

に研磨されている。形態的に、 (a)、(b)とは異なり、短冊状の形状を呈するようである。やはり砂岩製

である。

(2) 打製石斧 32-38に示したものが代表例である。 2類に分けられる。

(a) 所謂短冊型石斧で、石斧側縁が平行、若しくは直線的に広がるものの両者を含めている (32、

33、35-38)。製作は粗製のものが多〈、表面は原磯面を留めている。特に33なとは、円礁の一端を打

ち割ったチョパー状の形態をしているが、石器の長軸に直交して刃部が形成されているので、一応、

打製石斧に含めておいた。35も石斧に含めるには問題があるが、刃部の破損例として、便宜的に石斧

とした。

(b) 34の 1例であるが、側縁が内管して、末広がりの刃部が作出されている。援型石斧に分類され

るが、 (a)類に比して少数である。

磯器 (39) 偏平な円礁の一部に打ち欠きがある。石斧と比較して、長/幅比が小さいところに特徴が

ある。

円礁を素材とする各種大型石器 (40-49、51-54) 一般に磨石、敵き石などと呼称、されているもの
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を一括したが、使用痕を基準に数種に分類される。

(a) 円礁の表裏に磨痕を有するもの (43、45)。

(b) 円礁の表面に磨痕と共に、集中的被加撃痕を有するもの (41、46)。

(c) 円磯の表面に磨痕、集中的被加撃痕を有し、さらに側面に帯状被加撃痕を有するもの (40、44、

49)。

(d) この他に、磨痕と帯状被加撃痕の認められるもの (42)、帯状被加撃痕のみ認められるもの (47、

48)がある。ただし、 42、47は破片であるために、必らずしも使用痕の全てが遺存しているとは限らな

いだろう。

(e) 石槌 (51-53)。細長い円礁の端部に被加撃痕の認められるもの (51、52)と、 (c)類あるいは(d)類

の一部の破片を再利用したもの (53)がある。石器の製作に用いられたものと考えられる。

(f) 石砧 (54) 磯表の一面にアパタ状の小漬痕が観察される。漬痕には集中する部分もあるが、そ

の周辺に広〈散在している。やはり石器製作に用いられたもので、 (e)類とセ yトになると考えられる。

石皿 (58、59) 石血は破片のみで、全形を窺い得る資料に恵まれなかった。多孔質安山岩が素材に

選ばれている。全例に円穴が看取されるが、穴はV字形の断面形態をとるもので、前項(b)類の浅い皿状

の穴とは本質的に異るものである。

特殊な石器 石器のうち梢特殊なものが 3例ある。50は板状の薄い円礁の周辺に、部分的な打ち欠き

と共に研磨痕の認められるものである。円盤型磨製品とも称すべきもので、用途は良〈分らない。岩手

県滝ノ沢遺跡から本石器と類似した石器が多数出土しており、その状況から、確実に決状耳飾の未製品

と考えられている(稲野 昭和58年)0 57は石棒あるいは石剣の破片である。第77図 1は玉の未製品と考

えられる球状の石で、全面に研磨が及んでいる。穿孔直前段階であろう 。石質は未詳である。 (田村)

土製耳飾 (第77図2-4) 上貝塚遺跡からは、決状耳飾残欠2点及び滑車形耳飾 1点が出土してい

る。このうち前者は 2・4で、いずれも全体の約 1/2が遺存している。 2は切れ込み部が残り、環の断

面が四角形に近いが、 4は全体的に表面の磨滅が激しく、切れ込み部が遺存していない。実測図の推定

線は、切れ込み部を欠くが、これは誤まりである。 2. 4ともに赤色塗彩の痕跡は残されていないが、

前期後半第 5群土器に伴うものと思われる。 3は滑車形耳飾の残欠で、外面にのみ細かな刻みが施され

ている。裏面は素文で、赤色塗彩の痕跡は残されていない。形態から考えて、晩期前半、第12群土器に

伴う資料と考えられる。 (原田)
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第77図石器 (9)・土製月飾

G.遺物分布の特色に見る上貝塚遺跡の動態

調査の結果、上貝塚遺跡は縄文時代前期、黒j兵期と浮島II式期前後の集落遺跡であり、更に縄文時代

各時期の遺物包蔵地であることが判明した。縄文時代における当遺跡の動態は、時期別細分が可能な6375

点の土器について、時期毎の平面分布を観察すると、ある程度明らかにすることができる(第26・27図)。

時期別に遺物分布を見ると、縄文時代早期前半、撚糸文系土器の分布は F6・F7区付近に弱い集中

を見せ、 比較的台地中央部に廃棄ブロックが形成きれるのに対し、早期後半条痕文期には、調査区北端、

谷津に面した傾斜変換点に若干の出土が見られ、調査範囲外、北方に該期の分布が広がる可能性を示唆

している。明確に該期に属する遺構は、早期後半の208炉穴のみで、しかも該期の遺物分布には一致しな

い。あくまでも早期段階では、 小規模な遺跡が形成されたのみで、当遺跡が生活拠点とはなり得なかっ

た事を示している。

前期には、前半期の黒浜期及び後半の浮島II式期に、各々小規模ながら竪穴住居が数基ずつ営まれる。

しかし黒浜期から浮島期までの集落の継続性は稀薄で、遺構出土の資料から見る限り、黒浜期て、は新井

分類の黒浜式第II段階の、浮島期では少量の諸磯b式土器を伴う浮島II、III式土器の時期に限られる。

また、遺物分布の特性は、黒浜期の土器が遺構を中心に、調査区に広〈濃密な分布を示すのに比べ、諸

磯 ・浮島期の土器は、 006・013竪穴住居跡を中心とする、該期の遺構付近に集中的な分布を見せる。

- 108一



縄文時代中期以降、当遺跡からは晩期後半に至る各型式の土器が出土するが、これらは量的にも貧弱

で、また伴うべき遺構の存在も見当たらない。

上貝塚遺跡は継続性の乏しい、前期前半と後半の小規模な集落遺跡として、その性格を呈示すること

が できる。(原因)
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第 3章古墳時代

A.概要

上貝塚遺跡(220-002)で検出した古墳時代の遺構は住居跡 9軒、竪穴状遺構 1基、溝状遺構 1条であ

り、いずれも古墳時代後期の鬼高期の所産である。各遺構の分布状況は密集することなく、調査区域全

体に散在した状態である。しいて言えば調査区中央部に当該期の遺構の空白部が認められる。

なお、古墳時代の遺構は、すべて昭和56年度調査時に検出したものである。

B.遺構各説

001住居跡 D 4 -25・26・35・36グリッドに位置する。

プラン・規模正方形を呈し、 一辺5.5mを測る。主軸方向 N -60
- E 

所見 昭和56年度の調査で最初に検出した遺構である。北壁の西側の一部に削平を受けるが、全体に

遺存状態の良好な住居跡である。現存する壁高は60cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。周溝は幅13~20cm、

深さ 7cmで、カマド部も含んで、全周している。

柱穴は住居の対角線上に整然と並び、四本柱となる。各柱穴の規模は、 P1 (径40cm、深さ50cmの円

形)、 P2 (径40~53cm、深さ 55cmの楕円形)、 P 3 (径42~ 60cm、深き 50cmの楕円形)、 P 4 (径40~50cm、

深き50cmの楕円形)となっている。

貯蔵穴はカマドの東側に設けられ、 70X90cmの長方形を呈し、深さ35cmをiN1Jる。

カマドは北壁中央に構築きれ、掘方は住居外方へ40cm程て、V字状に掘り込んでいる。袖部の幅は90cm、

煙道部は580の傾斜で立ちあがる。カマド内の堆積土である 1層は焼土粒を含む褐色土層、 2層は多量の

焼土を含む暗褐色土層、 3層は火床となる焼土層、 4層は煙道部への流入土と考えられる暗褐色土層と

なっている。

住居跡の覆土は、自然堆積となっている。 1層:黒色土層。炭火物、焼土粒を僅かに含む、しまりの

ない士層。 2層:暗褐色土層。ローム粒を僅かに含み、炭化物、焼土粒を多く含む軟質な土層。 3層:

暗褐色土層。ローム粒、炭化物、焼土粒を多量に含んだ、しま った土層。

なお、この住居跡は火災によって廃絶したものと考えられ、床面上に多量の炭化材が遺存していた(第

79図)。これらの炭化材のうち11点については樹種同定を行っているので別項で後述する。また炭化材に

ついては、取上げの際に、柄穴等の加工痕の有無について観察を行ったが、遺存していたものの中には

1点も見出すことはできなかった。

遺物は多量に出土しており、良好な資料を提供している。床面で出土した遺物はカマド周辺部に集中

しており、また、 2個ないし 3個体が重った状態のものもある。

lの須恵器王手はカマド内から出土したもので、陶邑 TK10号窯に併行する段階の製品かと思われる。

27~30の高不の器形はバラエティに富んでおり、いずれも床面またはカマド内からの出土である 。 棄は

31 ~38に図示したもので、床面出土のものには胴部球形を呈すもの (34 ・ 35) と、口頭部が広いもの (36 ・

37)がある。40の甑には、胴下半部に使用時についたと考えられる擦痕が明瞭に全周する。

- 110一
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表13 001住居跡出土遺物一覧

持図
~ 種 法量 逃存状態 成 ・整形手法

ロ7ロ
胎 上 色調 焼成 備 考番号 凶転}j['1

12.5 i己形 粘仁紐巻き 1:げ 右 中粒砂.粗粒 灰色 堅級 TK-IOi'井fr
Ul'i!.!!.器) 5.8 体部内外ーヨコナデ 砂一少 カ?ド内出土

底部一回転へラ円IJリ

2 t手 14.8 完形 申占 t統つみ上げ 中粒砂少 茶褐色 堅級 8の上に重って

(ヒ帥~:f) 6.3 休部内面一般}i同lのへラ磨 出土

キ

体部外面ー繍へラナデ

底部内面一放射状へラ磨キ

!底部外面ーへラ向IJリ

3 t手 (13.2 ) 2/5 粘 lこ紐つみ上げ 中粒砂ー事 黒褐色 良好 覆上上層出上

( t師器) 4.7 体部内外ーヨコナデ

底部ーへラ自IJリ後.ナデ

4 t手 12.8 1/2 粘上紐つみ上げ 中粒砂多 黒褐色 良好 覆土上層出土

( jニ師持) ( 3.9 ) 体部内外ーヨコナデ

底部ーへラ向IJリ

5 J(-、 12.3 :屯形 粘士紐つみ上げ 粗粒砂多 茶褐色 堅鍬 カマド内出土

(仁師器) 4.6 1I縁部内外ー償えil句のへラ

謄キ

体部内耐ー縦}fI白lのへラ磨

キ

体部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

6 I手 12.7 完形 粘上紐つみ上げ 事且粒砂ー多 暗茶補色 良好 カマド内出上

( 1: 師捺) 4.8 I1縁部内外一機Jil旬のへラ

磨寺

体部内l画一ヘラ磨キ

休部外面ーへ ラ向IJリ

7 I手 13.3 完形 キ占仁紐つみ上げ 中粒砂ー多 暗茶褐色 良好 床面出上

(Jニ防法) 5.2 I1縁部内外ー償方向のへラ ~黒褐色

躍雪キ (口縁体

体部内面ー縦万向のへラ磨 内上)

キ

体部外面ーへラ削リ後.へ

ラ賂キ

8 rr-、 4.8 完形 粘 J:紐つみ上げ 中粒砂ー多 暗褐色 良 体部内面暗茶縞

(上師持) 13.1 u縁部内外ー償Ji向のへラ 色カーボン付着

磨キ 床面出上

体部内面一波射状へラ磨寺 2の下になって

体部外面ーへラ円IJリ 出土

9 I手 4.9 1/2 口縁部内外一般均時lのへ7 中砂粒ー少 ，1，1:¥褐色， 良 床面出上

(1:1.市器) 12.1 磨キ 日昔:茶褐色

体部内面ーへラ磨寺

体部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨寺

10 lf、 4.5 1/2 粘上紐つみ上げ 中砂位一多 時褐色 良好 床面出上

( t. 師~.) 12.8 II縁部内外ー横)J向のへラ

屋号キ

体部内面一縦fi同lのへラ磨

キ

体部外面ーへラ削リ後.荒

いへラ磨キ

11 I手 11.7 :芯形 粘上紐つみ上げ 中粒砂ー少 茶偽色 良好 32の中に入って

(上側器) 4.6 1 I~止部内外ー償h向のへラ 12と一緒に出土

際キ

体部内耐ー縦)j161のへラ熔

キ

体部外面へラ削 I}後，ナ

デその後.へラ

磨キ

ワー



挿図
¥l>' 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロ 7ロ
胎 士 色調 焼成 イ崎 考

番号 回転J;仙l

12 勾t 11.7 完形 粘七紐つみ上げ 中"，y車生一多 茶縄色 良好 32の中に入って

(土師器) 4.6 口縁部内外ー横万向のへラ 11と一緒に出土

層雪キ

休部内面ー縦方向のへラ磨

キ

体部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

13 I不 13.3 元形 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 茶褐色 良好 11""'<'ド内出土

(土師器) 3.7 口縁部内外ー償方向のへラ 石英少

磨キ

体部内面ー縦方向のへラ磨

キ

体部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨寺

14 fj¥ 14.7 口縁一部 粘上紐つみ上げ 中粒砂ー多 茶褐色 良好 黒斑有り

(土師器) 4.7 欠〈 口縁部内面ー横方向のへラ

磨キ

口縁部外面ーヨコナデ

体部内面ー赤彩の下暗文風

ヘラ磨キ

休部外面ーへラ削リ後，ナ

デ

15 f不 15.2 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー少 賞鵠色~ 竪級 床面出七

(土師器) 5.3 体部内外ーヨコナデ後，償 11昔褐色

)i向の磨キ

底部内面放射状磨キ

底部外面ーへラ削リ後，磨

キ

16 I不 13.5 元形 粘上紐つみ上げ 中粒砂多 黄褐色 円E級 床面出t
(土師器) -14.5 体部内外ーヨコナデ後，横

5.2 }f向のへラ磨キ

底部内面放射状磨キ

底部外商ーへラ削リ後，磨

キ

17 I不 15.3 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 黄褐色 堅級 床面出土

(土師器) 5.1 体部内面ーヨコナデ後，横

方向の磨キ

体部外商ーヨコナデ

底部内面放射状磨キ

底部外面へラ月IJI)後，ナ

デ

18 I手 15.0 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 淡茶褐色 良 床面出土

(土師器) 5.2 口縁部内外ーヨコナデ後，

償方向の磨キ

体部内面政射状の磨キ

体部外面ーへラ削 1)後，荒

い磨キ

19 I手 13.8 1/4 粘上級つみ上げ 中粒砂ー多 H音茶褐色 良好

(土師器) 4.8 口縁部外面ー横ナデ後.ナ

デ

体部内面ーへラ磨キ

体部外面へラ自IJリ後，軽

いナデ

20 鉢 13.3 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂少 黒褐色 良好

(土師器) 6.5 口縁部内外ーヨコナデ後横 底部一茶

ヘラ磨キ 褐色

体部内面一縦万向のへラ磨

キ

体部外面ーへラ削 1)後.償

)J向のへラ磨キ

体部下端~底部へラ削リ

後.ナデ

0
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挿図
器 樋 法量 遺存状態 成・整形手法

ロ7ロ
胎 土 色調 焼成 備 考番号 回転方向

21 鉢 14.6 完形 粘土つみ上げ 細粒砂←多 淡茶褐色 良好 底部に黒斑
(土師器) (-13.5) 口縁内外横へラ磨キ カ7 ド内出土

7.1 体部内面縦}J向のへラ磨

キ

体部外面ーへラ削リ後，償

方向のへラ磨キ

体部下端~底部へラナデ

22 鉢 14.7 略完形 粘ヒ紐つみ上げ 細粒砂多 褐色~黒 良好 床面出土

(土師器) 8.0 U縁部内外ー横へラ磨キ 褐色

体部内面縦へラ磨キ

休部外商ー横へラ磨キ

体部下端~底部ーへラ削リ

後，ナデ

23 鉢 17.6 1/4 キ占仁総つみ上げ 中粒砂ー多 賞偽色 良好 覆土上層出土

(土師器) 7.2 口縁部内外 ヨコナデ

休部内面へラナデ

体部外面ーナデi&.荒いへ

ラ磨キ

24 小型 袈 13.4 口縁部 粘土紐つみ上げ 細砂粒 暗褐色 甘 暗文は一部分が

(土師器) 9.7 1/4欠く 円縁部内面ー横ナデ後，へ 格子目状に重複

ラ磨キ 床面出土

11縁部外面ーヨコナデ

胴部内面ーへラナデ後暗文

胴部外国 ヨコナテ

胴部下端~底部ーへラ削リ

後，ナデ

25 子控ね 5.0 完形 内外面一指頭によるおさえ 中粒砂ー多 暗褐色 甘 覆土上層出土

土 器 3.4 

(土師器) 5.4 

26 不 日月 会長 完形 全面一指頭によるおさえ 中粒砂ー多 暗茶褐色 やや甘

土製品 3.4 

厚さ

1.2 

27 高 t手 17.9 備部1/3 粘土紐つみ上げ 中粒砂，白色針 暗褐色 良 赤彩

(土師器) 11.55 を欠〈 口縁部外商 ヨコナデ 状物ー多 床面出土

坪部内商へラナデ

係部外面~脚部ーへラ削リ

後，ナデ

脚部内面ーナデ

裾部内外ーヨコナデ

28 品 E平 16.8 裾部1/3 粘土紐つみ上げ 中粒砂，白色針 暗黄褐色 良 一次焼成

(土師器) 11.4 を欠〈 口縁部内面 横へラ磨キ 状物ー多 赤彩

口縁部外面へラ横ナデ 床面出土

I手部内面ー縦方向にへラ磨

キ

界部外面~脚部ーへラ削リ

後司ナデ

脚部内面ーナデ

裾部内外ヘラ償ナデ

29 高 I手 15.8 裾部1/4 キ占士紐つみ上げ 中粒砂，白色針 黄褐色 良 赤彩

(土師器) 10.3 を欠〈 界都内面ーへラ磨キ 状物多 床面出土

10.6 郎部外面~脚部ーへラ削り

後，ナデ

脚部内面指ナデ

裾部内外ーヨコナデ

30 高 I不 (15.5) 口部1/2. 粘土紐つみ上げ 中粒砂，白色針 賞褐色 良 赤彩

(土師器) 12.0 裾部1/4 日縁内面ー横方向にへラ磨 状物ー多 カマド内出土

(12.0 ) を欠〈 キ

年部内面放射状磨キ

I不部内面底へラ磨キ

I不部外面 ナデ後，荒いへ

ラ燐キ

-119一



挿図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロクロ
』ムロ 土 色調 焼成 f首 "' 番号 回転万同l

30 脚部外面へフ削 1)後，ナ

デ

脚部内面ーへラ削リ

裾部内外ーヨコナデ

31 褒 17.2 1/ 3 粘土紐つみ上げ '1'粒砂多 H音貨褐色 甘

(土師器) 25.1 口縁部内外 ヨコナデ

8.0 胴部内面ー償へラナデ

胴部外面ーへラ削リ風のへ

ラナデ

32 Z聖 胴部下半 キ占上紐つみ上げ 中粒砂ー多 茶褐色( やや甘

(土師器) < 9.5 > のみ 胸部内面ーへラナデ 内面暗赤

6.8 胴部外面ーへラ削リ後司ナ 褐色)

デ

33 雪量 (21. 6 ) 粕上紐つみ上げ 者E申立砂 多 明褐色( 良好 覆土上層出土

(土師器) く40.5> 口縁部内外ーヨコナデ 下半外面

7.5 胴都内面ーへラ削 1)後，ナ 暗褐色)

ア

胴部外面ヘラ削リ

34 褒 1岡部1/8 粘土紐つみ上げ 雲母，石英，中 黒褐色( 甘 床面出上

(土師器) 21.6 を欠〈 口縁部内外ーヨコナデ 粒砂多 外面1/10

33.4 胴部内面ーへラナデ後，ナ 暗渇色)

8.0 7 

胴部外面ーナデ

胴部下半~底部ーナデ後，

不整へラ

磨キ

35 Z聖 22.0 口縁部 粘土紐つみ上げ 長石，石英，雲 茶褐色 良 カマド内出土

(土師器) 34.2 1/4を欠 口縁部内外ーヨコナデ 母粒ー多

9.0 胴部内面ーへラナデ

胴最大径 胴部外面~底部ーへラ削リ

29.5 後，へラ磨キ

36 褒 (30 3 ) 口縁部 粘土紐つみ上げ 巾粒砂多 賞縄色 やや甘 胴部内外に広い |

(土師器) 30.1 5/6を欠 口縁部内外 ヨコナデ 範聞でススイ寸策

9.0 t 胴部内面ヘラナデ 床面出土

胴最大径 胴部外面ーへラ削リ後，へ

32.1 ラナデ

底部ーへラ削リ後，ナデ

37 雪量 20.1 胴部下半 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 日音賞褐色 良 床面出土

(土師器) -18.4 1/2を欠 口縁内外ーヨコナテ (外面半

<20.0 > 胴部内面ーへラ削リ 分黒褐色

胸部上位~下半ーへラ削リ

後，ナデ

頚部外面ーへラナデ

胴部外面←ヘラ削リ後.へ

ラ磨キ

38 査 16.7 胴上半 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 黒縄色 甘 床面出土

(土師器) く12.1> 1/6 口唇部~頭部内面 ヨコナ

7 

1岡部内面ーナデ

口縁部~胴部外面へラ磨

キ

39 甑 20.0 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 暗茶褐色 やや甘 床面出土
(土師器) 12.7 ロ縁部内外ー横へラナデ

5.5 胴部内面ーナデ

胴部外面ーナテ

端部ー焼成前穿孔でへラ削

40 甑 25.8 完形 粘土紐つみ上げ 巾粒E少ー多 賞褐色 良 床面出土

(土師器) 28.2 U縁部内外ーヨコナデ

8.2 胴部上位内面ーへラナデ

胴部内面へラ麟キ
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挿図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロ7ロ
月ムロ 上 色調 焼成 イ脂 'It 

番号 回転万件l

40 内面下端ーへラナデ

胴部外面へラ削リ後，へ

ラナデ

胴部下半ーへラ磨キ

胴部下端ーへラ削 1)

端端焼成前穿孔でへラ削

002住居跡 D 4 -84・85・94・95・96

グリッドにまたがって位置する。

プラン・規模はぽ正方形を呈し、東

西6.7m、南北6.2mを測る。主軸方向

N-280-W  

所見 001住居跡の約20m南側で検出

されたもので、住居中央部に1.5m四方

の俊乱部が認められたが、この撹乱も床

面までは至っていなかった。現存壁高は

20-30cmで、斜めに立ち上がる。周溝は

カマド部と、それに対面する南壁側中央

部を除いて廻り、幅20cm、深き 5-10cm 

を測る。柱穴は、 P1 (径75cm、深さ55cm

の不整楕円形)、 P2 (径45-70cm、深さ

45cmの楕円形)、 P3 (径50cm、深さ31cm

の円形)、 P4 (径65cm、深さ50-60cmの

楕円形)、 P5 (径65cm、深さ50cmの円

形)、 P6 (径50-60cm、深さ40-45cmのほほ事円形)の六本柱となっている。

17.80111 

。 1111 

E
C叩
。
ド
円

1/30 

第85図 002住居跡カマド

北東と南西の各壁隅部には平面形態ほぽ円形、深さ40-60cmのピットがあるが、底面は平担にならず、

貯蔵穴と判断するには難しいかもしれない。

カマドは北壁中央に構築きれ、掘方は壁の外方へ30cm程でU字状になっている。袖部の幅は90cm、煙

道部は650の傾斜で立ちあがる。カマドの土層は、 l層が住居跡の覆土となる暗褐色土層、 2層は天井部

の崩壊土である灰色砂層、 3層は煙道部への流入土と考えられる暗褐色土層である。

遺物の出土量は少ないが、大半は覆土中・下層から検出している。 1の杯はカマド袖部周辺で出土し

たものである。護には、やや長胴を呈するもの(2)と、球胴のもの(3)、その中間タイプでやや大形のもの

(4)がある。また甑(5)の胴部には当該地域の衰の胴部に、当該地域で普遍的に用いられる手法の細い箆磨

きが施されている。

表14 002住居跡出土遺物一覧

成・整形手法

粘土紐つみ上げ

円縁部内外ーヨコナデ
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挿図
器 種 法量 遺存状態 成-整形手法

ロ 7ロ
胎 土 色調 焼成 {商 考

番号 回転}J向

体部内面ー暗文風へラ磨キ

体部外面ーへラ削リ後，ナ

デ

2 褒 (20.4 ) 1/5を欠 粘土紐つみ上げ 中磯ー多 赤褐色 良好

(土師器) 27.8 円縁部内外ー

7.7 胴部内商ーへラナデ

肺l部外面ーへラ削リ後ナデ

3 Z聖 26.0 2/3 粘士紐つみ上げ 組粒砂，長石. 暗褐免 やや甘

(土師器) (28.6 ) 口縁部内外ーヨコナデ 石英多

胴部内面ーへラナデ

趣最大径 腕部外面ーへラ削り後，ナ

28.3 デ後，一部荒〈

ベラ磨キ

4 Z聖 22.6 口縁部 粘土紐つみ上げ 粗粒砂，長石唱 黄褐色， 良好 黒1)1有リ

(土師器) 30.4 1/61阿部 口縁部内外~頭部ーヨコナ 石英一多

8.4 1/10 デ

胴最大径 胴部内面ーへラナデ

27.4 胴部上位外商ーナテ

胴部外面ーへラ磨キ

5 甑 29.7 完形 粘土紐つみ上げ 粗粒砂，長石， 黄褐色 堅級

(土師器) 28.6 口縁部内外ーヨコナデ 石英一多

1l.7 胴部上位内外ーナデ

1岡部内面一横へラ磨キ

胴部外商ナデ後，縦方向

のへラ磨キ

胴部下端へラ削り後，横

方向のへラ磨キ

003住居跡 C 5 -88・89・98・99グリッドに位置する。

プラン・規模 一辺5.9mの正方形。主軸方向 N-160-W 

所見 調査区内の最西端で検出した遺構である。カマド部を除いて、全体に遺在状態は良好で、現存

壁高は60-78cmを測る。周溝は幅20cm、深さ 7cmで、カマド部を除いて全周する。柱穴はいずれも小さ

く、径30cm前後で、ある。深さは P1 (70cm)、P2 (40cm)、P3 (35cm)、P4 (32cm)、P5 (38cm)、P6

(30cm)である。なお P1・2・5・6をも って四本柱とし、カマドに対面する P3・4は入口部に対応

するものと考えられる。

貯蔵穴は北東隅に設けられ、平面形態は長方形(50X70cm)、深さ43cmの箱形を呈するものである。

カマドは北壁中央に設けられるが、遺在状態は悪〈、袖部と火床面を残すのみである。袖部は、地山

であるローム層を作り出したもので、この作り出し部を袖の芯として利用している。

住居跡の覆土は、 l層が軟質な黒色土層、 2層はローム粒とロームブロックを多〈含む暗褐色土層、

3層はロームブロックを多量に含む暗褐色土層、 4-8層は人為的埋戻しの可能性の強いもので、ロー

ムブロックを多〈含んだ暗褐色土層、 9層は焼土粒を多く含む暗褐色土層、 10層はロームブロック主体

の褐色土層、 11-13層はカマド部の崩壊土層で、灰と焼土を多く含む灰褐色土層である。

遺物は、杯、高杯、裂がある。原は体部に稜線を持ち外反するもの(1・2)と、直立するもの(3 

-6)、稜線を持たないもの(7・8)がある。なお 3の底部には多数の擦痕が認められ、砥石として転用

されたものと考えられる。復元実測し得た高杯は10個 (9-18)あるが、 F宇都を遺存しているものはすべ

て体部に稜線を持ち、口縁は大きく外反するものである。また脚部も比較的短〈、大きく裾広がりにな

るものである。
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表15 003住居跡出土遺物一覧

17 

挿図
器 種 法量 遺存状態 成 ・整形手法

ロ7ロ
胎 土 色調 焼成 備 考

番号 回転方向

l I手 14.4 口縁部一 粘土紐つみ上げ 細粒砂多 淡賞褐色 良好

(土師器) 4.7 昔日欠損 口縁部内外ー横へラ磨キ

底部内面ー横へラ磨キ

底部外面ーへラ削')後，へ

ラ磨キ

2 J手 (13 8 ) 113 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 暗茶褐色 良好

(土師器) < 4.4 > 口縁部内面~底部へラ磨

キ

口縁部外面ーヨコナデ

底部外面ーへラ削')

3 Ij、 13.9 1/8を欠 粘土紐つみ上げ 制粒砂多 暗茶褐免 良好

(土師 器) 4.5 口縁部内外ヨコナデ (口縁部

底部内面ーヨコナデ 黒褐色)

底部外面ーへラ削り後へラ

磨キ

4 Ijく (13.4 ) 1/2 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 淡黄褐色 良好 黒斑有り

(土師器) < 4.7 > 口縁部内外ーヨコナデ 内面赤褐

底部内面ーヨコナデ 色

底部外面ーへラ削リ後，経

いへラ磨キ

5 I平 (13.8 ) 1/5 粘土紐つみ上げ 細粒砂ー少 茶褐色 良

(土姉器) < 4.4 > 口縁部内外 ヨコナデ

底部内面 ヨコナデ

ウーっμ
司

t
ム



挿図
器 手重 法量 遺存状態 成・整形手法

ロ7ロ
胎 土 色調 焼成 イ庸 考番号 回転万向

底部外面へ7自1)り後，ナ

7 

6 I不 (14.0 ) 1/5 粘土紐つみ上げ 細粒砂多 暗茶褐色 堅級

(土師器) < 4.05> 口縁部内面~底部 ヨコナ

デ後，放射状

暗文

口縁部外面ーヨコナテ

底部外面ーへラ磨寺

7 I手 (15.6 ) 体部上半 粘土紐つみ上げ 細粒砂ーやや多 暗茶褐色 堅綴

(土附器) < 3.4 > 1/4 口縁部内外ーヨコナデ

底部内面ーヨコナデ

底部外面ーへラ削り後，へ

ラ磨キ

8 鉢 (19.7 ) 体部2/5 粘土紐つみ上り 中粒砂多 赤褐色 良好

(土師器) < 6.8 > 口縁部内外~体部同面ーヨ

コナデ

体部外商ーへラ削り

9 高 I不 17.6 完形 粘土紐つみ上げ 事且粒砂 多 I不部赤褐 良好

(土師器) 10.6 口縁部内外ーヨコナデ後へ 色

10.9 ラ磨キ 脚部j黒褐

I干、部内面ーへラナデ後，へ 色

ラ磨キ

係部外面~脚部へラ削り

後，ナデ

脚部内面へラ削り

裾部外面ーへラ磨キ

裾部内面ーナデ

10 高 主手 15.8 裾部1/3 粘土紐つみ上げ キ且粒砂ー多 赤褐色 良好

(土師器) 1l.6 欠損 口縁部内面~底部ーへラ磨

12.1 キ

口縁部外面ーヨコナデ

口縁下部ー棒状工具で凹線

を加える

町、部外面~へラ削り

脚部内外ーへラ削り

裾部内外ーヨコナヂ

11 高 町、 16.5 裾部2/3 粘土紐つみ上げ 組粒砂多 (1手部)赤 堅鰍

(土師器) 10.6 欠偵 口縁部~係部内面ーへラ磨 褐色(脚

(10.6 ) キ 部)暗褐

口縁部外面ーヨコナデ 色

I手部外画~脚部ーへラ削リ

脚部内商ーへラ削り

裾部内外ーヨコナデ

12 高 I手 16.3 完形 粘土紐つみ上げ 組粒砂多 赤褐色( 竪綴

(土師器) 11.2 口縁部~町、部内面ーへラ磨 I手及び脚

11.6 キ 内面)

口縁部外面ーヨコナデ 黒褐色

界部外函~脚部ーへラ削り

後，ナデ

脚部内面へラ削り

裾部内外 ヨコナデ

13 高 王手 16.2 裾部欠損 粘土紐つみ上げ 組粒砂ー多 赤褐色 良好

(土師器) 1l.0 ロ縁部内外ーヨコナデ

界部内面ーナテ

I不部外商~脚部ーへラ削り

後，ナデ

脚部内函ーへラ削り

14 高 t手 (16.0) 口縁部 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 時赤褐色 甘

(土師器) (1l.4 ) 1/8脚部 口縁部~係部内面ーへラ磨

(12.8 ) 4/5 キ

口縁部外面ーヨコナデ

-128 



挿図
器 種 法量 遺存状態 成 ・整形手法

ロ7ロ
胎 土 色調 焼成 {庸 考番号 回転方向

14 王手部~脚部外面ーへ7削り

後，へラ磨キ

脚部内面ーへラ削り

裾部外面 ヨコナデ後，へ

ラ磨寺

裾部内面ーへラナデ

15 高 f手 15.6 裾部1/4 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー多 黒褐色 甘

(土師器) 7.6 欠損 ロ縁部~杯部内面ーへラ磨

10.8 キ

口縁部外面ーヨコナデ

坪部外面へラ削り

脚部内面上部ーナデ

脚部内面下半ーへラ削り

脚部外面ーへラ削り後，へ

ラ磨キ

裾部内外へラナデ

16 高 I手 19.7 脚部欠損 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー多 暗褐色 良好

(土師器) < 5.8 > 口縁部~杯部内面へラ磨

キ

口縁部外面ーヨコナデ

杯部外面へラナデ

17 高JT-、脚部 2/3 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 暗褐色 良好

(土師器) < 5.6 > JT-、部内面へラ磨寺

(10.7 ) 脚部内面ーへラ削り

脚部~裾部外面へラ削り

後，へラ磨寺

裾部内面 ヨコナデ

18 高 JT-、 脚桂部の 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 茶褐色 良好 脚部外面に赤彩

(土師器) < 6.1 > み

19 褒 (17.9 ) 体部上半 粘土紐つみ上げ 組粒砂多 茶褐色 堅級 黒斑有り

(土師器) <16.6 > 1/3 口縁部内外ーヨコナデ

胴部外商ーへラ削り

胴最大径

(18.2 ) 

20 褒 17.7 胴部上半 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー多 暗赤褐色 甘

(土師器) < 6.4 > のみ 口縁部内外ーヨコナデ

胴部内面ーへラナデ

胴部外面へラ削り

21 費 23.4 胴部上半 粘土紐つみ上げ 長石，石英，組 赤褐色 良好

(土師器) <2l. 6 > のみ 口縁部内外ーヨコナデ 粒砂多

胴部内面ーナデ

胴最大径 胴部外面上半ーナデ

26.4 胴部外面下半ーナデ後，荒

いへラ磨寺

008住居跡 G 6 -82・83・92・93グリットに位置する。

プラン・規模 一辺5.7mの正方形。 主軸方向 N-140-W 

所見 西から東へ下がる緩やかな斜面に構築された住居跡で、北壁の東側部分は撹乱を受ける。壁高

は西側の遺存の良いところで48cm、東側て.25cmを測る。周溝はカマド部を除いて幅15cm、深さ 6-lOcm 

で全周する。柱穴はいずれも径40-60cmの円形を呈し、深さ60-70cmを損IJt)，四本柱となる。カマドに

対面する柱穴は深さ約20cmて、やや浅いものである。

貯蔵穴はカマド袖のすぐ東側に設けられ、一辺70cmの正方形を呈し、深さは40cmとなる。

カマドは北壁中央にあり、袖部は地山のローム層を作り出して、芯としたものである。袖部の幅は1.1

m を測る。カマドの土層は、 山砂と焼土を含んだ天井部の崩壊土を 1層とし、 2層は焼土を多く含んだ
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表16 008住居跡出土遺物一覧

暗褐色土、 3層は山砂と焼土を含む黒褐

色土層、 4層は袖部でロームで作り出し

た芯を被う構築材の山砂層と考えられる。

遺物は貯蔵穴の東側で、床面に密着し

て、押しつぶされたような状態で出土し

ている。町、と秦からなり、察は胴部に巾

広い箆削りを施すもの(2-4)と細い箆

磨きを施すもの(5)とがある。

挿図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロ 7ロ
胎 土 色調 焼成 {商 考

番号 回転万向

町、 14.0 完形 粘土つみ上げ 中粒砂多 黒褐色( 良好

(土師器) 3.95 LI縁部内外ーヨコナデ 細礎ー少 体外面一

底部内面ーヨコナデ 暗褐色)

底部外面へラ削リ後

ナデ

2 褒 18.1 3/4 粘土紐つみ上げ 粗粒砂多 黄褐色 やや甘 広範囲の黒斑有

(土師器) <23.1 ) 口縁部内外 ヨコナデ

胴部内閣ーへラナデ

胴最大径 胴部外面ーへラ削 リ

(20.1 ) 

3 褒 35.3 3/4 粘土紐つみ上げ 中粒砂一多 暗褐色 良好

(土師器) 5.0 口縁部内外ーヨコナデ 細喋ー少

胴最大径 胴部内面ーへラナデ

22.7 日間部外面ーへラ削リ

4 褒 15.7 3/4 粘土紐つみ上げ 細礁，中粒砂 茶褐色 良好

(土師器) 18.4 口縁部内外ーヨコナデ 一多

9.4 胴部内面ーへラナデ

胴最大径 胴昔日外面 へラ削リ

17.1 

5 褒 24.0 胴苦sl/2 粘土紐つみ上げ 中粒砂，長石， 暗黄褐色 良好

(土師器) 34.9 欠損 口縁部内外 ヨコナデ 石英.細傑多

8.5 胴部内面ーへラナデ

胴最大径 胴部外面上半ーナデ

(28.4 ) 胴部下半~底部ーナデ後，

ヘラ磨キ

009住居跡 G 6 -32・33・42・43グリ ッドに位置する。

プラン・規模 一 辺 6.4mの正方形。主軸方向 N-W -W 
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第94図 009住居跡カマド

袖部としている。煙道部は約700で、立ち上がっている。カマド内の土層は、 1層が粘土粒i昆りの灰褐色土

層、 2層は崩壊した天井部にあたる焼土混りの灰褐色粘土層、 3層は焼土j昆りの暗褐色土層、 4・5層は

煙道部にあたり、 4層は粘土を少量含む灰褐色土層、 5層は褐色土層、 6層はカマド使用時における被

熱層で、ボロボロとなったロームブロックの層である。

遺物の出土量は少なく、杯、費、甑が実測可能なものであった。 1・2・4は床面からの出土であり、他

は覆土中層から出土したものである。

表17 009住居跡出土遺物一覧

挿図
器 種 法量 遺存状態 成-整形手法

ロ7ロ
胎 土 色調 焼成 備 考

番号 回転方向

1 月t (14.2 ) 2/5 粘土紐つみ上げ 細障壁ーやや多 茶褐色 良好

(土師器) 3.8 口縁部内外ーヨコナデ

底部上位内面ーヨコナデ

底部内面ーナデ後.縦方向

のへラ磨寺

底部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

2 主手 13.0 3/4 粘土紐つみ上げ 細粒砂ー多 暗賞褐色 良好 広範囲の黒斑有

(土師器) 4.6 口縁部内外 ヨコナデ り

底部内面ー木ロによるへラ

ナデ

134 -



挿図
器 後 法量 遺存状態 成・箆形手法

ロ7ロ
胎 上 色調 焼成 備 考

番号 回転万向

2 底部外面ーへラ削リ後，ナ

デ

3 I不 13.9 2/5 粘上紐つみ上げ 中粒砂ー多 !.fA褐色 良

(土師器) ( 4.9 ) 

4 褒 (18.5 ) 口縁部 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー多 茶褐色 堅鍬

(土師器) ( 5.7 ) 1/4 口縁部内外ーヨコナデ 赤色中喋ー若干

目岡部内面ーナデ

5 褒 (19.1 ) 粘土紐つみ上げ 組粒砂ー多 外面一貫 良好

(土師器) ( 5.9 ) ロ縁部内外ーヨコナデ 細喋ー少 褐色

胴部内面ーへラナデ 内面一赤

褐色

6 紙 29.2 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 -v.:褐色， 良好

(土師器) 22.4 口緑内外ーヨコナデ 内面一赤

10.4 胴部内面ーへラ磨キ 褐色

目同部外面ー斜位にへラ削リ

胴部下端償へラ削り

ーモ二」イ'

11二三二Z
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010住居跡 F 6 -04 . 05・

14・15グリッドに位置する。

プラン・規模 一辺7.0mの

正方形を呈する。

主軸方向 N-180-W  

所見 大形の住居跡であり、

遺存状態も良好で、ある。現存壁

高は50cmで、ほぽ垂直に立ち上

がる。周溝は幅20cm、深さ 6-10 

cmでカマド部を除いて全周する。

主柱穴は四本柱となり、 P1 (径

65-85cm、深さ48cmの楕円形)、

P 2 (i圭50-58cm、深さ52cmのほ

ほ、円形)、 P5 (径58-65cm、深

き50cmのほぼ円形)、 P6 (径

45-65cm、深さ46cmの楕円形)を

測る。またカマドに対面する柱

穴、 P3・4は連続しており、

長軸1.05m、P3の径55cm、P4

】
寸

H
D
E

17.1001 

。 1m 

1/30 

第97図 010住居跡カマド

の径65cmとなる。深さはともに23cmで、主柱穴に比して、かなり浅いものである。

貯蔵穴はカマドの東側に設けられ、 60X90cmの長方形を呈し、深さ58cmの箱形を呈している。

カマドは北壁の中央からやや東に寄って構築され、壁から外方に25cmほどU字状に掘り込んで、いる。

煙道の傾斜は約68。である。カマドの層序は、 1層が崩壊し、流れ出した構築材、 2層は山砂と焼土を含

む褐色土、 3層は焼土を多く含む褐色土、 4層は灰、焼土とからなる層、 5層は灰層、 6層は山砂を少

量含む褐色土、 7層は流入土と考えられる褐色土である。

また住居跡の覆土は l層がローム粒を少量含む軟質な黒色土層、 2層がローム粒、焼土粒を含む軟質

な暗褐色土層、 3層はローム粒を多量に含む黄褐色土層、 4層はロームブロックとローム粒を多量に含

む黄褐色土層である。

遺物の出土量は少ないが、その多くは、カマド内と床面から出土している。杯の 1と3は倒立して重

なった状態で検出した。裂には長胴を呈するもの(8)と大型となるもの(9)の二種がある。

表18 010住居跡出土遺物一覧

挿図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロクロ
胎 士 色調 焼成 備 考

番号 回転方向

1 J1¥、 14.0 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー少 赤褐色 堅級

(土師器) 4.6 口縁部内外ーヨコナデ

底部内面放射状暗文

底部外面へラ削リ後，へ

ラ磨キ

2 J1¥ 13.8 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂，赤色粒 賞褐色 堅鍛

(土師器) 4.8 口縁部内外ー償へラ磨キ 子ーやや多

ゥ，，η
J
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挿図
器 種 法量 遺存状態 成 ・整形手法

ロクロ
目古 上 色調 焼成 {繭 考

番号 回転Ji向

2 底部内面一縦へラ磨キ

底部外面ーへラ削リ後，ナ

デコ

3 庁、 14 _2 完形 粘土紐つみ上げ 細砂粒 赤褐色 竪級

(土師器) 4_6 口縁部内面 ヨコナデ

口縁部外面横ナデ後，へ

ラ磨寺

底部上半内面ーヨコナデ

底部下半ーナデ

底部外面ーへラ間IJリ後，へ

ラ磨キ

4 E手 14 _ 0 1/3 粘土紐つみ上げ 細喋ー多 時黄褐色 堅綴

(土師器) 3_8 口縁部内面ーへラナデ

口縁部外面ーヨコナデ

底部内商ーへラナデ

底部外面ーへラ削リ

5 I不 (14 _ 0 ) 1/2 粘土紐つみ上げ 中粘砂ー多 赤褐色 やや甘

(土師器) 4 _2 内外ーナデ

6 年 口縁部欠 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー多 黒褐色 甘

(土師器) く4_1> 十員 底部内面ーへラ磨キ 中磯少

底部外面へラ削リ

口

6
nぇ
u



挿図
宮寺 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロクロ
胎 土 色調 焼成 f荷 ~ 昏号 回転万向

7 高 f不 脚部2/3 粘土紐つみ上げ 粗粒砂やや多 茶褐色 堅 級

(土師器) < 6.5 ) 係部内面ーへラ磨キ

1l. 2 脚部外面ーへラ磨キ

脚部内面ーへラナデ

裾部外商ーへラ磨キ

裾部内面ーヨコナデ

8 Z草 15.7 底部欠損 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 賞褐色 竪鍛 黒斑有り

(土師器) く14.7) 口縁~胴部内面ーナデ

胴最大径 口縁部外面ー績ナデ

15.4 胴部内面ーナデ

胴部外面ーへラ削 1)

9 王室 22.1 胴上半 粘土紐つみ上げ 長石，石英粒， 内面ー暗

(土師器) く18.9) 1/2~5 口縁部内外ーヨコナデ 粗粒砂多 褐色

I岡部内外ーへラナデ

腕最大径

(27.9 ) 

011住居跡 D 5 -35・36・45・46グリッドに位置する。

プラン・規模 一部未調査であるが、一辺5.0mの正方形を呈すると考えられる。主軸方向 N-290-W

所見 住居跡南西端は、遺跡内を通る道路下にあり、工事工程と調査工程の絡みから、やむなく未調

査となってしまった。

現在壁高は50cm、周溝は幅18cm、深さ10cmで、カマド部を除いて全周するものと考えられる。主柱穴

は四本柱となり、各柱穴はP1 (径45-50cm、深さ35cmの楕円形)、 P2下径45X50cm、深さ53cmの楕円

形)、 P4 (径35-45cm、深さ42cmの楕円形)、 P5 (径30-50cm、深き40cmの楕円形)を測る。カマドに対

面する柱穴P4は径70cmの円形を呈し、他の柱穴よりも規模は大きく、深きは40cmを測る。

カマドは北壁中央にあり、壁から外方に40cm程、 U字状に掘り込んでいる。煙道部は約65。の傾斜で立

ち上がる。カ7 ドの層序は 1層が山砂を多量に含んだ暗褐色土、2層は焼土と灰からなる層、 3層も焼

土と灰からなるが灰を多量に含む層、 4層は山砂と焼土からなる灰褐色土層である。

遺物は極めて少なく、実測し得たものは衰の口縁部1点だけである。

マ
。 20cm 

1/4 

第99図 011住居跡出土遺物

表19 011住居跡出土遺物一覧

成・整形手法

口縁部内外横へラナデ

-139一
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014住居跡 E 4 -00・01・10・11グリッ

ドに位置する。

プラン・規模 一辺7.15mの正方形を呈

する。 主軸方向 N-23'-W 

所見 015住居跡に次("，大形の住居跡で

ある。現存壁高は約40cm、周溝は幅15-20

cmで、カマド部を除いて全周する。 P1-P

4をもって主柱穴と考えたい。また P5 

-P7はー列に直線的に並ぴ、 P8・9も

カマドに対面する位置からはややずれるが、

すべてこの住居に伴うものと考えられる。

貯蔵穴は北壁の東側に、径75cmの不整円 17.70m 

形を呈し、深さ55cmのものがある。

カマドは北壁中央にあり、壁から外方に

45cm程V字状に掘り込まれている。土層断

面は 1・2層が崩壊した構築材、 3層が焼

土と炭を含む暗褐色土、 4層が山砂と焼土

を含む褐色土である。

表20 014住居跡出土遺物一覧

。 1 m 

1/30 

第102図 014住居跡カマド

挿図
器 種 法量 遺存状態 成整形手法

ロ7ロ 1 ムロ 土 色調 焼成 イ繭 OIj-
番号 回転万向

1 I不 13.3 元形 粘土紐つみ上げ 細障壁 少 茶褐色 堅綴 外面に広範囲の

(土師器) 4.65 口縁部内外ーヨコナデ 黒斑有り

12.2 底部上半内面 ヨコナデ

底部下半内面ナデ

底部外面ーへラ削リ

2 土手 11. 4 4/5 粘土板上に粘土紐つみ上げ 粘粒砂多 明茶褐色 堅綴 口縁部は焼きひ

(土飾器) -1l.7 口縁外面~底部内面 細喋少 ずみが著しい

4.0 ヨコナデ

12.2 底部外面ーへラ削リ

3 庁、 13.0 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 黒褐色 良好

(土師器) 4.1 口縁部外面~底部内面

ヨコナデ

底部上位外面ーナデ

底部外面へラ削リ

4 I不 11.9 完形 粘土紐つみ上げ 粗粒砂←多 暗褐色 良好

(土師器) 3.8 口縁部外面~底部内面

ーヨコナデ後，

荒いへラ磨寺

底部外面ーへラ削リ

5 I手 13.8 1/3 粘土紐つみ上げ 細粒砂多 黒褐色 堅級 内外とも厚〈炭

(土師器) 5.0 口縁部外商~底部内面 化物の付着して

ヨコナデ いた痕跡が有る

底部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

つU
A
斗
a-aム



ミ~ 缶詰三J ミ尋j
2 3 

4 ヒーォミ正オ
ミ~にLノ ミLj

ヒユー才仁ユj

、史コ~. ミヰメ 1ミ ノ

にD にG イ7 にLイ8

。 20cm 

1/4 

第103図 014住居跡出土遺物 (1)

挿図
器 種 法 量 遺存状態 成-整形手法

ロ7ロ
胎 土 色 調 焼成 イ庸 考

番号 回転五向

6 町、 18.2 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂やや多 黒褐色 堅鍛

(土師器) 7.5 口縁部内外ーヨコナデ

底部内面ーナデ

底部外商ーへラ削 1)

7 E手 14.0 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂ーやや多 黒褐色 良好

(土師器) 5.1 底部内面ー布目圧痕

底部外面ーへラ削 1)

8 I不 (13.2 ) 1(2 粘土紐つみ上げ 中粒砂ーやや多 暗褐色 堅級

(土師器) 5.2 ロ縁内外~底部内面上半

ヨコナデ

底部内面下半ナデ

底部外面ヘラ削リ後，へ

ラ磨寺

143 
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挿図
器 種 法量 遺存状態 成整形手法

ロクロ
胎 土 色調 焼成 {商 考番号 回転方向

9 月、 13.5 4/5 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 黒褐色 良好

(土師器) 4.7 口縁外面~底部内面上半

ーヨコナデ

底部内面下半ナデ

底部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨寺

10 I不 13.7 口縁部 粘土紐つみ上げ 中粒砂ーやや多 明茶褐色 堅鍛

(土師器) 5.2 1/4欠損

11 t手 13.0 完形 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 明茶褐色 堅鍛 黒J;!I有り

(土師器) 4.6 口縁内外ーヨコナデ

底部内面ナデ

底部外面ーへラ削リ後，ナ

デ

12 J1¥、 13.2 元形 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー少 黄褐色 堅綴 黒斑有り

(土師器) 5.3 底部内面へラナデ後，ナ

デ

底部外国へラ削リ後，ナ

デ

13 t手 (12.8 ) 2/5 粘土紐つみ上げ 中粒砂少 黒褐色 良好

(土師器) 4.6 口縁内外~底部内面上半

ヨコナデ

底部内面下半ナデ

底部外面ーへラ削リ後，ナ

デ

14 E手 13.1 完形 粘土紐つみ上げ 粗粒砂少 暗賞褐色 やや甘

(土師器) 5.0 口縁部内外 ヨコナデ

底部内面ーナデ

底部上位外面ーナデ

底部外面ーへラ削リ

15 E不 (14.4 ) 1/2 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー少 黒褐色 良好

(土師器) < 4.4 > 底部外面上位~底部内面

ーへラ磨キ

底部外面ーへラナデ

16 I不 14.6 3/4 粘土紐つみ上げ 細粒砂微 黒褐色 良好

(土師器) 4.8 口縁内面~底部内面上半

ヨコナデ

底部内面下半ーナテ

口縁外面~底部外面

ーへラ削リ後.へ

ラ磨キ

17 町、 14.5 1/2 粘土紐つみ上げ 細粒砂一多 黒褐色 良好

(土師器) 4.1 ロ縁外面~底部内面上半

ヨコナデ

底部内面ーナデ

底部外商へラ削リ後，へ

ラ磨キ

18 J7ト (13.9 ) 2/5 粘土紐つみ上げ 細粒砂一少 黒褐色 良好

(土師器) 4.1 口縁外面~底部内面上半

ーヨコナデ

底部内面ーナデ

底部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

19 衰 (22.0 ) 4/5 口縁内外ーヨコナテ 長石，石英，細 暗褐色 良好

(土師器) 34.4 胴部内面ーナデ 礁多

8.1 胴部外面上半ーナデ

胴部外面下半ーへラ磨キ

底部木葉痕

20 褒 24.3 完形 粘土紐つみ上げ 細い長石，石英， 口縁部ー 良好

(土師器) 33.7 口縁部内外 ヨコナデ 細草壁一多 黄褐色

8.5 胴部内面ーへラナデ 胴部明

-145-



持図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロクロ
胎 上 色調 焼成 倫 ~ 

醤号 凶f<h匝l

制最大径 制部外面上半ーナデ 褐色

28.0 胸部外面下半ーへラ磨キ

21 Z聖 (18.0 ) 2/5 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー多 賞絹色 円E鍛 黒斑有り

(土師器) 24.7 口縁部内外ーヨコナデ

5.5 目同部内面ーへラナデ

胴最大径 日岡部外面ーへラ削リ

17.9 

22 甑 (19.5 ) 2/5 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 淡賀補色 堅鰍 黒.!l1有り

(上師器) 15.2 口縁部内外ーヨコナデ

( 7.0 ) 腕部内面ーへラナデ

胴端部ーへラ削リ

胴部外面ーへラ削リ

23 上製支脚 現存長 下半部欠 粗粒砂ー多 貨褐色

14.2 t且

また住居の覆土は、多量のローム粒を含んだ黒色土を l層とし、 2. 3層がローム粒、ロームブロッ

クを多量に含む暗褐色土、 4層はロームからなる褐色土、 5層がローム粒を若干含む黒褐色土、 6層は

ローム粒を多〈含む暗褐色土、 7層がロームブロ ック主体の褐色土、 8層がローム粒を多量に含む褐色

土である。

遺物はカマド内とその周辺から大半が出土しており、杯、費、甑、支脚からなる。裂には胴部外面に

細い箆磨きを施すもの(19・20)と巾広の箆削りを施すもの (21)の二者がある。

015住居跡 D 5 -67・68・77.78グリッドを中心とした位置にある。

プラン・規模 7.3X7.6mのほぼ正方形を呈し、南側に一辺 2m程の正方形の貼り出し部をもっ。主

軸方向 N-21・-w
所見今回検出した住居跡の中で最大規模となる住居跡で、南側に張り出し部を持つ、特異な形態を

示す。西壁は後世の溝(103溝)に切られているが、平均して現存壁高50cmを測り、ほぽ垂直に立ち上が

る。周溝は幅20cm深さ 8-10cmで、貼り出し部も含めて全周する。柱穴は P1-P7をもって主柱穴と

し、これにカマドに対面する P8が付随する。また P9-Pllは張り出し部に伴なう柱穴と考えたい。

また Pll-P15は貯蔵穴と考えられ、 P13は、 P12を切って構築されている。

カマドは北壁に掘方のみを残すものと、東壁中央に構築された、 2基を検出した。また、この 2基の

カマドについては、 P12(貯蔵穴)と北カマドがセ ットをなし、 P13、または P14、もしくは、この双方

の貯蔵穴が東カマドとセットをなすものと考えられる。従って、貯蔵穴 P12とP13の切り合いから、カ

マドは、北カマドから東カマドの順で構築されたものと考えられる。

床面については、全体に固く踏みしめられており、張り出し部についても同様で、ある。また、この貼

り出し部の床面は、住居跡の床面よりも、平均して 3-5cm程高くなっている。

遺物は、ほとんどが覆土下層から床面にかけて出土したものであり、須恵器蓋、土師器杯、襲、甑か

らなる。 1の蓑は 7世紀前半代の所産かと考えられる。また土師器の斥は、口縁部が内傾して立ち上が

るも (2-7)と直立するもの(8)、体部に段をなさないもの(9・10)の形態がある。
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表21 015住居跡出土遺物一覧

挿図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロクロ
胎 土 色調 焼成 4高 考番号 回転方向

l 葦 13.4 完形 巻き上げロクロ 左 中粒砂多 灰色 堅級 凹線が4/5周す
(須恵器) 4.7 口縁部内外ーヨコナデ 細喋ー微 る

内面不整ナデ

天井部外面一手へラ削リ

2 I手 (12.8 ) 1 /2~~ 粘土紐つみ上げ 中粒砂少 黒色 竪鍛

(土師器) 5.3 口縁部外面~底部内面

ヨコナデ

底部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨寺

3 町、 12.7 底部欠損 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー少 黒褐色 やや甘

(土師器) 3.2 口縁部外面~底部内面

ヨコナデ

底部外面ヘラ削リ後，

ヘラ磨キ

4 I干、 14.2 元形 粘土紐つみ上げ キ且粒砂ーやや多 賞褐色 底部内面に暗文

(土師号制 4.8 口縁部外面~底部内面 風のへラ磨寺

ーヨコナデ 黒斑有 1)

底部外面へラ削リ

5 I不 (13.4 ) 1/2 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 暗褐色 良好

(土師器) 4.7 口縁外面~底部内面上半

ヨコナデ

底部内面下半ナデ

底部外面へラ削リ

6 I干、 14.9 完形 粘土紐つみ上げ 粗粒砂やや多 口縁~内 堅級

(土師器) 4.5 口縁部内外 ヨコナデ 面一黒色

底部内面ナデ 底部外面

底部外面不整方向のへラ 一貫白色

ナデ

7 E平 (12ι ) 2/5 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー少 暗茶褐色 良好

(土師器) 4.9 口縁部内外 ヨコナデ 体上半ー

底部内面ーへラ磨キ 暗褐色

底部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

8 可、 (13.8 ) 1/5 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 暗黄褐色 堅級

(土師器) < 4.3 > 口縁部外面~底部内面

ーヨコナデ

底部外面ーへラ削リ後，十

ア

9 工不 19.1 3/4 粘土紐つみ上げ 細礎.粗粒砂 暗茶褐色 堅綴

(土師器) 5.6 口縁部内外ーヨコナテ 多

底部内面ーへラ磨キ

底部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨キ

10 E手 (20.5 ) 2/5 粘土紐つみ上げ 中粒砂多 暗黄褐色 竪級

(土師器) 5.7 口縁部外面ーヨコナテ 細喋少 内面一明

口縁部内面~底部内面 茶褐色

ーへラ磨キ

底部外面ーへラ削リ

11 Z里 (26.9 ) 2/5 粘土紐つみ上げ 長石，石英，細 暗貰褐色 甘

(土師器) 32.7 口縁部内外ーヨコナデ 際.粒粒砂ー多 内面ー暗

8.4 胸部内面ーナデ 赤褐色

胴最大径 胴部外面ーへラ削リ後，ナ

28.6 デ

胴部下半へラ磨キ

12 主要 19.5 口縁部内外ー横へラナデ 中粒砂ー多 暗黄褐色 やや良 外面にスス付着

(土師器) 28.3 胴部内面ーへラナデ ~黒褐色 痕跡有リ

9.2 胴部外面ーへラ削リ (とくに

胴最大径 上半)
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挿図
器 種 法量 遺存状態 成・整形手法

ロクロ
胎 土 色調 焼成 f蒲 考

番号 回転万向

13 吉里 (17.6 ) 上半1/4 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー多 暗褐色 やや甘

(土師器) <11.8 > 口縁部内外ーヨコナデ 細礁ー少 内面一黒

胴部内面一斜位の方向にへ 色

ラ削リ後，ナデ

胴部外面ーへラ削リ

14 褒 (18.6 ) 口縁部 粘土紐つみ上げ 長石，石英，細 暗赤褐色 甘

(土師器) < 7.6 > 1/4 口縁部内外ーヨコナデ 磯ー多

1同部内外ーナデ

15 褒 (22.8 ) 粘土紐つみ上げ 甘

(土師器) く8.9> 口縁部内外ーヨコナデ

胴部内面ーへラナデ

胴部外面ーへラ削リ後，へ

ラ磨寺

16 雪量 (18.4 ) 上半1/3 口縁部内外 ヨコナデ 長石，石英，細 靖茶褐色 良

(土姉器) <16.3 > 胴部内面ーへラナデ 日華，雲母一多

胴部外面ーへラ削 'H免ナ

ア

17 褒 (17.1 ) 上半1/5 粘土紐つみ上げ 粗粒砂ー多 淡貨白色 甘

(土師器) < 6.3 > 口縁部内外 ヨコナデ 胴外面半

胴部内面ナデ 分黒褐

胴最大径 1岡部外面へラ削リ 色

25.4 

18 褒 1/2 粘土級つみ上げ 中粒砂多 暗褐色 甘 胴部内面スス付

(土師器) く16.3> 胴部内面ナデ 内面ー黒 着外国に黒斑有

8.0 胴部外面~底部へラ削リ 色

胴最大径

19 褒 底部のみ 粘土紐つみ上げ 中粒砂ー多 暗賞褐色 やや甘

(土師器) < 8.1 > 胴部内面ーへラナデ

孔径 胸部外面ーへラ削リ

4.9 

20 甑 29.4 4/5 口縁部内外 ヨコナデ 粒粒砂多 賞褐色 やや甘 外面に黒斑有リ

(土師器) 28.1 胴部内面へラ磨キ

11.5 胴部外面ーへラ削リ

胴最大径 全体に雑な作り，口縁部は

楕円形(29，4x 26， 0) 

014竪穴状遺構 E 5 -84・85グリッドに位置する。

プラン・規模 一辺4.5mの方形を呈すると考えられる。

所見 北側を近年の掘削t広に よって切られるため全体の形状を知ることができない。また、 覆土も大

半が撹乱層となってお り、遺在状態は極めて悪いものである。

現存する部分の床面は平担になっており 、固く踏みしめられた状態となっていた。また、現在壁高は

約25cmて、ある。

遺存する部分には、柱穴やカマドなどの痕跡は認められず、この遺構に確実に伴なう遺物はないため、

時期、 性格ともに不明であるが、本遺構の位置や、壁の方向について、 他の当該期の遺構との関連性が

強〈認められるので、 一応この項において報告する。

101溝 調査民の西側で検出したものでD4一73地点から北上し、 D4 -14地点でやや張り 出す。さら

に溝は北に延びD5 -83地点で屈曲して西へ走 り、D5-71地点まで続く。またD4 -14地点からもう

一条の溝が西へ延び'C4 -07地点まで続く。

この溝内の左右の立ち上がる壁面には深さ40-90cmのピットが数多く 検出された。また東西に延びる

溝と南北に走る溝との合流点(D4 -24地点)ではこのピット群が比較的密になっている。溝の幅は平均
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2m、深さ90cm程で、断面形態は、ゆるやかな傾斜を示す 'UJ字状となっている。

この溝の年代決定を下す資料には乏しいが、 D5 -83地点で近世の土地204(この土拡も近年まで使用

されていた井戸に切られるため、実測等はできなかった。)に切られており、また、溝内覆土から鬼高期

の土師器の細片が出土していることから、古墳時代後期から、それ以降の時代に属するものと考えられ

る。

C.小結

今回検出した古墳時代の遺構は、いずれも古墳時代後期の鬼高期の所産である。これらの実年代を考

える上で、 001・015住居跡出土の須恵器があり、 6世紀前半代と 7世紀前半頃の年代を与え得るであろ

7。
(註1)

流山市域では、当該期の遺跡調査例は少なく、本遺跡の南約 1kmの地点の下花輪第II遺跡、閉じく南

約 2kmの地点にある町畑遺跡等がある程度で、今回の出土資料は当該期の様相を知る上で貴重な資料と

なるであろう 。 (郷堀)

(註1) 流山市教育委員会 川根正教氏の御教示による。
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第4章中・近世以降

A.概 要

この時代に属する遺構の大半は調査区の西側で検出したもので、県道松戸・野回線の直下とその西側

で多数検出された。

遺構は土拡14基(その内11基は天井部を欠失した地下式I広と考えられる。)、井戸状遺構6基、焼土遺構

I基、溝状遺構1条である。

なお、上貝塚遺跡は昭和55・56年度の二次にわたって調査されたため、一部遺構番号の重複があるの

で以下調査年次ごとに記述する。

B.遺構各説

昭和55年度調査区

この調査区は、現在の県道松戸・野回線の西側の範囲であり、土拡4基、井戸状遺構4基、焼土遺構

1基を検出した。なお、この地区は近世以降に立川ローム層VlI層あたりまで削平し地山整形を施してい

たと考えられる。

001二白広

長軸1.65m、短軸0.7-1.25mを測る不整形の焼土遺構である。火床は 2ケ所あり、被熱部分は深さ

15-25crnまで達している。

この周辺ではいくつかのピット群を検出しており建物に関連した柱穴群を想定したが、配列に規則性

が認められず、時期等も不明であるため、この001遺構との関連についても推定できなかった。しかしな

がら、へっつい等のような遺構が存在していたのではないだろうか。

002土拡

1辺2.15mを測る隅丸方形の土拡である。深さ1.2mを測り、床面は平坦な四角形を呈している。方形

を呈した土I広は昭和55・56年度の調査したものの中で、唯一のものであるが、この土拡も他の長方形を

呈する土I広群と同様に天井部を削平された地下式坊の可能性がある。なお、覆土中から常滑の衰の口縁

部 2片(第図 5・6)が出土している。

003土埴

長辺3.0m、短辺1.7mの長方形を呈する土拡で、南壁中央部にやや張り出した部分があり、そこに小

さな掘り込みが認められた。床面も平坦な長方形を呈している。天井部を削平された地下式枯の可能性

がある。

004土拡

径2.7mを推定する不整円形の遺構である。深きは2.2mを測り、青灰色粘土層まで掘り込まれてい

る。大形の井戸状遺構かとも考えられる。

005土.iD;

長辺1.9m、短辺1.7mを損IJる長方形の土坊で、深さ 1.15mとなる。床面は平坦な長方形を呈してい
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る。これも天井部を削平された地下式拡となるかもしれない。

007土拡

遺構確認面で、の径1.7mを測る。平面円形の遺構で、深さ60cmのところから径80cmの円筒状となる。こ

の遺構は 2m以上掘り込まれるため、全掘し得なかったが、井戸として機能したものと考えられる。

008土拡

2遺構が重複するもので、長辺2.3m、短辺2.0m、深さ0.9mを測る長方形の土拡を切って、上端部の

径2.1m、深さ70cmの部分から、径 1 m程の円筒状を呈する併腕状遺構が構築されている。長方形の土I広

は地下式坊の可能性がある。また井戸状遺構は深さは 2mを超え全掘はし得なかった。

009土埴

上端部径2.5mの円形を呈し、深さ1.2mの部位から、径1.3mの円筒状となる井戸状遺構で、深さは 3

m を越えるが全掘し得なかった。覆土中から土師質の鍋の破片 1点(第121図4)が出土している。

昭和55年度調査区出土遺物

出土遺物量はさほど多くなく、図化し得たものは幕末~明治にかけての磁器碗(第121図 1)、鉄車由を施

粕した天目茶碗、丸茶碗(第121図2・3)と遺構出土の鍋、常滑の衰の口縁がある。

この他に古銭があり、その内訳は古寛永 6枚、新寛永 2枚がある。(第122・123図)

昭和56年度調査区

昭和55年度調査区と連続する、県道松戸・野回線直下を中心として、土地3基(その内 1基は天井部を

欠失した地下式坊と考えられる。)、地下式1広6基、井戸状遺構2基、 j霧状遺構 1条を検出した。

201土拡

中近世遺構の中て最も東に位置し、 E5 -94グリ ッドて検出したものである。長軸4.0m、短軸2.8mの

不整楕円形の土拡である。南と西の壁は緩やかな傾斜をもつが、他の壁面はほぼ垂直に立ち上がり深さ

75cmを測る。覆土中から不明鉄銭 1枚が出土している。

204土拡

101溝を切って構築されるが、この204土I広も近年まで使用された丸井土に切られるため、実視IJはし得

なかった。しかしながら、形態的には201土地に酷似したものである。

216地下式拡

天井部の崩壊した地下式拡で、南側に竪坑が設けられたものと思われる。士広内の床面は2.8X1.5mの

長方形を呈し、北東部に一辺 1m深さ18cm程の不整形をした浅い掘り込みがある。遺構確認面からの深

さは2.2mを測るが、天井部が崩壊しているので、実際の土拡内の高きは、もっと低くなるであろう。

217地下式拡

216地下式I広の東壁と接するように設けられている。216と同様に南側に竪坑が構築される。I広内の床

面は2.0mX1.25mで216土拡よりやや小形となる。遺構確認面からの深さは約2.1mであるが、 これも天

井部が崩壊しているので、土地内の実際の高さは、さらに低いものであろう 。

218土拡

床面の規模は2.65mX1.5mで、長方形を呈する土拡である。西側は大きく削平されるため推定するし

かないが、地下式I広となっていたものと考えられる。現存する壁面の高さは1.1mを調IJる。

po 

F

ヘu



219地下式砿

西側に1.3mX1.9mの長方形を呈し、深さ0.9mの竪坑から地下式のI広内に至る。域内の床面は2.1mX

1.7mの長方形を呈している。 坑部から1広内の床面までは90cm前後を測る。

220地下式拡

219地下式拡と接し、 22H也下式泣を切って構築される。西側に0.8mXO.7m、深さ0.85mの竪坑から地

下式の拡内に至る。域内床面は1.9mX1.8mの長方形を呈している。天井部は崩壊しているため拡内の

高きは不明であるが、竪坑部から拡内の床面までは、1.1-1.2mを測る。

221地下式拡

竪坑は南に設けられ、深さ0.8mを測る。士広内の床面は1.9mX 1.4mの長方形を呈するが、 219・220地

下式拡に比して、やや小形であり、また掘り込みも浅い。竪坑部から拡内床面までの深さは0.6mであ

る。

224井戸状遺構

径1.3mの円形を呈する井戸状遺構である。深き80cmの部位からは径0.9mとなり、円筒状で下に統

〈。深さ約 2mの地点までは確認したが、完掘してはいない。

225井戸状遺構

1.1mXO.85mの平面楕円形を呈し、わずかに径をせばめながら円筒状となる遺構である。深さ1.8m

の地点までは確認したが完掘はしていない。

226土拡

平面は不整楕円形を呈し、長軸2.4m、短軸1.7mを測る。床面は皿状となり、最深部てや50cm程度の性

格不明土拡である。

227地下式拡

今回の調査で、唯一天井部の遺存していた地下式拡であるが、調査中に崩落したものである。他の地

下式地とやや形態が異なり、竪坑部は張り出さず、直線的に横穴部に至るもので、 I広内は、 2.1mX1.3m

の椅円形を呈している。天井部までの高さは1.lm、竪坑上面から、 I広内床面までは1.5mとなる。

103;誇

D 4 -98から D5 -37グリ ッドを結んで、南北に延びるが、主軸方向はN-60- Wとなり、わずかであ

るが西に振れている。浮専の幅は 4-5mで深さは平均して60cm程の浅いものである。また溝の中心から

やや東にずれた部分には舟底形のピ ットが多数検出された。このピ ットは幅0.4m、長さ 2m前後のもの

が多く深さも 10cm程度である。議内からの遺物はほとんど無いが、古銭(北宋銭・新寛永)が出土してい

る。

昭和56年度調査区出土遺物

陶磁器と古銭がある。図示したものは染付磁器と型打ちの白磁である。(第120図)いずれも江戸時代末

期の伊万里系磁器である。

また古銭は渡来銭 3枚、古寛永 2枚、新寛永 7枚、不明銅銭 5枚、不明鉄銭 3枚である。

ヴ

t
F
h
J
 

司
E
A



】∞
C
C
ヨ

胆
・1
1
1
1
i

mw

・1
1
1
1
1

、

・

開

山一
A
 

、

-
P
 

一一一一 oA' 

a・一一一ー

4

H

A

山
・

N
C
自

;

|

 

• 
ロ: 16.20m 

a・一一ー
F 

一一一・a

。 2 m 

1/60 

第110図 201・218土拡

O
D
 

F

ヘυ



い
乱

-
t
t
t
t
l

----・d

¥ 

一一一・a

• 
『

217 

'

H

叶
。
叶

O
E

O
-
l
i
l
t
-

17.70m 
d・一一一ー 一一・d'

217 

。 2m  

1/60 

第111図 216・217土拡

-159-



『

・

3
・
叶
(
〕
ヨ

、
』 -“‘・・

-0:: 
】
叶
寸
(
}
ヨ

胆
・
l
l
l
E

司、
ーー

• 
同司d. .!2.20rn .一ーー

a・一一一ー

】
叶
・
叶
O
ヨ

ロ
・i
l
l
-

-()、
d' 

ー一一一.

220 

1/60 

第112図 219・220・221土拡

- 160-



17.50 
c・ーーーー 一一ーー・c

• ぬ3、

d . ~Om 
.ー一一一 ー一一・d'

17.50m 

a・ー一一一

ι

・ll
l

c・一一一 ー一一-・c

'lit-
-仏、

fe-③ --.1 

ー-・a

e 17.50m 
・-- e ! 17.50m ----一 b. .!Z.:.EO m .ーーーー一一ー・

225 

一一・6

第113図 224・225・226土拡

161 

。 2m 

1/60 



/ 

"--/¥ 
<;-

。
1/60 

.も
/ 

2m 

第114図 227土拡

17.70m 
a・-一一ー 一一一一.a

b 1770m 
.一ー一一 一一・6

一

-

f
1
1
1
1
L
 

。 5cm 

第115図 201土拡出土石器

- 162-

2/3 



グト(

A→約!シ-;|
ヲ惨コラヌ3

1 .黒褐色土:焼土・ローム粒含 001 
2 黒色土:焼土・山砂含

3 赤褐色土 白味をおびた焼土
4 灰白色土.焼土・山砂含

5 黄白色土・山砂まじり粘土

6 暗褐色土:被熱したローム

国

16.0m 
A ー

国

16.0m 
B.:.= 

003 

l 黒色土・ロームプロック含

2 暗縄色土.白色粘土含

3 時褐色土:ロームプロ ック 多量含

4 暗褐色土.ロームプロ ック少量含

5 賞褐色土:大型のロームプロ ック含
6.黒色土:ローム粒含

7.黒色土:均質な土
8 黒色土;やや粘性を帯びる

一日

15.9m 
A.一ー

。

国 i

-.A' 

∞ 

E 
e、

A ) LO I 
一 例【

国

~2 ， 

16.7m 
A ー _ . A' 

背灰色粘土
004 

4m 

1/60 

η
J
 

n
hU
 

司
E
A

第116図 55年度調査区001-004遺構平 ・断面図



Al~Om 
-ー

16，Om 
B 一

国

国

国

∞ 

005 

- A' 

一-B' 

008 

A.-

Al~Om 

l 黒褐色土:ロ ムプロ ンク含

2.暗褐色土:ロームプロソク・山砂含

3 灰白色士:山砂多量含

4.暗褐色土.ロ ムプロ y ク多量含

5 _黒褐色土.ローム粒多量含

6.黒色土:粘性ある細粒土

7 黄褐色土.ローム粒多量含

8 黒色土:ロームプロ yク多量含

9.暗褐色土:ロ ムプロ ック多量含

10 暗褐色土:ローム粒多量含

。
1/60 

第117図 55年度調査区005・007-009遺構平 ・断面図

-164-

- A' 

- .A' 

007 

一九

--A' 

009 

4m 



‘、v
t
t
t
o
〆
〆

々
。
住

$
J
Y

〆
d

q

、

“

〆

〆

，
N
U

∞
0

1

f

 

=

o

t

-

-

パ
M
t

、、

A去TA

ベマ「

「逗r

日 1需==

ぐ~移

@ 

υ 

101溝

晴弘。
ゑ

J

A
T
 

f
b
f
 

A
F
 

川
…
川
川

υ

L 
~育ずー

第118図 101溝平 ・断面図

-165-

11 0 - 0-¥1 

11 001住|

11 0 0 11 

。5



。 10m 

1/400 

DJ:7.90m .ー

第119図 103溝平・断面図

-166-

AJ_7.90m -.A' 

~~ミEさヨ

B.之、三五;z::eB

C .1.8 . 50 m ____.-/戸

、ミミ逗~

一D'

。 4m 

1/160 
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器 (1/3)
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第121図 55年度調査区出土陶磁器 (1/3)
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11 

第122図 上員塚遺跡出土古銭 (1) (1/1) 
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14 

16 17 

18 

第123図 上貝塚遺跡出土古銭 (2) (1/1) 

表 22 銭貨計測値表

番
銭貨名

OD 1 D OG IG T t W 
出土地点 イ庸 考 O%c O，9i'D 

号 (mm) (mm) (m皿) (mm) (mm) (mm) (g) 

I照寧元宝 22.90 19.00 7.25 5.20 1.14 0.73 2.05 103溝

2 政和通玄 24.50 21.00 8.00 5.50 日5.30

表採

3 紹聖元宝 24.50 19.90 7.50 5.41 表採

4 水戸銭・狭足寛 24.60 20.00 7.00 5.50 1.20 0.68 3.20 C-7 
S55年度調査区

3.51 1.23 
古寛永

仙台銭・
23.60 19.50 7.00 5.50 1.30 0.88 3.30 E-6 

S55年度調査区
3.37 1.21 5 澗字低頭通 古寛永

6 沓谷銭・正足宝 24.20 19.80 7.00 5.50 1.01 0.68 2.65 D5-91 古寛氷 3.46 1.22 

7 沓谷銭・正足宝 24.20 20.00 7.50 5.50 1.34 0.69 3.50 C-7 
S55年度調査区

3.23 1. 21 
古寛永

8 官谷銭・正且宝 24.80 19.80 7.20 5.50 1.15 0.50 3.00 C-7 
S55年度調査区

3.44 1.25 
古寛永

9 皆谷銭・萎且宝内
24.35 20.00 7.35 5.50 1.10 0.75 2.35 C-7 

S55年度調査区
2.35 1.22 

跳寛 古寛j)(

10 建仁寺銭・
小字広寛

25.00 20.00 7.20 5.80 1.33 0.65 3.75 F7-95 新寛永 3.47 1.25 

11 建仁寺銭・
犬字狭寛

25.00 20.00 7.70 6.20 1.54 1.05 3.30 G6-32 新寛氷 3.25 1.25 

12 大併銭・痩文 25.20 20.50 7.20 5.70 1. 22 0.54 2.80 D-7 
S55年度調査区

3.50 1.23 
新寛永

13 元文亀戸銭ー小字 23.20 19.80 7.00 6.70 0.94 0.44 1. 70 F7-49 新寛永 3.31 1.17 

14 元文亀戸銭 24.00 20.00 7.50 6.40 1.11 0.70 2.75 F7-95 新寛永 3.20 1.20 

15 元文秋田銭・勤字 23.10 19.10 7.20 6.00 1.09 0.69 1.95 D-7 
S55年度調査区

3.21 1.21 
新寛止
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番
銭貨名

OD 1 D 
号 (mm) (mm) 

16 明和四年銭 23.70 20.00 

17 寛永通宝(不明) 23.20 18.80 

18 寛永通宝(不明) 23.00 18.80 

来 OD =外縁外径平均値

OG =内郭外長平均値

T=外縁厚平均値

c.小結

OG IG 
(岡田) (田町)

6.60 5.30 

7.10 6.00 

7.90 6.90 

T t w 
出土地占

(mm) (mm) (g) 

1.81 1.38 3.45 103溝

1.07 0.83 2.20 F5-24 

1.23 0.81 2.50 表採

ID =外縁内径平均値

IG =内郭内長平均値

t =文字面厚平均値

備 考 。%c OY.D 

新寛水 3.59 1.19 

検出した遺構は地下式拡もしくは土拡がほとんどであり、いずれも墓坊としての性格を有していたも

のではないかと考えられる。

また、これらの遺構が調査区の西側に集中して検出されたことから、この地点が墓域として機能して

いたものと考えられる。今回の調査では、各遺構の実年代を推定することはできなかったが、今後、周

辺地域の古文書等の文献史料と共に検討を加えなければならないであろう 。 (郷堀)
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第 1章先土器時代

表 23 石器集計表A.概要

若葉台遺跡から検出された先土器時代のブロック

(石器の地点分布)は 7箇所ある。ブロックの分布

状況を見ると、 J列からN列の10-13区に点在する

状況を呈している。この分布状況は、縄文時代の住

居跡の分布状況と近似しており、調査区域の中央部

に、南東方向に開口していたと推定きれる谷頭部を

取り巻くかのようなかたちをしている。残念なこと

に、この谷は、若葉台団地の造成時に、遺跡の一部

と共に破壊、埋立てられ、現状からその規模を窺う

ことはできなくなってしまった。

遺跡の基本土層は、第125図に示した柱状図に見ら

れるとおりであって、既に述べた上貝塚遺跡におけ

る所見と一致している。

III層 ソフトローム層

IV層 ハードローム層最上部

V層 第 1黒色帯

VI層 姶良 Tn火山灰を含む明黄褐色硬質ローム層

V11層 第2黒色帯 スコリア質暗褐色ロームで、通常3枚に細分されるが、本遺跡では 1枚とした。

V困層 立川ローム層最下層であ り、 2層に分けられるのが普通であるが、本遺跡では 1層にまとめた。

な言己」乙クNu1 Nu2 N0.3 Nu4 Nu5 Nu6 Nu7 小計

ナイフ形 2 5 91 14 30 
石 器

尖 頭 器 1 l 

角 錐 状 。
石 器

石 錐 。
借り 器 2 5 7 

周5 器

模形石器 。
剥 片 4 14 18 14 7 2 59 

向。 片 38 11 33 23 26 131 

石 核 2 2 4 2 10 

石 斧 。
習量 器 。
敵 き 石 1 

理量 73 73 

計 46 11 57 18 129 50 21 313 

遺物の産出層準は、 IV層からVDI層に及ぶが、 IV.V層を中心とするプロ ックが多い。この傾向は上貝

塚遺跡ても同様でhあるばかりか、下総台地全体を通じて以たような状況を示しており、下総IIb期の遺

跡の分布密度が、前後に較べて高くなるという南関東における一般的動向を良〈反映している。

B.プロックとその遺物

第 1プロック K10-25ポイン卜の北東に位置する。径約2.5mの範囲から46点の遺物が得られた。産

出層準はIII層からV層上部に及ぶが、 IV層の下部に最も集中している。

資料総数は46点と記録きれているが、このうち 7点の所在が判明せず、 39点について検討する。資料

の内訳は次のようになっている。

母岩No.1- 1 (黒曜石)

ナイフ形石器 1 剥片 2 削片 31 

母岩No.1-2 (玄武岩)

ナイフ形石器 1 
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第127図 第1ブロック石器

母岩NO.1-3 (頁岩)

石核 1 剥片 1 向iJ片 1 

このように、黒曜石に偏った母岩分布が見られ、黒曜石を用いた石器製作と、頁岩による若干の剥片剥

離を背景として成立したブロックと考えられる。

主要な石器を第127図に掲げた。 1はナイフ形石器。素材の打面側を基部においていて、一見縦長剥片

素材を思わせるが、素材の変形度が大きく、本来の形態は分らない。プランテイングは両側縁にあり、

基部は未加工である。短かい刃部と平坦な基部から切出型に近い印象を受ける。黒曜石製で、本ブロ ッ

ク内で製作されたにちがいない。 2はやはりナイフ形石器。横に長い素材を用い、対辺にプランテイン

グを加える菱形を呈する。安山岩あるいは玄武岩製。 3は石核としたが、ナイフ形石器、あるいは角錐

状石器の破片の可能性がある。

剥片と石核の接合例を 4に示した。厚味のある頁岩の剥片を用い、腹面から 1枚の剥片が落とされて

いる。作出された剥片は小型て‘あり、実用向きとも思われぬ点があり、あるいは何か石器を目的とした

剥離であるのかもしれない。
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表 24 第 1ブロック 石器属性表

Nn 遺物 Nn 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nn 打商 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩Nn
(mm) 形状 痕 部位

11K10-14 1 相l 片 17 x 23 x 4.6 l.3 1-0 L-1→ H-2 F 黒曜石 1 -1 

2 2削 片 11X8Xl.2 0.1 黒日程石 1 -1 

3 3削 片 15X 9 X5.8 0.3 黒曜石 1 -1 

4 4削 片 5X4XO.6 く0.1 黒曜石 1 -1 

5 5同IJ 片 14X 6 X3.3 0.2 黒曜石 1 -1 

6 6削 片 10X8Xl.7 0.1 黒曜石 1 -1 

71K10-15 1 石 核 14X22X9.6 0.2 黒曜石 1 -1 

8 2ナイ 7形石器 34 x 18X8.2 4.4 2 L← 2→ R-2 玄武岩 1 -2 

9 3争IJ 片 24X20X4.6 0.2 4b 1 -0 H-5 H 頁 岩 1-3 

10 4自IJ 片 9X6X2.4 0.2 黒曜石 1 -1 

11 5剥l 片 16X18X4.1 0.8 1-0 R-1→H-5 H 頁 石山 1-3 

12 6時Ij 片 11X3XO.7 <0.1 黒曜石 1 -1 

13 6削 片 10X9X1.5 0.1 黒曜石 1 -1 

14 7向IJ 片 19x 12 x 2.4 0.3 黒曜石 1 -1 

15 8自IJ 片 10X11X4.4 0.4 黒曜石 1 -1 

16 9削 片 9X7X1.7 0.1 黒曜石 1 -1 

17 10石 絞 17X37X15.8 7.8 一4a 頁 岩 1-3 

18 11削 片 19X14X3.8 0.7 黒曜石 lザ 1

19 12削 片 12X7 x2.2 0.1 黒曜石 1 -1 

20 13自IJ 片 7x12x1.9 0.1 黒曜石 1 -1 

21 14 削 片 17x16x2.2 0.4 黒曜石 1 -1 

22 15削 片 12x 2 x 1. 7 0.1 黒曜石 1 -1 

23 16削 片 8x 13 x 2 0.2 黒曜石 1 -1 

24 17削 片 10x7 X2.2 0，1 黒曜石 1 -1 

25 18華Ij 片 21x15x5.6 1.3 1 -0 2 -1→V a-1 。 v-孔4 黒曜石 1 -1 

26 19向IJ 片 8X10X2.1 0.2 且 U1l1石 1 -1 

27 20削 片 10x8 x2.3 0.1 黒 BIi1石 1 -1 

28 21 円IJ 片 12X8X2.9 0.2 黒曜石 1 -1 

29 22自IJ 片 5x4xO.3 く0.1 黒曜石 1 -1 

0
0
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No.遺物 No. 分類
長×幅×厚

重(g) 図N<l 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ
(mm) 形状 痕 部 位

30 23 ナイ 7形石器 29X12X8.5 2.4 B-l F 里曜石

31 24 向IJ 片 18X12X2.7 0.4 頁 岩 1 -3 

32 25月IJ 片 12X8 x 4 0.2 黒曜石 1 -1 

33 KI0-24 1 由IJ 片 10X10X3.2 0.3 黒曜石 1 -1 

34 2由IJ 片 5x 7 x 1 <0.1 黒曜石 1 -1 

35 2削 片 llXllX2.5 0.1 黒曜石 1 -1 

36 3向。 片 12X12X2.6 0.3 里曜石 1 -1 

37 KI0-25 1 間IJ 片 9X5X1.7 0.2 黒曜石 1 -1 

38 2削 片 9X5.8X1.3 0.1 黒曜石 1 -1 

39 3削 片 紛 失

40 4向IJ 片 紛 失

41 5問Ij 片 紛 失

42 6向IJ 片 紛 失

43 7削 片 5X6.7X1.1 <0.1 黒曜石 1 -1 

44 8削 片 紛 失

45 9削 片 紛 失

46 10削 片 紛 失

第2ブロック 第1ブロックの東方約14m、L10-11区に位置する。産出層準は第 1ブロックと同一で、

あり、 IV層下部と推定される。資料総数11点で、玄武岩の削片が 1点ある他は、全て同一母岩の黒曜石

削片によって占められている。第 1ブロックとの関連が問題となるが、母岩対比による判定は難しい。

ブロックの基本的性格は、石器製作に関係することが予測され、第 lブロックと近いものと言えるだろ

7。

表 25 第 2ブロ ック 石器属性表

No.遺物 N<l 分類
長×幅×厚

重(g) 図N<l 打面 背 面織成
末端 使用 折れ面

石 材 母岩N<l
(mm) 形状 痕 部位

11 L10-00 3 同IJ 片 15X8 X4.3 0.5 玄武岩 2 -1 

21L10-1l 2 同1 片 16XI0X2.2 0.3 黒曜石 2-2 

3 3削 片 21X13X3.2 0.6 黒曜石 2 -2 

4 4商IJ 片 12X12X5.5 0.5 黒曜石 2-2 

5 5向IJ 片 5x 7 x 1 く0.1 里曜石 2 -2 

6 6削 片 12x 12 x 3.9 0.5 黒曜石 2-2 
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Nn 遺物 Nn 分類

7 7白IJ

8 8同IJ

9 9削

10 10自IJ

11 11向Ij

LlO-11 

. . . . . 
LlO-21 

17.000 

LlO-12 

LlO-22 

。
1/60 

第128図 第2ブロック遺物出土状況

長×幅×厚
重(g) 図Nn 打面 背面権成

末端 使用 折れ面

(mm) 形状 痕 部 位

片 9x 5 x 3 0.1 

片 17X14X4 1.1 

片 22X9X9.7 1.0 

片 9x 8 x 1 0.1 

片 8X7X1.9 0.1 

2m 

石 材 母岩Nn

黒曜石 2-2 

黒曜石 2-2 

黒曜石 2 -2 

黒曜石 2 -2 

黒 H昨日 石 2 -2 

第3ブロック L12-71・72・81・82の4グリッドにまたがって検出された。ブロックは4.5mX2.9m

の規模を有するが、ブロックから2.6m離れて敵き石が単独で出土している。遺物産出層準はIV層下部か

らV層にかけてと見られるが、一応V上としておく。第 1ブロック、第 2ブロックより若干だが下層に位

置しよう。

石器総数は57点で、本遺跡としては多い部類に入る。組成は表24に示したとおりだが、 5(6)点のナ

イフ形石器を含む。母岩毎に再整理しておく。

母岩No.3-1 (頁岩) ナイフ形石器 1 

母岩No.3-2 (頁岩)

母岩NO.3-3 (頁岩)

母岩NO.3-4 (頁岩)

母岩No.3-5 (玉髄)

ナイフ形石器 2 削器 2 剥片 5 向Ij片 6 石核 1 

削片 1 

ナイフ形石器 1 剥片 8 削片 19 石核 1 

削片 3 
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母岩No.3-6 (頁岩) 剥片 1 

母岩No.3-7 (頁岩) ナイフ形石器 1 

母岩No.3-8 (頁岩) 削片 1 

母岩No.3-9 (頁岩) 削片

母岩No.3-10 (石英斑岩) 鼓き石 1 

以上の母岩の内容から、母岩の用いられ方に 2つの類型が設定される。

第1類 石核 ・華IJ片 ・削片 ・製品の全てをもつもので、母岩No.3-2と同 3-4がこれに相当する。

ブロック内での一連の工作過程を示す。

第2類 これには 2種があるが、剥片剥離から製品加工に至る過程の一部分しかないものである。

第1種微量の剥片や削片からなるもので、母岩No.3-3、3-5、 3-6、3-8、 3-9が該当

している。

第2種 別地点での第 l類過程の結果が搬入されたもので、母岩No.3-1、 3-4、 3-7、 3-10 

が該当する。

主要な石器を第130図に示した。 1-3はナイフ形石器の完全なもの、 4は破片で、製作途中で破損し

たものと見られる。 5、6は判然としないが、やはりナイフ形石器の破片若しくは削器かもしれない。

7は削器であるが、もともとは石核と考えられる。8は蔽き石、9に接合資料を示した。石核に剥片 2

点と削器 l点が接合する。

ナイフ形石器のうち、形の完全なものを見ると、 1. 2が横長剥片を、3がおそらく短形の縦長とも、

横長ともつかない剥片を素材に選んでいるが、その形態は 3例共にたいへん良〈似ている。プランティ

ングは 2側縁に加えられているが、基部バルブ側に内轡する、そして対応する縁辺は外轡する形状を有

し、 Pointea cranに近い形態を示している。神奈川県柏ケ谷長ヲサ遺跡の層位的出土例を見ると、この

形態のナイフ形石器は、第四、第IX文化層などB2L中部に認められる (柏ケ谷長ヲサ遺跡調査団 昭和

58年)。

石核は、剥片腹面を打面とし、最IJ片長軸に沿うて横長剥片を作出するもの(7)と、打面と作業面を90。を

ー単位として入れかえるもの(8)の両者がある。後者から得られる剥片は、やや寸づまりの矩形を呈する

ものが一般的である。母岩類型第 I類の存在から、後者の剥片剥離過程は、ナイフ形石器の内在的契機

とも理解し得るものである。

Nn 

(注) 脱稿後、使用された石材について再検討する機会を得た。その結果上で頁岩としたものが、実は細粒凝

灰岩であることが判明したので訂正しておきたい。なお、本石材は東丹沢に多産し、相模野台地との密接

な関連性が推測されよう 。

表 26 第 3ブロック 石器属性表

遺物 Nn 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nn 打面 11'面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩Nn
(mm) 形状 重量 部位

11 Ll2-71 2 ナイ7形石器 4 x29x9.6 5.6 H-l 頁 岩 3 -1 

2 3由IJ 片 9X13X2.6 0.3 頁 岩 3-2 
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N" 遺物 N" 分類
長×幅×厚

重(gl 図N" 打面 背面憐成
末端 使用 折れ面

石 材 母岩N"(mm) 形状 痕 部位

3 4向IJ 片 6x14x3.9 1.2 頁 岩 3-3

4 5争IJ 片 17x23x1 1.0 1 -0 
R-1→ L-1→ 

H 頁 岩 3-4 
H-1 

5 6向IJ 器 31x32x6.9 7.6 9b 1 -0 
V a -2→H-5→ 

+ 頁 正山王 3-2 
B-] 

6 71 *IJ 片 23x17x4 1.6 1 -0 C→H-3→R-1 H 頁 岩 3-4

7 8石 絞 39x 24 x 12.7 7.5 7 頁 岩 3-4 

8 9自IJ 片 11.5x5 x3.7 0.3 頁 石山 3-4 

9 10削 片 23x28x6.7 3.9 玉 髄 3-5 

10 11削 片 22x13x5 1.0 頁 岩 3-4

11 12由IJ 片 23x33x7 4.9 頁 岩 3-4

12 12向IJ 片 8x11x1.6 0.1 頁 岩 3-4

13 13削 片 11x 13 x3.8 0.7 頁 岩 3-2

14 14石 核 36x44x30 43.5 9d 頁 岩 3-2

15 15剥 片 5x14x12.5 5.7 1-0 B-4→H-3 F 頁 岩 3-6

16 16自IJ 片 12x14 x 2 0.4 頁 岩 3-2

17 17 剥 片 33x27 x 8 7.7 -9c 1 -0 C→R-2→H-3 。 頁 岩 3-2 

18 18華IJ 片 38x29x1.8 6.5 2 -1 C→ B-1→H-1 F 頁 岩 3-2

19 19自IJ 片 15x18x7.3 1.9 玉 髄 3-5 

20 20自Ij 片 9x 8 x 3 0.2 玉 髄 3-5

21 21削 片 8x5x1.6 <0.1 頁 岩 3-4

22 22削 片 11x19x6.6 0.9 玉 髄 3-5

23 23向IJ 片 4x 7 x 1 く0.1 頁 岩 3-4

24 24ナイ 7形石器 38x17x7.2 3.2 一3 H-2 頁 岩 3-7 

25 25削 片 13x12x2.2 0.3 頁 岩 3-8

26 26削 片 8x 12 x 3 0.3 頁 岩 3-4 

27 27白IJ 片 7x 12 x 1. 4 0.1 頁 岩 3-4

28 I Ll2-72 2 自IJ 片 11X28X4.8 0.6 頁 岩 3-4 

29 3向IJ 片 17x12x3.3 0.7 頁 岩 3-4

30 4自IJ 片 14x9x2.4 0.3 頁 岩 3-4

31 5向Ij 片 11x 18 x 2.3 0.3 頁 岩 3-4 
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遺物 Nu 分類
長×幅×厚

重(g)図Nu 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 材 母岩NuNu 
(mm) 形状 痕 部位

32 6間Ij 片 12X 7 x2.3 0.2 頁 石凶 ι 3-4 

33 6削 片 5x 7 x 1 <0.1 頁 岩 3-9 

71 !/<IJ 片 25x 30 x7. 5 2.5 1-0 
H-l+L-l→ 

H 頁 岩 3-4 34 R-l→H-l 

35 8削 片 7xllx2 0.2 頁 岩

36 9自IJ 片 16x15x6.3 0.9 頁 石山

37 10剥 片 17x 13 x3. 2 0.8 1・0 H-2 F 頁 石山 3 -4 

38 11剥 片 20x 26 x 5.2 1.4 1 -0 
L-l+R-l→ 

F 頁 岩 3-4 
H-3 

39 13削 片 9x8x1.2 0.1 頁 岩 3-4 

40 141，}Ij 片 23x24x6.3 2.7 1-0 L-l→H-2 F 頁 石山 3 -4 

41 15加l 片 27x 24 x 2. 7 0.5 1 -0 H-2 H 頁 岩 3-4 

42 16ナイ 7形石器 41x17x11 4.9 -2 H-l 頁 岩 3-4

43 17向IJ 片 7x 5 x 2 0.1 頁 岩 3-4 

44 18向IJ 片 13x7 x2.3 0.2 頁 岩 3-4

45 L 12-81 3 最IJ 片 34x 14 x 13.5 2.1 L-l→R-5 t -H 頁 岩 3-4

46 4華IJ 片 9x 6 x 7 く0.1 1-0 
R-4→ L-2→ 。 頁 岩 3-2
H-4 

47 5向Ij 片 26x23x6 2.7 頁 岩 3-2

48 6向Ij 器 8x 18x3. 7 0.6 -5 H-l F + 
t -H+ 

頁 岩 3-2
t-B 

49 7南IJ 片 5x6xO.8 <0.1 頁 岩 3-2

50 8削 片 20x26x7.7 2.4 頁 岩 3-2

51 9ナイ 7形石器 7x5x1.2 1 一6 H-l 
t -H+ 

頁 告 3-2
t-B 

52 10向。 片l3x 12 x5.4 0.9 頁 岩 3-2 

53 11ナイ 7形石器 11x9x1.7 2 4 H-2 
t -H+ 

頁 岩 3-2 
t -B 

54 12削 片 11xO.9xO.3 0.3 頁 岩 3-4

55 131 !/<IJ 片 31x20x7 4.9 -9 a 頁 岩 3-2

561 L12-82 2 /、ン'マー一 80 x 46 x 27.6 136.0 -8 石英1，¥王岩 3 -10 

57 311/<1] 片 14x14x3.6 0.6 H-2 +不明一1 F + t-B 頁 岩 3-2 I 

第4ブロック M12-84・85グリッドに位置している。 1.61mXO.87mという狭い範囲から18点の資

料が得られている。産出層準は、近接する土層断面図に遺物を投影して決定したいのだが、断面図に見

えるV層が多少薄すぎるような気がする。何らかの、土壌生成過程における要因によるのかもしれない

が、本区のV層は発達が悪い。一応、 IV層からの出土ということにしておきたい。
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第133図 第4ブロック石器

きて、本ブロックの構成母岩を調べてみると、母岩NO.4-2 (玄武岩)が15点を占め、その他には、

母岩No.4-1 (細粒砂岩)、同 4-3 (玄武岩)がそれぞれ2点、 1点見られるのみで、ほとんど単一母

岩と言っても良い程である。また、資料の全てが剥片であることも大きな特徴であり、母岩NO.4-2の

剥片剥離がブロック成立の要因であることは見やすい。

第133図に華IJ片の一部を示した。全体に形の不ぞろいなものが多く、良好な剥片は石核と共に他所へ搬

出されたのだから、そのようなものが打ち捨てられているのは道理に叶ったことなのだろう。剥片 3を

観察すると、打面及び側面に 2枚、剥離方向を異にする剥離面が切り合っている。このことから、この

母岩によって作出された石核の状況は、第 3ブロ ックの 9に示したような、打面と作業面との90。を 1単

位とする入れかえを特徴とするものであったにちがいない。

(注) 細粒砂岩は砂質の頁岩とした方が良いかもしれない。

表 27 第4ブロック 石器属性表

Nn 漬物 No. 分類
長×幅×厚

重(g)図Nn 打而 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩NnI (醐) 形状 痕 部位

1 札1!2~84 1 相j 片 21X32XIO 6.0 1 ~ 0 不明 F v ~M 細粒砂岩 4 ~ 1 

2 211向l 片 21x26X4.6 2.8 C H-4 。+ 玄武岩 4 ~ 2 

3 3争IJ 片 26x17X 7 1.0 1.0 H-3 F 玄武岩 4 ~2 
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No.遺物 No. 分類
長×幅xl事

盛(g)図No.打薗 背面梅成
末端 使用 折れ面

石 材(mm) 形状 痕 部位

4 4剥l 片 42x32x16 13.0 H-2 F t -M 玄武岩 4 -2 

5 5担l 片 53X25 x9. 7 7.1 ー117 -4 H-4 F 玄武岩 4 -2 

6 6加l 片 25x27 X4. 4 2.1 4 1 -0 
不明ー l→

F 玄武岩 4-2 
B-2→ R-2 

7 7加l 片 21x30x5.2 1.9 P 不明ー l→H-l F 玄武岩 4-2 

8 811向l 片 22x20x13 5.0 1-0 R-3→H-l 。 玄武岩 4 -2 

9 9制l 片 17x 20 x4.3 1.3 1-0 
不明ー l→

F 玄武:6 4-2 
L-l→H-2 

10 101 !tIJ 片 29x46 x9. 5 10.6 1 -0 C→H-1 。 玄武岩 4-2 

11 M12-85 1 制j 片 33x28x5 4.7 1 -0 
C→ L-l→ 

F 玄武岩 4-2 
H-l→R-1 

12 2斜l 片 31x28x5.2 4.4 P C→H-l F 玄武岩 4 -2 

13 3剃 片 36x47x9.5 14.5 ー312 -0 C→H-l F 玄武岩 4 -2 

14 41 !tIJ 片 43x22xll 9.7 P R-l t-M 玄武岩 4-2 

15 5剥l 片 13x 20x 5. 4 1.8 1 -0 H-2 R 玄武岩 4-2 

16 71 i担l 片 40x18x8.8 5，6 1 -0 H-l 。 玄武岩 4 -2 

17 81)~J 片 15x14x3.4 6.0 1 -0 不明 F 細粒砂岩 4 -1 

181 M12-86 1 )~J 片 35x22x7 5.7 一211 -0 R-2→ L-l F 玄武岩 4-3 

第5プロ ック N13-91区を中心に、 N13-90、N12-01区にまたがり129点の遺物が検出された。こ

れは、本遺跡のブロックとしては最大の規模を有し、出土遺物にも見るべきものが多い。ブロ ックは、

N13-91区に集中するが、 N12-01区にも磯片を中心とする散漫な集中が認められたが、両者間には接

合関係があり、同一時期あるいは、近接時期に形成されたことは明らかである。 N13-91区の集中範囲

は3.13mX2.26m、N12-01区のそれは3.20mX2.58mとなっている。一方、遺物の垂直分布状況は、III

層からVI層に及んでいるが、本プロック周辺はローム層の層厚が薄〈、本来の帰属層準の決定には不安

が残る。一応IV層下部、あるいはV層上部としておきたい。根拠に乏しいが、第 Iブロックよりは深〈、

第3ブロックよりは浅くなるのではないか。

出土資料の内訳を見ると、総数129点のうち73点 (57%)を撲が占め、機群としての性格が濃い。礁を

除外した石器類の組成は、ナイフ形石器9点、尖頭器(様石器) 1点、削器5点と充実した組成を示し、

他に石絞5点、剥片14点、削片23点が含まれている。これらを母岩毎に整理してみる。

黒曜石(8個体)

No. 5 -3 ナイフ形石器2 刺片 4 削片 6 石核 1

No. 5一7 ナイフ形石器2 側削器 I 端削器 1 剥片 4 削片 5 石核2

No.5 -8 端削器 1

No. 5 -9 ナイフ形石器 1 石核 I
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第136図 第5ブロック石器 (2)

No.5 -15 削片 3

No.5 -16 ナイフ形石器 1 剥片 1 削片 3

No.5 -17 剥片 1 削片 1

No.5 -31 尖頭器(様石器) 1 玄武岩(2個体)

No.5 -20 剥片 3 削片 l

No.5 -28 剥片 1 頁岩(1個体)

No.5 -14 ナイフ形石器3 側削器 1 剥片 1 削片 1 石核 l

。

N 13-91 
16 '''8 

2/3 

5cm 

一般的な傾向として、石核を含む母岩の器種組成が多彩であり、黒曜石の 2個体(No.5-9、No.5-31) 

のように剥片を含まず、製品を保有する場合もあるが、石核一剥片一製品という 3位 1体の例が著しい。

次に、磯群の磯種を見ると、 9種20母岩が識別される。すなわち、

流紋岩6個体 (No.5-6、 5 -13、 5 -19、 5 -21、 5-23、 5-27) 

砂岩4個体 (No.5-5、 5-12、 5-24、 5-26) 

安山岩3個体 (No.5一1、 5-4、 5-10) 

ヒン岩2個体 (No.5 -25、5 -29) 

流紋岩質凝灰岩 1個体 (No.5-2) 

石英斑岩 1個体 (No.5-11) 

チャート l個体 (No.5-18) 

粗面岩 1個体 (No.5-22) 

凝灰岩 l個体 (No.5 -30) 

という構成を示している。この磯穫の組合せは、北総地域IV属の型車群の磯組成を良〈示している。礁の

遺存状況、磯表の特徴に関しては詳細を割愛したが、全般に破砕の進行した磯片が多〈、被熱に起因す

る赤化、黒斑の認められるものが大半を占めている。

石器のうち、 2次加工の明らかなものを、第135-137図に示した。 1は尖頭器(機石器)の尖端部破

片。黒曜石製(母岩No.5-31)0 2、 3はナイフ形石器の破片だが、共に製作段階での破損品であろう。

2が頁岩 5-14、 3が黒曜石5一7で、共に 3位 1体型の母岩であることは、ブロック内での石器製作

工程の存在を暗示している。 6は刃こぼれのある剥片(黒曜石5一7)0 4、 5、 7-11はいずれもナイ
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フ形石器で、全形を窺知し得るものである。帰属母岩は、 4二黒曜石 5-3、 5=黒曜石 5-9、 7=

頁岩5-14、 8=黒曜石5-3、 9=黒曜石 5-7、10=頁岩5-14、11=黒曜石 5-16となっている。

ナイフ形石器の分類。形状の判明する例について、分類をしておく 。

第 1類 縦長剥片の両側縁にプランティングの認められるもので、左右の両側縁が平行になるもの

( 5、9、10) 0 5は腹面と背面との交差する角度が小さく、左右の側面からの剥離が背面中央で交わ

るなど、 1と近以の 2次加工が認められる。 9は素材に対する変形度が大きく、打面を残置している。

10は背稜の併走する整った素材の存在を予測させ、基部側にも未加工の縁辺が保存されている。

第2類 横に長い剥片のー側縁にプランティングの認められるもの (7、11)0 7は打面を残すと共

に、基部に未加工の縁辺が保存されている。16は基部を欠損し、打面部を除去する加工がある。

第3類 剥片の-ia~縁にプランテイングが認められるが、刃部の水平となるもの(4)。

削器には、側削器(13=黒曜石 5-7)、端削器(14=黒曜石 5-8、15=頁岩5-14、16二黒曜石5

8 )がある。 12は本ブロックに接する003住居跡覆土内からの採集であるが、黒曜石 5-7が素材と見ら

れるから、 f則削器に含められよう。

最後に、第5ブロックの編年的位置に就き、簡単に触れておきたい。ナイフ形石器の形状を手がかり

に、その類例を求めると、おそらく、神奈川県柏ケ谷長ヲサ遺跡第刊文佑層を近似例として挙げ得るで

あろう。このことは、先に、第3プロ ックが、同遺跡の第VlII、第IX文化層と対比し得ることを指摘した

が、若葉台遺跡において確認された、第3ブロ ックと第5ブロ ックとの微妙なレウゃエル差とも合致して

いる。きらに、埼玉県殿山遺跡(石器研究会編 昭和57年)には、本遺跡第 1類が含まれ、柏ケ谷長ヲ

サ遺跡と対比することから、国府型ナイフ形石器の細分をも示唆することになろう。

もうひとつ気になるのは、第 1類のなかに、石刃の斜め整形かと見られるナイフ形石器(10)が含まれる

ことである。この資料に関しては、埼玉県市場坂遺跡(滝沢 昭和39年)との関連性が問題である。市

場坂は「石刃製ナイフ形石器の定型化と、横打剥片製石器の共存J (佐藤 昭和44、53年)によ って特徴

づけられるのだが、その後、「埼玉県市場坂遺跡の石器群は、相模野第III期と同第IV期の石器群が混在し

ているJ (矢島・鈴木 昭和51年)と指摘を受け、この 2分案が一般化している(荒井 昭和54年、栗島

昭和58年)。しかし、僅少とは言え、市場坂と同等の組成を示す一括遺物の存在は、出土状況に立脚せ

ず、形式的に組成の整合性のみを強調する、矢島らの立場を危うくするものである。

表 28 第 5プ口ック 石器属性表

Nn 遺物 Nn 分類
長×幅X厚

重(g)図Nn 打面 背面構成
末端 使用 折れ函

石 キオ 母岩Nn
(mm) 形状 痕 部位

11 N12-01 2 喋 10X13X6.2 1.5 安山 岩 不明

2 2 哩量 45X39X25 42.5 安山 岩 5 -1 

3 3 甲聾 44X31X20.5 16.2 
流紋 岩 質

5-2 
凝灰 岩

4 4ナイ7形石器 35X 15x 11 4.2 -8 C→ L-1 F 黒暇石 5-3 

5 5 磯 15x13x 8 1.3 安 山岩 5-4 

6 5 礁 40x30x22.4 22.8 安 山 岩 5-4 
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Nn 遺物 Nn 分類
長×幅×厚

重(g) 図Nn 打面 背 面構成
末端 使用 折れ面

石 材 母岩Nn
(mm) 形状 痕 部位

7 6 理監 36 x 20 x 14.6 11. 9 砂 岩 5-5 

8 7 暗聖 37X38Xl7 14.3 砂 石山 5-5 

9 8 燦 34 x 25x 14.6 17.2 E少 石山 5-5 

10 10 磯 31x30x20.4 18.5 砂 岩 5-5 

11 12 理量 35x17xI0 4，2 流紋岩 5-6 

12 12 喋 69x42x38.8 91.6 流紋岩 5-6 

13 13 障壁 31x23x9.2 11.2 砂 孝山王 5-5 

14 14 可農 16x15xI0 2.5 安山岩 5-4 

15 N13-90 3 刺 片 25x16xI0.4 2.7 2-0 V e-l→H-2 +C H 黒曜石 5-7 

161 N13-91 1 剥 片 31x31x14.3 13.6 1 -1 C→H-2 F 黒曜石 5-7 

17 11，)<1) 片 24x 27x 6. 8 4.1 C B-l 。 黒曜石 5-7 

18 1石 核 24x 19 x 18 9.7 黒曜石 5-3 

19 21 tI) 片 21x 17 x 2.7 1.1 -6 C→ L-l F + t-M 黒曜石 5-7 

20 2削 片 14x23x5.3 1.5 黒曜石 5-7 

21 3端削器 34.8 x 28 x 12.1 11.2 16 1 -0 C + 黒曜石 5 -8 1 

22 4石 核 40X22X14.4 9.6 -14 黒曜石 5 -9 I 

23 5争1) 片 23x20x6.3 2.4 -61 1-0 C→ L-2 t -M 黒曜石 5-7 

24 6 礁 26 x 11 x 7.6 2.6 安山岩 5 -10 I 

25 7 磯 49x41x26.9 58.2 石英斑岩 5 -11 1 

26 9 礁 67 x 54 x30. 5 97.3 安山岩 5-4 

27 10問1) 片 10x20x4 0:6 黒曜石 5-7 

28 11削 片 7x12x3.8 0.1 黒崎石 5-7 

29 12 型軽 43x25x9.3 18.4 砂 岩 5-12 

30 13 磯 27x17xI0 4.2 流紋岩 5 -13 

31 141，)<1) 片 57x24x7.2 9.2 17b 
H-l→B-l→ 。 t -M 頁 岩 5-14 
H-l 

32 15 喋 14x12X7.5 1.3 流紋岩 5 -13 

33 16削 片 8x5x1.5 0.1 黒曜石 5 -15 

34 17石 核 57x 30 x 17.4 2.5 17a 頁 岩 5-14 

35 18 喋 37 x 40 x 31. 4 5.3 安山岩 5 -4 
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Ntl 遺物 Ntl 分類
長×幅×厚

重(g) I:illNtl 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 +寸 母岩Ntl
(mm) 形状 痕 部位

36 19 ナイ 7形石器 39.5X21X 9 5.8 一713 -1 H-3 F 頁 岩 5 -14 

37 20 燦 40X37X12 13.6 流紋岩 5 -13 

38 21 曜毘 33 x 20 x 5.1 3.8 砂 石山 5 -12 

39 22円1) 片 11XI6X3 0.4 黒曜石 5-7 

40 23 向。 片 12X15X26 0.4 黒 曜 石 5 -16 

41 24 和l 片 14X8 X4.2 0.3 H-l→V a-l F t-B 頁 岩 5 -14 

42 25 磯 45 x 44 x28 56.6 流紋岩 5 -13 

43 25 喋 36 x 24 x 14 11.8 安 山 岩 5-4 

44 26 躍襲 20x14x9.8 2.7 砂 岩 5 -12 

45 27 同リ 片 21x 22 x 12.2 3.6 黒曜石 5 -16 

46 28 両日 片 7x8x1.5 0.1 星曜石 5 -17 

47 29 唱昆 29x 24 x 17.1 13.5 チャート 5 -18 

48 30 自1) 片 16x9 x3.9 0.3 黒日産石 5 -15 

49 31 最リ 片 19X17X7.7 1.8 C→ L-2 
t-H→ 

黒曜石 5-3 
t-B 

50 32 喋 35x32x19 16.1 流紋岩 5 -19 

51 33 !M 片 23x14x5.3 1.1 1 -0 H-3 F 玄武岩 5 -20 

52 34 時襲 23 x 20x 10. 9 4.3 石英斑岩 5 -11 

53 35 唱聾 76x60x33 121.8 流紋岩 5 -16 

54 37 自1) 片 8X12X14 0.1 黒昭石 5-3 

55 38 向1) 片 20x 16 x 4.2 0.6 黒曜石 5-3 

56 39 同1) 片 16xI0x4.7 0.4 黒曜石 5-3 

57 40 障壁 16x13x7.8 1.5 流紋岩 不明

58 41 傑 17XI6x11.7 218 流紋岩 5 -19 

59 42ナイ 7形石器 45 x 15 x 6. 7 2.2 -10 H-3 F 頁 岩 5-14 

60 43 障壁 58x43x35 96.0 流紋岩 5 -21 

61 44 障壁 49x37x15.1 75.3 流紋岩 5 -21 

62 45 礁 50x35X20.3 流紋岩 5 -21 

63 46自1) 片 8xI0x1.3 く0.1 黒畷石 5-7 

64 46 磯 18x16x2.5 7.0 流紋岩 5 -21 
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No. 遺物 No. 分類
長×幅×厚

重Ig)区INo.打面 背 面構成
末端 使用 折れ函

石 キオ 母岩No.
(mm) 形状 痕 部位

65 47 剥 片 17X37X 8 3.9 1 -0 C→H-l 。 黒曜石 5-3 

66 49 ナイ7形石器 31 x 16.4 X8. 7 2.7 -11 R-2→H-l F 黒曜石 5 -16 

67 50 弔聾 40X23X20.3 15.9 粗面岩 5 -22 

68 51 剥 片 15X14X4.7 1.3 2-0 C→R-5→H-l F + 黒曜石 5-3 

69 52 ナイ7形石器 30 x 17 x 6.1 2.4 41 1 -0 H-l F 黒曜石 5-3 

70 53 剥 片 40x 30 x 12.9 14.8 1-0 C→H-2 。 玄武岩 5 -20 

71 54 時IJ 片 17x 12 x 2.8 0.5 玄武岩 5 -20 

72 56 同リ 片 11XI6X2.3 0.3 黒曜石 5 -16 

73 57 事量 55X50X29.8 94.6 流紋岩 5 -23 

74 58 剥 片 25X29X8.4 4.7 3-0 L-I→H-I H 黒曜石 5 -16 

75 59 礁 71 X42 X32.8 100.3 車》 岩 5 -24 

76 60 磯 34 x 29 x 8. 6 6.8 砂 岩 5 -12 

77 60 型車 54X42X48 67.5 砂 石山 5 -12 

78 61 車提 82X53X31 152.1 ヒ ン 岩 5 -25 

79 62 石 核 20X14X9.5 1.5 黒曜石 5-7 

80 63 磯 44X40X19.2 39.7 砂 石山 5 -26 

81 64 ナイ7形石器 40 x 17 x 9.2 5.1 91 1 -0 H-4 F + 黒曜石 5-7 

82 65 唱量 37X35X28 4.1 砂 夏山玉 5 -26 

83 67 側削器 37X26X72 6.5 -13 C 黒曜石 5-7 

84 68 制l 片 32x 18X6.4 3.5 P 不明 F 玄武岩 5 -20 

85 69 礎 31 X33 X34.1 51.6 石英斑岩 5 -11 

86 70 礁 82 x 51 X49.6 210.0 流紋岩 5 -27 

87 72 磯 13 x 7 x 4.4 0.3 流紋岩 5 -21 

88 74削 片 8X13X54 3.0 黒昭石 5-3 

89 75側首IJ 器 50X33X22.5 49.8 一15 C→ L-3 F t -M 頁 岩 5-14 

90 77 障壁 10X11X23 2.0 里曜石 5 -17 

91 78 礎 15X13Xl1.5 3.3 石英斑岩 5 -11 

92 79 障壁 79X59X27.4 120.0 流紋岩 5 -19 

93 80 磯 49X27X22.3 30.4 砂 岩 5-26 

弓，，n
w
d
 

唱
E
4



Nu 遺物 Nu 分類
長×幅×厚

重(g)図Nu 打面 背面構成
末端 使用 折れ面

石 キオ
(mm) 形状 痕 部位

94 81 喋 41X37X13.8 18.3 流 紋 岩 不明

95 82 磯 42X28X25.7 25.2 石 英 斑岩 5 -11 

96 83 剥 片 26X32X9.7 9.3 1-0 不明 H 玄 武 岩 5 -28 

97 84 自IJ 片 10XI0X3.6 2.0 黒 曜 石 5-3 

98 85 同IJ 片 6X6X1.9 く0.1 頁 岩

99 86 間IJ 片 12 x 16x 4.6 0.5 黒曜石

l!l¥ 87 自リ 片 5 x 7 x 7 く0.1 黒曜 石 5-7 

101 88 剥 片 30x13x3.8 1.5 1-0 
C→R-l→ 

F 黒曜 石 5-3 
B-l→H-l 

102 89 自リ 片 5x9xO.7 く0.1 黒 曜 石 5 -7 I 

l凶 90 喋 16x17x4.3 1.1 流紋岩 5 -21 I 

l倒 91 両日 片 8XI0X 2 0.1 黒曜 石 5 -15 

II!i 93 型軽 47x45x28.4 54.9 流 紋 岩 5 -21 

l曲 94 礁 16x18x8.3 5.0 ヒン岩 5 -29 

l町 95 礎 32 x25 x 19.2 17.4 ヒ ン 岩 5 -29 

l朗 97 穣 57x35x18.6 35.1 ヒ ン岩 5 -25 

l倒 98 理聾 32x19x20 11.1 流紋岩 5 -6 I 

110 99 喋 33x24x19.5 17.9 石英斑岩 5 -11 

III 100 喋 28 x24 x 12.8 12.4 ヒ ン 岩 5 -29 

112 101 理量 51x37x25.3 45.6 流 紋 岩 5 -19 

113 102 磯 40x38x34.4 50.2 石 英 斑岩 5 -11 

114 103 型車 37 x23 x 6. 8 5.4 凝 灰岩 5 -30 

110 103 礎 64 x60 x 29.7 1日 4 凝灰岩 5 -30 

116 104 磯 59x36x13 25.2 ヒ ン 岩 5 -25 

111 105 同リ 片 13x19x3.1 0.6 黒曜石 5-3 

118 106 喋 29x25xI0.7 8.3 砂 石山 不明

119 108 喋 20x22x6.6 1.4 砂 岩 5 -12 

m 109 ナイ 7形石器 31x14x6.4 2.1 -5 C→H-l F 黒 曜 石 5-9 

日i 110 石 核 24x 37 x 17.7 10.1 里 曜 石 5-7 

122 111 喋 11 x 13x6.3 1.9 石英斑岩 5 -11 
」

。6
n
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N" 遺物 N" 分類
長×幅×厚

重Ig)図N" 打面 背 面構成
末端 使用 折れ面

石 材 母岩N"
(..) 形状 痕 部位

凶 112 理聾 17 x 26x 15. 5 14.7 砂 石山 5 -26 

日4 113 尖頭器様石器 19x22X 8 2.6 一l 不明 t←M 黒 曜 石 5 -31 

凶 114 現聾 31 x25x 17.8 1.8 流紋岩 5← 19 

l甜 115 礁 37 x 39 x 29.3 36.6 石英斑岩 5 -11 

III 116 理量 14x21x29，3 4.4 流紋岩 5 -21 

l甜 117 磯 14 x 6 x 4 2.0 流紋岩 5 -21 

第6ブロック Ll2-09・19、M12-00・10区から検出された。ブロック全体の広がりは5.78mX3.49

mに及んでいるが、細かく見ると、 L12-09区に1.80m X 1. 58mの範囲で遺物の密集する部分があり、

その部分の南側M12-10ポイント周辺の、散漫な分布域と区分される。前者を 6a、後者を 6bとしよ

う。両者は母岩を共有し、かつ産出層準も同等とみなされるから、同時期に形成されたと考えてきしっ

かえない。垂直的な遺物分布は、 III層最下部からVI層に及んで、いるが、 IV層上部-v層下部に集中し、

AT降下直後の所産と認められる。従って、

第6ブロック AT降下直後

第3ブロック :v層

第5ブロック:IV下層

という層位的な知見が得られ、各ブロックに含まれるナイフ形石器の変遷を跡つ叶ることが可能である。

遺物の総数は50点であるが、 14点のナイフ形石器が含まれている。他には、折断面から刻打を加えた

彫器と見られるもの(第139図17)、使用痕ある剥片(同図16)がある程度であり、残りのほとんどが微

細な削片により占められている。削片は所謂プランテイングチップと見られるが、特に 6aブロックに

集中し、逆に、 6bブロックはナイフ形石器が主体となっているから、 6a、 6b間には場としての機

能差があったものと推定きれる。この場合、 M12-10ポイント周辺の、 3.71mX2.13mの範囲が居住区

であり、 6aブロックは居住区に北接した屋外工房祉と判定されよう 。

次に、この屋外工房での石器工作の実体を復元するために、石器組成と母岩組成とを検討してみたい。

結果は以下のとおりである。

黒曜石(4個体)

No.6 -1 ナイフ形石器8 彫器 1 制片 4 削片26 石核 1

No.6 -2 ナイフ形石器4

No. 6 -3 ナイフ形石器2

No.6-4 tlJ片 2

細粒凝灰岩(1個体)

No.6 -5 石核 1
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第140図 第6ブロック石器 (2)

すなわち、工房では黒曜石6-1単独母岩によるナイフ形石器の製作が実施されていたに違いない。し

かし、本母岩には剥片が少なく、石核としたものも、破砕片であり、ブロック内での剥片の組織的生産

過程を実証できない。むしろ、思IJ地点での剥片剥離による石刃の搬入を想定した方が良いだろう。その

他の母岩に帰属する資料も別地点での製作に関するものであることは明らかであろう 。

各母岩毎に主要石器を観察しよう(第138図、第139図)。

母岩No.6-1 この母岩によるナイフ形石器は 3、 5、6、8-12の8点である。形態の判明する資

料から分類すると、

第1類 2側縁加工の石刃ナイフ(3)

第2類 1側縁加工の石刃ナイフ (6、7) 

第3類基部加工の石刃ナイフ(5)

とそう 3者の思IJが設けられる。腹面剥離は第2類の一例に看取される(6)016、17、19の3例は本母岩に

属するが、際表を留め、石核調整段階の剥片が素材なのであろう。

母岩No.6-2 ナイフ形石器4点から構成されている。 4、 7、13、14がこれに該当しているが、 4、

13は第3類、 7は第2類に帰属する。13の背面は表現方法がまずく 、原磯面であるかの如くだが、背稜

右側の面は、 主要剥離面とは逆方向からの制離によるものである。

母岩No.6-3 1、2が本母岩の全てである。共に打面を残し、両側縁に加工のある第 1類に属する。

母岩No.6-4 剥片2点から構成されているが、両者は接合し、 完形の石刃になった(15)。先に、〈素材

としての石刃〉が移動することを考えたが、これもナイフ形石器の素材であるのかもしれない

母岩No.6-5 石核 l点のみであり側、黒曜石以外の唯一の石器。石核としては最終局面の資料であ

り、これからだけでは本質的な理解は困難である。下端に細かい刃こぼれが認められる。

第6ブロ ックの石器群に関しては、その基盤とも言える剥片剥離過程の内容に不明な部分が多いが、

η
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そこに含まれるナイフ形石器の様相から、八千代市権現後遺跡III期(橋本 昭和59年)と比較きれる。

こめ系統に関しては、必らずしも明らかとは言えないが、 VII層上部の石刃石器群との関連が論議きれよ

う。本段階の石刃作出技法は、基本的に砂川型刃器技法であると理解しているが(織笠 昭和53年)、八

千代市北海道遺跡 I期類型 1a (橋本 昭和60年)との系統的関連性を指摘することは困難であろう。

一方、この段階には別種の剥片生産体系を基盤とするナイフ形石器文化が知られている(鈴木 昭和55

年)ので、両者の位置づけに苦慮する。

鈴木次郎は、寺尾遺跡第VI文化層と、鈴木遺跡VI層、打越遺跡 ]A地点刊層との顕著な差異に就いて触

れ、「このような違いは、単なる遺跡単位の差なのか、あるいは、相模野台地と武蔵野台地の地域性とし

てとらえうるものなのかが問題となろう J (鈴木 昭和55年273頁)と、結論を留保している。その後、

東京都嘉留多遺跡刊層から、寺尾遺跡第VI文化層との密接な関連性をうかがわせる資料が検出きれ(高

杉 昭和57年)、ようやく羽l層段階における異系統並存の可能性が示唆されるに至った。国府型近似の横

打剥片製ナイフ形石器を含む東京都西之台遺跡B地点VII層(小田編 昭和55年)の位置付けなど、この

段階には種々の未解決の問題が残されている。

ところで、若葉台遺跡第 6ブロック以後、第 3ブロック以前の様相はどうであったか。この問題に応

え得る層位的出土例はほとんど知られていない。相模野ではB2L下底がこの段階に相当するが、地蔵坂

遺跡(相模考古学研究会編 昭和49年)、柏ケ谷長ヲサ遺跡(堤 昭和59年)等の断片的資料からでは何

とも言えない。この問題に関しては橋本が木苅峠遺跡について「これ(木苅峠IV2期のフ守ロックを指す一

筆者注)より上位から出土した木苅峠VI期(第23、24ユニット)はIII2期の一部(第22ユニット)に武

蔵野台地IV層下部に相当する石器群を保有することからV層段階に対比されるJ (傍点筆者)という指摘

を行っている(橋本 昭和59年 147頁)。文意不明の作文であり、さらに、橋本が木苅峠遺跡の報告書

をろくに読んでいないことは、一読して明らかなのだが、その事には触れないでおく。要するに、木苅

峠IV1期が、相模野のB2L下底と並行するか否かが問題とされている。

ここで、鈴木道之助が木苅峠IV1期をIV2期に後在させた根拠は、両期のブロックが検出されたA地点と

H地点とに層年申宇孝す翠やら t:-宇す?苧ために、「ナイフ形石器の小形化、刃器状剥片の衰退、また、

石質等J (鈴木 昭和50年 120頁)の総合的判断によるものであった。この見解は、当時の編年的研究

の水準を踏まえたものとして評価されるが、現在でも資料的蓄積はほとんど進展していない。

木苅峠A地点の基盤に、砂川型刃器技法が存在することは確実と見られ、これがだいたい若葉台遺跡

第6ブロックと対比されることにも、また、異論はないであろう。ところが、 H地点ではその種の石刃

生産過程を欠いている。石核には、打面と作業面の入れ換えを示す例(報文3-31図 6)と、両設打面

をもっ角柱状の例(報文 3-32図 3)の両者があり、前者からは、やや幅のある矩形の剥片が、後者か

らは、ナイ Jフ形石器素材でもある縦長の石刃様の剥片が獲得されたようである。これら両者の技術的特

徴は、 A地点のそれよりも、むしろ、寺尾の 2つの類型に近い。更に、ナイフ形石器の形態的特徴も寺

尾に近似するようである。木苅峠H地点と比較される資料は少ないが、下総では、習志野市藤崎堀込貝

塚(大塚昭和52年)、富里町獅子穴VI遺跡(田村昭和59年)が挙げられよう。ただ、これら 2遺跡に

就いては、明確な産出層準の同定ができないので、結論は留保しておきたい。

このように、今のところ、若葉台遺跡第 6ブロック以後の状況も不明なところが多く、容易に分りそ

つ
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表 29 第 6ブロック 石器属性表

長×幅×厚
重(gl図No. 打面 背面鴎成

末端 使用 折れ面
石 材 時 No.lNo. 遺物 No. 分類

(mm) 形状 痕 部位

11 Ll2-9 2 ナイ 7形石器 32 x 12 x 2.5 l.0 8 H-3 F 十 t -H 黒磁石 6・1

2 3ナイ 7形石器 40 X 20 x 6. 2 3.0 7 1-0 
H-1→B-1→ 

F t-B 黒曜石 6 -2 
H-2 

3 4ナイ 7形石器 35X17X 5 2.3 ー6 C→ B-2 F t-B 黒曜石 6 -1 

4 5ナイ 7形石器 38 x 13 x 3. 4 l.6 4 C→H-1 F 黒曜石 6-2 

5 6類 彫器 22 X21 X7. 6 3.2 -17 C 
H-1→ L-1→ 

t-B 黒曜石 6-1 
R-1 

6 7ナイ 7形石器 17X14X4.4 l.0 14 H-2 t-H 黒曜石 6-2 

7 8同IJ 片 17X18X4.4 0.6 黒曜石 6→ l 

8 9削 片 8X6Xl.4 0.1 黒 BI<石 6 -1 

9 9同IJ 片 15X8 X2.4 0.5 黒曜石 6 -1 

10 10向Ij 片 llX9X1 0.1 里曜石 6 -1 

11 11 削 片山X10X2 0.2 黒曜石 6-1 

12 12削 片 10X6 Xl.3 0.1 黒曜石 6-1 

13 13削 片 16X8 X4.4 0.5 黒曜石 6-1 

14 14削 片 llX17Xl.8 0.3 黒曜石 6 -1 

15 15削 片 14X9 X2.4 0.2 黒曜石 6 -1 

16 16ナイ 7形石器 13X 9 X2.9 0.3 -9 H-2 t -H 黒曜石 6 -1 

17 17削 片 21X13X5.5 l.0 黒畷石 6-1 

18 18削 片 21XllX3.8 0.4 黒曜石 6 -1 

19 19削 片 10X10Xl.3 0.1 黒曜石 6-1 

20 19削 片 13X13X3 0.3 黒曜石 6 -1 

21 19削 片 12X 13 X 5.8 0.5 黒曜石 6-1 

22 20削 片 10X12X2.5 0.2 黒曜石 6 -1 

23 21削 片 7X13X2.9 0.2 黒曜石 6 -1 

24 22削 片 llX14X2 0.2 黒曜石 6 -1 

25 23華IJ 片 20X9X2.7 0.3 1-0 H-2 F 黒曜石 6 -1 

26 24ナイ 7形石器 12X12X3.8 0.5 -10 H-2 t -H 皇曜石 6 -1 

27 251 !1dJ 片 24x 8 X 4 0.5 1-0 H-1→ L-8 t-B 黒曜石 6-1 

28 26削 片 15X 5 x 1ι 0.1 黒曜石 6 -1 

29 271 !f<iJ 片 18X13X3.3 0.6 3 -1 C→B-1→H-2 H 黒曜石 6-1 
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No. 遺物 No. 分類
長×幅X厚

重(g) ~No. 打面 背 面憎成
末端 使用 折れ面

石 キオ 母岩No.
(mm) 形状 痕 部位

30 28 石 絞 27 x 17 x9. 4 3.0 一19 黒曜石 6 -1 

31 29ナイ7形石器 29 x 15 x 4.8 3.0 -5 1 -0 C→H-3 F 黒曜石 6 -1 

32 30自IJ 片 12x6 x2.2 0.2 黒曜石 6 -1 

33 31削 片 4x7x1.8 <0.1 黒曜石 6 -1 

34 32自IJ 片 12x8x1.4 0.1 黒曜石 6 -1 

35 33削 片 7x3x1.3 <0.1 黒曜石 6 -1 

36 34自IJ 片 13x6 X2.9 0.2 黒曜石 6 -1 

37 35 両日 片 gX9x1.3 0.1 黒曜石 6 -1 

38 36自IJ 片 10x 6 x 1ι 0.1 黒曜石 6 -1 

39 37向IJ 片 14x14x3.8 0.4 黒曜石 6 -1 

40 381，jdJ 片 20x9 x5.2 0.4 C→H-l→ L-5 F t-H 黒曜石 6 -1 

41 Ll2-19 2 ナイ 7形石器 20x15x 5 1.3 -12 C→H-l→ (H-3) F t-B 黒曜石 6-1 

42 3ナイ 7形石器 22x14x6.6 1.8 -13 1-0 
C→ B-l 

t -M 黒曜石 6-2 
(実測図誤)

43 4ナイ7形石器 40x14x7.2 3.4 一11 1 -1 L-l→H-3 F 黒曜石 6-3 

44 5ナイ 7形石器 17xllx3.4 0.8 一11 H-3 t -M 黒曜石 6 -1 

45 6 I!tIJ 片 55x21x6.9 4.5 -15 H-3 F t -M 黒曜石 6 -4 

46 71 !tIJ 片 45x30xl1.3 11.5 -16 P H-4 F + 黒曜石 6 -1 

47 8ナイ 7形石器 40 x 16 x 9 4.0 21 1 -0 H-3 F 黒曜石 6-3 

48 M12-00 2 和l 片 30x23x6.8 3.2 4-0 H-4 t -M 黒曙石 6-4 

49 M12-10 2 ナイ 7形石器 42 x 15x 4.9 3.0 一3 H-3 黒曜石 6 -1 

50 3石 核 35x 24 x 15 11.3 一18 細粒凝灰岩 6-5 

うもない。仮に、木苅峠H地点が、橋本の言うとおり、 A地点よりも新しいとしても、両地点聞に明確

な系統的脈絡か守旨摘されるであろうか。両者は本来別箇の系統に属するものではあるまいか。既に、 刊

層段階に認められた異種石器文化の本質的理解なくして、若葉台遺跡第 6ブロックの理解は困難である

ことを再度確認したい。VI層段階の石器文化に関しては、汎日本的な視座からの資料的集積が必要で、あ

り、諸系統に内在する変遷の機制を見きわめてゆかねばならない。

第7ブロック J 10-23区に 1点、 J10-24区に l点、合計 2点の石器が、約1.2mの間隔をもって検

出された。産出層準は四層上部であり、若葉台遺跡最古のブロ ックである。第142図に実視IJ図を示した

が、両例共に石刃である。 1は頁岩製で、末端に細かい剥離痕があり、ナイフ形石器の先端部であるか

もしれない。 2は安山岩 (あるいは頁岩か)の整った石刃で、平坦打面を有し、頭部調整が著しい。
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ブロック外の石器 縄文時代の遺物に混じって、相当量の先土器時代の石器が採集された。第143、144

両図に、これらのうちから若干のものを選択して示した。簡単に解説を加える。

1-7にナイフ形石器を集めた。 1の帰属は不明だが、 2、3は AT降下直後のナイフ形石器であろ

J 10-23 
I J 10-24 

• 
1 • 2 

2m 

J 10-33 
J 10-34 

第141図 第7ブロック遺物出土状況

う。特に、 2は母岩No.6-1 (黒曜石)を素材にしているから、本来は第 6ブロ ック、若しくは、第 6

ブロックと同時存在した別ブロックに含まれていたと考えられる。 3は頁岩製であるが、形態からやは

りAT前後の時期に比定したい。 8は尖頭器様石器尖端部で黒曜石製。 9、10、12、13などは尖頭器で

ある。 11はナイフ形石器かもしれない。 9、12が古く、 10、13が新しい。 14は石錐、 15、16は刃亡ぽれ

4二ごご:> 1 JIO・23
ム 62

。

く32JIS24

第142図 第7ブロック石器

表 30 第 7プロック 石器属性表

Nu 遺物 Nu 分類
長×幅×厚

重(g)図No. 打面 背面構成
(mm) 

1 I J 10-23 62 ~J 片 44.7X18.2X4.1 3.0 H-3 

2 I J 10-24 60 ~J 片 61.4X16.9X9.0 6.1 1 -0 H-3 
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末端 使用 折れ面
石 存在 母岩Nu

形状 痕 部位

F + t -H 頁 岩 7-1 

F 安山岩 7-2 
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のある剥片、 17、18は石核である。

C.小結

若葉台遺跡からは合計すると 7箇所のフwロックが検出された。ブロックは相互に関係するものは無〈、

1ブロックで1ユニットを構成するものばかりで、上貝塚遺跡で、のフやロ ックのあり方と近似している。

各ブロックの産出層準は、大別して 4枚に分けられ、

IV下層 第Iブロック、第 2ブロック、第 4ブロック、第 5ブロック

V 層 第3ブロ ック

VI上層 第6ブロック

VIII上層 第7ブロック

となり、 IV'V層に帰属するブロ ックが著しい。

ブロックの産出層準を前提とした、各ブロックの編年的位置に就いては、既に前項にてその概要を述

べたが、第6、第3、第5ブロックの石器群からは重要な知見が得られた。第 1ブロックは、近隣の遺

跡の出土状況から、おそらく、第 5ブロックに後続する石器群と考えられるので、 V層の前後で、大よ

そ4枚にEる文化層の重複を指摘しうることになる。この段階の層位的出土例としては、神奈川県柏ケ

谷ヲサ遺跡(柏ケ谷長ヲサ遺跡調査団 昭和36年)の連続性が最も良好でhあるが、若葉台遺跡における

検出状況は、これを追認するものと評価され、下総IIb期の初源期を暗示している。

ブロックの構造に関しては、横のつながりをもたない単独に存在するものばかりであり、上貝塚例と

比較されることを指摘したが、第 5ブロ ックや第 6ブロ ックでは、石器総数に比して多量のナイフ形石

器を保有し、必らずしも、上貝塚遺跡と軌をーにしている訳ではない。今後は、母岩構成と石器組成の

あり方から、諸類型の抽象と、その動態モデルの設定、検証が不可避の課題として浮上してくるのと思

われる。 (田村)
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第2章縄文時代

A.遺構・遺物の概要

若葉台遺跡からは、縄文時代前期前半に属する竪穴住居跡10基・土坑3基、 中期後半の竪穴住居跡1

基、 晩期前半の土坑1基及び構築時期不詳の土坑10基が検出された。台地上に比較的濃密な生活痕跡を

残す、縄文時代前期集落跡の主要部分が調査されたものと思われる。遺跡の範囲は、今回の調査区外、

北西側と南側に広がる可能性を持つが、調査区全体の遺物分布や、地形的な制約からみて、その面積は

それほど大きくない。集落遺跡の主要部分は、その過半を調査したものとして良いであろう。

調査によって出土した資料は、整理作業の過程で、その全てについて時期別分類、総量把握に努めた

結果、分類可能な27355点の土器片と、 2317点の石器・磯を確認した。出土土器の95%は前期前半、黒浜

期の資料である。その他、早期前半から晩期に至る各時期の資料が出土しているが、前期後半及び晩期

の土器が目立つ他は、いずれも僅少である(第145図)。

報告は、上貝塚遺跡と同様、先に遺構及びその出土遺物を、調査時に付した遺構番号順に報告し、そ

の後で遺構外出土の遺物を、時代JI頃に古いものから呈示した。遺構の報告はその種類毎に行ったが、整

理途上の分析で番号に欠番が生じている。

なお、黒浜式土器の時期・段階細分については、新井和之氏の 5段階細分(新井 昭和57年)に準拠

して記載を進めた。 (原田)

国b d再開弘
i:::::::::::!::I::':'::I::-::.!: ~:!:!:!:.:. <:':::::::':::!':!: 送宗 :'::::::!:!:::::::!:::::::.:.:::::::!:'::::週調l

100%=27355 

第l群土器=早期前半(撚糸文): 26点= 0.1% 

第 Z群土器=早期前半(沈線文): 9点= 0.1% 

第3群土器=早期後半(条痕文): 7点= 0.1% 

第 4群土器=前期前半(黒 浜): 26152点=95.6%

第 5群土器=前期後半(諸機 ・浮島): 310点= 1.1% 

第6群土器=中期前半(五領ヶ台): 2点=0.1% 

第7群土器=中期前半(阿玉台): 47.¥'1.= 0.2% 

第 8群土器=中期後半(加曽利 E): 197点= 0.7% 

第9群土器ニ後期前半(称名寺・堀之内): 84点三 0.3%

第10群土器=後期後半(加曽手IjB): 193占= 0.6% 

第11群土器=後期後半(安行 I・II): 18点= 0.1% 

第12群土器=晩 期(安行 IJI-): 310点=1.1% 

第145図 若葉台遺跡出土縄文土器時期別数量比
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B.竪穴住居跡とその出土遺物

001竪穴住居跡 (第149-151図=PL.32・PL.49)

遺構:台地中央、 M12区南西部に位置し、住居跡の北西部1/5が撹乱を受けている。ほほ、整った長方

形を呈す。長径850cm以上、短径595cm、長軸方向をN-4T-Wにとる。長辺に沿って深さ 15cmの壁溝を

有し、主柱穴は 6本と推定される。床面の北西寄りに地床炉を設ける。

遺物:床面から若干浮いた状態で多くの遺物が出土したが、炉跡周辺には少なく、接合関係が明らか

なものも僅少である。前期前半426点、間後半 4点、中期後半 1点、後期後半 2点及び土製円板 4点の、

合計437点の土器片と、削器3点、模形石器 l点、石斧 l点、剥片10点と燦27点が出土した。

図示した資料は、いずれも前期前半の土器である。 1・2は口縁部に短い櫛歯状沈線文が施され、前

者にはループ文を伴う単節縄文 RLが菱形に施文され、後者には竹管内面施文の平行沈線文が器周する。

文様モチーフを持つ土器は、他にタガ状の隆帯をめぐらす頚部破片 4、竹管状工具による平行沈線文、

連続爪形文を縄文地、あるいは無文地の上に施す 3・5-7がある。

8-11は軸縄縄文、あるいは結節縄文を施すもので、 9のよ うに施文部の継ぎ 目にミミズ臆れ状の微

隆起を残すものを含む。また12-22は無節・単節縄文を全面に施すもの。うち12・13は結節縄文で、後

者は横位方向に原体の上下を逆にして連続施文し、菱形文の効果を表出している。 14はO段 3条の単節

縄文 RLによる菱形施文。15-22は斜方向の縄文施文が行われたもので、うち18-20・22は無節縄文を施

文している。 23・24は土製円板。

口縁部に櫛歯状沈線文を施す土器や、ループ文の存在、さらに竹管内面施文の平行沈線文等の在り方

から、当遺構出土の土器は、黒浜式土器古段階(新井分類第 I段階)に主体を置くものと思われる。

時期:出土土器の在り方から、前期前半、黒浜式古段階(新井分類第 I段階)の住居跡である。

002竪穴住居跡 (第152-158図=PL.32・PL.41-42・PL.50-51)

遺構:台地中央、 Lll・Ll2区の境界上に位置する。南側の一部を溝及び風倒木痕で撹乱きれている

が、長径715cm、短径538cm、長軸方向N-34'-Wを示し、不整楕円形を呈す。中央部やや北西寄りに地

床炉を設け、壁柱穴状のピット 9本を巡らせる。

遺物 :炉跡及びその周辺に遺物の集中が認められ、一部の土器は床面直上から出土した。接合関係を

持つ個体も多い。前期前半480点の土器片と、土製円板 1点、石鉄l点、円礎石製品 1点、剥片 2点及び

磯 3点が出土した。うち 8点は略完形、及び器形の概要が分かる大型破片である。 1は小型の 4単位波

状口縁の深鉢形土器で、地文に異条斜縄文が羽状施文きれ、口縁部に竹管状工具による連続爪形文のモ

チーフを持つ。 2は波状口縁下にタ力、状の鍔が巡る注口深鉢、 4も口縁下に太い鍔がめぐる深鉢であり、

いずれも黒浜式の古相を呈す。 3は粗い縄文が施された土器で、器形から丸底を呈する可能性もある。

5は細かな撚糸文が全面を覆うもの、 6は無節縄文、 7・8は単節縄文が施された、いずれも大形深鉢

である。

9 -43は破片資料。乱雑な格子白状沈線文を施す 9以外は、撚糸文・縄文のみの土器である。10-12

は細かな撚糸文が横走するもの。12・14は2条一組の撚糸文を付加した付加条縄文、 15は不鮮明ながら

異条斜縄文が施される。16-37は無節・単節縄文が施された破片で、 16には頚部に巡る鍔が、 18には口

唇上面への縄文施文が特徴的で、ある。縄文施文の継ぎ目部分に、 ミミズ腫れ状の微隆起が残る土器18・
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拓彩番号の脇の小数字は資料の注記怖を示す。

001住居跡出土遺物第151図

口唇上面が若干凹む14・21・30・33・34等、成形手法に特色のあるものが散見きれ20・21・26・36や、

る。 38・39は無文の土器、 40-43は底部片で、いずれも揚げ底状を呈す。 44は土製円板。

これらの土器は、文様モチーフ等から、黒j兵式でもより古相を呈すものが多い。特に、中部地方有尾

式土器の菱形爪形文の影響を受けた ]、関山式土器の文様モチーフを引き継ぐ 2・3等の在り方から、

新井分類の第 I段階に属するものが主体を占めている。

時期 :出土土器の様相から、前期前半黒浜式古段階(新井分類第 I段階)の住居跡である。
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第155図 002住居跡出土土器個体別接合図 (2)

003竪穴住居跡 (第159-162図=PL.33・PL.52)

遺構 :台地北西部、 M13・M14区境界上に位置する。西壁が撹乱を受けるが、推定長径987cm、短径600

cm、長軸方向をN-730-Wにとる整った長方形を呈す。西側に長楕円形の地床炉を設け、床面に土坑状

掘り込みが 3か所あるが、本来的に当住居に伴う施設かどうかは不明。四周に不規則な配置ながら壁柱

穴を巡らし、東壁側のみに、壁から約80cmほど離れて、深き20cmのj警が掘られている。

遺物 :覆土が薄〈、従って出土遺物も少ない。住居跡の南西部に若干の集中が認められる。接合関係

を持つ資料は少ない。出土した土器は、全て前期前半に限られ、合計393点である。いずれも破片で、全

体の器形を窺える資料は無い。他に石鍛l点、磯18点が出土している。

1 . 2は内面施文の竹管文による菱形モチーフを描〈破片で、口縁部には縦位の短沈線が、地文には

単節縄文が施きれ、半月状の竹管刺突文が加飾される。 3-14も竹管状工具による文様モチーフが表出

きれるもので、無文地に深い刺突文を加えた 3・4、縄文地に沈線を引き、粗い刺突文を施す 5-7、

曲線状のモチーフを描く 8の他、整然としたC字形連続爪形文が横位に重畳した 9-14に分けられる。

15は縄文地に格子目状の沈線文を施すものである。

16-37は撚糸文・縄文のみの土器。 2条を単位とする撚糸付加条縄文16・21、撚糸文のみが施された

17の他、付加条縄文による菱形モチーフを表出した24、結節のある無節縄文26、 0段多条の無節縄文37

等、バラエティーに富むが、施文原体の分析は未了である。

38は薄手の無文土器、 39-41は底部破片で、 41には 4単位と思われる透かし孔がある。台付鉢の破片

であろうか、薄手の作りである。42は無文の土製円板。
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5.暗褐色土 4に比べより褐色

6.褐色土:黒色土がまだらに混入

7.褐色 土:6に比べより明色

1.黒 色土:褐色土組子状に浪人

2 黒色土:褐色土小プロ yク状に混入

3.暗褐色土:褐色土位子含
4 暗褐色土:褐色土・黒色土の粒子含
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第159図 003住居跡平・断面図
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1 .黒色土:褐色土・焼土粒少量含

2 黒色土:褐色土多量含

3 暗褐色土:焼土粒少量含

4.黒色土:褐色土粒子状に混入

1m 5.暗褐色土:ロームプロック含

6 暗褐色土:黒色土粒子少量含

7 焼土:黒褐色土含

8 被熱ロ ムプロ y ク

9 黒褐色土含焼土

10 暗褐色土.焼土粒多量含

11.被熱したハードローム

003住居跡遺物分布図及び住居跡内土坑断面図
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第162図 003住居跡出土遺物 (2)

以上の資料は、竹管内面施文の沈線や、横位に重畳する連続爪形文等、黒浜式土器の文様要素として

は古手(新井分類第 I段階)に属するものと考えられる。

時期 :遺構の形態及び出土遺物から、前期前半、黒浜式古段階の住居跡と判断される。

004竪穴住居跡 (第163・164図)

遺構 :台地中央、 M12区の西寄りに位置する。床面と地床炉及び壁柱穴が確認されたのみで、壁は検

出できなかった。柱穴の配置から、 N-20.-Wに長軸方向をとる、長方形の住居跡であった可能性が高

し、。

遺物 .遺存していた覆土が薄〈、量的に極めて少なく、接合関係を示す個体は見出せない。出土資料

は、全て前期前半の土器片に限られ総数66点である。いずれも破片で、全形を窺える資料は無い。他に

剥片 2点及び磯7点が出土した。

1・2は縄文地文の上に、竹管状工具による平行沈線文を描くもの、 6は口唇断面が尖頭状を呈し、

外面に格子日状沈線文を施す。 3-5・7・8は、付加条縄文 ・単節縄文が施された、いずれも胴部片

で、ある。

時期 :出土土器の様相から、他の住居跡同様、前期前半黒浜式古段階の住居跡と考えられるが、細分

段階を明らかにする資料を欠く 。

005竪穴住居跡 (第165-168図=PL.33・PL.53-54)

遺構 :台地中央部、 Kll区に位置する。長径605cm、短径578cm、長軸方向をN-63ロ-Wにとり 、隅丸

方形を呈す。床面北西側に地床炉を設け、主柱穴 6本及び壁柱穴18本が検出きれたが、壁j毒は無い。

遺物:地山面への掘 り込みが浅く、かつ住居跡南西半分の覆土を、検出時にかなり削平してしまったた

め、遺物分布図上にド ットの片寄りが生じてしまった。床面から若干浮いた位置から、多量の遺物が出

土しているが、接合関係を示す個体は少なし、。出土土器は、全て前期前半に限られ、総数430点。その

内2点は、大略の器形を窺える大形破片である。 他に襖形石器1点、円礁製品 1点、最Ij片 3点及び礁10

点が出土した。
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1 黒褐色土:焼土粒少量含

2.暗褐色土 :貼床状ローム質土

3.暗褐色土:地山の可能性有

4 暗褐色土・軟弱

5 黒褐色土焼土粒多量含

6 黒色土:焼土粒多量含

7 被熱ロームプロ yク
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第163図 004住 居 跡 平 ・断面図及び遺物分布図
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第164図 004住居跡出土遺物

文様モチーフの判明するものは少なく、組い連続爪形文で直線 ・曲線文を描<1-4、平行沈線によ

るX字状モチーフを持つ 5、刺突文が口縁部に巡る 6、細かなC字形爪形文が連続する 7の他、単節縄

文地に横位並列する竹管刺突文が施された 8-10がある。 11-30は撚糸文・縄文のみの土器、 11-13・

16-18・20は2条単位の撚糸付加条縄文、 15・17は撚糸文が比較的密に施文される。19・21-30は単節・

無節縄文の施された土器片で、乱雑ながら菱形施文される19・21・22、口唇部上面に刻目を加える23・

24が含まれる。また31-34は土器底部片で、 いずれも揚げ底状を呈している。

これらの資料は、文様モチーフを持つ断片資料から考えて、黒浜式古段階(新井分類第 I段階)を主

体とするものと考えられる。

時期 :遺構の構造及び出土土器の様相から、前期前半、黒浜式古段階の住居跡と判断される。

006竪穴住居跡 (第169・170図=PL.34・PL.43)

遺構 .台地中央部、 M12区に位置する。地山への掘り込みが浅く、壁の東半分は検出できなかったが、

径370cm程度の円形を呈するものと思われる。床面中央に胴下半を欠〈大形の炉休土器が使われだ埋饗炉

を設け、壁際に 8本及び床面北西側に 2本の対柱穴を持つ。比較自判、型の住居跡で、ある。

遺物:確認面からの掘り込みが浅いため、覆土から出土した遺物は僅少。炉体土器1個体の他、前期

前半の土器片 6点が出土しただけである。

lは炉体土器で、胴下半を欠失する。太い隆線及び幅広い沈線文によって、口縁部文様帯(7単位)

が構成きれ、胴部には 2本単位の沈線文が垂下する。地文は RL単節縄文が充填される。力日曽利EII式土

器である。

2-5は前期前半の土器。黒浜式土器の小片で、いずれも流入したものであろう。

時期 :炉体土器から、中期後半、加曽利EII式期の住居跡と判断される。

007竪穴住居跡 (第171-173図=PL.34・PL.54-55)

遺構 :台地中央部、 K12区東側に位置する。長径875cm、短径630cm、主軸方向を N-5Tー Eにとり 、

不整楕円形を呈す。一部北側の壁が失われており、本来的な形状をどの程度保っているかは、検討の余

地がある。床面の北東側及ぴ西側の 2か所に地床炉を持ち、柱穴は不規則に検出された。本来的には 2

時期に亘る竪穴住居跡が重複しているのかも知れない。
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第168図 005住居跡出土遺物 (2)

遺物:住居跡南西部に、散漫ながら遺物の集中が見られる。接合関係を示す資料は僅少。出土資料は

全て前期前半に限られ、総計423点の土器片と、土製円板3点、及び石錐、石皿、剥片各 1点、磯 2点が

あるが、図示するに足るものは少ない。

lは竹管内面施文の沈線によ って、直線的なモチーフを描くもの。 2-5は竹管状工具による連続爪

形文を描くもので、特に 2は口縁部に菱形のモチーフを描き、また、 5は2条単位の撚糸付加条縄文を

併用する。 6は格子目状沈線文が施されたもの。 7・8は貝殻腹縁文及び貝殻背圧痕文を持つ土器、 9

は頚部の隆帯の上下に竹管刺突文が施される。

10-25は撚糸文・縄文のみが施された土器。 2条単位の撚糸付加条縄文10-15、ループ文を含む羽状

縄文16の他、 17-25は単節縄文が施され、中でも20はO段多条の LRである。

26-28は揚げ底状の底部破片。29-31は土製円板である。

これらの土器は、文様モチーフを持つ資料に乏しいが、 1-4のような、竹管内面施文の沈線、 2の

ような菱形モチーフを基調とした連続爪形文等、黒浜式土器の古い部分(新井分類第 I段階)に盛行す

る文様要素が多く含まれる。ただし、 6のような格子目状沈線文は、大旨第II段階以降に多用されるモ

チーフである。

時期 .出土土器の在り方から、前期前半、黒j兵式古段階の住居跡と判断される。

008竪穴住居跡 (第174・175図二PL.35・PL.55-56)

遺構 :台地中央部、 K12区に位置する。南西側約 1/5が調査区外に拡がるため、全形を知り得ない。
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第170図 006住居跡出土遺物

1/4 

1001炉体土器

10cm 

長径515cm以上、 短径440cm以上、 長軸方向をN-48'-Wにとり、長楕円形を呈するものと思われる。床

面南西側に地床炉を設け、長辺 2辺に深さ15cm程度の壁溝が検出された。主柱穴配置は不詳だが、 4本

の柱穴が不規則に存在する。北西隅に浅い掘り込みを有するが、その性格は不明。

遺物 :地山への掘り込みが浅く、従って覆土からの遺物出土も乏しい。地床炉周辺に散漫ながら集中

が認められる。接合関係を持つ個体は少ない。出土資料は、全て前期前半の土器片で、総数62点。うち

I点は、器形復元が可能な大型破片，であるが、他は小片が多い。石器類は石斧、石核各1点と磯4点が

出土した。

1は4単位の波状口縁、頚部にタガ状隆帯を巡らす大形の深鉢で、全面に RLの異条縄文が施され、口

唇部上面は平坦か、若干凹む。 2は口縁波頂部の破片で、隆帯が縦に貼付きれる。 3-8は撚糸文 ・縄

文のみが施されたもの。無節縄文Lを施文する 3、 2条単位の撚糸文Lを付加した縄文4、異状斜縄文

5の他は、単節縄文である。 9は下端が外に張り出じた、揚げ底状底部片。

これらは、量的な乏しさから、明瞭な時期細分をできないが、口唇部上端が若干凹む 1・5の存在等

から考えて、黒浜式土器でも古い様相(新井分類第 I段階)を示すものと思われる。

時期 ・遺構の構造及び出土遺物の様相から、前期前半黒浜式古段階の住居跡と判断される。

009竪穴住居跡 (第176-187図=PL.35・PL.43-48. PL.56-60) 

遺構 :台地中央、 J11区の東寄りに位置する。北及び南西部の壁が一部検出されていないが、長径800

cm、短径615cm、長軸方向をN-50'-Wにとり、下辺が台形状に拡がる隅丸方形を呈す。床面の長軸線上

に2か所の地床炉を設け、柱穴14本、壁柱穴11本が検出された。 2回以上の建て替えが想定される。

遺物 .住居跡の南西側を中心に、極めて多量の遺物及び7か所の貝ブ、ロ ックが出土 ・検出された。遺

-240 
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1030・031

9 013 

第175図 008住居跡出土遺物

。 lOcm 

1/3 

物の分布は、覆土の上部から床面上まで、万遍なく見られ、また、貝ブロックの存在は、当遺跡の住居

跡中、唯一のものである。接合関係を持つ遺物も多く、第178-180図に個体別接合図を明示した。出土

土器は、早期後半鵜ケ島台式土器 2点がある他は、前期前半の土器1751点がその全てであり、復元完形

土器及びそれに準じた大型破片28点が含まれる。石器類の出土量は乏しく、石鍛1点、玉 1点及び剥片

7点のみである。なお、貝フゃロ ックについては、別稿による分析を行った。

Iは頚部がくぴれ、胴部に最大径を持つ大形深鉢。頚部の区画線より上に、円形入組文的なモチーフ

を、 C字形連続爪形文で施す。胴部は菱形施文効果を出した 2条単位の撚糸付加縄文が、全面に施され

る。2は口縁部に格子目状沈線文が、胴部に単節縄文 RLが施された朝顔形の深鉢。3・4は胴上半部に

竹管内面施文による格子目状、横位平行線状のモチーフを描く深鉢で、前者の胴下半には、単沈線によ

る格子目文が、後者には粗い単節縄文 RLが重複するように施される。6は縦位の貝殻条痕文を持つ 4単

位波状口縁の深鉢て¥上面観が惰円形を呈した特異なものである。 7-28は撚糸文及び縄文のみか施さ

れたもので、 2条単位の撚糸付加条縄文 7・8、縦方向の羽状効果を出す単節縄文10・12・14、菱形羽

状の無節縄文11等、原、休は単純だが、施文効果はバラエティーに富む。頚部がくびれた深鉢7・11・21・

22及び域形の小形土器9・28の他は、ほとんどが単純な朝顔状に聞く深鉢である。

29-91は破片資料。29.30は同一個体で、大波状口縁を持つ深鉢の一部で、竹管内面施文の平行沈線
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第187図 009住居跡出土遺物 (7)

1/3 

文聞を、連続山形文で充填し、地文には単節縄文 LRが施される。 32・33も竹管内面施文の沈線で、菱形

モチーフを構成し、地文に単節縄文 LRが施される。 31・34-36は竹管状工具による連続爪形文が施され

たもので、菱形のモチーフを基調とするものであろう。他に沈線文を多用する土器は、平行沈線文が重

畳した37-39、格子目沈線文が施された40-42がある。

43-45は貝殻文が施された土器片で、条痕文のみのりと、貝殻背圧痕文の44・45に分けられるが、量

的には多くない。

46-80は、撚糸文及び縄文のみが施された土器片。 網目状撚糸文・縄文が用いられた付加条縄文46・

巧，，
F

ヘυワ
ω



57、細かい撚糸文が縦走する47、横走する48及び2単位・ 4単位の撚糸付加条縄文51.53と共に、ルー

プ文が重畳する59等、変化が多い。55は大波状口縁を持つ深鉢で、無節縄文Lが菱形効果を表出して施

きれる。72・74等、所謂固い繊維の縄文も散見されるが、 56等原体の判別ができない個体も含まれる。

80・81は無文、或いは縄文施文後のナデ整形によ って無文化された土器片。82は未貫通の円干しが口唇

直下に巡るもの。また83-91は底部片で、底部外面の張り出しの有無等、バラエティーは多いが85を除

き、いずれも揚げ底状を呈している。

以上の資料中には、 29・30等、前代の関山II式土器に、そのまま文様モチーフの系統を辿れるものや、

中部地方有尾式土器の (櫛歯状刺突による)菱形モチーフにつながる34・36、多段のループ文の存在59

等、黒浜式でも古い様相を示す文様要素が多〈含まれる。大旨、新井分類第 I段階に属する一括資料と

して理解できるが、縄文原体の分析が未了であることは惜しまれる。

時期 :遺構の構造及ぴ出土土器の様相から、前期前半黒浜式古段階に属する住居跡と判断きれる。

010竪穴住居跡 (第188・189図=PL.36)

遺構 :台地中央、 J12区の北西寄りに位置する。西壁際に深さ25cmの円形状土坑が重複するが、当住

居跡に直接関係するものとは思えない。長径555cm、短径430cm、主軸方向をN一78'-Eにとり、不整楕

円形を呈す。床面中央やや西寄りに地床炉を設け、柱穴 7本が検出されたが、本来的には 6本主柱穴の

住居跡と思われる。

遺物:地山への掘り込みが浅いため、覆土からの出土遺物は少ない。炉跡周辺に若干の集中を見せる

が接合関係を有する個体は皆無でトある。出土資料は全て前期前半に限られ、総数62点の土器片であるが、

小片が多い。他に円磯製品 l点及び礁 2点がある。

竹管状工具による連続爪形文が重畳した 1の他は、撚糸文・縄文のみの土器で、 3・4には単節縄文

LRが、 2.5には 2条単位の撚糸付加条縄文が施される。他の遺構出土資料から考えて、黒浜式でも古

段階の資料と思われるが、詳細な段階細分に耐え得ない。

時期:遺構の構造及び出土土器の在り方から、前期前半黒浜式期の住居跡と判断される。

011竪穴住居跡 (第190-193図=PL.36・PL.61-62)

遺構 :台地中央、 Lll・Kll区の境界上に位置する。北西側 1/5程度が撹乱のため破壊を受けるが、

長径670cm以上、短径470cmの長楕円形を呈す。床面の北寄りに地床炉が設けられ、柱穴 9本が不規則な

配置で検出された。また床面中央部付近に、深さ43cmの円形土坑があるが、本来的に当遺構に伴うもの

かは判らない。

遺物 .床面直上を含む、覆土の全体から、比較的濃密に遺物が出土した。接合関係を示す個体も若干

認められる。遺構の遺存状態の害IJには多くの遺物がある。出土資料は全てが前期前半に属し、総数640点

の土器片と、土製円板 1点がある。うち 3点は、器形復元が可能なものである。また石器類の出土は少

なく、華IJ片7点、石核 l点及び磯 8点のみである。

1は頚部がくびれ、胴部に最大径を持つ深鉢で、口縁部直下に竹管内面施文の沈線を 3条、頚部に 2

条施し、その聞を 3条単位の竹管内面施文沈線で連続山形文状に充填する。頚部以下にも 2条単位の竹

管内面施文沈線が山形に施され、その交点に円形刺突を加飾する。地文は複雑な異条縄文を、菱形羽状

に施している。
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第188図 010住居跡平・断面図及び遺物分布図
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第189図 010住居跡出土遺物

2' 3は単純に口縁部が外反する朝顔形深鉢で、 2には LRの、 3には RLの単節縄文が全面に施され

る。 4は1と同様、竹管内面施文の沈線と、単節縄文RLを持つもの、 5-7は連続爪形文で、口縁部に

菱形モチーフを描〈土器、 5・6は波状の口縁部片である。また 9は、強〈屈曲する隆帯より上部に、

曲線波状の隆帯が乱雑に付きれている。

10-25は、撚糸文及び縄文のみが施されたもので、 2条単位の撚糸付加条縄文10-13、細かい無節の

縄文14・15、ロ縁部下に 3段のループ文が施された17の他は、いずれも単節縄文が施される。この中に

は21・22等、羽状効果を現出するものも含まれる。 26は薄手の無文土器、 27-32は底部片で、いずれも

揚げ底状を呈する。 33は土製円板である。

以上の資料は、文様モチーフを持つものが多くはないが、関山II式土器の一部に文様モチーフが共通

しながら、地文が組紐文から異条縄文に置換された 1や、菱形モチーフを連続爪形文で表出する 6・7、

隆帯の貼付された 9等に、黒浜式古段階の要素が強〈窺える。複雑な縄文原体の多用も注意を惹〈。新

井分類第 I段階の一括資料として好適なものであろう 。

時期 ・出土土器の様相から、前期前半、黒浜式古段階の住居跡と判断される。

C.土抗とその出土遺物

201土坑 (第194図)

遺構:003竪穴住居跡の南方、Ll4区に位置する。長径338cm、短径195cm、長軸方向N-13'-Wの長楕

円形を呈す。 北側が一段落ち込み、壁はなだらかに立ち上がる。 構築時期・性格は不明。

遺物(第198図=PL.63)図示した l点のみが出土した。前期前半、黒浜式土器の胴部片である。

202土坑 (第194図=PL.37)

遺構:003竪穴住居跡の南西方、Ll3区に位置する。長径128cm、短径95cm、長軸方向をN-22'-Eに

とり楕円形を呈す。壁の立ち上がりはなだらか。時期・性格は不明。

遺物(第198図=PL.63)前期，)ij半の土器5点が出土した。 1は黒浜式土器の胴部片である。

203土坑 (第194図)

遺構:台地東端の J10区、他の遺構とは離れて存在する。長径138cm、短径96cm、長軸方向をN-27'-

Eにとり楕円形を呈す。底面の凹凸が激しく、壁の立ち上がりも不規則。出土遺物は無く、構築時期 ・

性格とも不明である。

-260-



σ 。 。83

-E' φ 

t"O- 。43

-C 

A二T 盟ァー 2 ミ
撹
r

己

1 褐色土:テフラ質土 ・ローム粒プロック状に混入

2 黒褐色土:ローム粒・焼土粒少量含

3 暗褐色土:ローム粒多量含

B・立_，]Om

一一。A

も

-φ一。 2 m 

1/60 

撹乱 ←一一oA'

六 2 C I 2 (3/ 

.8' 

c.!.L.lOm -

D.立_，]_Om

4 暗褐色土:焼土粒少量含

5 赤褐色土.焼土粒多量含

.C' E17.30m E' 

_.~. 

Jih 工

Jv-ー~
。 1 m 

1130 

第190図 011住居跡 平・断面図及ぴ遺物分布図
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205土坑 (第194図=PL.37)

遺構 台地西端部、 M13区に位置する。長径131cm、短径96cm、長軸方向をN-4t-Wにとり、不整楕

円形を呈す。底面が平坦で・壁は垂直に立ち上がり 、検出面からの深度78cmをisIJる。出土遺物は無く、明

瞭な時期は不詳だが、形状からみて所謂陥穴状土坑て、ある。

206土坑 (第195図=PL.38)

遺構 台地中央部、 K12区に位置する。長径317cm、短径102cm、長軸方向を E-Wにとり、底面が長

軸方向に張り出した長楕円形を呈す。壁は急峻に立ち上がり、検出面からの深度106cmを測る。出土遺物

無く、時期は不明だが、所謂 'Tピット」と呼ばれる陥穴状土坑である。

207土坑 (第195図=PL.38)

遺構:009竪穴住居跡の西方、 J11区に位置する。長径180cm、短径131cm、長軸方向をN-25'-Wにと

り、楕円形を呈す。底面は平坦で、、壁はほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの深度192cm、出土遺物から

一応前期前半に属する可能性が高い。円形の所謂陥穴状土坑である。

遺物: (第198図=PL.63)前期前半の土器7点が出土した。 lはループ文を含む単節縄文LR、2は撚

糸文Lの付加条縄文、 3は無文のいずれも黒浜式土器である。

208土坑 (第196図=PL.39)

遺構:007住居跡の北東方、 K12区に位置し、径92cmの円形を呈す。覆土の下部に厚き20cm程度の焼

土層が検出きれた。出土遺物の在り方から、当遺跡で唯一、晩期前半に属する土坑と考えられる。

遺物: (第198図ニPL.63)前期前半の土器5点、 晩期前半の土器7点が出土した。 1-3は安行III

a式の深鉢形土器で、同一個体、 4は同時期のものだが、別個体の胴部片である。他に磯 1点が出土し

ている。

209土坑 (第196図)

遺構:008竪穴住居跡の北西、 K12区に位置する。長径274cm、短径112cm、長軸方向をN-3'-Wにと

り、底面が長軸方向に張り出した長楕円形を呈す。壁の立ち上がりは急角度で、検出面からの深度120cm

を測る。出土遺物は無〈、時期不詳だが、その形状から所謂 'Tピット」と呼は、れる陥穴状土坑である。

210土坑 (第196図=PL.39)

遺構:008竪穴住居跡の北方、 K12区に位置する。長径98cm、短径77cm、長軸方向をN-37'-Wにとり

楕円形を呈す。底面が一段深〈掘り込まれるが、壁はなだらかに立ち上がる。時期認定に足る出土遺物

を欠き、またその性格も不明。

遺物: (第198図=PL.63)前期前半の土器5点が出土した。 1は黒浜式土器の胴部片である。

211土坑 (第196図)

遺構:台地中央、Ll2区に位置し、径70cmの円形を呈す。検出面からの深度38cm、底面が平坦で‘壁は

垂直に立ち上がる。出土土器から構築時期を断定することは難しい。

遺物: (第198図=PL.64)前期前半の土器4点が出土した。 1は黒i兵式土器の胴部片である。

212土坑 (第197図)

遺構:211土坑の北側に近接し、 L12区に位置する。径70cmの円形を呈し、底面の凹凸は激しいが、壁

の立ち上がりは比較的なだらかである。時期認定に足る遺物の出土は無く、その性格も不詳。
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遺物: (第198図=PL.64)図示した l点のみが出土した。前期前半、黒浜式土器の胴部片である。

213土坑 (第197図)

遺構 210土坑の東側、 K12区に位置する。長径92cm、短径74cm、長軸方向をN-19'-Wにとり楕円形

を呈す。底面北寄りに一段深い掘リ込みを有するが、壁の立ち上がりは概してなだらかである。構築時

期を認定するに足る出土遺物は無く、性格も不明。

遺物: (198図=PL.64)前期前半の土器 2点が出土した。 1は隆帯を持つ黒浜式土器胴部片である。

214土坑 (第197図)

遺構:009・010両竪穴住居跡の問、 J11区に位置する。長径170cm、短径153cm、長軸方向を N-6'-

Eにとリ不整楕円形を呈す。底面は僅かに凹凸を持つが平坦で、壁の立ち上がりも明瞭、検出面からの

深度22cmを測る。出土遺物から、前期前半に属する土坑と判断されるが、その性格については詳らかで

ない。

遺物: (第198図=PL.64)前期前半の土器53点が、底面から10cm以上浮いた状態で集中的に出土した。

当遺跡、の土坑中、最も出土土器が多い。 1・5は胴部の大破片で、 2条 1単位の撚糸付加条縄文、 2は

3条1単位の撚糸付加条縄文、 3・4は単節縄文RLが施された土器片である。いずれも黒浜式に 属す

るが、段階細別に足る資料ではない。

215土坑 (第197図=PL.40)

遺構:009竪穴住居跡の西側に近接し、 J11区に位置する。長径223cm、短径189cm、長軸方向を N-89'

Wにとリ楕円形を呈す。底面は平坦で、壁はなだらかに立ち上がリ、検出面からの深度22cm を ì~IJ る。出

土遺物から考えて、前期前半期の土坑と判断される。

遺物: (第199図=PL.64)遺物分布図を欠くが、前期前半の土器40点が覆土から集中的に出土した。

1 -4はいずれも黒浜式土器の胴部片である。他に石室族 1点、刺片 l点及び礎 1点が出土している。

216土坑 (第197図=PL.40)

遺構:209土坑の西方、 J11区に位置する。東壁の一部を欠くが、長径168cm、推定短径146cmの椿円形

を呈し、底面は平坦で壁もなだらかに立ち上がる。出土遺物は無く、構築時期・性格については不明で

ある。

D.溝出土の土器 (第200図=PL.63)

近世の地割り区画線として掘られた溝の覆土中からも、各期の縄文土器が混在して出土した。本来的

な出土位置を留めず、遺構外出土の遺物と一括して扱うべき資料であるが、整理作業上の使宣から一項

を設け、報告する。

出土資料の内訳は、 101溝:前期前半14点・同後半 4点、 102溝:前期前半18点・同後半 4点・中期後

半 1点、 108溝:前期前半58点の、いずれも土器片である。しかし多方の資料は小片て、あり、 108溝出土

土器の一部のみを図示した。

1・2は単節縄文 RLの施きれた深鉢、 3・4は貝殻背圧痕文が乱雑に施された注口付深鉢、 5は揚げ

底状の底部片である。 3・4は関山 II式土器の系譜をひく器種であり注意を惹くが、大旨黒浜式土器古

段階の資料である。 (原田)
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第199図 215土坑出土遺物

10cm 

4 003・005
第200図 108溝出土遺物

E.遺構外出土の土器

第 1群土器 (第201図 1-20=PL. 83) 

早期前半、撚糸文土器を本群とした。出土総数26点、遺跡内における平面分布は散漫で、まとまった

廃棄フゃロックは指摘できない。

1 -10は断面円頭状の深鉢形土器片で、口縁部直下から単節縄文 RLを全面に施すもの。11は肥厚外反

する口縁部及び胴部に撚糸原体による条痕文が施されたもの、 12-19はいずれも施文原体が判別できな

い小片、 20は内外面ともミ力キが丁寧に施された無文土器片である。
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磨滅のため、文様の判別ができない資料が多いが、 11・20を第 4様式(稲荷台式)として認識すべき

である他は、いずれも第 3様式(夏島式)の範鳴に含まれるものである。ただし全体的な様相は、先に

報告した上貝塚遺跡第 1群土器に比べて、ナデを主とした器面調整が顕著に行われ、文様施文も浅く、

より後出的な感覚を受ける。

口縁部破片は図示した20点が全てで、文様組成比は、縄文施文型<J型>11，点 (RLlO点、不明 1

点)、撚糸文施文型 <Y型〉皆無、無文型くM型> 1点及び絡条体条痕文 1点と、典型的な J型施文優位

の構成をとる。

第2群土器 (第201・202図:21-28二 PL.83)

早期前半、沈線文系土器を本群とした。出土総数9点2個体に留まる。 28は口唇部内削ぎ、外面全体

に太い回線状沈線が斜走する深鉢で、素地土の練りが不完全のため、粘土粒子が不均一に混じり合う。

三戸式土器に属するもので、相互に接合しないものも多いが、一括して 1点と数えた。

21-27は比較的薄手で、焼成堅綴な同一個体の土器。口唇部には内外面双方から細かい刻目が施され、

胴上半部に単沈線による入組文が、沈線文聞には横位・斜位の貝殻腹縁文が充填される。地文に残る条

痕文状の擦痕は、東北地方の物見台式土器に共通するもので、田戸上層式土器中段階の、東北地方貝殻

沈線文系土器様式の影響を強〈受けた資料である。なお、回戸下層式土器は 1点も出土していない。

第3群土器 (第202図:29-32) 

早期後半、条痕文系土器を本群とした。出土総数7点と僅少で、ある。 29が微隆起線文の上に竹管刺突

文が加飾され、鵜ケ島台式土器に比定される他は、いずれも型式同定に耐えない、条痕文のみの土器で

ある。

第4群土器 (第203-219図:33-464=PL.65-81) 

前期前半、黒浜式土器を本群とした。 10軒の竪穴住居跡、 3基の土坑の検出とともに、若葉台遺跡で

最も主体を占める土器群である。遺構出土遺物を含め出土総数26152点、全出土縄文土器の95.6%が本群

土器である。遺跡内における平面分布も、 008・009竪穴住居跡を中心に、極めて濃密な出土状態を示す

が、住居跡を伴う大きな廃棄フゃロックとは別に、 M14・N14区周辺に遺構を伴わない小規模な廃棄ブロ

ックが確認された(第148図)。特に後者の小規模なブロックは、黒浜式土器のみが集中的に出土する前者

と異なり、前期前半(第 5群)の土器とその分布が重複する。両廃棄ブロック毎の土器組成の相違を検

討することにより、黒浜期の土器組成の変遷を追求する上で重要な情報を内包するものと思われるが、

ブロック間の土器組成分析は未了のまま報告せざるを得なかった。本群は、その文様要素が複雑なため、

以下14類に細別して報告を行う。

第4群 l類土器 (33-71):単節縄文を地文として施し、竹管内面施文による平行沈線で、直線・曲線

的モチーフを描〈土器。 33-35のように、口縁部に縦位の短沈線が加飾されるものと、 42-52のように、

口唇直下から沈線文が施きれる 2者に大別されるが、 36-41等、口縁部の下に僅かな幅ながら無文帯を

残すものもある。地文の縄文は、そのほとんどが単節縄文で、 35・44のようにループ文を含むものもあ

るが、組紐文は全く存在しない。器形が明らかな資料は無いが、 34・38・43・44のような、波状口縁を

呈する深鉢や、 45・47-50等の若干口縁が内轡する平縁深鉢が存在する。

文様モチーフ及び竹管内面施文の手法は、前代の関山II式土器に通有な要素であるが、関山II式土器
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29 009-689 
32 Kll-83 。 10cm 

113 
第202図 早期前半の土器 (2)・早期後半の土器

の新しい段階では、地文の90%以上に組紐文が用いられるのに比べ、本類の地文は全て縄文に置換され

ている。これらの点から、本類は黒浜式土器の古相を示すもの(新井分類第 I段階)として扱うことと

した。

第4群 2類土器(67-71):無文あるいは一坦施文した地文の縄文を磨消した土器。文様モチーフは 1

類土器と共通するが、沈線文の施文手法はより粗倣な感を呈す。口唇上面が平坦な68・69と、尖頭状を

示す70・71に大別きれる。

第4群 3類土器 (72-125):竹管状施文具による、連続爪形文でモチーフを描くもの。地文に単節縄

文を施す72-80・119-125、ナデ整形が卓越した器面に連続爪形文を施す81-99・101-118に大別きれ

る。地文の縄文は、単節縄文 LRの他に、ループ文を含む O段多条の RLを羽状施文する72等、複雑なも

のがある。また100は地文に無節縄文Lが施されている。文様モチーフは、口縁部及び頚部に 3条前後の

連続爪形文を平行に施し、その聞を同一施文具による菱形状ないしはX字状の直線文か、 80・115-118

のように更に渦巻状の円形文が加飾される。器形は平縁ないし緩やかな波状口縁を呈する深鉢で、特に

口唇部上面が平坦化された例が多い。

第4群 4類土器 (126-156):口縁部あるいは頚部に隆帯が加飾されるもの。126-132・134のように、

2本 1単位の貼付隆帯が頚部に巡るものと、 135-155のように、竹管状工具による平行沈線文・連続爪

形文と隆帯が併用きれるものに大別きれる。器形は一般的に、外反する深鉢形と思われるが、多くの場

合、頚部または胴部上半に強い屈曲を持ち、その部分にも貼付隆帯が加飾される。連続爪形文、沈線文
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以外の文様要素としては、口唇部直下の短沈線136や、円形刺突文151-154、隆帯上への縄文加飾156等、

様々なものがある。また133は、波頂部の下に朝顔状の円形把手が貼付されたもので、所謂注口、あるい

は片口土器の一部に通有なものである。

以外の文様要素としては、口唇部直下の短沈線136や、円形刺突文151-154、隆帯上への縄文加飾156等、

様々なものがある。また133は、波頂部の下に朝顔状の円形把手が貼付されたもので、所謂注口、或いは

片口土器の一部に通有なものである。

第4群 5類土器(157-171):竹管状工具による刺突文が施されたもの。横位に連続する刺突文のみが

充填された158-163の他、地文に単節縄文・付加条縄文の撚糸文が施された164・165・168、連続爪形文

による曲線・直線モチーフ167、貼付文ないしは円形文の169・171と組み合わされる例がある。

第4群 6類土器(172-194):竹管状工具による平行沈線文が施されたもの。沈線文の上に間隔の粗い

爪形文を加飾し、地文に単節縄文あるいは付加条縄文を施す172-177、単沈線状の施文効果を表出した

178等が含まれる。文様構成は、その多くが先に 1類土器として報告した菱形.x字状の直・曲線モチー

フをとるが、 194のように格子目状モチーフを描くものもある。

第4群 7類土器 (195-202):竹管状工具によるコンパス文を描く土器。195は刺突文と、 20卜 202は

平行沈線文と、各々組み合わせて施文される。いずれも関山 1. 11式土器に多用されるコンパス文に比

べ、施文技法が著しく乱雑、かつ施文効果も劣る。黒浜式土器古段階(新井分類第11段階)の文様要素

として重視される資料であるが、出土量は少ない。

第4群 8類土器(203-205):竹管状工具による平行沈線により、縦位の綾杉文を描くもの。 203-205

は同一個体に属し、縦位の区画線を施した後で、その間隙を斜行沈線で充填する。

第4群 9類土器(206-242):沈線文による格子目文、あるいはそれが崩れた乱雑な文様が施された土

器。資料の多くは無文地にナデ整形痕が残るが、 212・213・231等、縄文地の上に沈線が施された例を含

む。口縁部の形態は、 206のような凹状部分が加飾きれる例や、口唇断面が円頭状の210もあるが、多く

のものはやや外反気味で尖頭状を呈し、特徴的である。また238-242は、胴下半部の資料で、縦位の沈

線が等間隔で施きれ、それに数本の斜沈線が加飾きれる。

一般に、本類の文様構成は、胴下半部に斜縄文を施した朝顔形の深鉢が多いものと思われる。

第4群10類土器(243-261):員穀文が施された土器。243-253は貝殻腹縁文が、 254-260は貝殻背圧

痕文が施される。貝殻腹縁文は、施文具を器面に立てて施した243-246・248-251と、器面に寝かせて、

半ば押し引くように施した247・257に分けられる。また貝殻背圧痕文にも261等の押し引き文が含まれ

る。大宮台地の同時期の土器組成に比べ、当遺跡における員殻文土器の出土率はかなり低くなっている。

第4群11類土器(262-266):櫛歯状工具による列点文と、同一工具による平行沈線文が併用きれた土

器。口縁部直下に縦イ立の列点文が施された262、胴部破片263-265があるが、文様モチーフの類似性か

ら、竹管状工具を用いた266も本類に含めた。

文様モチーフ及び施文工具は、中部地方の有尾式土器に通有なものだが、胎土には他の黒浜式土器同

様、繊維の混入が認められる。有尾式土器の文様要素をそのまま導入しながら、成形技法等が在地化し

ている土器と考えることができる。類例は、埼玉県比企丘陵以北、群馬県方面から最近相次いで報告さ

れている。
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第4群12類土器(267-274)・所謂有孔土器を本類とした。口唇部直下に円形刺突孔が巡るが、孔が内

面にまで貫通しない267-269と、内面にまで貫通する270-274に大別きれる。地文に網目状縄文、単節

縄文が施されたものが多く、 274のように貝殻条痕文が施された例もある。なお267は未貫通の刺突孔の

内面が隆起し、所謂「突溜文」的な施文効果を持っている。出土資料は図示したものがほとんどで、少

片が多いが、黒浜式古段階の土器組成中に含まれる Iタイプとして注意される。

第4群13類土器(275-317):撚糸文の施文効果が表出されるもの。その大部分は軸縄撚糸文か、撚糸

付加条縄文で、付加された撚糸の単位も、 2条ないしは 3条とバラエティーに富むが、詳細な施文原体

の分析は未了。施文手法自体にも、乱雑な羽状・菱形モチーフを表出するものや、木目状撚糸文的な効

果を出すもの等が含まれる他、施文原体自体も、無節の縄文を結節状に付加した294・295等が含まれる。

第4類14類土器 (318-406) 単節・無節の縄文、或いはそれを加工した綾繰文、ループ文、網目状縄

文等で器面を飾るもの。若葉台遺跡出土の黒浜式土器のっち、量的に最もまとまっている。口縁部直下

に縦位の短沈線を加え、以下ループ文が併用きれる325や、多段のループ文が特徴的な326-328は、より

古手の文様要素として注意される。また羽状縄文を持つ土器は、結束の原体を使う 329・397がある他、

そのほとんどが異方向施文の組み合わせによって表出されたものである。さらに縄文施文部相互の接触

点に、 ミミズ腫れ状の縦位の微隆起線が残された資料346・351・353もある。器形は330・331に見るよう

に、多くが口縁部が聞く所謂朝顔形の深鉢だが、頚部で強<<びれる333・363や、平縁に小突起が付さ

れた372も存在する。整理時聞の絶対的制約から、施文原体の分析が未了ではあるが、概して整然と施文

された単節斜縄文の土器が量的に多いようである。

第4群土器底部(407-464):いずれも揚げ底状を呈し、底部が外に張り出すものと、張り出きないも

のに大別される。前者は、所謂「円板貼付技法」による成形工程を示すが、断面に明瞭な接合痕を残す

資料は意外に少ない。また底面に縄文が施されたものは407-413のみである。

第5群土器 (第220-222図:465-510 ) 

前期後半、諸磯・浮島式土器及びそれに後続する前期末葉から一部中期初頭の土器群を一括して本群

とした。出土総数310点、当該期の遺構は検出されず、出土量も少ないが、遺跡内の平面分布を見ると N

13. N14区の境界付近に、小規模ながら明瞭な集中箇所が存在する。廃棄ブロックとしてはほ完結する

ものと思われるが、このブロックは、第 4群土器(黒浜式)の一部とも重複を示すことから、両型式の

土器を一部共有している可能性が強い。型式聞の推移状況を検討する資料として有効なものである。以

下、文様要素から 6類に細別、報告する。

第5群 l類土器 (465-469):肉厚の竹管状工具による平行沈線文で、英国国旗"ユニオン・ジャック"

状のモチーフを描くもの。同一個体の破片で、大波状口縁が若干内管気味に立ち上がる深鉢と思われる。

胎土に微量の繊維が含まれるのが特色で、黒浜式土器に類似する成形手法をとるが、文様モチーフはむ

しろ諸磯式土器に近似する。諸磯a式土器の直前段階に位置づけられる資料と考えておきたい。

第5群 2類土器(470-479) 細かく密な縄文を施し、さらに円形竹管文を加飾した471-473、縄文地

の上に浮線文を貼付する474-479、連続爪形文による幾何学的文様を施した有孔浅鉢470を含む。

471-473が諸磯a式の、その他が諸磯b式古・中段階の資料である。

第5群 3類土器(480-496) 竹管状工具による平行沈線の横位施文を基本に施し、その聞を波状沈線

-285一
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文、有節沈線丈、波状沈線文で埋めるもの。 480・481は、地文に撚糸文が施された浮島 I式土器、 482-496

は比較的乱雑に竹管文でモチーフが表出され、浮島II式土器前後に位置づけられる。器形は、ほぽ全て

が朝顔形に口縁部が外反する深鉢である。

第5群4類土器(497-501)・前期後半に属する縄文施文の土器を一括した。一部縄文時代中期初頭に

まで降る資料も含むものと思われる。いずれの資料も、内外面のミガキ整形が行き届き、堅級な焼成で

ある。羽状に縄文を施す497、口唇部に刻目、或いは縄文を施す499・500等がある。

第5群5類土器 (503-505):貝殻文のみが施きれた土器を本類とした。貝殻腹縁文を縦位に施す502、

貝殻背圧痕文の上に細い沈線文を充填した503、員穀腹縁による波状文を持つ504.504がある。浮島II

式、或いは凹式土器の範噂で捉えられる。出土量は多くない。

第5群6類土器 (506-508・510):密で整然とした員穀腹縁文上に、平行沈線文或いは有節沈線文を

加飾した興津式土器506-508及びボタン状貼付文を特色とする諸磯C式土器510がある。出土量は少な

し、。

第5群土器底部 (509):縄文が施された平底の底部片。細かな縄文と入念な器面整形から、諸磯a式

土器に属する可能性が高い。

第6群土器 (第222図 511・512)

中期前半、五領ケ台式土器を本群とした。出土点数は 2点のみで、いずれも半肉彫状の沈線文と、三

角形陰刻文によって、幾何学的なモチーフを構成する。

第7群土器 (第223図 513-523) 

中期前半、阿玉台式土器を本群とした。出土総数47点、結節沈線文による楕円形の文様モチーフを描

< 513-516、員殻腹縁文によって胴部にスリット状の刻目を施す517-523がある。いずれも阿玉台 1b 

式、あるいはII式段階に属するものである。

第8群土器 (第223・224図:524-541) 

中期後半、加曽利E式土器を本群とした。出土総数197点、太い隆帯により文様が描かれた、所謂「中

峠式」土器に近似する524-527を始め、加曽利E1式・ II式に属する528-536と、太い曲線的な沈線文

と磨消縄文、或るいは微隆起線による文様区画の卓越した加曽利EIII式・ IV式537-540に大別される。

また、鳥形把手541や、底の中央部に穿孔のある台付鉢542が含まれる。

第9群土器 (第224図:543-550) 

後期前半の堀之内 1. II式土器をまとめた。出土総数84点。沈線文による曲線的モチーフを主体に、

集合条線が施された547や、口縁部突起が特徴的な549・550を含む。

第10群土器 (第225・226図:551-552・556-572=PL.82)

後期前半の加曽利B式土器及び曽谷式土器、或いは東北地方新地式土器の影響を受けたものを本群と

して一括した。出土総数193点。無文で 7単位の小突起と頚部に段を持つ浅鉢形土器551と、 5単位の波

状口縁を呈する深鉢形土器552の2個体が復元された以外は、破片資料である。加曽利B1式に属する

556、力日曽手IjB2式に属する551・552. 557 -562、加曽利B3式或いは曽谷式に属する564-567等、各型

式を含む。なお、 558は、その後の整理作業によ って、552の波頂部に接合し、同一個体であることが確

認された。
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569-562は、東北地方、新地式土器の影響を受けたもの。黒色を呈し、砂粒が多〈堅綴な焼成で、他

の本群土器とは明らかに異質な感触を持つが、文様施文手法等から搬入品ではなく、在地化した土器と

考えられる。

第11群土器 (第225・226図:553-555・573-584=PL.82)

後期後半、安行 1. II式土器を本群とした。出土総数18点。大きな溜状突起がある把手が特徴的な573・

574を始め、その大半が安行 I式土器である。 575は帯縄文系の深鉢形土器、 579-584は所謂紐線文系土

器から変化した粗製深鉢形土器である。なお576は、加曽利B3式として捉えた方が良いかも知れない。

第12群土器 (第227・228図・ 585-615)

安行IIIa式以降、縄文晩期の土器群をまとめた。出土総数310点。安行IIIa式土器に属する585-590、

同IIIb式土器に属する591・592、東関東地方に分布の主体をおく姥山 3式土器に属する593・594がある

が、他の大半は、太い沈線で曲線的な文様を描〈安行IIIc式及びIIId式土器である。

また、 614は薄手の無文土器、 615は晩期終末、荒海式土器の範鳴に属する底部破片である。底面に 2

本越え、 2本潜り、 1本送りの網代痕が認められる。

土鍾・土製円板 (第228図:616-644= PL.83) 

616は前期後半の土器片を利用した土錘で、長軸の上下に切れ込みを持つ。 617-644は同じく前期前半

の土器片を利用した土製円板で、周縁が研磨されたものはほとんどなく、既して粗い作りを見せる。土

偶等の呪術的用途を持つ遺物は、精力的に探索したが、全く出土していない。(原田)

F.石器 ・石製品

(1)概要

若葉台遺跡は、そこに検出された遺構と土器の様相から、草創期後半から晩期後半に及ふ、ほとんど縄

文時代の全期に亘る遺跡である。しかし、その主体となる時期を求めると、縄文前期黒浜期の、それも

古段階を中心とする段階に集約きれ、それ以外の時期の遺物は微々たるものであった。また、後に検討

するように、石器、石製品及び礁の分布は、黒浜式土器の分布と良〈一致するところから、若葉台遺跡

の石器の大半が、黒浜期に帰属するものであることは理解しやすい。しかも、ここで重要なことは、黒

浜式の一部、例えば、 N13-14区境界ライン周辺の土器に、後出的様相が認められるとは言え、黒浜式

の大半が、その成立期に位置づけられるところから、石器群のほとんどもこの期に編入されることであ

る。石器群の大半が包合層出土という制約を超えて、ほぽ単一期の石器組成を把握し得た点は重要な成

果であった。

遺跡から得られた石器の総数は2317点に上った。遺構内検出の石器内訳は第31表に示したが、グリッ

ド採集品の石器組成は以下のとおりである。

石 童扶 24 (7 %) 円磯製品 24 (7 %) 

向リ 器 41 (12 %) 石 皿 2 ( 0.6%) 

模形石器 13 (4 %) 装 身 具 2 ( 0.6%) 

石 錐 1 ( 0.3%) 石 貴リ 1 ( 0.3%) 

尖 E員 器 2 ( 0.6%) 砥 石 1 ( 0.3%) 
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最リ 片 165 (49 %) 軽 石 2 ( 0.6%) 

石 核 32 (10 %) 石 錘 1 ( 0.3%) 

石 斧 19 (6 %) そ グ〉 他 4 (1 %) 

際 器 1 ( 0.3%) 際 1848 

(2) 遺構内の石器

遺構内からの石器の出土は、一般的な頃向として貧弱でAあった。特に 2次加工の認められる石器は僅

少で、ほとんどが礁と剥片とによって占められている(表31)。詳しい出土状況は検討していないが、遺

留されたものは少なく、土器片と共に廃棄されたものが多いと考えられる。第229図に代表的な石器の遺

構別分布を示した。

001竪穴住居跡 住居跡としては最も石器の出土が多かった。破砕磯とチャートの小剥片が大半を占め

ていたが、少量の 2次加工のある石器が出土した。第230図はチャート製両面調整の石器。一端を欠損し

ており全形は不詳である。如何なる石器であるか良〈分らない。第235図74はチャート製模形石器。幅広

の剥片の上下両端に被加撃痕がある。第231図38.第235図的は 2次加工のある剥片で、削器と分類した。

共にチャート製。石斧は第239図95に示した打製石斧が一例のみ検出きれた。チャート製。板状の河床礁

を素材とし、周辺に粗い剥離痕が認められる。刃部は欠損後の再加工と見られる。なお、石器の一面に

黒色タール状付着物が斑状に認められる。

002竪穴住居跡 礎、剥片以外には、石鍛(第230図 9)と、凹石破片が 1点ずつ検出された。石鍛は

凹基で、脚端の尖り気味になるもの。チャート製で、表裏に亘り良〈調整がゆき届いている。

003竪穴住居跡 18点の破砕磯と共に、石鍬が 1例検出きれている(第230図13)。形態、素材共に、 002

竪穴住居跡のものに近似し、黒浜期の典型的鍬形態を示している。

008竪穴住居跡 磯片と共に、磨製石斧頭部破片(第238図90)、石核(第236図81)が検出された。石

斧は凝灰岩製で、表裏、側面に研磨痕が著しい。図には研磨面の単位と、その研磨方向を示した。石核

はチャート製で段三角錐状を呈する両設打面のもの。作出きれる剥片は、成人の栂指の爪程度の貝殻状

剥片である。

009竪穴住居跡 7点のチャート製剥片と共に、第245図 1に図示した偏平な小玉が出土した。石質は

滑石ではないかと思うが、良〈分らない。下面は平坦であるが、上面が斜めに研磨を受け、横断面は台

形状になっている。上面及び側面に細い線刻が数条ずつ認められる。色調は濃緑色で、光沢を帯びる。

床面に近い位置からの出土であり、確実に黒浜期初頭の遺物と捉えられる。

010竪穴住居跡 石器と認め得るものは、第243図118に示した乳棒のみである。砂岩の細長い礁の一端

に加撃痕が、他端に 2面からなる研磨面が看取される。石槌と芋L棒との兼用石器である。

分布状況 (第148図) 包含層中の石器の分布が、黒浜式土器の分布と重なり合うことは既に指摘した

とおりであるが、詳しく見ると、石器群は 6つのブロックに分かれて分布している。

ブロック 1 N13-N14ライン境界を中心とするブロ ックである。前期後半期の土器ブロックとの関

連が問題であるが、未検討である。径約50mの範囲に、磯片を主体とする遺物の広がりがある。石器に

は各器種が少量ずつ含まれている。
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表31 若葉台遺跡遺構出土石器一覧

001 002 003 004 005 007 008 

右 鍛 1 1 

自リ 器 3 

模形石器 1 1 

石 錐 1 

石 斧 1 1 

円 磯製品 1 1 

石 皿 ー ー l 

軽 石

五E 石

、
玉

，j，1j 片 10 2 2 3 1 

石 核 1 

磯 27 31 18 71 10 2 4 

言十 42 71 19 91 15 5 6 

009 010 011 102 208 

l 

l 

7 7 

1 

2 8 l 

9 31 16 1 l 

215 ノ]、5十

l 4 

3 

21 

2 

3 

。
。

1 33 

2 

l 84 

ブロック 2 N12ポイ

ントを中心に、千歪約30m

の範囲に破砕礁の集中が

認められる。

剥片、石器をほとんど

含まず、集石的な性格が

指摘される。

ブロック 3 M12ポイ

ント周辺部に、磯片を主

体とするブロックが認め

られる。

分布は散漫で、あるが、

ブロック 2と共通した性

格のブロックではないか。

フぬロック 4 L12-24 

区を中心として多量の剥

片が検出された。磯は少なく、石銀、削器、模形石器の検出も多いところから、石器の製作工房が存在

した可能性が高い。この場合、ブロックの位置から推して、 001・004竪穴住居跡の居住者が製作主体と

考えられる。

ブロック 5 KI0-11・LlO-ll区にまたがり、ほぼlOOmXIOOmの範囲から、多量の磯片と共に石

器が検出されている。規模から見て、多数の小フホロックの重複が想定きれるが、詳細は未検討である。

本ブ、ロックは、 005.007・008・009・010竪穴住居跡に函緩された空間に相当しており、上記5基の住居

跡との密接な相闘が指摘される。先に、ブロック 4と001・004竪穴住居跡との関係を指摘したが、集落

内における空間利用を考察する上での好資料となろう 。

ブロック 6 J 10区西北コーナーに位置している。完掘できなかったが、磯を主体とするブロックで

あり、集石的様相が濃い。やはり黒浜式土器の分布と重複しており、ブロック 4、ブロ ック5のあり方

から見て、調査区外に住居跡の存在する可能性が高い。

出土石器解説 包含層検出の335点のうち、代表的な石器について図に従って解説したい。石器は第230

図から第244図まで、 130点を実測資料として掲げ、 1から通し番号を付しである。以下、挿図番号を略

し、実測番号に従う。

・石鉄(1 -26) 3・9・13・18の4点は遺構内の資料で、その一部は既に記載した。 1が柳葉形

の形態をとり、側縁に鋸歯状剥離が看取されるなど特異で、あるが、他は大旨三角鍛の範鳴に属する。基

部の内管する均整のとれた例が多いが、 24-26の3者は基部の轡曲が弱い。両面調整のゆきとどいたも
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のが多い。石質は11・12・15・19・22の5例が黒曜石製である他はチャートとなっている。

・尖頭器 (27・29) 27は黒曜石の部厚い横長剥片を素材とした石槍である。非対称で腹面側は打溜

部にのみ調整が認められる。 29は石鍬とも見られるが、厚手でA矢柄への装着は難しいであろう。チャー

ト製で、周辺加工の槍の一種としたい。

・削器 (30-64) 定型的な石匙、あるいは、つまみ形石器などと呼称きれているものは、 30-32の

3例で、大半のものは剥片に簡単な打ち欠きを加えた粗製の削器である。粗製のものは不定形であり、

分類が難しい。石質は、やはりチャートが一般的であるが、 39・45・46は玄武岩、 56は黒曜石、 61・63

は玉髄、 64が石英となっている。黒浜期における、このような多くの削器の検出事例は、当該地域にお

いては、ほとんど知られていない。

・石錐 (65) チャートの幅のある剥片の一端を尖らせている。加工は錐体部に集中し、腹面から背

面へ剥離が施されている。錐体の横断面は三角形となる。

・模形石器 (66-75) 所謂両極石片である。一般に模形石器には、(1)偏平で作業縁(加撃一被加撃

によって生じるハジケにより形成される縁辺)が器体長軸と平行になるもの(2)角柱状を呈し、作業縁が

長軸に直交するものの両者があるが、若葉台遺跡前期における様相は、 (1)を主体とし、 (2)は72の 1例が

知られているにすぎない。全例チャート 0

・彫器 (76-78) 極めて特色のある石器が3点近接して出土している。集計表では削器に含めてお

いたが、通常の削器とは異質で、あり、敢えて彫器と分類した。76の素材は石核であろう。基部調整と共

に、樋状の刃部に細加工がある。77は厚手の剥片素材で、一端に刻打が加えられ、交叉することによっ

て刃部が形成きれている。 78も剥片素材で、 76例に似た基部加工と、刻打による樋状面形成が認められ

る。 3例共に青灰色チャート製で、同一母岩の可能性がある。

-石核 (79-81) 多数の石核のうち、 3例を選んだが、同巧異曲のものが多い。80は打面転移の著

しい例で、削器の素材である剥片の生産を目的としたものであろう。各面に比較的大き目の剥離痕が認

められる。粗悪なチャート製。 79は平坦打面を有する両設型の石核で、被作出剥片は小型、貝殻状を呈

する。 81に就いては既に述べた。両例共に良質のチャート製。

-軽石 (82、83) 共に 2次加工は認められない。

-磨製石斧 (84-90) 19点の石斧のうち、磨製のものは 7点あり、全例実測した。磨製石斧には、

(1)所謂乳棒状のもの (84・85・87・88)(2)所謂定角式のもの (86・90)(3)偏平で側稜を有するもの (89)

がある。量的には、(1)が他を圧する。石質は、 84・85が緑色片岩、 86が頁岩、 87-89が砂岩である。 90

は既述。磨製石斧で特に注目されるのは、84・85の2点が接合することである。接合状況を見ると、あ

たかも石核に剥片が接合するように84と85は平面的に重なるように接合している。おそらく、本来は接

合後の形態から窺われるように、 1個の乳棒状石斧であったものが、使用中の衝撃に、緑色片岩という、

板状に剥離し易い素材の性質も加わって、 2枚に分離したものを、各々再加工して(3)類の石斧に再生し

たものと考えられる。なお、再加工の詳細は、実視IJ図によ って判断していただきたい。

・打製石斧 (91-100、102-104) 91-93に示した短冊型石斧が、打製石斧の典型であり、他はその

変異と考えられる。一般的特徴として、礁皮を一面に大きく留める磯片を素材としている。この素材制

片は103のよ うなものであったろう が、剥片とい うよりも、半割磯と呼んだ方が適切かもしれない。2次
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加工は、磯片長軸に平行して行われる連続加撃による場合が多〈、石槌による敵打は稀である。そして、

側縁への加撃が入念であるのに対して、刃部形成は簡潔で、むしろ、素材の割り放しの縁辺を保持する

傾向が強い。なお、短冊型の例の他に、三角形状の綴形のものが少数含まれている (99. 102)。このよ

うな形態組成は、上貝塚遺跡でも認められている。石材としては、砂岩、粘板岩が多用されている。

・磯器 (101) 砂岩の磯片に腹面剥離の看取されるものが 1例ある。

-円礁を素材とする各種大型石器 (105-124.126.127) 上貝塚遺跡と同様の方針に従って、使用

痕に基づいて分類しておきたい。 (1)磯表に磨痕を留めるもの(105-109・115・116)。このうち107・108・

115・116などは石皿の破片であるかもしれない。(2)磯表及び磯側面に磨痕を留めるもの (110)。本例は

僅かに敵打痕が認められる。 (3)磨痕と共に敵打痕のあるもの (111-113)0 112は被加撃痕が点状に集合

し、凹部を形成している。 113は帯状加撃痕で、一部は礁表がハジケている。 (4)敵打痕のみを磯表に留め

るもの (117・118)0117は帯状加撃によるもの、 118は点状加撃による被敵打痕である。 (5)石槌(119-121・

123 . 124 . 126・127)。細長い棒状の礁の一端、あるいは両端に加撃痕が集中するものである。126・127

の両例は、加撃部が稜を形成し、両刃打割器状になる。 (6)石砧 (122)。磯表が石槌の加撃を受け面的に

痕れている。

・石剣 (125) 緑色片岩製の石剣片と見られる。断面は長円形をしている。第10群土器以降に属す

る0

・円盤形磨製品 (128) 上貝塚遺跡で注目された石器である。偏平な河床磯の側縁部に帯状の研磨痕

が認められるが、表裏にも僅かに線状痕があり、研磨を受けているものと見られる。粘板岩製。

⑬@-I 
正]JG:互D

l ① 口2 K 10-63 
4 LlI-26 

G2》
7 N 13-26 

0 5 cm 

2/3 

第245図石製品と土製品

戸
h
J
Vつω

勺

J



-石皿 (129・130) 129は破片であり、破損後に、表裏に穴があけられている。安山岩製。副30は完

形で、大型品。表裏共に使用されているが、凹みはそれほどなく、ほほ平坦で、ある。 011住居跡に近接し

ているが、集落の外縁部と思われる地点から単独で検出された。多孔質安山岩製である。

-装身具(第245図2・3・5) 2は硬玉製丸玉である。穿孔直前の類例が上貝塚遺跡にあった(第

77図1)。灰緑色を呈し、片側穿孔である。3は決状耳飾の半欠品。 5はチャート製で、一見すると、縦

型の石匙に見えるが、加工は薄〈偏平な器体の一端に、両側からノッチを作出するに留まり、刃部は形

成されていないところから、垂飾の一種かと想像した。 (田村)

・土製品(第245図4・6. 7) 4 は小引な臼 )f~耳飾である 。 表裏面の中央が若干くぼみ、風化に

よる表面の剥落が著しい。縄文時代晩期前半、第12群土器に伴う可能性が強い。 6は不整形な焼成粘土

塊。素地土には多量の植物質繊維痕が残り、外面にも植物茎の圧痕等が残される。胎土から考えて前期

前半、黒浜式土器に伴うものである。 7は土製紡錘車の残欠。中央孔を有する偏平な円板状の本体に、

刺突文による不規則な装飾がある。黄褐色を呈し、竪級な焼成である。形態的には、周辺地域で弥生時

代後期に多く出土する土製紡錘車と同じであるが、当遺跡からは弥生式土器は出土していない。(原因)

(4)小結

若葉台遺跡は、縄文前期黒浜式成立期の集落遺跡であり、そこから得られた石器群も、その帰属時期

をかなり限定し得るものと考えられる。大旨、前期中葉の集落を支えた石器群を明らかにし得た点に、

最大の成果があげられたと評価されるが、最後に若干の問題点を指摘しておきたい。

まず、石器の出土状況であるが、遺構内からの検出事例が僅少であることと、遺構内出土遺物のうち、

床面に密、着乃至直上部検出のものが、ほとんど存在しない点が指摘される。本遺跡と同様、黒浜期の集

落である埼玉県米島県塚(横川ほか 昭和40年)では、石器の絶対量が少ないことと共に、石器の出土

状態にも注意きれ、「土器が吹上パターンを示すのと対照的で、石器は吹上ノfターンに該当しないJ (報

文52頁)ことが指摘され、その要因として、厨房具としての土器と、生産具、加工具としての石器の処

遇の差異に求められている。

ところが、やはり、前期の集落である船橋市古和田台遺跡 (土肥 昭和48年)では、石器の絶対量、

器種共に少ない事は、米島員塚と同様で、あるが、「石器の出土状態において注目きれるのは床面上、すな

わち床面密着の状態の石器が極めて少ないJ (報文92頁)点が指摘され、「このあり方は現象的な面を把

えれば、石器の「吹上ノfターン」として認識きれるJ (同)とされた。その後、船橋市飯山満東遺跡で

は、同一集落内において、米島的なあり方と古和田台的なあり方とが共存することを明らかにしたが、

若葉台遺跡の事例は、古和田台例に近いと言えよう 。

もっとも、米島的なあり方と言っても、例えば、 '6号住居祉北壁寄りに凹石2、石鉄1、石匙1が各々

近接して床面にへばりついていたJ (報文52頁)という程度であって、やはり大半の石器は遺留していな

いと見るべきであろう。この問題に関しては、土肥によって、遺跡に残された石器は不要品の廃棄によ

るものであり、 一遺跡において示される石器組成と生活実体との聞には隔たりがあり、生活実体の全体

を明らかにするには、石器の廃棄のあり方への内在が必嘆であると説かれている。

しかし、この段階までの廃棄論は、住居社内での石器の遺存状況を中心に進められてきた、という限
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界を有している。若葉台遺跡の場合、遺構内からの出土量は全体の 6%弱であり、石器の大半が遺構外

に廃棄されている。これは一般に、遺物包含層と呼ばれているものだが、包含層の実体は、廃棄ブロッ

クの集合であると考えられるから、個体識別と接合関係の追求によるブロックの分離が、包含層研究の

基礎となることは明らかである。このような認識の上に、遺構と遺構外ブロックにおける廃棄の具体的

検討が必要とされるのであり、遺跡の全体像の復元と、その歴史的位置づけも展望されるであろう。

ところで、本遺跡の場合も、当然、上述の問題意識に基づいて資料を処理しなければならなかったが、

残念ながらその余力は無かった。しかし、遺構外に大小 6箇所のブロックがあり、その中には、住居跡

と関連づけられそうなもの、石器製作主止と想定されるもの、集石遺構と考えられそうなもの等が含まれ

ており、さらにそこから検出され石器群が総体として、本地域における前期中葉の石器組成を明示する

ものであることを呈示し得た点は、大きな成果であった。(田村)

G.遺物分布の特色に見る若葉台遺跡の動態

若葉台遺跡における縄文時代の人々の活動は、竪穴住居跡を含む集落が営まれた前期前半を中心に、

早期前半から晩期後半まで、数時期の空白期を挟みながらも、極めて長期に亘ることが判明した。

各時期毎の遺物分布を参考に、遺跡の動態を追ってみると、早期前半、撚糸文系土器を主体とした極

めて散漫な遺物分布が見られるが、その状況はあくまでも本来的な縄文人の活動領域を外れた様相を呈

し、次の早期後半に至っても、この状態に変化は見られない。次の前期前半期、竪穴住居をほほ台地上

全面に構築する集落が出現し、かなりの量の土器が消費、遺留されるが、遺構の切り合いも無く、出土

した土器も黒浜式土器の古手(新井分類第 I段階)が主体を占めることから、集落の存続期間は、それ

ほど長くないらしい。ただし次の前期後半期、 N13・N14区の境界付近に小規模な廃棄フ'ロックが形成

され、それと重複するように前期前半の黒浜式土器が集中している。詳細な分析は未了であるが、集落

が廃絶した後、黒浜式の新しい段階から諸磯a・b式にかけての時期に、別の小規模な集団が活動した

可能性が高い。

しかし中期以降、若葉台遺跡が主体的に縄文人の活動の場として利用されたことは無かったようだ。

中期から晩期に至るまで、調査区内からは少量の遺物が出土しているが、晩期の一時期を除きそれらは

最早、平面的な集中等の人間活動の痕跡を示唆する出土状態を示さない。あくまでも、集落地からは離

れた外縁部としての様相を呈している。晩期前半の一時期、僅か l基の土坑が築かれ、該期の土器もそ

の周辺から若干出土しているが、その性格を明確に理解するだけの情報は得られなかった。

縄文時代以降、弥生時代、古墳時代を通して、若葉台遺跡の上にはほとんど人聞の活動痕跡が見られ

ない。再び当地が利用されるのは、大旨近世以降、大都市江戸の近郊農村として周辺が開拓きれてから

と考えて良いようである。

なお、当遺跡は、現在の江戸川左岸から、一つ小台地を隔てて南北に伸びる台地上に位置するが、縄

文時代前期前半の集落跡は、調査区外にも、まだその一部が拡がるものの、遺構、遺物の分布状態から

見る限り、その主要部分は調査されたものと考えられる。一遺跡に構築された住居跡の全てを対象とす

る狭義の集落論等には、十分な検討資料を提供した遺跡とは言えないが、遺跡総体として出土土器、住

居構造等を検討するためには、比較的充実した資料を呈示し得たものと思う。
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当遺跡を含め、江戸川両岸に面した台地上には、前期前半の集落跡が、他地域に比べかなりl高密度で

分布している。先に報告した上貝塚遺跡を含め、近隣の同時期遺跡との比較検討を、今後の課題として

呈示し ておきたい。(原因)
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第 3章中近世以降

A.概要

検出した遺構は溝状遺構8条、土拡列 1条である。 いずれも時代を確定し得る資料は出土していない

が、すべて近世以降の遺構ではないかと考えられる。また、これらの遺構は調査区の北東端に集中して

検出され、 101-107溝については互そに多くの切り合りが認められた。

B.遺構と各説

101・102溝

東西に平行して延びる 2条の溝で、 103・104.106講を切って構築される。両者とも形状、規模は類似

しており、平均幅 2m、深き40cmの断面逆台形を呈する溝である。

103溝

南北に走るもので、 N14-25グリッドに端部が認められる。最大幅2.3m、深さ40-70cmの断面逆台形

を呈する。

104;~毒

101溝に切られ、南北に走る溝であるが、北端部でやや東に方向が振れる。平均幅 2m、溝の底面には

円形を呈したピット列が認められた。このピットの規模は大小様々である。

105;蕎

103溝を切って北西から南東に延びる。北西端は104溝と接するが、両者の新旧関係は不明である。平

均幅1.5m、深さ40cmを測る。

106溝

幅70cm前後、深さ25cm程の細〈浅い溝である。北東から南西に走り、 101溝に切られるが、南西端は101

溝内で止まっていたものと考えられる。

107溝

N13-22グリ ッドに端部を認め、ここから東へ走る溝である。 103溝を切っているが、規模は小さく、

最大幅80cm、深さ40cm前後を測る。

108溝

J 9 -35から K9-1lグリッドにかけて検出されたもので、 217-221土拡列とともに、当該期の遺構

の中で最南端に位置する。

溝の深さは10-20cmと浅く、幅は東側で平均1.5m、西側で2.5mを測る。

出土遺物で図示し得るものは 1点もなかったが、蹄鉄の破片が覆土中から出土しており、牧と関連し

た遺構かとも考えられる。

217~221土拡列

108溝の南側 2mの地点て¥溝と平行して検出された 5基の土拡である。個々の土拡は平面円形を呈

し、径は最小の217で'80cm、最大の219で1mを測る。深さは217て"20cm、221で30cm前後で、ある。各土地
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の芯々距離は75cm等間隔となっており、この 5基の土坊をもって 1遺構と考えられる。また108溝と併走

することから、溝とも関係しているかもしれない。

中近世以降の出土遺物

陶磁器と古銭があるが、陶磁器の量は極めて少なく図示していない。

また古銭は、渡来銭 l枚、古寛永 1枚、新寛永9枚、文久永宝1枚、不明銅銭3枚、不明鉄銭3枚が

ある。これを上貝塚遺跡出土古銭と比較すると、全体に新しい銭貨が多いようである。

C.小結

当該期の遺構は溝状と土拡列のみであり、出土遺物も古銭以外に見るべきものはない。

遺構の分布は調査区北端部に集中している点が特徴的である。この地点は後述する塚(1)・馬土手(1)と

近接しており、これらの遺構、特に馬土手との関連もあるかもしれない。

また出土した古銭から見る限りでは上貝塚出土例のものと比較して、やや新しい時代のものが多 〈、

今回検出した遺構も18世紀以降に属する可能性が強いと考えられる。 (郷堀)
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第4篇塚 (1) ・塚 (2)



第 1章塚(1)

流山市西初石2丁目329-1に所在するもので、流山市遺跡分布地図では旧字名を使用し、上新宿新田

塚と名称される。

やや偏平な高まりとなる、方形を呈した塚で、長軸23m、短軸20m、現地表面からの高さは1.35mを測

る。長軸方位はN-27'-W、塚頂部の標高は22.2mである。

盛土は、旧表土面を基底部として、その上に順次ほぽ水平に土盛り施行している。この盛土にはロー

ムブロックをほとんど含まない黒褐色土・暗褐色土を使用している。

盛土を除去した段階で、塚裾を回る幅1.5m、深さ10cm程の浅い溝を検出した。ただしこの溝は塚裾部

を環状に回るものではなく、東辺部と南辺部は閉合せずに、南辺部がやや聞き気味に直走している。こ

の溝の性格は不明だが、全体の規模は塚裾部と合致していることから、塚に伴なう遺構と考えたい。

なお、塚周辺では盛土のための土を採取した痕跡は認められないが、おそらく周辺の手近かなところ

から寄せ集めたものと考えられる。

遺物は直交する土層断面のラインを規準に北東側から右回りに四分割し、順次a. b . C . d区と分

けて取り上げた。

盛土中のa区では洪武通宝1枚、 c区では政和通宝1枚、新寛永2枚、表採で古寛永 I枚が出土して

いる。

また、旧表土から下層では少量の縄文土器と石器が出土したが、遺構は検出きれなかった。

次に、この塚の性格を考える上で参考となる資料がある。 c 区の現地表面で、は~もこ示した道標が
横転した状態で遺存しており、さらに塚の西約50mの地点には庚申塔が現存していた。

なお、縄文時代の遺物に関しては、第253・254図に掲げたが、第 5篇付篇にて、馬土手より出土の縄

文時代遺物と共に解説を加えた。
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第252図塚(1)出土石培 1/6 

流山市青田69他に所在し、流山市遺跡分布地図では青田第 I塚と名称されている。

塚(1)の南東約1.3kmの地点にあり、東西約10m、南北約11mの、ほぽ方形を呈するものである。長軸方

位はほぼ真北を向いている。現地表面からの高さは1.5mを測り、塚の頂部は標高20.48mで、 3.5mX4 

mの規模で平坦部をなしている。

盛土は黒色を呈する旧表土面を基底部として、その上に塚の外側から中央に向って順次積み上げてい

る。この盛土には、塚(1)と同様に暗褐色もしくは黒色土を主体としたものを使用し、ロームブロックを

含む土層は観察されていない。盛土に利用した土は周辺を浅く削平し、その土を利用したものと考えら

れる。

塚の基底部である旧表土を除去し、さらに掘り下げた段階で、土地 3基を検出したが、 202・204の2

基の土拡は掘り込み全体が凹凸に富んでいる。また203土拡は、所謂Tピットで、深き2.6mを潰IJる。な

お、これらの土拡を切る101溝も検出されたが、これは現地表面から掘り込まれたものであり、塚との関

連を有しないものである。

また、塚に関連する遺物はなく、縄文土器の細片が数点出土したにとどまる。

n
U
 

A
斗
A

q
J
 



10cm 
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第253図塚(1)出土土器

第 3章小結

今回調査した 2基の塚については、その性格、構築年代ともに確定し得るような資料が無いために余

り多くを語ることはできない。

しかしながら、塚(1)出土の寛永通宝から得られる下限年代のものは元文年間初鋳のものであり、また

周辺にある庚申塔にも「元文二 (1737)年十月吉日、願主、無量寺」の銘があることから、構築年代の

上限は18世紀前半代に求められるかもしれない。

また 2基の塚は、共に馬土手に近接して設けられたもの(塚(1)は馬土手(1)の東側50mの地点、塚(2)は

馬土手(3)の南東約60mの地点に位置する)で、立地の条件が類似している。

さらに塚(1)での庚申塔の存在から、この塚が庚申塚として機能していた可能性もあるが、馬土手とい

- 341一
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第254図塚(1)出エ石器

1/2 

う牧と耕作地とを区画する遺構に隣接し、牧内の新田開発が享保八年 (1723年)以降、活発に行われる

ようになっていたことから、新たな境界を示す境塚の性格をおびていた事も充分考えられる。また新田

開発が始まる年代も、先に類推した塚の構築年代にも大きな隔りが無く、この境塚としての性格もあり

うるのではないかと考えられる。

現在、流山市内で確認されている塚は 7地点(内 1地点は消滅)あるが、馬土手と隣接する塚は今回

報告した 2基の他に、流山市長崎五枚割に所在する長崎塚群 (2基)がある。この他の 4地点の塚は馬

土手から遠く離れ台地の縁辺部に立置するものが多い。このうちの 2地点の塚は、庚申塚と名称された

ヮ“凋告。J



り、頂部に庚申塔を残すもので、塚の立地条件によって、その性格をある程度判断し得るかもしれない。

塚と馬土手、さらに新田開発との関係は、今後検討を要する課題であろう。 （郷堀）
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5
 第255図塚(1)出土古銭 (1/ 1) 

表 33 銭貨計測値表

番
銭貨 名

OD [D OG IG T t w 
出土地点 備 考 °%c 。灰。

号 (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (g) 

1 政和通宝 23 30 20.35 8 10 7 10 0 81 0 53 1 10 c区 ／ 
2 洪武通宝 23 20 20 00 7 10 5 50 I 62 0.58 2.80 G区 ／ 
3 沓谷銭・明暦大字 24 50 19 60 7 80 5. 75 1 29 0. 79 3 45 表採 古寛永 3 14 I 25 

4 元文亀戸銭・細字 23 00 18.80 8 00 6.30 1 06 0. 73 2 00 c区 新寛永 2 88 1.22 

5 元文秋田銭・勁字 25 60 20 30 7 10 5 60 1.47 0.66 3 60 c区 新寛永 3.61 1 26 

※ OD ＝外縁外径平均値

OG＝内郭外長平均値

T ＝外縁厚平均値

ID ＝外縁内径平均値

IG ＝内郭内長平均値

t ＝文字面厚平均値
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第 5篇 馬土手(1)・馬土手(2)・馬土手(3)

付篇塚・馬土手出土の縄文時代遺物



第1章馬土手(1)

流山市上新宿字宿後333他に所在する。今回の調査対象となった土手部の長さは約40mを測り、現地表

面の標高約20mの台地上に築かれたものである。

土手部の現況は調査範囲の北から約25mの地点で、幅 8m程を削平され、さらにその削平部から南で

は土手の高まりを僅かに残す程度である。土手部の南端は現在の市道によって切られているために詳細

は不明となるが、土手はさらに南に延びていた可能性がある。

土手の規模は、基底面の幅3-3.6m、旧表土面からの現存高0.8-1.2mを測る。

土手は黒色を呈した旧表土面を基底面として、その上に盛土を行っている。この基底面は、遺存状態

の良い部位の土層断面部A-A'.B-B'を見る限り、水平に整形した上に盛土を行ったようである。

盛土にはロームブロックを多量に混入する黄褐色土や暗褐色土が使用きれ、土手の東側から西に向っ

て積み上げ、られている。このような土層と積み上げられる方向から、盛土には土手の東側に検出された

溝を掘り上げる際の土を利用したものと考えられる。

次に溝であるが、土手の左右の裾部に、土手と平行して検出された。

西側で検出した溝は幅 1-1.5m、深さ30cm前後のもので南側でL字に屈曲して東に延びている。この

溝は土手が築かれた後に掘り込まれたものである。

東側で検出された溝は、上端部東側が現市道にまで及ぶため完掘し得なかったが、幅3-3.2m前後を

測るものと推定される。下端部は幅0.7-1.0m、深き約 2mの断面逆台形を呈している。溝の南端は大

きく撹乱を受けているが、さら南側まで延びていた可能性がある。

遺物は陶磁器類と古銭がある。磁器は伊万里系の染付があり、 18世紀後半のものが少量あるだけで、

大半は幕末から明治にかけての所産であろう。他に万古焼の急須、美濃・瀬戸系の徳利、関東の在地的

(t奇玉 ・栃木の製品であろうか)な製品が見られるが、いずれも幕末から明治初頭頃の製品と考えられ

る。

古銭は新寛永3枚、文久永宝 1枚、天保通宝 l枚がある。

遺物の大半は土手の東側で検出された溝内から出土したものである。

第 2章馬土手(2)

流山市駒木台505他に所在し、土手の総延長距離は150mを測る。調査区北から45mの地点で道路によ

って削平され、ここから南45mの区間は二重土手となっている。また、北から120mの地点では大き く東

に屈曲して30m程延びている。南北に走る土手は標高16.60-18.00mを測る緩やかな斜面に平行してお

り、東走する土手は標高19.00mで斜面に直交して築かれている。調査区以外は土手は遺存しておらず、

近年の宅地開発によって消滅したものであろう。

土手は旧表土上面を基底面としており、東側に位置する土手幅4.0-5.0m、旧表土上面からの高き1.5

m前後、 二重となる西側の土手幅3.5m、高き 1m前後を損IJる。

東側の土手の盛土はロームブロックを主体にした暗褐色土が西から東へ向って積み上げられ、西側の
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第260図 馬土手(1)出土陶磁器(2) (S =1/3) 

司
自

4
F
H
u
 

q
J
 



¥"" <E2@-1l:7 

5 〆
第261図 馬土手(1)出土陶磁器(3) (S = 1/3) 
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第262図 馬土手(1)出土陶器(1) (S =1/3) 
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第263図 馬土手(1)出土陶器(2) (S =1/3) 
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第266図 馬土手(2)出土陶磁器 (S=1/3)

土手でもロームブロックを主体した暗褐色土を多く利用するが、積み上げ方は、東の土手と反対に東か

ら西に向っている。このことから東西の土手は、 j馨を掘り込む際に出る土を東西に投げ分けて土手を構

築したものと考えられ、築造当初から二重土手を目的として作られたものであろう。

構は二重土手の中間にあり、東側の土手の西裾に平行して走っている。幅3.2-3.6m、深さ 2m前

後、下端部の幅 1m弱となり、断面逆台形を呈するが、 北端部に近い所では、その規模を減じ、幅1.9

m、深さO.8mの断面L字状を呈するものに変化している。

遺物は溝内から出土したもので、陶磁器と古銭がある。陶磁器は馬土手(1)と同様に幕末から明治にか

けてのもので、古銭は新寛永 1枚、文久永宝l枚がある。
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第 3章馬 土手(3)

流山市青田69他に所在し、塚(2)の北約20mの地点で東西に延びる土手120mを調査範囲としている。標

高19m前後のところに構築される。西端部は私道によって削平されるが、そのさらに西の調査区域外に

は35m程土手が延長している。

西から20mの範囲は二重土手となり、この東端部から北側の土手が直進するように100m程延びてい

る。

二重土手となった南側の土手は、新期テフラ層 (IIb層)上面を基底面にして幅 5-5.6m、現存高2.2

m前後を測る。また北側の土手は旧表土上面を基底面として幅 4-5.2m、現存高は約1.lmとなってい

る。

二重土手の盛土は南土手では北から南へ、北土手では南から北へと投げ込んで、積み上げられ、馬土手

(2)の二重土手部分と同様な盛土の状態が観察できる。

この両土手に挟まれた溝は上端幅3.5m、下端幅 1m前後、深さ約1.8mの断面逆台形を呈し、馬土手

(1)・(2)で検出した溝の規模・形状ともに類似している。

次に、 1条となった土手部分の盛土は、二重土手の北土手と同様に旧表土上面を基底面としながら、

土盛り施行が大きく異なっている。この部分で1土基底面の幅4.6m、高き 1.6m程の土手が、南によった

部分で一端構築きれ、後に基底面の幅692m、現存高2.9mの大きな土手が前者の土手の北斜面をおおう

ようにして構築されていることが断面B-B'のセクション図から見てとれる。

またこの土手に伴なう溝は土手の南裾に平行して上端幅2.31、深さ 1.lmの断面V字70cm、深さ15cm

程の円形を呈する皿状のピットが検出され、二重土手に挟まれた溝の形態とも大きく異なっている。

この他の溝では調査区西から約80mの地点で東西に走る溝が、 1条となる土手の北裾部に平行して検

出された。この溝は上端幅 2m、下端部O.8m、深さ1.2m程のもので旧表土面より下の層から掘り込ま

れたもので、今回検出した講の中で最も古〈構築されたものと考えられる。

この溝の西端部では南北に直交する幅 1m、深さ30-50cmの断面箱形を呈する溝と二重土手の南裾に

平行する幅 1-1.5m、深き10cm程の浅い溝が検出きれたが馬土手との関係は不明である。

遺物は幕末から明治にかけての陶磁器類の他に新寛永 3枚、文久永宝 2枚が出土している。

この馬土手(3)の調査では、馬土手の構築が数回に分けて実施されている事が知れるが、これらの事実

は、馬土手の補修や改修を示したものと考えられ、古文書に見られる「野馬防土手築立願書」や「野馬
註(1)

除土手修覆願書」に表わされたものが具体的事実として比較検討される必要があろう。

註(1) 柏市史編さん委員会 「柏市史資料編J 3・7 1969・1970
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第268図 馬土手(3)出土陶磁器 (S=1/3)

表 34 銭貨計測値表

番
銭貨名

OD ID OG IG T t W 
出土士也点 備 考 。%0 O，9i'D 

号 (mm) (mm) (岡田) (mm) (mm) (皿m) (g) 

I 寛文亀戸銭無背 24.55 19.50 7.00 5.90 1.27 0.65 2.50 馬土手 (1) 新寛永 3.51 1.26 

2 寛文亀戸銭無背 24.25 19.40 7.00 5.50 1.25 0.82 2.60 馬土手 (2) 新寛永 3.46 1.25 

3 延宝亀戸銭・狭氷 24.20 19.45 7.00 5.75 1.29 0.57 2.35 馬土手 (3) 新寛永 3.46 1.24 

4 元禄京萩原銭 23.70 19.05 7.10 6.10 1.04 0.63 2.05 馬土手 (1) 新寛永 3.34 1.24 

5 元禄丁字屋銭 ・
23.00 18.80 7.90 6.50 1.00 0.69 2.05 馬土手 (1) 新寛永 2.91 1.22 

勤木

6 元禄丁字屋銭・
23.00 19.00 7.50 6.50 1.29 0.91 2.60 馬土手 (3) 新寛氷 3.07 1.21 

勤武

7 1;;'文十高坪後打 23.10 18.70 8.00 6.50 1.08 0.65 2.25 馬土手 (3) 新寛永 2.89 1.24 
場・替宝上下

天保通宝 ・ (49X32.5) (44X21.5) 
2.61 馬土手 (1) 

8 大澗縁手 40.75 35.75 
10.50 6.80 1.60 19.1 

9 文久永宝・
26.60 20.00 8.00 5.80 1.29 1.06 3.75 馬土手 (2) 

真文繊字狭穿

10 文久本宝 26.50 19.20 7.50 6.00 1.03 0，58 2.70 馬土手 (3) 
真文繊字

11 文久主主・
27.00 21.40 9.00 7.20 1.11 0.79 3.30 馬土手

行書狭穿

※ OD =外縁外径平均値

OG =内郭外長平均値

T =外縁厚平均値

ID 二外縁内径平均値

IG =内郭内長平均値

t 文字面厚平均術
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第269図 馬土手(1)・(2)・(3)出土古銭(1/1 ) 
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第4章小結
註(1)

今回調査を実施した 3地点の馬土手は、小金牧の内の上野牧・高田台牧を画するものと考えられる。

これらの牧は享保七年 (1722年)に新田開発に伴って再整理された牧であり、 3地点の牧はいずれも、

この時代以降のいわゆる「新土手」として築かれたものであろう。これらの土手は何度となく補修や改

修が行われたと考えられる。事実、文献史料には、このための願書が散見できる。これらの文献史料で
註(2)

は天明年間や文化年聞のものであり 18世紀前半代までは確実に馬土手の必要性があったものと考えられ

る。

次に、これらの馬土手が機能していた期間を考えるならば、土手に伴なう溝の覆土中の出土遺物の大

半が幕末から明治にかけてのものであり、この段階では既に溝も埋亡し始めていたものと考えられるこ

とから、江戸時代末期には馬土手の管理及びその機能は有効には働いていなかったのではないだろうか。

現存する馬土手は除々に開発の波にのまれ始め、築造されていた範囲すらつかめない状能となってき

ている。少なくとも記録保存の措置を講じ、文献史料研究とともに調査がなされなければならないであ

ろう。 ー (郷堀)

註(1) 川根正教他 「千葉県流山市向原野馬土手」 流山市遺跡調査会 1983 松下邦夫氏筆写 「高田台牧・上野牧図J

i流山市郷土博物館展示物

(2) 柏市史編さん委員会 「柏市史資料編J 3 1969 

(61) 文化二年野馬除土手修覆願書 232頁

(10) 天明三年 野馬捕込土手修覆人足差出之儀 272頁
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付篇 塚・馬土手出土の縄文時代遺物

台地内陸部に位置する塚(1)、及び馬土手(1)・(2)・(3)からも、点数は少ないながらも断片的に縄文時代の

遺物が出土した。常磐自動車道関連で調査された遺跡は、江戸川寄りに縄文時代前期の、利根川寄りに

縄文時代中期、特に前半の集落跡が目立つが、流山市東部地区は、地形的にも高燥な台地が広がり縄文

時代の遺跡は少ないものと考えられている。しかし、狭小な面積ながら、塚・馬土手からも縄文土器が出

土し、調査区周辺に該期の未発見遺跡が存在している可能性が高い。出土遺物も、時期的に縄文時代晩

期の資料が多〈興味を引かれる。以下、遺跡毎に出土遺物を報告する。なお、塚(2)からは縄文土器片細

片数片の出土があっただけなので省略した。

3 B 
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第270図 馬土手(1)・(2)・(3)出土土器
1/3 

q
J
 

ρ
0
 

勺

δ



ζ二二み

3 

乙こ~ 52トレ ロド
第271図 馬土手(1)・(2)・(3)出土石器
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1-4 馬土手(1)出土

5 馬土手(2)出土

6・7 馬土手(3)出土
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。 10cm 
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A.塚(1)出土遺物 (253・254図=PL.86-87)

前期前半18点、中期後半16点、後期後半3点、同後半4点、及び晩期前半91点の土器片合計132点と、

石器4点が出土した。 1. 2は中期後半、加曽手IJEIV式の口縁部の破片、 3-8は晩期前半、安行IIIc

式の深鉢形土器である。また石器は打製石斧 1と、磨石片 2-4が出土した。調査区近傍に、縄文時代

晩期を中心とした遺跡が広かーっている可能性が強い。

B.馬土手(1)出土遺物 (第270・271図)

前期前半8点、中期後半6点、後期前半 4点、同後半3点、及び晩期前半 l点、合計22点の土器片と

石器4点が出土した。 1は中期後半、加曽手IJE 1式土器の口縁部片、 2は後期後半、加曽利B1式、 3

もその前後に属すると思われる底部片である。 4は晩期前半、安行IIIc式土器。石器は 1の打製石斧、

及び2-4の磨石片である。

C.馬土手(2)出土遺物 (第270・271図)

中期後半2点、後期後半11点、合計13点の土器片と、剥片 1点が出土した。 5・6は後期後半、堀之

内II式の深鉢形土器片、また石器5は流紋岩製の剥片である。

D.馬土手(3)出土遺物 (第270・271図)

前期前半2点、中期後半18点、後期前半 1点、合計21点の土器片と、磨石2点が出土した。 7は中期

後半、加曽利EIII式土器片、 8は後期前半に属する底部破片と思われる。また石器6・7は磨石である。

(原田)

p
h
u
 

ハh
u

q
d
 



第 6篇 自然科学的研究



第 1章若葉台遺跡、009住居跡出土の貝類、甲殻類

1.資料と万法

(a) 採集方法

今同調食した資料は、 009号住居跡内に堆積する貝層から係集したものである。住居跡覆土からは黒浜

式上器が主体的に出上する。只層は、北西一南東方向に長軸をもっ本号跡の中央部南東壁寄りに堆積し、

平岡観では大ノト 7つのブロックに分かれている(第176図、 A-Gブロック)。貝層断面から明らかなよう

に貝層底面と住屑跡床面との比高差はほとんどなく、各貝層の形成時期は縄文時代前期中葉と考えられ

る。なお、 Dブロ yクと Eブロックの貝層中からは大形の土器片が出土しているが、これらは別項で詳

述したように新井編年黒浜式第 1段階に分類される。

資料の保集方法は、上記の 7つの貝層ブロックのうちAとFのブロックを除く 5ケ所のブロックを土

壌ごと一括採取し、その内苓を~~い流水下で水洗分離する方法を用いた。水洗に用いたフルイは、メッ

シュ寸法が9.52mm、4.0mm、2.0mm、1.0mmの同規フルイである。各メッシュ面上の分離物はメッシュ寸法

別に自然乾燥させたのち、肉眼的に識別可能な資料を採集した。

(b) 集計と計測万法

資料は、腹足綱は体層を保存するものを集計したが、ウとニナ属は螺層のi以上を保存するものを集、 2

計した。二枚貝綱は、鮫板を保存するもの左穀、右殻別にそれぞれを集計した。しかし、側歯の大部分

が破煩していても主歯が残存し、殻の左右が区別できるものは集計対象に加えた。甲殻綱は識別できた

殻片をその大きさにかかわらずすべて採集し、その破片数を集計した。最小個体数は腹足綱は資料の集

計数を、二枚只綱は集計数の多い側の殻の集計数を採用した。

計測は、腹足綱は殻高を、二枚貝綱は殻長を計測した。計調IJ部位の保存状態が不良なものは白色紙上

に原形を復原し、計測を行った。しかし、計測部位の復原が困難なものは計測の対象から外した。なお、

計測には田島製作所製O.lmm夕、、イヤル式カーボンファイパーノギス DIAL-15を使用した。計量は秤量 4

旬、最小円盛10gの大野度量衡製作所製上皿秤を使用した。

2.同定結果および計測値

各貝層から一括採取したサンプルの同定および計測結果をブロック別に報告する。ただし、上述のよ

うに009号住居跡で確認した 7ケ所の貝層フ守ロックのうち、 Aブロックと Fブロックからは一括サンプル

を係取していないので、以下Bブロックの結果から報告する。

(a) Bフロ ック

Bブロ ックは直径約30cm、厚さ約10cm程度の小さな貝層で、腹足綱 1種、 二枚貝綱 5種、甲殻綱 1種

が同定されたが、資料数も少なく、貝層を構成する動物遺存体の組成は貧弱で、ある(表37)。同定した 6

種のうち、最も出現個体数が多いのは殻径15-16mm前後のイボキサゴである。しかし、重量的にはマカ、

キが最も優占し、ハマグリとシオフキガイがそれにつれ資料はいずれもチョークが進行し、新しい破

損面や剥離面が多くみとめられる。したがって、剥離資料の多くが4.0mmメッシュを通過するか、同定が
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表35 009住居跡出土の動物遣存体

軟体動物 門

腹 足 綱

前線亜 綱

原始腹足目

スガイ Lunellacoronata coreensis (A. ADAMS) 

イボキサゴ Umbonium (Suchium) monil俳rum(LAMARK) 

中腹足目

オオへビカイ Serpulorlis (Cladopoma) imbricatus (DUNKER) 

シマへナタリ j;イ Cerithidea ornaωA.ADAMS 

ツメタガイ Neverita (Glassaulax) didyrna (RoDING) 

新腹足目 Ra抑制 veηosa(V ALENCIENNES) 

アカニシ Rapana

アラムシロガイ Reticunassa festiva (POWYS) 

有肺亜紺l

柄目艮目

オカチョウジガイ? Allopeas kyotoensis (PILSBRY & HIRASE)? 

ヒメコハクガイ? Haω'aiia minuscula (BINNEY)? 

二枚貝綱

翼形目

ハイガイ Tegillarcagraηosa (LINNAEUS) 

サルボウ方、イ Scapharca subcrenata (LISCHKE) 

マカ、キ Crassostreagigas (THUNBERG) 

異歯目

ウネナント7ヤガイ Trapezium (Neotrapezium) liratum (REEVE) 

アサリ Ruditaμsρhilippinarum(ADAMS & REEVE) 

オキシジミガイ Cyclina sinensis (GMELIN) 

カカミカ、、イ Dosinorbis (Phacosoma) japonicus (REEVE) 

ハマグリ Mactraveneriformis REEVE 

シオフキ j;'イ Solen strictus GOULD 

マテガイ Solb Merelrix lusoria RODING 

無面白 Mya 

オオノカイ Mya (Arenomya) arenaria oonogai MAKIYAMA 

節足動物門

甲 穀 綱

完胸目

シロスジ7ジツボ? Balanus allicostalus PISBRY ? 

ドロフジツボ? Balanus kondakovi TARASOV & ZEVINAフ

困難になるので、資料重量は相当少なめに出ているものと考えられる。

マカ、、キ:殻表の保存状況は不良で、付着地物の性状は明らかでない。

ハマグリ 殻長50mm前後のものが2点出土したが、それ以外のものは計調IJ不，能である。

シオフキガイ:殻長26.8、40.4mmのものが出土したが、それ以外のものは計測できない。

フジツボ 小形の破片資料て"ある。殻表は平滑で、、縦走肋はみとめられない。おそらくドロフジツボ

Balanus kondakoviに由来するものと思われる。
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表36 Bブロ ックにおける同定結果

種 名
最 小 最 小 個 体 重 量 *

頻度 個体数相対値(%) (10g) 

イボキサゴ 18 18 51.43 1 

て7 す1 キ 右 2 
6 17.14 

10 

左 6 

ア サ リ右 2.86 
。

左

オキンジミ 2 2.86 

ハ 7 グリ Z4 
5 14.29 

3.5 
5 

ンオフキガイ Z4 
4 11.43 1.7 

4 

ぷロ〉、 計 14 35 100.01 17 

フ ジツボ 。
場 9.52、4.0mmメyシュ面上における分離物重量(以下同じ)

表37 Cブロ ックにおける同定結果

種 名
最小最少個体重量

頻度 個体数相対値的) (10 g ) 

イボキ サ ゴ 2 2 20 。
"7 カ キ 右 2 2 20 3.5 

左

ア サ リ右| A 

10 0.5 
左

ハ 7 グリ ;1l 10 2 

シオフキガイ ;1ー 2 20 。
オオノガイ ;1M 

2 20 

メ口弘、 E十 I 12 10 100 7 

(b) Cブロック

表38 0ブロックにおける同定結果

手重 名
最小最少個体重量

頻度 個体数相対値(%) (10 g ) 

ス ガ イ 3 3 0.66 。
イボキサコ 154 154 33.85 10 

オオへビガイ l 1 0.22 。
ツメタガイ 2 2 0.44 5.5 

アカニシ 4 4 0.88 12 

アラムンロガイ 2 2 0.44 。
サ日ウガイ 23 3 

3 

ハイガイ Z2 2 
0.44 2.5 

2 

て7 ガ 主E右 20 
35 7.69 74 

左 35 

附シト 7ヤガイ Z3 
3 0.66 。

3 

ア サ リ右 10 
10 2.20 3 

左 6 

オキシジミ Z7 
8 1.76 6 

8 

カカミガイ Z4 
4 0.88 7 

4 

ハマク }jz 125 
125 27.47 161 

115 

シオフキカイ Z82 
87 19.12 21 

87 

マテガイ Z7 
10 2.20 2 

10 

オオノガイ Z2 
2 0.44 6 

2 

メ口入 言十 703 455 100.01 313 

有 H市 亜 絹l 3 3 

Cブロックは、 Bブロ ックとほぼ同規模の大きさをもっ貝層で、 Bブロ ックとは約40cmの距離で近接

する。腹足綱 1種、二枚貝綱 5種が同定されたが、 Bブロ ックと 同様に出現した資料数は少なく、重量

的にはマガキが優占する(表37)。資料は脆〈破損が著しいため計測にたえるものはない。

マガキ:穀表には泥質士が固着する。殻頂付近の保存状態は特に悪く、付着地物の性状は明らかでな

し、。

ノ、マグリ:殻長約36mmの資料が出土した。

(c) DフAロック

Dブロックは長径約 1m、厚き約25cm程度の員フゃロ ックで、本号跡床面に密着して堆積する。 Eブロ

ックと並んで最も規模の大きな貝ブロックである。腹足綱 6種、二枚貝綱11種と有肺亜綱 3種が同定さ

れた(表38)。出現した資料数は多く、個体数ではイボキサゴとハマク、リが多いが、重量ではハマグリ、

マガキ、シオフキカ、イカ吋憂占する。

イボキサゴ.穀径13-18mmの範囲のものが出現したが、 15-17mmのものの頻度が全体の約65%を占め

-
E
4
 

n
，，
 q

べ
U



表39 009住居跡Dブロ ック出土ハマグリ殻長計測値(左般)

殻長(mm) 頻度 相対頻度 殺長(mm) 頻度 相対頻度
(%) (%) 

20.0-22.5 l 1.35 47.5-50.0 9 12.16 

22.5-25.0 2 2.70 .50.0-52.5 5 6.76 

25.0-27.5 4 5.41 52.5-55.0 5 6.76 

27.5-30.0 1 1.35 55.0-57.5 l 1.35 

30.0-32.5 3 4.05 57.5-60.0 7 9.46 

32.5-35.0 7 9.46 60.0-62.6 1 1.35 

35.0-37.5 3 4.05 62.5-65.0 2 2.70 

37.5-40.0 3 4.05 65.0く

40.0-42.5 9 12.16 メ口入 74 99.98 

42.5-45.0 8 10.81 計ililJ不能 34 

45.0-47.5 3 4.05 *，~ 計 108 

る。

表40 009住居跡Dブロック出土シオフキ般長計測値(左殻)

殺長(mm) 頻度 相対頻度 殺長(mm) 事'iII主 相対頻度
(%) (%) 

20.0-22.5 2 3.51 40.0-42.5 l 1.75 

22.5-25.0 7 12.28 42.5-45.0 l 1. 75 

25.0-27.5 12 21.05 45.0-47.5 l 1. 75 

27.5-30.0 9 15.79 57.5-60.0 1.75 

30.0-32.5 12 21. 05 

32.5-35.0 7 12 28 ノr入， 57 99.98 

35.0-3705 ~位打i資料 8 

37.5-40.0 4 7.02 総 65 

オオへビ方、イ:穀口付近は欠損し失なわれるが、細かい螺脈がみとめられること、節状の螺肋がある

ことなどの特徴から本種に同定した。本種はj弱l間管の岩礁などに固着するが、出上資料では小J-~1J:也物の

性状は明らかでない。

サルボウjjイ .殻長33.0mm、40.1mmの 2点が計測可能である。

ハイガイ.殻長37.0mmの資料が 1点だけ計調IJ可能で、ある。他3点の資料のうち 1点は内外面が灰色を

呈し、熱をうけた可能性がある。

7 ガキ:資料の性状は前出のマカ、キ資料と酷似する。資料の一部には放射肋が不明瞭で、成長脈の状態

がスミノエガキ Crassostreaariakensisに似るものが存在する。

カガミガイ:殻長約50-55mmの範囲のものが出現しだ。

ノ¥マグリ :上述のように本ブロックの優占種で、殻長は20-65mmの範囲に広〈分布する (表39、第272

図)。

シオフキカ1'1 殻長約20-60mmまでのものが出現したが、その大部分を約23-35mmのものが占める(表

40、第273図)。

有肺亜綱:l. Ommメッシュで分離採集された。それぞれ別種であるが、日以下の同定は行っていない。

(ct) Eブロ ック

Dサンプルに隣接した直径約90cmの貝フ、ロックで、床面に密着して地積し、その一部はピット内に流

れこむ。このサンプルからは腹足綱 6種、二枚貝綱11種、有肺亜綱 2種、甲殻綱 1種が同定された(第

7表)。 出現資料数は多〈、個体数、 重量ともにマガキとハマグリが優占する。

スカイ・殻径14.6mmのものが 1点出土した。

イボキサゴ 殻径14-18mmの範囲のものが出現したが、 15-17mmのものの頻度が最も高い。

ツメタカイ、アカニシ:いずれも大形個体に由来する破片資料であるが破損面は新しく、破損が|日米

のものであるかどうか明らかでない。

サルボウ方、イ 穀長46mm前後のものが出上した。加工痕等はみとめられない。

ハイカ"イ:左殻の破片が 1点出土した。計測は困難である。

マカ、、キ 泥質土が殻表に固着する。保存状態は良い。
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ウネナシトマヤカイ:殻長23.4mmのものが出土し

た。殻表に黒褐色の付着物がある。

アサリ:殺長25mm前後のものが出上した。いずれ

も殻質は薄〈、小形である。

カガミ7]イ 殻長33-49.7mmの範囲のものが出上

した。新しい傷痕や剥離面が多いが、加工痕はみと

められない。

ハマクリ.個体数が最も多く算出された貝種であ

殺長(mm) 頻度 相対1%制)度 ，立a毛(mm) 坂i皮: 相対1%頻)度

20.0-22.5 2 2.99 47.5-50.0 6 8.96 

22.5-25.0 13 4.48 50.0-52.5 3 4.48 

25.0-27.5 4 5.97 52.5-55.0 2 2.99 

27.5-30.0 6 8.96 55.0-57.5 l 1.49 

30.0-32.5 7 10.45 57.5-60.0 2 2.99 

32.5-35.0 3 4.48 60.0-62.5 

35.0-37.5 7 10.45 62.5-65.0 

37.5-40.0 7 10.45 65.0-67.5 2 2.99 

40.0-42.5 5 7.46 ノI入1 67 100.04 

42.5-45.0 4 5.97 iiP;持i資料 16 

45.0-47.5 3 4.48 tt 83 

∞9住居跡E7ロック出土ハマダリ般長計;ftlJ値(左殻)表41

る。保存状態は良〈、殻長21-67mmの範囲のものが

(表41、第274図)。いずれも加工痕等はみ出現した

とめられない。

シオフキ方、イ:殻長20-38mmの範囲のものが出土

(表42、第275図)。殻質は薄い。

オオノ方、イ:いずれも破損が著しく、

原形の復L'1、は困難である。

した

マテ方、イ、

009住居跡Eブロ ック出土シオフキ般長計測値(左煎)

相対頻度l 肌 k=-/ 相対頻度
頻度 11 .~全長 (mm) 頻度

(%) 11 "λ品、(%)

12901135.0-37.5 2 6.45 

6.45 1137.5-40.0 1 3.23 

22 58 

12.90 

16.13 

19.35 

表42

殻長(mm)

99.99 ノ;- ~i 

l刷H資料

総計

4

2

7

4

5

6

 

20.0-22.5 

22.5-25.0 

25.0-27.5 

27.5-30.0 

30.0-32.5 

32.5-35.0 
有肺亜綱 2種類で構成される。オカチョウジ方、

とヒメコノ、ク方、イ

Hawaiia minusculaに似るが、日以下の同定は行っ

Alloρeas kyotoensis イ

ていない。

フジツボ.小さな破片殻で、いずれも4.0mmメッシ

ュ面上で分離された。殻表に幸郎、縦走肋がみとめら

れる。おそらく、シロスジフジツボ Balanus

(e) 

Eブロックから約20cmほどの距離をおいて堆積す

る直径約30cm、厚さ約10cmの小規模な貝層である。

甲殻

綱が同定された(表44)。マガキとハマグリが優占す

る。

ハイガイ 殻長24mmのものが出土した。

7 7]'キ 殻質は厚〈、保存状態も良好である。多

スミノエカ、キにくの個体が明瞭な放射肋をもつが、

類似する形状の伺体も含まれる。

ウネナシトマヤガイ:殻長llmmのものが出土した。

内ぺ
υ

月
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albicostatusに出米するものと思われる。

Gブロック

床面に密策する。腹足綱 2種、二枚貝綱 7種、

アサリ 殻長41mmのものが出上した。殻質は厚い。

極 名
最小最小1[，\1体重 ~t

矧!主 個体数相対値(%) (10g) 

ス 方 イ 1 1 0.31 。
イボキサゴ 60 60 18.58 5 

ン 7 へナタリ 十 l 0.31 。
ツメタガイ 3 3 0.93 6 

アカニン 2 2 0.62 28 

アラムシロガイ l I 0.31 。
サルボウカイ 22 

2 0.62 5 
2 

ハイ ガイ 2+ 
0.31 。

ーミア 力争 キ 4王 59 
66 20.43 199 

左 66 

ウネナントヤ7ガィ?とr. 1 
1 0.31 。

ア サ リ右 9 
9 2.79 

左 5 

オキシジミ 2 5 
5 1. 55 5 

3 

カ ガミガィ主と工
14 

14 4.33 14.5 
14 

ハ 7 クリ 267 
91 28.17 85 

91 

ンオフキカイ 253 
55 17.03 17 

55 

7 テガィ空とι
4 

4 1. 24 2 
3 

オオノガイ 27 
7 2.17 11 

3 

メ口入 530 323 100.01 378.5 

有!rfi <lI;綱 6 6 
フジツボ 4 l 

Eブロ ックにおける同定結果表43



表44 Gブロ ックにおける同定結果

種 名
最小最小個体重量

頻度 個体数相対値(%) (lOg) 

ス ;1]' イ 2 2 5.41 。
イボキサゴ 2.70 。
ハイガイ Z 2.7. 。
て7 ガ キ 右

10 
10 27.02 19.5 

左

ウネナシト 7ヤガイ Z 2.70 。
ア サ リ右 2.70 。

左

オキシ ジ ミZ2 
2 5.41 2.5 

2 

ハマグリ Z12 
13 35.14 12 

13 

シオフキガイ Z5 
6 16.22 3 

6 

よ口益、 計 62 37 100 37 

フジツボ 2 

オキシジミ.殻長40mm、40.3mmのものが計測可能

である。

ハマグリ:マカ、、キと共に優占種となるが、 j尼質土

が内外面に固着する。殻長約35-47mmの範囲のもの

が出土したが、保存状態はやや悪い。加工痕等はみ

られない。

シオフキカ、イ・殻長32.8、40.3mmのものが出土し

た。

フジツボ・細い縦走肋がみられる小破片て、ある。

3.まとめ

今回同定した貝類遺存体の最小個体数の集計結果と計量結果を各ブロック別に示すと表45のようにな

る。なお、脊椎動物は同定できなかった。各ブロ ックは009住居跡が廃棄されたあと、まもなくして堆積

を開始し、相対的に短時間のうちに堆積を完了したものと考えられるので、形成年代には大きな時間差

がないものと推定きれる。

同定した18種の貝のうち、各ブロ ックに共通して出現したのは、イボキサゴ、マガキ、アサリ、ハマ

グリ、シオフキガイの 5種にとどまった。このうち、最小個体数が最も多く算出されたのは、イボキサ

ゴとハマグリで、シオフキカ、イがそれにつくやが、重量別ではマガキとハマグリの 2種が圧倒的に優占す

る。このことは、本号跡の覆土が形成きれた期間をつうじて上記 5種に対する漁獲頻度が相対的に高い

こと、また、貝殻重量の多いマガキ、ハマグリの 2種の漁獲重量が高かった可能性を示唆する。

つぎに、同定した貝類組成を生態別にみると、内湾潮間帯の砂泥底に生息するものが多〈出現し、ま

たその種数も多いが、マガキ、ハイカーイ、オオノカ、、イが占める割合も高いので、採貝漁場は比較的泥底

の発達した干潟であったと考えられる。若葉台遺跡の所在する台地から約0.5km西方には広大な東京低地

が広がり、また遺跡の西~南には上貝塚地先をへて東京低地に閉口する谷底低地が台地を開析する。こ

れらの沖積低地は当時の海進の影響をうけ、上記のような環境条件をそなえていた可能性があるが、現

状では若葉台に貝類を供給した漁場を特定することは困難である。

なお、柏市花前 I遺跡で検出した103号住居跡 (5.7mX4.8m、黒浜期)はその全面を貝層が覆ってお

り、その貝類組成が回井(1984)によって検討されている。それによると、個体数では構成貝類全体の約

43%をアサリが占め、マガキ、オオノガイの出現頻度は低い。この貝層の堆積時期は、本貝層の堆積時

期と大きな時間的ひらきがなかったと考えられるので、両者の組成内容のちがいは環境差にもとづく可

能性が高い。 (小宮孟)
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表45 各ブロ ックにおける出土員類集計結果

貝 要軍
ヴ ロ 、y ク 名 メ口入 計

B C D E G 最小個体数(%) 重量(%)

ス ガ イ 3 。 I 。 2 。 6( 0.7) 。
イボキサゴ 18 1 2 0 154 10 60 5 1 。235( 27.3) 16 (2.1) 

オオへビガイ 。 l 。 1 ( 0 1) 。
ン7へナタリガイ 3 6 1 ( 0.1) 。
ツメタガイ 2 5.5 2 28 5( 0.6) 1l.5( 1.5) 

アカニシ 4 12 l 。 6( 0.7) 40 (5.3) 

アラムシロカψ イ 2 。。 1 。 3( 003) 。
ハイガイ 2 2.5 2 5 l 。 4( 0.5) 2.5( 0.3) 

サルボウガイ 3 3 66 199 5( 0_6) 8 (1.1) 

て7 対 キ 6 10 2 3.5 35 74 1 。10 19.5 119( 3.8) 306 (40.7) 

ウネナシト7ヤガイ 3 。 o々 1 1 。 5( 0.6) 。
ア サ l 。 1 0.5 10 3 5 5 l 。 22( 2.6) 4.5( 0.6) 

オキンジミガイ 1 1 B 6 14 14.5 2 2.5 16( 1.9) 14.5( 1.9) 

カカミガイ 4 7 91 85 18( 2.1) 21.5( 2.9) 

ハマグリ 5 3.5 1 2 125 161 55 17 13 12 235( 27.3) 263.5(35.0) 

シオフキカ'イ 4 1.5 2 0 87 21 4 2 6 3 154( 17.9) 42.5( 5.6) 

7 テガイ 10 2 7 11 14( 1.6) 4 (0.5) 

オ オ ノ ガ イ 2 1 2 6 11 ( 1.3) 18 (2.4) 

F口入 言十 35 17 10 7 455 313 323 378.5 37 37 860( 100 ) 752.5(99.9) 

※数字は左が最小個体数、右が重量(単位g)を示す。

% 

10 

10 

% 

20 

20 30 40 50 60 70mm 20 30 40 50 60.. 

第272図 Dブロ ック出土ノ、マグリ穀長分布 第273図 Dブロック出土シオフキ穀長分布

% % 

10 

N=31 

20 

10 

20 30 40 50 60 70mm 20 30 40 500m 

第274図 Eブロ ック出土ハマグリ穀長分布 第275図 Eブロック出土シオフキ殻長分布

国井知二 1984 住居跡出土の動物遺体、千葉県文化財センタ 『常磐自動車道埋蔵文化財調報告書 IIJ: Plll-1l7 
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第2章若葉台遺跡、の古環境復原

第 l節試料

分析に供した試料は、千葉県流山市大字桐ケ谷宇南;k，lj44の若集合遺跡 (220-003)の台地上のKll

94グリッドから採取したもので、合計29点であって鉱物分析と花粉分析は同一層準試料である。試料は

ローム質であり、層準、試料No.色調、花粉、胞子化石産出傾向等をまとめて表46とした。

第 2節重鉱物分析

A.試 料

第l節試料表による。

B.分析方法

湿試料約60gを秤量→超音波装置を用い粘土分除去→簡を用いて 1/4-1/8 mm粒度の砂分抽出→重

液分離(テトラグロモエタン SG与2.96)→重鉱物秤量→封入→約300例休同定→第276図に結果をまとめ

る。

C.分析結果

試料の大部分は褐色ロームである。 No.l4、12、11、 7の付近で時褐色を呈する。下半部の試料は粘性

がある。

表46 若葉台遺跡分析試料一覧

層 j芋 試料No 色 調

II b l 日青褐色 7.5 YR 3/ 3 

IIb- 2 11 7.5 YR 3/3 

III 3 11 7.5YR3/4 

4 11 7.5 YR 3/4 
III 

褐色 7.5Y R 4 5 4 

6 11 7.5 YR 4/4 
V 

時褐色 7.5 YR 3/4 7 

8 褐色 7.5YR 4/4 
W 

9 7.5YR4/4 11 

10 11 7.5 Y R 4 4 

11 時褐色 7.5YR3/3 
四

7.5 YR 3/ 3 12 11 

13 褐色 7.5Y R 4 4 

VIll 14 目白褐色 7.5 YR 3/4 

15 褐色 7.5YR 4/4 

16 11 7.5YR 4/4 
lX 

7.5YR 4/4 17 11 

18 11 7.5YR 4，ノ 4

19 11 7.5 YR 4/6 

20 11 7.5 YR 4/4 
X 21 11 7.5 YR 4/5 

22 11 7.5 Y R 4 5 

ト一一一一一一 23 11 7.5YR 4/6 

24 11 7.5 Y R 4 6 

25 11 7.5YR4/6 
氾 26 11 7.5 Y R 4 6 

27 11 7.5 Y R 4 6 

28 11 7.5 Y R 4 6 

XII 29 11 7.5 Y R 4 6 

※ C:普通、 R:少ない、 RR:非常に少ない

花粉・胞 f化:fiffF.出俗¥1"1※

C 

C 

C 

C 

C 

C 

民

C 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

RR 

RR 

R 

R 

R 

RR 

RR 

RR 

RR 

RR 

RR 

RR 

RR 

RR 

RR 

-376-

粘土除去後の砂分lいには、火山性

の鉱物斑品が多く 、外来の磯や砂分

はきわめて少ない。褐~赤褐色のス

コリア片も 1mm程度のものが少量含

まれる。最上部のNo.4-1では炭化物

小片 (1mm前後)がわずかに含まれ

る。乾燥試料中における1/4-1/

8 mm砂分量は数%以下の値をとる。

1/4 -1/8 mmの砂分中の重鉱物

の割合は第276図に示すように特徴

的な変{じをノ兵す。 No.25(43目8%)で

小さな慨大がみられ、 No.l1(76.5%) 

で最大となリ、 NO.6 (68.2%)で小

さな極大が作在する。これに対し極

小はNo.21(19.8%)とNo.9(57.5%) 

がみられる。

次に i竜鉱物組成について以下に述

べる。

カンラン石はNo25(44.2%)で極

大となった後No.21(17.2%)で梅少



となる。 NO.20-10ではNO.14(42.7%)の小さい極ノトをはさんでNo.l5(55.1%) とNo.l2(5l. 7%)の2つ

の極大をもっカンラン石の多産部分を形成している。NO.9-1では減少して20%前後の値を示すが、No.4

(24.4%)付近でわずかに極大部が認められる。 NO.20から下位の試料のカンラン石は、表面が褐色に風

化して他形結晶が多い。 No.I9-7付近では比較的新鮮で、自形~半自形がみられるが、 No.6-1では風化

したカンラン石がややふえ半白形~他形が多い。

斜方輝石は、 NO.29(53.0%)、NO.21(52.6%)の極大をとり、 No.17-11では30%前後の平坦な極小部を

形成している。 No.lO-1では50%前後の高率で安定した値を保つ。下半部においては半自形の新鮮なも

のがみられ、一部には柱状~針状結晶も含まれる。 NO.ll-1の試料中には周縁に火山ガラスが付着した

斜方輝石がみられ、特にNO.2-1において多い。

単斜輝石はNo.9 (16.8%) を最高とする極大部で10%を超える値を示すが、これ以外の試料では10%

未満の低率で、産出する。多産部においては、柱状の自形結晶もみられるが、全体に半白形~他形結晶が

多い。 NO.14とNo.7で火山カヲスの付着した単斜輝石が認められた。

角閃石族は、 NO.28(1l.1%) を最大にして上方に向って漸減傾向を示す。緑色普通角閃石が一般的に

多く、褐色普通角閃石、酸化ホルンブレンド、青緑色を呈するその他の角閃石族がそれぞれ続く。全体

に半自形~他形が多〈、ごく一部に自形結品がみられる。

黒雲母緑レン石、ザクロ石等が下半部で検出される。

不透明鉱物は、下半部では10%前後の値を保ち、 No.17(4.9%)の最小を境に漸増に転じ、 NO.2(26.5 

%)で最大に達する。 NO.28およびNo.13-1において周縁に火山7ゲラスが付着した不透明鉱物が認められ

最上部のNo.3-1で多い傾向にある。

以上重鉱物について述べたが、次に火山ガラスの産出について簡単に触れる。

No.l2以下の試料で・は火山方、ラスはほとんど含まれない。 NO.llからバブル型火山ガラスが増え始め

NO.10-7において多産する。 No.5-1では、火山yゲラスの量はNo.lO-7に比べて少ないが、バブル型の

ほかに軽石型、中間型あるいは肉厚の塊状火山ガラス等が混合して産出している。

D.考察

まずNo.lO-7においてバブル型火山方ラスの多産が認められた。そしてこれはNo.9の重鉱物量の極ノJ'，

すなわち軽鉱物量の極大に一致している。重鉱物組成ではカンラン石の減少部と斜方輝石の増加部に位

置し単斜輝石の極大を伴う。さらに暗色を呈する羽i層の上位に位置している。以上のことからバブル型

火山ガラスの密集層準は姶良 Tn火山灰 (AT) (町田、新井1976)に対比される。

VIl層についてみると ATの下位に位置すること、他の資料に比べて暗色であること、重鉱物量の極大

およびカンラン石の極大が含まれること等の特徴が認められる。以上のことから刊層は、中山新聞 I遺

跡、花前II-I遺跡のVIl層と同様に武蔵野地域の第2黒色帯に対比される。なお中山新田 I遺跡、花前

II-I遺跡のVIl層下部にみられたカ ンラン石の小さな極少が今回の分析でもNo.14て、明瞭に認められるこ

とから、立川ローム層の対比におけるこの層準の有効性が今後期待される。

ソフトロームとされる1II層のNo.4においてカンラン石の小さなピークが存在する。これは武蔵野地域

において立川ローム第 1部層からソフトローム前後におられるカンラン石の極大(例えば羽鳥1971)に

対応する可能性が考えられる。ただ本地域の場合カ ンラン石の極大の高きが第2黒色帯付近の極大と比
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べて相対的にかなり低い値を示している。

武蔵野台地の第 l黒色付近ではカンラン石の極少部と斜方輝石の極大部が存在し、さらに重鉱物量の

増加部に位置しているとされる。以上のことと今回の分析や層序関係等から、武蔵野台地の第 1黒色帯

に対比される層準は、本地域のV層付近に相当するものと考える。

本地域のIX層にみられる重鉱物量とカンラ ン石の極大に対比されると考えられる分析結果が、千葉県

下のいくつかの遺跡の武蔵野ローム中において等められる。すなわち、空港地域のNo.7 (211-005)遺

跡、 No.60(211-006)遺跡、 No.61(211-011)遺跡のそれぞれX層中、あるいは南二重堀遺跡 (201-017)

遺跡3A-7lグリッド勾 9-10層中等に認められる。これらの層準はどれも東京軽石層よりも上位であ

る。

今回の分析では、東京軽石層を示すような結果は得られなかった。

しかし上記のことから、もし東京軽石層が保存きれているとすれば、それはNO.29より下位の砂質粘土

~砂層中に見出きれる可能性が考えられる。

本遺跡の北側斜面においてソフトローム(lII層)、「暗褐色土」、および新期テフラ層が明確に層序区分

ができるにもかかわらず、遺跡中央部では「暗褐色土」がソフトローム層に酷似して、肉眼による層序

区分が困難だとされている。今回の分析においても本地点でIII層にIIb層とを明瞭に区切れるような結

果は得られなかった。III層に完全に包含されるNO.4とIIb層に含まれるNO.1とにはさまれたNo.3-2は、

各重鉱物の産出割合、重鉱物量、色調、 1/4-1/8mm砂分量等に関して、 NO.4とNo.1との中間的性質

を有しその変化は漸移的である。すなわち明瞭な境界を設定できるような特徴的な変化はみられななか

った。

以上のことから本遺跡内における地層の保存条件が、北側斜面部分と中央部とて胡異っていたものと考

えられる。これらは堆積当時の地表の状態や堆積後の物理的、化学的、生物的作用等に影響されるであ

ろう。 NO.3あるいはNO.2がIII層と IIb層との漸移的性質を具備していることは、地層問における堆積粒

子の移動と混合が行われていたと推定される。堆積粒子の堆積後の移動は ATとか TP等のテフラにつ

いがも関連した問題であろう。

四層以上の層序区分と重鉱物組成は、中山新田 I遺跡と本遺跡とでよく対応している。武蔵野ローム

層では、どの遺跡でも認められるとは限らない。例えば花前II-I遺跡てもIX層で重鉱物の極小は認め

られるが、カンラン石の極小はみられない。重鉱物の極小に関して言えば、両遺跡の層序区分に若干の

相違がみられる。
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第3節 花粉 分析

A 試料

表46による。

B 分析結果

花粉分析の結果は、検出 した花粉・胞子化石の総個体数を基礎とした百分率で第276図に示した。その

中で検出個体数が100個に満たない試料は、個体数のみで表示した。

今回の分析で検出された花粉 ・胞子化石は下記のものがあげられる。

AP-1 (針葉樹花粉)

Abies (モミ属)、 Tsuga(ツガ属)、 Picea(トウヒ属)、 Pinus(Diploxylon) (二葉型松)、 Pinus(マ

ツ属)、Sciadopitys(コウヤマキ属)、 Crygptomeria(スギ属)

AP-2 (広葉樹花粉)

Juglans (クルミ属)、 Alnus(ハンノキ属)、 Betula(カバノキ属)、 Carpinus(クマシデ属)、 Carylus

(ハシバミ属)、 Castanea(クリ属)、 Fa忽lS(フーナ属)、 Lepidobalanus(コナラ亜属)、 Cyclobalanapsis

(アカ yゲシ亜属)、 Celtis-Aphananthe (エノキ属ームクノキ属)、 Ulmus(ニレ属)、 Zelkova(ケヤ

今表47 若葉台遺跡花粉分析結果

層 準 試料 花 粉 帯 特徴花粉胞子 イ寸 随 花 粉

II b l イ 'f、 科 タンポポ亜科、キク亜科、

II b/III 
2 3 ブドウ属、カ、7 ズミ属、クリ属、

3 
ヨモギ属

コナラ亜属、クルミ属
ー--骨ーーーー ト一一

4 キク亜科 ヨモギ属、イネ科、
III 

5 2 
草本花粉

タンポポ亜科 コナラ亜属
ト一一一一一一 W-P-E 

6 カヤツリグサ科 ハンノキ属、ハンパミ属、クリ属
V ト一一

7 イネ科、キク亜科
ト一一一一一一

8 タンポポ亜科
1 ヨモギ属

可E 9 ハシバミ属、コナラ亜属

10 スギ属
ト一一一一一一

11 W-P-D スギ属 コナラ亜属、 トチノキ属、ク7 シデ属、

vn 12 W-P-D 
貧花粉胞子

ヨモギ属、キク亜科、イネ科

13 

14 スギ属、コナフ亜属
四

単条溝型胞子 ヨモギ属、キク亜科15 W-Pー C

16 イネ科

17 
庇

18 

19 

20 

21 
X 

22 

23 W-P-A 貧花粉胞子

24 

25 
氾

26 

27 

28 
E 

29 
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キ属)、 cf.Viscum(ヤドリキ属)、 Sapium(シラキ属)、町lUS(ウルシ属)、 Acer(カエデ属)、 Aesculus

(トチノキ属)、 cf.Parthenocissus (ツタ属)、 Vitis(ブドウ属)、 Araliaceae(ウコギ科)、 Styrax(エ

ゴノキ属)、 Ligustrum(イボタノキ属)、 Osmanihus(ヒソラキ属)、 Viburnum(ガマズミ属)

NAP (草本花粉)

Fagopyrum (ソパ属)、 Persicaria(サナエタデ節)、 Polygonum(タデ属)、 Portulaca(スベリヒユ

属)、 Caryophyllaceae(ナデシコ科)、Chenopodiaceae(アカザ科)、 Thalictrum(カラマツソウ

属)、 Ranunculceae(キンポウゲ科)、Macleya(タケニグサ属)、 Cruciferae(アフゃラナ科)、Rosaceae

(パラ科)、 Dunbaria(ヒメクズ属)、 Leguminosae(マメ科)、Geranium(フウロソウ属)、cf.Euphorbia 

(ト ウダイ グサ属)、 Phyllanthus(ソミカンソウ属)、 lmpatiens(ツリフネソウ属)、Haloragis(ア

リ， トウグサ属)、 Umbelliferae(セリ科)、 Rubiaceae(アカネ科)、 Labiatae(シソ科)、 Plantago

(オオバコ属)、 Patrinia(オミナエシ属)、Artemisia(ヨモギ属)、 Carduoideae(キク 亜科)、

Cichorioideae (タンポポ亜科)、 lridaceae(アヤメ科)、 Gramineae(イネ科)、Typha(7ゲマ属)、

Cyperaceae (カヤツリグサ科)、 Gentianaceae(リンドウ科)、 Potentilla(キジムシロ属)

FP (形態分類花粉

Tetrazonoporate pollen (四溝孔型花粉)

Trizonocolpate pollen (三溝型花粉)

Trizonocolpolate pollen (三溝孔型花粉)

FS (羊歯類花粉)

Ophioglassum (ハナヤスリ属)、Osmundaceae(セ守ンマイ科)、 Pieris(イノモトソウ属)、 Polypodiaceae

(ウラボシ科)、 Monoletespore (単条溝型胞子)、 Triletespore (三条溝胞子)

次に、下から上へ花粉・胞子化石の産出を述べる。

No.29-20は花粉・胞子化石が非常に少ない。従ってタイアグラムには載せなかった。

その少ない中ではスギ属が連続し、比較的多い。その他では、マツ属、ハンノキ属、コナラ亜属、ケ

ヤキ属、イネ科等が試料によって検出きれる。

No.l9-17になるとそれまでよりは、花粉・胞子化石が多くなる。シダ類胞子の単条溝型胞子が非常に

多産し優占する。そしてイネ科、ヨモギ属等の草本花粉、スギ属、コナラ亜属等の樹木花粉が比較的よ

く検出きれるようになる。

No.l6、15になると再び花粉・胞子化石が非常に少なくなる。スギ属、ヨモギ属、キク亜科、イネ科、

単条溝型胞子等が検出される。

No.14はスギ属が多くなり、コナラ亜属、 トチノキ属、ハシバミ属、クマシデ属、ハンノキ属、クルミ

属等の樹木花粉と、ヨモギ属、キク亜科、イネ科、カヤツリグサ科等の革本花粉と、単条溝型胞子のシ

ダ類胞子を伴うようになる。

No.l3-1は、草本花粉が圧倒的に 多くその内容は、各花粉の増減が、すこしずつつ、れて重なりあって

いる。また樹木花粉も若干の消長がみられる。この聞の各花粉の消長について試料ごとに述べる。

草本花粉では、ヨモギ属がNo.l3-9にかけて非常に多 く優占し、 No.llにおいて最大値になる。No.8-3 

は次第に減少し、 No.2、No.1と再び増加する。
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表48 古植生と古気候の関係

試料番 号 花粉帯 古 柏 生 古気候

クリカン属、クリ属、アカガン~属、コナラ並属、マツ

III 層 NO.l 属、が主体となった林地。林地の周囲にはキク科、イネ H是 ili11.帯

科、スゲ科等の草本が生育。

キク科、羊歯類を主体とする草地。この他にイネ科、ス

III 層 NO.2 ゲ科、 7 メ科、オオノ〈コ属も良好に生育。
iftL 帯

" NO.3 草地の周囲にはコナラ亜属を主体とする相生が考えられ

る。

N-羽層 NO.4 
7 メ科 (フジ Type)、キク科草本から成る草地。

層 NO.5
草地の周囲にはハンパミ属、ハンノキ属、クマシデ属、 冷 J品構

官1
クリ属、アカガシ車属、コナラ亜属も奈干生育。

VI 層 NO.6 ヨモギ属優占の草J也、キク亜科、タンポポ亜科、イネ科、

" NO.7 羊歯類も良好に生育、又、ハシバミ属も周囲に生育。
情I品

" NO.8 

四 層 No.9 
冷 温 帯

" NoI0 
11 NoJl 

刊一vm層 No12 羊歯類i憂占の草地。その他ヨモギ属、キク亜科が若干生
フ

vm 層 No13 育。

庇 層 No14 花粉 ・胞子化石が非常に少なく不明。 不 H月

キク亜科は、 No.9-3までが多く、とくにヨモギ属の少ないNO.5-3に多くなる。

タンポポ亜科は、ヨモギ属の減少傾向のNo.10-4にかけて多くみられる。この傾向はカヤツリグサ科

にもみられる。カヤツリグサ科の場合、 No.8とNo.5において急激に多産している。

イネ科は、 NO.13-8にかけて少しずつ減少し、 NO.7で再び増加するがその後No.5まで減少する。そし

てNO.4、3、2と大きく増加し最大に達し、 NO.1でNO.2の半分以下に減少する。全体的にはNo.3， 2， 

1において多産している。

一方樹木花粉では、スギ属、クルキ属、ハシバミ属、ハンノキ属、クリ属、コナラ亜属、ブドウ属、

ガマズミ属に消長がみられる。

スギ属は、 No.l3において良好に検出きれるものの、その後低率で、ある。

クルミ属は、 No.ω6-1において低率ながら連続してみられる。

ハンノキ属は、 NO.7-5において、 No.6をピークとした消長がみられる。

ハシバミ属は、 No.13-6にかけて連続し、 No.l2-7がその他の試料より比較的に多い。

クリ属は、 No.6-1において連続する。

コナラ亙属は、 No.l3-1まで連続し、 NO.5-3にかけてその他の試料より比較的多い。

ブFウ属は、 NO.4-1に連続し、 NO.3に多い。

力、、マズミ属は、 No.3、 2、 uこ連続し、 No.3に多い。

このような結果から、このたびの試料を花粉帯に分けると次のように考えられる。

W-P-A花粉帯 (No.29-20)

花粉・胞子化石が非常に少なく、貧花粉帯ともいえよう。

スギ属、ハンノキ属、コナラ亜属、ケヤキ属、イ ネ科等が産出している。
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W-P-B花粉帯 (No.19-17)

単条溝型胞子の顕著な多産によって特徴付けられる。

スギ属、コナラ亜属、ハンノキ属、ハシバミ属等の樹木花粉と、ヨモギ属、イネ科等の草本花粉を伴

なう。

W-P-c花粉帯 (No.l6、15)

この花粉帯も、花粉・胞子化石が非常に少なく、スギ属、ヨモギ属、キク亜科、イネ科、単条溝型胞

子が僅かに検出されるにすぎない。

W-P-D花粉帯 (No.l4)

検出された花粉・胞子化石は100個体と少なかったが、スギ属が優先する。これに付随して、コナラ亜

属、クマシデ属、ハンノキ属、 トチノキ属等の樹木花粉と、ヨモギ属、キク亜科、イネ科等の革本花粉

及び単条溝型胞子のシダ類胞子がみられる。

W-P-E花粉帯 (No.l3-1 ) 

この花粉帯は、草本花粉が優先して検出されることによって特徴付けられる。この草本花粉には、ヨ

モギ属、キク亜科、タンポポ亜科、イネ科、カヤツリグサ科等があり、これらの産出の消長によって大

まかに 3つの亜帯にこの花粉帯を細分することができょう。

E-1亜帯 (No.l3-9) 

ヨモギ属の顕著な多産によって特徴付けられ、イネ科、キク亜科、タンポポ亜科等の草本花粉を伴な

う。また樹木花粉では、スギ属、ハシバミ属、コナラ亜属が連続して検出される。この亜帯から上の亜

帯にかけて、ハシバミ属がみられるのも特徴のーっといえよう。

E-2亜帯 (No.8-4) 

ヨモギ属の減少期ともいえて、上位になるにつれ、ヨモギ属が減少する。そして、キク亜科、タンポ

ポ亜科、カヤツリグサ科等が多く産出するようになる。また樹木花粉では、下位でハシバミ属、中位で

ハンノキ属、上位でクルミ属、クリ属がみられ、下から上へコナラ亜属が若干増加する等の特徴がみら

れる。

E-3亜帯 (No.3-1) 

ヨモギ属がふたたび増加すると共に、イネ科が急増する。そして、キク亜科、タンポポ亜科、カヤツ

リグサ科等が減少する。

一方樹木花粉では、 E-2亜帯の上位に続いて、クリ属、コナラ亜属、クルミ属がみられ、その他に、

ブドウ属、カ、マズミ属がみられる。

以上のことをまとめると、第 表のようになろう。

C 古植生について

資料によると、 No.l5の中間を境にして、それより上位が立川ローム、下位が武蔵野ロームとされ、前

者が'W-P-D、E花粉帯、後者がW-P-A、C花粉帯に相当する。

武蔵野ロームは一般的に花粉・胞子化石の産出が非常に少なく、古環境を推定し難い。今回の試料も

やはり花粉・胞子化石が非常に少なかった。なお、一部について単条溝型胞子が多産しているところが

W-P-B花粉帯にあった。このことはシダ類の生育を示しているものの、花粉 ・胞子化石が少ないの
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で、シダ類の繁茂は優占とは考え難い。また、 W-P-A-C花粉帯の樹木花粉をみると、スギ属が連

続している。従って、スギ属の生育が考えられ、古気候として比較的温和な気候といえよう。しかし、

どのような植生であったかは判断し難い。

一方、立川ロームでは、比較的良〈花粉・胞子化石が検出された。

W-P-D花粉帯では、スギ属が優占し、コナラ亜属、クマシデ属、 トチノキ属等から成る疎林、ヨ

モギ属、キク亜科、イネ科等が下草、または空地に生育していたものと考えられる。古気候は比較的温

和といえよう 。

W-P-E花粉帯では、草本花粉が多く、草本優占の草地的な環境が推定されたが、花粉の産出もき

ほど多くなく、裸地に近い状態であったかもしれない。

W-P-E花粉帯は、 E-1、2、3に細分きれ、その植生について述べると次のように考えられよ

フ。

E-1亜帯は、ヨモギ属が優占し、キク亜科、カヤツリグサ科等を伴う裸地的草地が推定される。そ

して樹木は、スギ属に減少、ハシバミ属に増加が僅かながらみられ、気候が冷涼化していると考えられ

る。

E-2帯になると、ヨモギ属に減少がみられ、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科、カヤツリグサ科

等から成る草地がうかがえる。

そして樹木では、下位て、ハシバミ属、上位でクリ属、クルミ属、コナラ亜属等の生育が推定される。

古気候は、下位で冷涼、上位になると若干の温暖化があったかもしれない。

E-3亜帯では、イネ科、ヨモギ属{憂占の草地と考えられ、キク亜科、タンポポ亜科、オミナエシ属、

マメ科、アブラナ科等も一緒に生育していたものといえよう 。一方樹木は、クリ属、クルミ属、ブ ドウ

属、ガマズミ属、コナラ亜属が疎林を形成していたかもしれない。古気候は、 E-2亜帯の上位と同じ

といえよう。

添付資料によれば、気候・気温は現在の日本でいえばどの地域に似ているかなどを、具体的に考察す

るようとなっている。

武蔵野ローム、立川ロームの堆積する時代は、かなりの量の火山灰が、不連続または連続的に降下し

たものと考えられる。現在の日本において、これほどの量の火山灰が降下している場所は見当らない。

従って、どの地域の槌生に似ているかは不明である。気候 ・気温についても同様で"ある。但し、武蔵野

ロームの貧花粉・胞子化石と立川ロームのヨモギ属に代表きれる草本花粉の多産と、ハードロームでの

ハシバミ属の産出、上位のクリ属の産出は、千葉県下、東京都下においても同じような傾向を示してお

り、関東ロームの植生が比較的広域的なものであったかもしれない。

また、今回のソフトロームでのブドウ属の産出は、今での関東ロームでは認められず、地域性による

ものかもしれない。

参考文献

関東ロームグループ 1965 関東ローム一一ーその起源と性状 築地書館
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杉原重夫 1978 房総半島北部の中上部更新統のテフロクロ，ロジ一地質学雑誌

Vol.84、No.lO

町田 洋、新井房夫 1974 南関東に於ける第四紀中期のテフラの対比とそれに基づく編年地学

村田明美、袴田和夫 雑誌Vo!.85(4)、P302-338
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第 3章 上貝塚遺跡001住居跡の炭化材樹種同定

第 l節試料

試料は、 NO.1-No.l1の11点をサンプリングしたが、 NO.2は草木性と思われる繊維塊であったため、下

れを除いた10点を同定した。試料はいずれも、古墳時代(鬼高期)のものときれる001住居跡より検出さ

れたもので、建築材と考えられている (PL.97.e参照)。

第 2節方法

試料を乾燥 (60.C10時間、 No.1のみ室内で自然乾燥)きせたのち、木口、柾目、板目三断面を作成、

走査型電子顕微鏡で、観察、同定した。同時に、顕微鏡写真図版 (PL.97-100) も作成した。

第3節結果

同定結果を一覧表で示す(表49)

次に、各試料の主な解剖学的特徴や一般的性質などについて種類ごとに述べる。

. Gramineae (subfamilia Bambusoideae) sp. No. 1 

維管束が基本組織中に散在する不斉中心柱をもっ。試料は径約 8mmであった。タケ亜科には、タケ、

ササ類が含まれるが、解剖学的特徴では区別きれない。

. Quercus (subgen. Letidobalan附 sect.Pri世zus)sp. ブナ科 No.6 

環孔材で孔園部は 2- 6(8)列、孔圏外で急激に管径を感じのち漸減しながら火炎状に配列する。大道

管は管壁は厚〈横断面では円形~楕円形、小道管は管壁に中庸~厚〈横断面では多角形、ともに単独。

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との問では棚状となる。放射組織は向性、単列、 1-20 

細胞高のものと、複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば、結晶を含む。

年輪界は明瞭。

コナラ節は、落葉ナラ類(=subgen. LePidobalanus)の中て¥果実(いわゆるドングリが 1年目に

熟するグルーフ。で、モンゴリナラ (Quercusmoηgolica)とその変種ミズナラ (Q. mongolica var. 

grosseserrata)、コナラ (Q.serrata)ナラガシワ (Q.aliena)、カシワ (Q.denfata) といくつかの

変、品種を含む。モンゴリナラは、北海道、本州(丹波以北)、 ミズナラ、カシワは、北海道、本州、四

国、九州に、コナラは、北海道(南部)、本州、四国、九州に、ナラ方、シワは本州(岩手、秋田県以

南)、四国、九州、|に分布する。このうち、関東地方平野部で普通に見られるのはコナラであり、本試料も

コナラである可能性が高い。コナラは、樹高20m~ごなる高木で、古くから薪炭材として利用きれ植裁さ

れることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具、機械、樽材などの用途が知られ、薪炭材として

はクヌギ (Q.acu_舟sima)に次ぐ優良材である。枝葉を緑肥としたり、 虫えいを染料とすることもあ

る。

. Quercus (subgen. Lψidobalanus sect. Cerris) sp.ブナ科 NO.3 -5、 7-11 

環孔材で孔園部は 1-6列、孔圏外で急激に管径を減少ずる。大道管は管壁は厚〈横断面では円形、
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表49 上員塚遺跡炭化材同定結果

試料番号 種 名

l Gramineae (subfamilia Bambusoideael sp 〔イネ科(タケ亜科)の一段〕

3 
Quercus (subg巴口 Lepidobalanus sect 

〔コナラ属(コナラ亜属クヌギ節)の一種〕
Cerrisl sp 

4 
Quercus (subgen. Lupidobalanus sect 

Cerrisl sp 

5 
Quercus (subgen Lepidobalanus sect 

Cerrisl sp 

6 
Quercus (subgen. Lepidobanus sect 

〔コナラ属(コナラ亜属コナラ節)の一種)
Cerris) sp 

7 
Quercus (subgen Lepidobalanus sect 

Prinusl sp 

8 
Quercus (subgen. Lepidobalanus sect 

Cerris) sp 

9 
Quercus (subgen Lepidobalanus sect 

Cerrisl sp 

10 
Quercus (subgen. Lepidobalanus sect 

Cerrisl sp 

11 
Quercus (subg巴n.Lepidobalanus sect 

Cerrisl sp 

小道管は中庸~厚〈横断面で、は角張った円形、ともに単独。単穿孔を有し、壁孔は交E状に配列、放射

組織との問で棚状となる。放射組織は向性、単列、 1-20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は

周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、落葉ナラ類の中で、果実が2年目に熟するグループで、クヌギとアベマキ (Q.varialeilia) 

の2種が含まれる。クヌギは本州、I(岩手、山形県以南)、四国、九州に、アベマキは本州、I(山形、静岡県

以西)、四国、九州(北部)に分布するが、中園地方に多い。材の解剖学的特徴のみで両種を区別するこ

とはできないが、現在の自然分布からみて、試料なクヌギである可能性が高い。クヌギは、樹高15mに

なる高木で、材は重硬である。古くより薪炭材として利用され、人里近くに萌芽林として造林されるこ

とも多かった。黒炭で知られる佐倉炭、池田炭も本種で作られ、薪炭材としては国産材中ーの重用材で

ある。このほかに器具、杭材、椅木などの用途が知られる。

樹皮、果実はタンニン原料となり、果実は染料、飼料となる。

第4節考察

同定された建築材と思われる材9点中、 1点はコナラ節(以下コナラ)で、残り 8点はクヌギ節(以

下クヌギ)であった。No.1のタケ、ササ類とNO.2の繊維は、屋根材などに用いたのかも知れない。同定

結果からは、クヌギ(コナラ)を建築材とした特に用いたか、身近に大量に生育していたと考えること

もできょう 。しかし、実際にそうだったのだろうか。

添付された資料をみると、同定試料として大径、長材を選択したようである。また、クヌギやコナラ

等の材は、重硬で燃えつきにくい(容易に灰にならない)性質を持っているために、古くから薪炭材と

して利用されてきた。そこで、本住居跡のように、火災にあった場合でも、クヌギやコナラは、 他の樹

種より炭化材となって残存する確率は高いものと考えられる。したがって、主要建築材としてのクヌギ
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(コナラ)を用いていることは確かで、あろうが、それだけで一軒の家が作られていたとは言えないだろ

つ。

一般に、台地上の遺跡では炭化していない植物遺体の残存する可能性は極めて少なく、材では、クヌ

ギ、コナラ、クリなどのブナ科植物のものが検出される例が多い(例えは¥西田1976、千野1978、

1983)。一方、本遺跡の北北西約20kmに位置する埼玉県庄和町尾ケ崎遺跡では、古墳時代和泉~鬼高期と

される K1号住居跡から検出きれた材15点中14点はクヌギであるが、残り 1点はハンノキ類 (Alonus

st. )であった(パリノ、サーウ、ェイ株式会社1984)。また西北西約25kmに位置する大富市寿能泥炭層跡

では、古墳時代の遺物包含層中より検出された材400点余りのうち、加工木ではクヌギが 6割を占める

が、ほかにスギ、ナラ類、クリ、モミ、エノキなども用いられ、自然木ではヤナギ、クヌギ、ク 1)、ハ

ンノキ類、ヤマグワ、ナラ類などが検出きれている(鈴木、能城、植田1984)。このように、台地上であ

っても、クヌギやコナラ以外の樹木が検出されることもあり、また、低湿地では、台地上に比べて多種

類の樹木が認められることから、当時、クヌギやコナラだけが身近の林内に生育していたり、またそれ

らの樹種だけを利用していたわけではないと考える。

植生学的にはクリやコナラ、クヌギで代表きれる林(二次林など)でも、そのほかに多くの種類の樹

木が生育しているのが、実際の姿である。今回の同定結果のような極端な組成は、用材の選択と、材の

性質(残存性の高さ)、試料の選択方法の相乗効果によるもので、周辺の植生や用材選択を直接反映して

いるものではないと考える。当時の住居建築の姿をより明らかにするためには、可能な限り多くの試料

を同定、検討することが必要であろう。

第5節引用文献

参 考 文献

千野裕道 (1978)女 炭化材の樹種同定千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書VI P .192~ 196。

千野裕道 (1983) 縄文時代のクリと集落周辺植生一南関東地方を中心に 東京都埋蔵文化財セン

ター研究論集II P .25~42o 

西国誠 (1976)会船尾白幡遺跡 (CN705) 千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書 V

P.151~153。

パリノ、サーヴェイ株式会社 (1984) 古墳時代の樹種鑑定 尾ケ崎遺跡 縄文。 古墳時代集落跡

の調査-P .159~162o 

鈴木三男、能城修一、植田弥生 (1984) 加工木の樹種 寿能泥炭層遺跡発堀調査報告書一人工遺物、

総括編 P .699~724。

女:直接原蓄を参照できなかったもの。
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第 7篇総括・黒浜期の諸問題



総括ー縄文時代ー

1.黒浜式土器について

常磐自動車道関連で調査された流山地区の遺跡で、最も主体的に出土したのは縄文時代前期前半、黒

浜期の遺物であった。報文中で述べた通り、上貝塚遺跡では 6軒の縄文時代の住居跡中 2軒が、若葉台

遺跡では11軒の住居跡中10軒が、いずれも黒浜期と判明し、各々の遺構から特徴のある土器群が出土し

ている。本来ならば、住居跡単位に出土土器の文様組成比のみならず、施文原、体の分析・データ化か望

まれるが、時間的にその余裕を欠く今、とり急ぎ黒浜式土器の型式変遷に照らした出土土器の段階細分

について考察し、その位置づけを行っておく 。

黒浜式土器は、甲野勇氏 ・山内清男氏による編年的位置づけを基に研究が進められ、近年の研究で、

更に型式変選の詳細な検討から、幾つかの段階細分案が提出されてきた土器型式である。この型式細分

は、大別すると、黒浜式土器を 2細分して扱おうという視点(小林 昭和40年)から、更に地域的な型

式偏差、文様要素の消長を考慮した 5段階細分 (新井 昭和58年)が提出きれ、現在その具体的な検証

が行われている。新井氏の5段階細分案は、黒浜式土器に示きれる地域性を明らかにしながら、隣接型

式として中部地方に展開した有尾式土器の型式変遷が、黒浜式土器に及ぽした影響を加味し、関東地方

各地域における文様要素の消長を段階細分の指標にしようとしたものである。もとより、文様要素の多

様な土器型式であるだけに、それを十分網羅した一括資料に恵まれる機会は多くなく、従ってその細分

案についても未だ流動的な部分が残されていることは否めない。しかし、今回報告の 2遺跡の資料は、

特に黒浜式土器古段階 (新井分類第 1. 11段階)について充実した情報を提供することとなった。

上貝塚遺跡出土土器 :まず上貝塚遺跡では、 007竪穴住居跡、 016竪穴住居跡が黒浜期の所産とされ、

両遺構とも多量の遺物を出土した。出土資料は、その多くが縄文のみを施す深鉢形土器であるが、 007住

居跡では、それを羽状施文し、施文部の間隙にミミズ臆れ状の微隆起を残すもの(第35図 3)や菱形に

施文されるもの(第36図33)宅が含まれる。更に竹管状工具による爪形刺突文が施きれた土器 (第36図

19・20)等、総体として新井分類の第11段階の様相を良〈示している。資料中には(第36図10)に代表

されるような、崩れたコ ンパス文を持つ土器もあるが、これは次の第III段階に盛行するコンパス文と違

い、未だ文様帯の区画文内に充填されるものとしては定着していないものである。また新井氏によれば、

東関東地域では、第11段階に至っても、関山式土器からの遺制であるループ文が残存すると言うが、 (第

37図44)は、その好例であろう。

また016住居跡出土資料は、縄文 ・撚糸文以外の文様を持つ土器が比較的多〈含まれる。具体的には、

単沈線による格子目状文を土器外面に広〈描き、胴下半に縄文を施した深鉢形土器(第44図 1)や、竹

管状工具による連続爪形文で曲線状のモチーフを描くもの(第45図8-18)等、第11段階に典型的な文

様要素を持つ土器と共に、撚糸付加条縄文等の複雑な原体を多用したりループ文の残存する土器が出土

しており注目される。

第11段階の時期は、充実した資料が出土している大宮台地と対比した時、その地域差が著しい段階と

され、下総台地でもその西・北部では、船橋市飯山満東遺跡(清藤他 昭和50年)、柏市鴻ノ巣遺跡 (古
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内、昭和49年)の資料から、縄文・撚糸文を地文とする土器が高率で、存在することが注意されている。

この時期、江戸川を隔てた大宮台地においては、浦和市大谷場貝塚を好例とするように、貝殻文を持つ

土器が多用される傾向がある。上貝塚遺跡の土器を見る限り、貝殻文の用例は認められでも極〈僅かで

あり、下総台地の一般的様相を良く示しているようだ。

若葉台遺跡出土土器 :一方、若葉台遺跡の住居跡出土資料は、 009住居跡のように、復元可能な土器多

数を含む1755点ものまとまった例を筆頭に、その多くから300-600点程度の遺構内出土遺物が得られて

いる。住居跡毎の出土土器に示される文様組成については、第277図に示すようなデータ化を行うことが

できた。検討の対象とした10基の竪穴住居跡中には、 004・008・010住居跡のように、出土遺物が少な

く、必ずしもデータ的に満足すべき内容を示していない遺構もあるが、周辺の遺構外遺物の様相等から

考える限り、 10基の住居跡出土土器にはほとんど型式上の段階差を感じさせない。いずれも極めて近接

した時期の所産なのであろう。

一般に、黒浜式土器における文様要素は段階細分の指標として注目されるが、土器組成全体における

文様要素の組成比については、未だ具体的なデータから言及されたことがないようだ。比較資料を欠く

今、積極的な論考は困難だが、撚糸文(撚糸付加条縄文を含む)を持つ土器が、全組成の最大22%を占

める005住居跡出土資料を筆頭として、かなり高率な割合で存在する点は注意すべきであろう。

次に、遺構外出土の資料とあわせ、出土土器を具体的に検討してみよう。報告では、多機な文様要素

を持つ黒J兵式(第 4群)土器を、文様の種類ごとに14類に細別した。各類に特徴的な文様要素は、黒浜

式土器の全般を通して共通して見られるものと、出現・盛行する時期がかたより、段階細別の指標とな

るものの 2者に分けられる。ここで問題となるのは、後者である。例を挙げて示せば、まず、竹管内面

施文による平行沈線で、直線・曲線モチーフを描くもの(第 4群 1類)がある。001住居跡出土の(第151

図2)、 003住居跡出土の(第161図 1・2)、 009住居跡出土の(第184図29)等が遺構出土資料の女子例だ

が、これらは前代の関山 1. II式土器に通有な文様施文の手法とモチーフをそのまま踏襲しながら、地

文が組紐文ではなく単節縄文に置換され、黒浜式土器への変容を遂げている。特に、口縁部直下に縦位

の短沈線を施す例や、それがループ文を含む縄文と組み合わされた、 001住居跡出土土器(第151図 1) 

の存在は、黒浜式土器古段階(新井分類第 I段階)中の、関山式土器から残存した文様要素がいかなる

ものなのかを明確に示すものと考えて良いであろう 。また、波状口縁で注口を持つ、 002住居跡出土の深

鉢(第156図2)も、それに類したより古手の様相を示す土器である。

一方、竹管状施文具による連続爪形文で、菱形を基調としたモチーフを描く土器(第 4群 3類)につ

いては、近年、中部地方の有尾式土器との関連性が指摘されている。002住居跡出土の(第156図 1)や、

005住居跡出土の(第167図 1)、更に007住居跡出土の(第173図2)等は、本来、有尾式土器の文様要素

として定着した櫛歯状工具による連続刺突文で、菱形モチーフが連続爪形文に置換されながらも黒浜式

土器の文様要素として在地化する過程を物語るようで興味深い。特に 口縁部に幅の狭い縄文管を有し、

頚部に連続爪形文で文様帯を構成する002住居跡出土の小型深鉢(第156図 1)は、口縁部に縄文帯を形

成するという点で、中部地方では塩尻市男屋敷遺跡出土土器(小林・直井 昭和57年)の一部に、北関

東地方では利根郡昭和村中棚遺跡出土土器の一部(黒岩・富津 昭和60年:原典図版59-938)に類似

し、有尾式土器の古手のものと併行関係を辺れる可能性が高い。
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なお、当遺跡からは、僅かながら櫛歯状施文具による列点文と、同一工具による平行沈線文が併用さ

れた土器(第 4群11類)が出土している。小片で、全体の文様モチーフが不明なのは惜しまれるが、胎

土に繊維を含む点を除けば中部地方の有尾式土器そのものである。在地の黒浜式土器の型式要素からは

逸脱する資料であり、近年、群馬県の赤城山西麓から埼玉県西部にかけて、著しい資料の増加を見てい

る「有尾系土器J(注目と同類のものである。黒浜式土器の古段階(新井分類第 I段階)の土器群が意外と

隣接型式と盛んな接触を持ちつつ、その文様要素を在地化して行った様相が窺われて興味深い。

その他、口縁部直下にタガ状の隆帯が巡るもの(第 4群 4類土器の一部)や、半ば押引き状に施され

た貝殻文の深鉢で、プロポーションの上から丸底に近い尖底を呈する可能性の高い土器(002住出土:第

156図3)の存在、また出土土器を総体的に見た時、口唇部上面が平坦、あるいは若干凹むもの、縄文施

文部の継ぎ目にミミズ腫れ状の微隆起(一部の資料には故意に隆線を貼付したものもあると言う)を残

すもの等は、いずれも黒浜式土器古段階の、土器成形手法上の特色として注意される。

*本*

以上、雑駁に、上貝塚・若葉台両遺跡出土の黒浜式土器についての位置づけを試みた。黒浜式土器の

段階変遷は、新井和之氏によれば、①関山式土器からの移行期=古段階(1・II段階)、②コンパス文多

用の土器群=中段階 (III段階)、③肋骨文の発生=新段階(lV段階)という、 3つの文様要素の変化の局

面と、それに④諸磯a式土器への移行期= (V段階)を認識して設定されたものである。これらは、特

に第II段階における、文様要素の偏在性二地域性の顕在化と、第III段階におけるその解消=斉一化とい

う目まぐるしい局面変化のギャップをいかにして埋めるか、という視点から組み立てられてきたものと

言える(新井、昭和59年)。

こうした研究の動向から見れば、黒j兵式第II段階の資料を主体とする上貝塚遺跡は、この時期の下総

台地における一般的な地域性を追認したこととなる。しかし、東関東地方における「植房式土器J (西

村、昭和59年)の存在と、黒浜式土器との相関関係等の問題は、上貝塚遺跡出土資料を見る限り柏市鴻

ノ巣遺跡等の同段階の土器と同様、あまり積極的に論究できる材料を見つけ出すことができなかっ

た(問。類似した様相を示す、同一地域圏の中の周辺遺跡との資料対比は、より微視的な着眼点をも って

進めて行く必要があるのかも知れない。

また、若葉台遺跡出土土器は、黒浜式第 I段階を主体とする。この段階の資料は、今まで船橋市飯山

満東遺跡21号住居跡 (i青藤他昭和50年)、佐倉市諏訪尾余遺跡J-1住居跡(新井昭和59年)や、蓮

田市宿上貝塚、港区伊皿子遺跡等の、量的に限られた公表資料から考察が進められてきた(新井 昭和

60年)ために、土器組成の総体的な把握や文様要素の種類等、必ずしも明瞭で、はない部分が残されてい

た。若葉台遺跡の出土土器は、この時期の具体的な土器様相について、重要な知見を提供したものと言

つことが、できる。

なお、最近、黒浜式土器の段階細分について、鈴木素行氏による論考も発表された(鈴木、昭和60

年)。黒浜期の、西方からの搬入土器との型式学的クロス・デーテイ ングを基礎にして細別を試み、新井

氏とは全く異った視点から、黒浜式土器を 4段階に捉え直している。黒浜式土器の型式変遷観について

は、未だ研究者ごとに流動的な部分もあるが、鈴木論文では、特に第 I・第II段階の認識が、新井分類

とは見解を異にする{回)。しかしその一方で、、研究手法こそ違うものの、第III・第IV段階の認識は、結果
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的には新井分類とほぽ同様のものとなっている。段階細別の根拠とする関西・東海地方との土器型式対

比が、関東地方では地域的に限定され、しかも極〈客体的にしか出土しない搬入土器に依存している点

で、資料的にいささか不安を覚えるところである。

なお、黒浜式土器の細別については、新井和之氏に懇切な御指導及び問題点の指摘をいただいた。こ

こに記して感謝する次第である。

2.黒浜式期の竪穴住居跡について

上貝塚遺跡・若葉台遺跡からは、前期前半、黒浜式期の竪穴住居跡が、前者では 2基、後者では10基

検出され、出土土器の段階差とともに該期の竪穴住居構造の変遷を、良〈示すものとなっている。一般

に縄文時代の竪穴住居は、前期前半、花積下層式期に屋内炉の設置が普通化し、関山 I式期に入ると台

形状・長方形プラン・ 6本主柱の住居構造が定型化すると言われている。このあたりの事情については

笹森健一氏の論考に詳しい(笹森 昭和57年)が、氏は更に関山式期の住居跡を幾っかに類型化し、典

型例の lつを「関山タイプ」と呼称した。しかし関山II式期を経て、次の黒浜式期に入ると定型化が顕

著だった住居形態は再び乱れ、不整形のものを介して次第に変化が現われる。大雑把に言えば、関東地

方ではその後、諸磯b式期に通有な方形.4本主柱の構造に、また中部地方以西の地域では具体例こそ

少ないものの、北白川式土器様式圏と重複するように円形系統のものに移行して行くのである。

今回報告の竪穴住居跡を、その形態・構造面から笹森氏の分類にあてはめれば、黒浜式第II段階の上

貝塚遺跡では、 007住居跡が「無柱穴タイプ」であり、その出自系統が今一つ不明確なものとされるが、

016住居跡は、 6本主柱の，A2類」に属し、周溝を欠くものの第II段階期で普遍化する住居形態を追認し

たものとなった。

また若葉台遺跡では検出状態の不良な資料が多いが、長方形プランを持つ001・003住居跡と、より方

形系統に近い004・010住居跡を両極として、その形態はバラエティーに富む。時期的には、いずれも黒

浜式第 I段階に属し、出土土器からは顕著な段階差が認められない事は前述の通りである。土器自体に

も、関山式からの移行期を示す文様要素が多く見られるように、竪穴住居の構造にも、「関山タイフ。J'こ

類似した、台形・ 6本主柱の住居跡 'A。類J 'A1類」と共に、方形系統 ・4本主柱の住居跡 ，A3類」

が、混在しているようである。住居跡の形態からも、型式の移行期である様相が窺え、興味深い。

3.収束

流山市域を含む江戸川に面した開析台地上には、黒?兵式期の集落遺跡が、関東地方り他地域に比べて

群を抜く密度で集中する。その集中度は、千葉県側の江戸川左岸地域では、前代の関山式期に比べ遺跡

数の上で一挙に 4倍もの激増を示すという指摘 (池田 昭和60年)があり、また埼玉県側の江戸川右岸

地域でも、該期の貝塚遺跡の密集から同様な増加傾向が指摘されている (伊藤 昭和59年)(注へこうし

た遺跡数の増加が、縄文海進の最大期くヒプシ・サーマル〉にお'ける、砂泥性・遠浅の奥東京湾沿岸と

いう、自然環境の優越性と表裏一体の関係にあることは多言を要するまでもない。黒浜式土器の型式圏

を見た時、その「核地域」が、東葛地域の下総台地上と、大宮台地という 2か所に認識できる必然性に

も、こうした環境決定論的な要因が大きく作用しているのであろう。
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千葉県側、東葛地区の黒浜期の遺跡のうち、本報告と対比できる黒浜式古段階(第 1. II段階)の遺

跡を瞥見しただけでも、関宿町下根遺跡(石井他、昭和57年)、野田市槙の内遺跡(下津谷・飯塚 昭和

56年)から、関山式の遺制を窺える口縁部直下に縦位の短沈線がめぐる土器(若葉台遺跡:第 4群 1類

土器に対比)を含む資料が出土しているし、他にも流山市西初石 3丁目遺跡(川根 ・桑原 昭和56年)

等の出土資料を指摘できる(刷。現在のところ、黒浜式古段階のまとまった資料は、このようにいずれも

千葉県側では江戸川左岸地域に集中しているようである。

今後、奥東京湾を隔てた大宮台地との、土器組成自体の総量的な比較や、遺構 ・集落形態の対比を含

めたより視野の広い研究によって、具体的な「黒浜式土器文化」の復元が課題ときれることを明示して、

まとめに代えさせていただきたい。 (原因)

ー王

(1) 胎土に繊維を含む、有尾式類似の土器群は、近年、赤城山西麓を縦断して建設された関越自動車道関連遺跡の調査で、

複数の遺跡から良好な資料が出土している。これらは (新井 昭和58年)で指摘されているように、情玉県西部の類似資

料とともに、黛浜式土器、有尾式土器の両型式圏に挟まれた、関東西部~北部に 「伎地域」を持つ、一つの上持型式群と

して位置づけることが可能な資料である。

(2) 文様要素の函から、「植房式土器J (西村昭和59年)を抽出すると、上貝塚遺跡では、第 4群 3類土器(第54図

77-82)、若葉台遺跡では第 4群 7類土器 (第208図195-202)の、崩れたコンパス文が横位に重ねて施されたものが、最

も近似した資料となる。しかし、この文様要素を持つ土器群は、 2遺跡の資料を見る限り、主体的に 1つの文様の“タイ

プ"として独立するだけの、量的な裏づけには乏しい。植房式土器自体の型式変遷との絡みで位置づける必要がある土器

群だと思われるが、ここでは、むしろ黒浜式土器第III段階に蟻行した、文様帯の中の区画文を充填するコンパス文の、初

源的な意匠を示す土器として考えておきたい。

(3) 若葉台遺跡の出土土器を、鈴木分類にあてはめると、「黒浜 I期」の資料に近似しながらも、より新しい要素を多く含

む、「黒浜II期」との中間的な部分に位置づけざるを得ないようだ。鈴木氏の 「黒浜 I期」には、ボタン状貼付文(鈴木論

文 第76図 3)や、ループ文の重畳で菱形モチーフを描出するもの (鈴木論文 第76図 6)等、従前からの黒浜式土器の

文様要素の概念から外れるものが含まれている。関山式土器の文様要素のうち、果してとれが黒浜式土器古段階にまで残

存し、またどれが残存しないのかは、若葉台遺跡出土の土器群を検討すれば、かなり明確に理解できるが、これらの文様

要素は、今回の報告資料中には全く含まれていない。どうも、ボタン状の貼付文や、ループ文による菱形モチーフの描出

は、関山式土器の型式内てγ古j威し、黒J兵式土器の型式要素としては残リ得ないものらしい。従って、鈴木氏の「黒浜 I期」

についても、再検討の余地がある。

(4) 江戸川右岸の近年の調査例では、庄和町尾ヶ崎遺跡(昼間・庄野 昭和59年)から、黒浜式古・中段階(新井分類第II.

1II段階)のまとまった資料が出土している。これらは、今回報告の上貝塚遺跡出土土器に一部並行、または後続する段階

に位置づけられるものである。

(5) これまで報告してきた常磐自動車道関連遺跡における、黒浜式期の資料は、利根川右岸に位置する、柏市花前 I遺跡(田

中他 昭和59年)が唯一、量的にまとまったものである。他に柏市中山新田 I遺跡 (r常磐道IVJ収載)等から、断片的な

資料は出土しているが、これらはいずれも、肋骨文を主要な文様要素に含むもので、黒J兵式土器新段階 (新井分類第IV段

階)に位置づけられる。月早i兵式土器古段階の資料は、今回報告した流山地区の 2遺跡以外からはほとんど出土していない。
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